
使いやすいWebグループウェアとして評判の高いサイボウズOffice 4に、

PDAからPHSなどのデータ通信カードを使って接続できる「サイボウズ

ポケット 4」が発売された。外出先からでもオフィスでPCの前にいるかの

ようにグループウェアを利用できる。PDAの限られた小さな画面でも快適

に使え、データ通信量を節約するための工夫も随所になされている。

サイボウズのモバイルソリューション
外出先から利用できるグループウェア

「サイボウズポケット 4」

Focus
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●サイボウズポケット 4とは

サイボウズ ポケット 4は、Webグ

ループウェアとして定評のあるサイボ

ウズOffice 4に追加して利用するオ

プションモジュールである。単体で利

用するものではなく、サイボウズ

Office 4がすでに運用されている環境

を前提に、サイボウズOffice 4に用

意された各種アプリケーション／デー

タにPDAでアクセスできるようにす

るためのものだ。

サイボウズOffice 4の機能をPDA

によってフル活用できるようにするこ

とで、サイボウズOffice 4の優れた機

能に携帯性という性能を付加したと

考えてよいだろう。これによって会社

にいなければ得られない情報を、出張

先などからいち早く取得し、アクショ

ンをとるといったビジネスのスピード

化に対応するための製品である。

もちろん、PCのWebブラウザを前

提としたユーザーインターフェイスと、

PDAで利用可能なインターフェイス

とは大きく異なる。フルカラーの高精

細大画面が利用でき、マウスやフル

キーボードを備えたPCとモノクロ液

晶もまだ多く利用され、ごく小さな画

面と数個のボタン程度しか利用でき

ないPDAとで同じソフトウェアを利

用するのはあまり簡単ではない。また、

外出先などのモバイル環境でアクセス

することを想定すると、通信量を削

減することも重要になってくる。時間

やコストがかかりすぎては、「便利で

使いやすいツール」とは言えなくなっ

てしまう。

サイボウズ ポケット 4は、こうし

た要素に特化してチューニングされ

た、「PDA専用インターフェイス」だ

と考えればよいだろう。

●データはサイボウズOffice 4と共通

サイボウズ ポケット 4は、サイボ

ウズOffice 4のオプションモジュール

という位置付けなので、実際のアプリ

ケーション機能はサイボウズOffice 4

と同等となる。ただし、実装上はそ

れぞれ独自の実行ファイルを呼び出す

ようになっている。一方、当然だがデ

ータは共通で、サイボウズOffice 4

で入力したデータをサイボウズ ポケッ

ト 4で読み出したり、逆にサイボウズ

ポケット 4から入力したデータをサイ

ボウズOffice 4にアクセスして読み出

すといった操作が可能だ。

サイボウズ ポケット 4では、アク

セスに使われているデバイスを自動認

識する、といった機能は含まれていな

い。このため、サイボウズOffice 4と

サイボウズ ポケット 4の使い分けは、

アクセスするURLを変更することで

行なう。そのため、LAN内のPCか

らサイボウズ ポケット 4にアクセスし

てPDA用のインターフェイスを利用

する、といった使い方も可能である。

本来想定された利用法とは異なる

と思われるが、PCのWebブラウザで

サイボウズ ポケット 4を利用すると、

素っ気ないほどシンプルな画面に必要

最小限の情報が表示されるので、こ

れはこれでなかなか使いやすい。必ず

しも「PDA専用」と考える必要はな

く、小型軽量の新しいユーザーインタ

ーフェイスと捉えて、ユーザー側で活

用方法を工夫してみても面白いので

はないだろうか。

写真1 サイボウズポケット 4の基本画面

画面1 PCのWebブラウザ
でアクセスした場合のサイボ
ウズOffice4の基本画面。PC
版では一画面に豊富な情報が
ビジュアルに盛り込まれるが、
サイボウズポケット 4では一
転して簡潔さが追求される

サイボウズポケット4の
概要
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写真2 ログイン画面 写真3 行き先案内版画面 写真4 週間スケジュールは表形式で表示される

●PC版と機能は同一

実装面はともかく、利用上サイボ

ウズ ポケット 4はサイボウズOffice 4

のフロントエンドと見なすことができ

る。このため、利用できる機能につい

ても、サイボウズOffice 4と同等と

考えてよいが、唯一例外となるのはメ

ールの添付ファイルだ。サイボウズ

Office 4ではWebメールが利用でき、

この機能自体はサイボウズ ポケット 4

でも当然利用できるのだが、添付フ

ァイルはサポートしていない。これは、

PDAでは添付ファイルを開くことが

できるアプリケーションが備わってい

ない可能性も高いためで、仕方のな

いところだ。

このほか、機能面では同一だが、

見た目の印象に関しては大きく異な

っている。これは、サイボウズ ポケッ

ト 4がデータ量を最小限に抑えること

を重視した設計になっているためだ。

実際、データ量の削減についてはかな

り徹底的なチューニングが行われてい

る。たとえば、サイボウズOffice 4に

PCでアクセスした場合には、アプリ

ケーションの選択は画面上に表示さ

れるアイコンをクリックすることで行

うが、サイボウズ ポケット 4では、

単純なテキストリンクが表示される。

しかも、画面上には表示されないが、

リンク先となるアプリケーション名は

ほとんどが1文字の名前となってい

る。これは、リンクを示すURL文字

列が長くなると、それだけ転送するデ

ータ量が増えてしまうからだ。

PDAは、PCに比べてメモリも少

ないし、CPUの処理能力でも劣る。

何より、モバイルでの通信を考えると

データ量が増えるとそれだけ通信時間

が長くなったり、通信コストが高くつ

いてしまうことになる。同じ機能を実

現することを重視する一方で、極力

シンプルに実装することを目指してい

る点がサイボウズ ポケット 4の最大

の特徴といえるだろう。

●閲覧機能を重視した画面設計

サイボウズ ポケット 4では、特に

情報を閲覧しやすいことを優先して画

面設計が行われている。モバイル環境

でもワイヤレス接続を利用することに

より、機能面ではPCのWebブラウ

ザを利用するのとほぼ同じ環境が実現

できる。ただし、実際の利用を考え

ると、さすがにPCでアクセスするの

とまったく同じ使われ方をするとは思

えない面がある。もっとも目立つ点は、

データ入力の困難さである。フルキー

ボードやマウスを備えたPCでは、長

文の入力も別段苦にはならないが、

PDAで文字入力するのはあまり楽な

こととはいえない。これはもちろん、

サイボウズの問題ではなく、PDA側

の制約である。

このため、現実の利用ではPDAか

ら情報を入力するよりも、素早く情

報を閲覧することが主たる用途になる

と割り切って「見やすい画面」を意

識して構成されている。

PDAの特性を考慮して、縦スクロ

ールを多用する一方で、横スクロール

は基本的に使わないなど、PDAの機

能やインターフェイスを踏まえて最適

化を行なった画面は、直観的に使え

るわかりやすさと便利さを備えてい

る。

サイボウズポケット4
機能紹介
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●サイボウズポケット 4とセキュリティ

データの表示形式はごく一般的な

HTMLを用いて記述され、特別な機

能は使われていない。このため、ほと

んどのWebブラウザが動くPDAから

利用できる。通信に関しても同様で、

モバイルアクセスのための特別な機能

があるわけではなく、単にHTTPでア

クセスするだけという構造である。し

たがって、システム構成としてもごく

単純で、外部に公開しているWebサ

ーバ上でサイボウズOffice 4とサイボ

ウズ ポケット 4が稼働していればよい

だけだ。

ただし、サイボウズOffice 4では

LAN内やイントラネットでの利用が

多いと思われるが、モバイル環境での

利用を想定したサイボウズ ポケット 4

では、逆に社外からのアクセスが主と

なる可能性が高い。社外からのアク

セスにインターネットを利用する場

合、セキュリティ対策が不可欠とな

るが、サイボウズ ポケット 4自体に

は特別なセキュリティ機能は設けられ

ていない。利用しているのがあくまで

も一般的なインターネット標準である

ため、どのようなセキュリティソリュ

ーションとも組み合わせて利用できる

からだ。ファイアウォールなどを適切

に利用し、安全な運用環境を構築す

るよう心がけたい。

●サイボウズポケット 4の運用例

セキュリティを重視する場合、サイ

ボウズに格納されたデータにインター

ネットから直接アクセスするのは禁止

するのが一番確実な手法であろう。こ

の方針とPDAからのモバイルアクセ

スを両立させるためには、独自のRAS

サーバを運用する手が考えられる。

PDAからどのような手段でリモー

トアクセスを実現するかにもよるのだ

が、一般的にはPHSデータカードを

利用するのが便利だろう。CFカード

タイプの製品が各キャリアから発売さ

れており、ケーブルレスでスマートな

接続が実現できる。これを使うのであ

れば、オフィスにISDN回線を用意

し、PIAFS対応のTAを設置するだ

けで、PHS用のアクセスポイントを

提供できる。機種にもよるが、TAで

は接続先の電話番号に基づいたアク

セス制御を行えるのが一般的なので、

利用するモバイルユーザーが使用して

いる電話番号からだけ着信を許可す

るようにすれば、セキュリティ面では

かなり安心できるだろう。

このほか、使用機種が限定される

が、サイボウズシンク4 for PalmOS

やシャープのZaurusとの連係機能を

用いて必要なデータをあらかじめ

PDAに格納してしまう手もある。こ

の場合、データベースの必要な部分

をあらかじめコピーしておき、リアル

タイムで参照したい最新メッセージの

みをサイボウズ ポケット 4から読み出

す、という使い分けを行うことで、情

報の機密性に応じてアクセス方法を

変えることも可能だろう。

写真5 Palm OS対応機でも表示イメージはほぼ同様

サーバ 

PDA

PDA

携帯 

ファイアウォール 

RAS

Internet

Pocket

携帯 

LAN

Office

図1 サイボウズポケット 4の基本的な接続イメージ
サイボウズOffice4やサイボウズポケット 4はWebベースでのアクセスさえ確保されていれば利用できる。このた
め、インターネットからアクセスすることも可能だし、RASサーバを介してアクセスする構成も採れる。

システム構築の具体例
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●デザイン上のポイント

サイボウズOffice 4に備わる、文書

管理を除く全12個のアプリケーション

を、なるべくもとの機能を損なわずに

PDAで効率的に利用できるようにす

るためには、データ転送量など先に述

べた技術的な工夫のほかに、インター

フェイスのデザイン設計上の工夫が大

変重要になる。この点について、サイ

ボウズのプロダクトマネージャ・石谷

雄一郎氏は「外出中に自分がこなさ

なければならない仕事の流れがひと目

でわかる」ことを最大の目標に設計を

行ったと語る。

具体的には、情報の優先順位に基

づいて画面を配置している。ログイン

後の初期画面では、

・自分の予定

・自分が処理しなくてはいけない仕事

・ほかのメンバーから依頼された仕事

・自分が設定したそのほかの仕事

が表示され、最後にアプリケーション

メニューが表示される。特別な操作

をしなくても、重要な情報がまず目に

飛び込んでくるように工夫されている

わけだ。使いやすさの最優先事項と

して「読みやすさ」を掲げ、逆に

「書きやすさ」を犠牲にした部分もあ

るそうだが、ユーザーの利用形態を考

えれば正解だと思われる。

対象ユーザーとその業務に関して

は、「35歳前後の課長／主任クラス

の方々に、その人たちが社内にとどま

っていないと進まなかった仕事を、サ

イボウズとPHSというインフラを利

用することで外出先でも滞りなく進む

ようにしてもらいたい。これによって、

自分の仕事も進むし、社内の他のス

タッフの仕事も滞留させないようにす

る」ことを狙ったという。

ただし、12アプリケーションをサポ

ートしたことからもわかるとおり、機

能面では可能な限り実装が行なわれ

ている。同様にモバイル用途向けにリ

リースされた携帯電話向けのサイボウ

ズケータイ4では必要最小限の情報が

見られることを意図してコンパクトに

まとめたが、「サイボウズ ポケット 4

では、ちょっとした出張での利用にも

耐えられるはず」とのことで、外出中

でも業務を進められるように、という

配慮が徹底されている。

●マルチプラットフォーム

サイボウズ ポケット 4は、「SJIS漢

字コードに対応した、HTML 3.2対

応のWebブラウザが動く機種」を動

作対象としている。動作確認は

PocketPC、Zaurus、Palmで行わ

れているが、これ以外にも先の条件を

満たす機種ならまず問題ないはずだ。

さまざまな機種で利用できるようにす

るために表示はモノクロとし、機種ご

との画面サイズの違いなどはHTML

のレベルで吸収するようになっている。

接続に関しても特に機種やキャリ

アに依存するような処理は行っていな

いため、どのような環境でも利用可能

だが、現実的にはRASによるイント

ラネット直通の接続が主流だと想定

しているという。

●今後の展開

Web Serviceなどが話題を集めて

いることからもわかるとおり、今後は

インターネットを利用したサービスが

ますます重要な存在になっていくだろ

う。サイボウズでも当然、こうした展

開を視野に入れて次期バージョンの検

討を行っている。

具体的には、ASPサービスへの展開

や、SOAP／UDDIとは限らないにし

ても何らかの形で外部からサイボウズ

の機能を呼び出せるようなインターフ

ェイスを用意する、といった可能性も

ある。

（渡邉利和）

写真6 コンパックのPDA iPAQとC@rd H" 64

サイボウズ株式会社
企画部プロダクトマネージャ
石谷 雄一郎

サイボウズポケット4の
開発のねらい

Interview

サイボウズ株式会社
http://cybozu.co.jp/products/pt4/
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日本ヒューレット・パッカードは、Xeon、
Pentium 4搭載のLinuxワークステーション「hp
Linux workstation x2000／x4000」の2機種
を発売する。
製品は、x2000がCPU Pentium 4に、最大

2Gバイトのメモリを搭載、Intel 850チップセット
を採用しているのに対して、x4000は、CPUがデ
ュアル対応のXeonで、最大4Gバイトのメモリを搭
載、Intel 860チップセットを採用している。Linux
は、プリインストールされ、DCC（デジタル・コン
テンツ・クリエーター）、CG向けのワークステーシ
ョンとして最適に設定した状態で出荷される。
いずれも高度なOpenGL 3Dパフォーマンスを提
供するためにATI Fire GL2、ATI Fire GL4などの
グラフィックス・カードに対応した。ATI Fire GL4
を使用すればデュアル・ヘッド（モニタ2台）にで
きる。同時に、XFree86やX Serverにヒューレッ
ト・パッカード社独自の拡張を施し、色階調の定義、
カラー・テーブルおよび簡単にモニタのガンマ補正
ができるX Server APIを作成した。
また、ソフトウェアベンダーとも協力し、順次ア
プリケーションの検証作業を進めている。現段階で、
Avid社 の Softimage XSI 2.0、 Alias｜
Wavefront社のMaya 3.0、NothingReal社の
Shakeの3製品の動作検証が完了している。
製品には、ハードウェア3年間翌日オンラインサ
ポートとLinux OSの1年間の電話支援サポートが
つく。モニタは別売。

DCC／CG業務向け
Linuxワークステーション

hp Linux workstation x2000／x4000
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発売日 2001年12月1日
発売 日本ヒューレット・パッカード株式会社
TEL 0120-081565
価格 60万8000円～
URL http://www.jpn.hp.com/go/workstation/
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VA Linux Systemsジャパン、SourceForge
パイロットユーザー版の提供を開始

2001年10月23日

VA Linux Systemsジャパンは10月22

日、ソフトウェア共同開発支援システム

「SourceForgeパイロットユーザー版」の

提供を開始した。同時に、アイアイジェ

イテクノロジー（以下IIJ-T）と同システ

ムの導入契約が成立したことを発表した。

VA Linux Systemsジャパンの「Source

Forge」は、米VA Linux Systemsが運営

するオープンソフトウェア開発支援サイ

トSourceForge.netのシステムをベースと

し、独自の導入支援サポートなどが追加

されている。

「SourceForge」には、「SIエディショ

ン」と、「エンタープライズエディション」

の2種類があるが、今回、IIJ-Tに提供さ

れるのはSIエディション。SI向けの操作

性が強化されており、メールによるバグ

登録などが行える。IIJ-Tでは、同システ

ムの導入によって業務の効率化に取り組

んでいきたいとしている。

近日中には、エンタープライズエディ

ションのパイロットユーザー版も提供さ

れる予定。

VA Linux Systemsジャパン

（http://www.valinux.co.jp/）

アイアイジェイテクノロジー

（http://www.iij-tech.co.jp/）

OSDL、Linuxシステムのパフォーマンス
を検証するサービスを提供

2001年10月18日

米Open Source Development Lab（以

下OSDL）は、オープンソース開発者向

けに、Linuxシステムのパフォーマンスを

さまざまなハードウェアやテスト方法で

検証するサービス「STP（Scalable Test

Platform）」の提供を開始した。

「STP」サービスでは、ユーザーが

OSDLのテストラボに送ったカーネルのパ

ッチやアップグレードと指定したLinuxカ

ーネルを、指定された構成のハードウェ

アでコンパイルし、ユーザーが選択した

パッケージとともにインストールしてパフ

ォーマンスを検証する。検証結果は、ユ

ーザーにメールと専用Webページで提供

され、参考データとしてOSDLのサーバに

保存される。ユーザーは検証結果を

OSDLのWebサイトに掲載して一般に公

開することも選択できる。

OSDLのテストラボは、1Wayから

16Way構成の32ビットおよび64ビットの

CPU、2Tバイトのストレージなどが利用

可能になっており、ユーザーは、Webサ

ーバやファイルサーバ、データベースシス

テムなどについて、さまざまな測定方法、

カーネルツリー、ハードウェア構成など

を選んで検証することができる。

Open Source Development Lab

（http://www.osdl.org/）

ノーザンライツとミラクル･リナックス、ク
ラスタリングソフトLifeKeeperで提携

2001年10月18日

ノーザンライツコンピュータとミラク

ル･リナックスは10月18日、米SteelEye

Techno logyのクラスタリングソフト

「LifeKeeper for Linux」の国内投入におい

て、共同で検証およびマーケティングを

行うと発表した。

ノーザンライツが提供する「L i f e

Keeper for Linux」とOracle8i／9iとの接

続検証を行い、Linuxクラスタリングシス

テムによる安定性、信頼性の高い企業向

けソリューションを提供する。

ノーザンライツコンピュータ

（http://www.nlcomputer.com/）

ミラクル・リナックス

（http://www.miraclelinux.com/）

LPI-J、Linux技術者認定試験レベル2日
本語版を11月28日より開始

2001年10月12日

特定非営利活動法人LPI-Japan（以下、

LPI-J）は、「Linux技術者認定試験」（以

下、LPIC）レベル2の日本語試験を11月

28日より開始する。

LPI-Jは、米国を中心に世界共通基準の

Linux技術者認定試験を推進しているLPIの日

本法人で、“LPIC日本語試験”を実施してい

る。LPICはレベル1からレベル3まであり、

各レベル2科目の試験が行われる。現在LPI-J

が実施しているのは、LPICレベル1の日本語

版（101、102の2科目）、レベル2ベータ（1

科目のみ）の英語版試験（10月末まで）。

LPICの位置づけについて、LPI-Jの広報

担当者によると、「LPICは各ディストリ

ビューターが行う資格試験と異なり、あ

らゆるディストリビューションに共通し

たLinuxのもっとも基礎となる知識をテス

トするもの」であるとしている。

実際の試験は、米NCS Pearsonの電子

テストサービス事業部門であるVUEが行

い、国内43カ所の公開テストセンターで実

施される。日本語版試験はレベル1（101、

102）、レベル2（201、202）とも1科目に

つき1万5000円。なお、現在公開されてい

るレベル2ベータ英語版は84ドル。

LPI-Jでは、来年以降にレベル3日本語

版試験を開始する予定。また、今後専門

学校などの教育機関がLPIC向けコースを

設置する際のサポートなども行ってゆく

としている。

LPI-Japan（http://lpi.or.jp/）

日本IBMとシチズンがLinuxウォッチ
「WatchPad」を共同開発

2001年10月11日

日本IBMとシチズン時計は、Linuxを搭

載した腕時計型コンピュータ「WatchPad」

を協同で開発することを発表し、試作機

を公開した。

「WatchPad」は、これまでIBMリサー

チが中心に開発を進めてきた、Linux搭載

腕時計型コンピュータ「スマート・ウォッ

チ」や「Linux Watch」をベースに、日本

IBMが全体の概念やハード／ソフトウェア

を含めたアーキテクチャとシステム設計、

OSの実装を行い、シチズンが外装を含め

たパッケージング設計、表示素子や入力

デバイスなどの部品設計を行っている。

これまでの「Linux Watch」はカーネル

2.2とX11R6の組み合わせであったが、今

回はより小さなリソースで動作させるた

from

www.Linux24.com

News HeadlineNews Headline

News Express
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め、組み込みデバイス向けのウィンドウ

システムで、オープンソースで開発され

ている「Microwindows」を採用している。

また、これまでのローラー型の入力デバ

イスに代わって搭載されたリューズ型入

力デバイスは、防水性を高めるためにシ

チズンの発案で搭載された。

両社では「WatchPad」の使用例として、

ノートPCや携帯電話を鞄の中にしまった

ままで、Bluetooth経由で操作したり、指

紋による個人認証機能を用いてホテルや空

港のチェックインを自動的に行うといった

ことを想定している。今後、シチズンは製

品化も視野に入れた研究開発を行うとして

おり、日本IBMはシチズンに対する技術協

力の提供や、大学などの研究機関へハード

ウェアや開発キットなどを提供する。

日本IBM（http://www.ibm.com/jp/）

シチズン（http://www.citizen.co.jp/）

日本Pythonユーザー会（PyJUG）の
ホームページ開設

2001年10月4日

フリーのオブジェクト指向プログラミ

ング言語「Python」のユーザー組織であ

る「日本Pythonユーザー会（PyJUG）」

のホームページが開設された。

運営はPyJUGの下部組織「PyJUG網元

衆」が行い、サーバやネットワークリソー

スは一件楽着インターネットサービスが提

供する。Pythonで開発されたアプリケー

ションサーバ「Zope」が利用されている。

ホームページ内には、Pythonの基礎的

情報、技術解説、活用事例が用意されて

いるほか、Pythonによる開発を支援する

ソフトウェアの配布も行うという。さら

に「オープン記念」として、Pythonメー

リングリスト「Python-ml-jp」の全文検索

ページも開始された。

PyJUG（http://www.python.jp/）

米Sun Microsystems、「StarOffice
6.0 Beta Software」を公開

2001年10月3日

米 Sun Microsystemsは 10月 2日 、

「StarOffice 6.0 Beta Software」（アジア地

域では「StarSuite 6.0」）を公開した。旧バ

ージョンからの主な変更は以下のとおり。

・XMLファイルのサポート

・日本語、韓国語、中国語（簡体字、繁

体字）サポート

・Microsoft Officeとの互換性強化

・ヘルプの刷新

・統合デスクトップを削除し、GNOME

などの統合デスクトップ環境との親和

性を強化

「StarOffice 6.0 Beta Software」は、

Solaris、 Linux、 Windows 95／ 98／

Me／NT／2000で動作する。Linux版の動

作環境は以下のとおり。

・カーネル2.2.13以上

・glibc 2.1.2以上

・800×600以上の解像度、256色以上の

X Server

・CPU Pentium互換

・HDD 250Mバイトの空き容量

・メモリ 64Mバイト

バイナリのダウンロードは米Sun

MicrosystemsのWebサイトから可能で、

すべてダウンロードすると133Mバイト程

度になる。ソースコードは O p e n

Office.orgにて入手可能だ。

米Sun Microsystems

（http://www.sun.com/）

OpenOffice.org（http://www.openoffice.org/）

専門家がLinuxのウィルスの危険性を警告

2001年9月28日

コンピュータウィルスに関する国際会

議「Virus Bulletin（ウィルスブリテン）

2001」が9月27日（現地時間）、チェコの

プラハで始まった。

初日には、会議を主催するV i r u s

Bulletin誌編集者のヘレン・マーティン氏

の開会宣言に続き、企業におけるウィル

ス対策などが中心のCorporate Streamと、

技術的なテーマを取り上げるTechnical

Streamの2つのトラックに分かれて、14

の発表が行われた。

Virus Bulletinの常連発表者という米マ

イクロソフト社のランディ・エイブラム

ス 氏 は 、 Changes In Retail Virus

Scanning 1998-2001と題して、同氏が

'98年に行った小売りソフトにおけるウィ

ルスの検知に関するレポートのアップデ

ートを行った。

エイブラムス氏によれば、この4年間に

ハードウェアの高速化が進み、より進ん

だ処理が可能になったが、その間にウィ

ルスの発生量も増え、ウィルス情報の更

新もより頻繁に行うことが必要となって

いるという。

コンピュータ・アソシエイツ社（オー

ストラリア）のヤコブ・カミンスキー氏

は Not So Quiet On The Linux Front:

Linux Malware IIというタイトルで、

Linuxプラットフォームにおけるウィルス

の危険性についてレポートした。カミン

スキー氏はまず、Linuxのバイナリベース

のウィルスリストを示し、2000年6月に

は13であったものが、半年ごとに50％ず

つ増加し、2001年1月には31になってい

るというデータを紹介した。続いてその

ウィルスの中からいくつかを特徴ととも

に紹介し、Linuxのカーネルライブラリに

感染するものも登場しているとした。

また、バイナリ以外にも、27のシェルス

クリプトをパックしたRamen、Admw0rm、

Lion、Adoreなどいくつものワームが登場

しているという。

米ボーイング社のジャネット・ジャー

ビス氏は、企業のウィルス対策管理者と

しての立場から、企業においてどのよう

な方針でウィルス対策を行うべきかを発

表した。

Virus Bulletin 2001

（http://www.virusbtn.com/vb2001/）

Virus Bulletin（http://www.virusbtn.com/）
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日立製作所は、日立アドバンストサーバ
HA8000-exシリーズでItaniumプロセッサを最大4
個搭載可能な「HA8000-ex／780」を発売した。
HA8000-ex／780は、CPUにItanium 800MHz

を採用し、各CPUごとに2Mバイト／4Mバイトの
3次キャッシュを使用することで高性能化を実現
している。メモリは最大32Gバイトまで拡張でき、

64ビットアドレッシングを活かした大規模アプリ
ケーションを実行できる。
HDDには73Gバイト Ultra160 SCSI HDDを使

用（最大2基146Gバイト搭載可能）。RAID1に対
応することで信頼性の向上を図っている。OSは
Red Hat Linux 7.1 for Itanium Processorに対応し
ている。

Hardware

Itanium搭載サーバ
HA8000-ex／780

発売日 2001年9月17日

URL http://www.hitachi.co.jp/ha8000/

発売 株式会社日立製作所
TEL 0120-2580-12
価格 475万円～

富士ゼロックスプリンティングシステムズは、4
連タンデムカラーレーザーエンジンを採用したカ
ラープリンタ「Phaser 7700」を発売した。
Phaser 7700はPhaserシリーズの最高機種で、

グラフィック向け機能を強化している。A3ワイド
サイズ（320×450mm）、Adobe PostScript 3に対
応し、メモリ128Mバイト、100Base-TX、内蔵
HDD、カラー補正機能などを標準で装備している。
印刷速度は、A4横、連続印刷でカラー／モノクロ

ともに毎分22枚を実現した。500MHz PowerPC
G4相当のプロセッサを搭載して、高速処理を可能
にしている。
また、オフィス用途としてオフセット機能つきの

自動両面プリント、丁合、保存プリント、機密文書
をパスワードで保護するセキュアプリントなどの機
能や最大3500枚まで拡張できる給紙トレイやステー
プラやスタッカ処理用のフィニッシャを装着するこ
とで大容量のオンデマンド印刷にも対応している。

Hardware

A3ワイド・タンデムカラーレーザープリンタ
Phaser 7700

発売日 2001年9月19日

URL http://www.phaser.co.jp/

発売 富士ゼロックスプリンティングシステムズ株式会社
TEL 03-3448-3040
価格 99万8000円

SSHコミュニケーションズ・セキュリティは、
プラグ＆プレイでインターネットセキュリティ環
境を実現するVPNソリューションの新製品「SSH
Complete VPN」を発売した。

SSH Complete VPNは、SSH VPN Gateway
（サイト間の接続用VPN装置）、SSH Sentinel（モ
バイルユーザー用VPNクライアントソフトウェ
ア）、SSH Central Manager（VPN管理ツール）
の3つのコンポーネントで構成されている。
SSH VPN Gatewayとモバイル端末用のSSH

Sentinelは、設置時に別に送られてくるスマート
カードを差し込むだけですべての初期設定が完了
する。いったん、インターネットに接続されると
同一VPN内でIPSecによる暗号化通信が行われ、
各地に点在する企業ネットワークを安全にSSH
Central Managerから集中管理できるようになる。
端末側は、スマートカードに記録してある秘密

鍵が合わなければ作動しないので、スマートカー
ドを別に送ることで設置前の機器の配送ミスや盗
難等による情報漏洩の危険性を防いでいる。

Hardware

プラグ＆プレイで実現する次世代VPNソリューション
SSH Complete VPN

発売日 2001年10月4日

URL http://www.ipsec.co.jp/

発売 SSHコミュニケーションズ・セキュリティ株式会社
TEL 03-3459-6830
価格 98万円（SSH VPN Gateway）／78万円（SSH Central Manager 5ユーザーライセンス）

NTTコムウェアは、高速・大容量通信に対応し
た、多目的Linux BOX「L-BOX」を発売した。
L-BOXは、ネットワークと情報端末のインター

フェイスとして利用する製品で、ADSLやCATVな
どの常時接続用ファイアウォールマシンや、情報
家電や情報端末に対する制御ボックスになる。PC
カードやモバイルカードをL-BOXのカードスロッ
トに差し込めば簡単に無線LANやモバイル環境で

も利用できる。内部OSにLinuxを採用しているの
で、アプリケーションの拡張が容易にできる。
i486相当128MHzのCPUを使用し、16Mバイト

（最大80Mバイト）のメモリを装備、基本実装4M
バイトのマイクロディスクモジュール（最大32M
バイト）とオプションのコンパクトフラッシュの
外部記憶装置がある。筐体のサイズは、119mm
（H）×67mm（W）×98（D)mm。

Hardware

情報家電・端末制御機能をもつLinux BOX
L-BOX

発売日 2001年10月1日

URL http://www.nttcom.co.jp/

発売 NTTコムウェア株式会社
TEL 043-211-2404
価格 要問合せ
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アークブレインは、ミニタワーにIntel Pentium 4 2GHz
を搭載したVectoran 2000GMLシリーズを発売した。

今 回 発 売 さ れ た の は 、 Windows 2000
ProfessionalをプリインストールしたW2PとRed
Hat Linux 7.1をプリインストールしたLNXの2機
種。主な仕様は、Pentium 4 2GHz、メモリ1Gバ
イト（最大1.5Gバイト）、UltraATA/100対応80G
バイトHDD、DVD-RAM、100Base-TXなど。ビ

デオカードにGeForce3チップを採用したELSA製
のGLADIAC 920を搭載し、3Dグラフィックを用
いたプレゼンテーションなどのマルチメディア環
境に対応した設計になっている。筐体のサイズは
329mm（H）×136mm（W）×340mm（D）。
OSについては、上記2製品のほか、Turbolinux、

FreeBSD、Solaris 8などに個別に対応することも
できる。

Hardware

DVD-RAMドライブ搭載小型ワークステーション
Vectran 2000GLM-LNX

発売日 2001年10月9日

URL http://www.arcbrain.co.jp/

発売 株式会社アークブレイン
TEL 03-3375-8968
価格 37万8000円

シマンテックは、同社初のハードウェア製品とな
るファイアウォール機器「Symantec VelociRaptor
ver. 1.1」を発売した。
製品は1Uラックマウントサイズの筐体にLinuxベ

ースのOSとファイアウォール、VPNソフトをプリ
インストールしたもので、これを用いて各地に分散
したマシンや内部ネットワークを、インターネット
など外部ネットワークを用いて安全に接続すること
ができる。

ファイアウォールには、パケットフィルタリング
方式のほかに、バッファオーバーフローやバックド
アコマンドなどのアプリケーションレイヤーレベル
での攻撃を検出できるアプリケーションプロキシ方
式を採用した。
管理はWindows 2000／NT上にインストールされ

るSymantec Raptor Management Consoleを使用し
てローカル、リモートに設置した複数の
VelociRaptorを一元管理する。

Hardware

ファイアウォール・アプライアンス
Symantec VelociRaptor ver. 1.1

発売日 2001年10月31日

URL http://www.symantec.com/

発売 株式会社シマンテック
TEL 03-3476-1426
価格 72万円（50ノードライセンス）～

テンアートニは、コンパックコンピュータの
PDA iPAQ上で利用できる、コンパクトフラッシ
ュカード型Linuxキット「Melon」を発売した。
Melonは、コンパクトフラッシュカード（容量

64Mバイト）に、オープンソースのディストリビ
ューションFamiliarをベースとしたLinuxを組み込
み、PDAに装着するだけで既存の環境を書き替え
ずにLinuxを起動できるようにした製品。GUIには、

同社が業務提携したアックス社の「式神（しきが
み）」を採用し、手書き文字認識による日本語入
力環境を装備している。このためスケジューラな
どのPIM機能を直ちに日本語で利用できる。
簡単にPDA用のLinux環境が作れるので、Linux

対応PDAのアプリケーションの開発にも役に立つ
だろう。対応しているコンパックのPDAは、iPAQ
Pocket PC H3630とH3660の2機種。

Hardware

iPAQ上でLinuxを稼動
Melon

発売日 2001年11月1日

URL http://melon.10art-ni.co.jp/

発売 株式会社テンアートニ
TEL ―
価格 9800円

メディアヴィジョンは、カシスと共同開発した
ナレッジバンクサーバ「Kacis Cabinet Ver.2.0」
を9月17日より発売した。

Kacis Cabinet Ver.2.0は、Word、一太郎、
Excel、PDFなどのあらゆるドキュメントを分類整
理し、自由な並べ替え、検索、再利用を行うこと
によって、ドキュメントの有効利用を可能にする
サーバ・クライアントシステム。
Kacis Cabinetは、キャビネットカードにファイ

ルの分類事項を記入、登録してファイルを一元管
理する。ファイルはキャビネットカードに記入し
た情報をもとに、部門別、製作者別、日付別、ジ
ャンル別など目的に応じたフォルダ分類を自由に
行える。全文検索、キャビネットカードの検索、
AND検索、OR検索などの検索機能によって柔軟
なファイル検索が可能。Webブラウザからのファ
イルの検索、登録、ダウンロードもできる。対応
OSはTurbolinux Server 6.5。

Software

効率的文書管理を実現するナレッジバンクサーバ
Kacis Cabinet Ver.2.0

発売日 2001年9月17日

URL http://www.mvi.co.jp/

発売 株式会社メディアヴィジョン
TEL 03-3222-3908
価格 38万円（10ライセンス）～
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日新電機は、シマンテック社製不正アクセス監
視 ツール「 Intruder Alert」 を機 能 強 化 し、
「Intruder Alert 3.5.1J」として販売する。

Intruder Alertは、サーバなどのマシンに常駐し
て監視するホストベースの不正アクセス監視ツー
ルで、Webページの書き替えやバックドア、トロ
イの木馬による不正アクセスを検出できる。監視
対象となるマシンにエージェントソフトを常駐さ
せ、各種ログをモニタし、マネージャソフトがロ

グインやファイル操作の中から、不正もしくは不
審なイベントを抽出し、警告表示、ログの保存な
ど、必要な措置を自動実行する。
商用UNIX、Windows NTをはじめ、26種類以

上のOSに対応し、1台のマネージャで100台まで
のエージェントを管理できる。3.5.1Jで、新たに
Red Hat Linux 6.2に対応した。また、Webサーバ
など外部サーバのログと連携してWebサーバへの
不正アクセスへの対応もできる。

Software

Linuxに対応した不正アクセス監視ツール
Intruder Alert 3.5.1J

発売日 2001年10月15日

URL http://www.elnis.com/

発売 日新電機株式会社
TEL 03-5821-5914
価格 74万円～

クラスキャットネットワークスは、Webベース
の販売管理ソフトウェアClassCat WebSales 1.2
Petit for WebShpere（DB2 version）を発売した。
製品は、Webサーバ上で動作する販売管理パッ

ケージソフトウェアで、ブラウザで受注データを
入力したり、問い合わせができる。管理データを
Excel形式に直接出力できるので市販している財
務会計ソフトウェアとの連携も容易だ。XML技術

を用いてデータ処理の多くをローカルコンピュー
タ側で済ませるので、サーバ側の負荷が減り、速
度の遅いネットワークでも使用できる。
主な機能は、受注管理、顧客・商品管理、シス

テム管理／ユーザー管理など。動作環境はIBM
WebSphere Application Server V4.0とIBM DB2
UDB V7.1が 必 要 な ほ か 、 OSは 、 Linuxと
Windows 2000に対応している。

Software

WebSphere対応XML＆JSPベースの販売管理ソフト
ClassCat WebSales 1.2 Petit for WebSphere（DB2 version）

発売日 2001年10中旬

URL http://www.azi.co.jp/

発売 クラスキャットネットワークス株式会社
TEL ―
価格 7万5000円

ネットワールドは、高性能サーバ向け仮想化ソ
フトウェア「VMware ESX Server」を発売した。
ESX Serverは、エンタープライズ規模のサーバ

を集約し、それをパーティショニングする仮想化
ソフトウェア。1台のマシン上で複数のサーバアプ
リケーションを実行するという点はこれまでの
VMwareと同じだが、ESX Serverは、サーバハー
ドウェア上で直接動作するためホストOSを必要と
しない。そのため、ハードウェア資源をVMwareが

完全に管理できるので、複数の仮想マシンに対し
てきめ細かいコントロールが可能になった。
ESX Serverには、起動と管理を行うためのLinux

ベースのコンソールOSが組み込まれており、コン
ソール画面か、Webブラウザから管理タスクを実
行する。各アプリケーションは、このコンソール
OSではなく、仮想マシン上で動作する。Intelアー
キテクチャのマシン上で稼動し、最大8プロセッサ
のサーバマシンに対応できる。

Software

高性能サーバ向け仮想化ソフトウェア
VMware ESX Server

発売日 2001年9月27日

URL http://www.networld.co.jp/

発売 株式会社ネットワールド
TEL ―
価格 37万5000円（1-2CPU）～

ヌリテレコムは、システム運用管理製品「Net-
DMS for Red Hat Linux Ver1.5」を発売した。
Net-DMSは、管理対象となるPCに導入するNAS

エージェントと、エージェントが監視している情報
を集中管理するマネージャサーバそして管理者が利
用するコンソールで構成されている。管理はシステ
ムコンソールの管理用アイコンと、イベントコンソ
ールで行う。

Net-DMSでは各PCのメモリ、CPU、ディスクの
しきい値、ネットワークインターフェイスの監視、
Windowsマシンの遠隔制御などのほか、企業の組織
構成をもとにハードウェアを管理でき、組織ごとの
資産一覧レポートの出力やソフトウェア配布が行え
る。マネージャサーバにRed Hat Linux 7.2とRed Hat
Databaseを採用している。シンプルに必要な項目だ
けを管理できる製品となっている。

Software

Red Hat Linux 7.2で動作するシステム管理製品
Net-DMS for Red Hat Linux Ver1.5

発売日 2001年10月22日

URL http://www.nuritelecom.co.jp/

発売 ヌリテレコム株式会社
TEL ―
価格 98万円～
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ホライズン・デジタル・エンタープライズは、
OSの混在する複数のサーバを集中的に運用管理す
るためのソフトウェア「HDE Center」を発売した。
HDE Centerの主な機能は、サービス、プロセ

ス、パフォーマンス、リソース、セキュリティ、
ログ、障害、ハードウェア、ソフトウェア構成の
管理と管理項目検索機能など。
監視項目をひと目で確認でき、発生した障害は

自動的にメールで通知する。メールはその障害の
度合いに応じて適切な通知先を指定できる。
OSの異なる複数サーバの管理で避けられない、

各OSの学習にかかる時間や作業の煩雑化による
人為的なミスを軽減する。対応するOSはRed Hat
Linux 6.2J／7.1、Turbolinux Server 6.1／6.5、
Miracle Linux Standard Edition Version 1.1、
Solaris 8。その他のOSにも順次対応予定。

Software

OSの混在環境に対応、複数台のサーバを集中的に運用管理
HDE Center

発売日 2001年10月31日

URL http://www.hde.co.jp/center/

発売 株式会社ホライズン・デジタル・エンタープライズ
TEL 03-5738-5410
価格 72万円（5ノード管理）～

ジャストシステムは、すべてJava言語で開発し
たマルチプラットフォーム対応のオフィスソフト
「Just Arks」を発売した。

Just Arksは、文書の論理構造を考えるのに適し
たアウトラインプロセッサ機能を持ち、HTMLや
既存文書を自動的に解析しプレゼンテーションに
適したデータを構築してくれる本格的プレゼンテ
ーションソフト「PrezArk」、ビジネス利用を想定

して開発され、約160種類の関数をサポートして
いるマルチシート型表計算ソフトの「CalcArk」、
インターネットドキュメント互換を実現するため、
いち早くXHTMLに対応したほか、日本語、韓国
語、フランス語などを混在できるワードプロセッ
サ「一太郎 Ark1.1」、プラグインソフト、インタ
ーネットディスク使用権50Mバイトで構成されて
いる。標準データ形式にXHTMLを採用している。

Software

マルチプラットフォーム対応Java製オフィスソフト
Just Arks

発売日 2001年11月2日

URL http://www.justsystem.co.jp/ark/

発売 株式会社ジャストシステム
TEL 03-5412-3939
価格 1万5000円

バックボーン・ソフトウェアは、OSが混在する
環境でのネットワーク・バックアップ、リストア
を可能にしたバックアップ・ソフトウェア
NetVault 6.5をリリースした。
NetVaultを使うと、複数のOSが混在するネット

ワーク上に分散するマシンのデータバックアップを
一括して管理できる。NetVaultは、それぞれのOS
やアプリケーション、マシンに対応したモジュール
をインストールするので、拡張性に優れている。

6.5では、障害が発生したシステムをリモートか
ら迅速に復旧するためのディザスタ・リカバリ・
オプション、リアルタイムでのファイルバックア
ップを可能にしたオープン・ファイル・マネージ
ャ・オプション、GUIの日本語化、クラスタリン
グサポートなどの機能が追加されている。製品は
10月10日Solaris（SPARC）用モジュールから順
次出荷を開始し、Linux用モジュールが出荷され
るのは11月12日から。

Software

ネットワーク・バックアップ・ソフトウェア
NetVault 6.5 Linux

発売日 2001年11月12日

URL http://www.bakbone.co.jp/

発売 バックボーン・ソフトウェア株式会社
TEL 03-5908-3511
価格 15万円～

日本オラクルは、次世代のOracleデータベース
「Oralce9i Database」のLinux版を発売した。

今回発売されるのは、ワークグループや、部門単
位での使用を想定したStandard Editionと企業レベ
ルでの使用を想定したEnterprise Editionの2種類。
8iで培ったインターネットデータベースとして

の実績を継承しつつ、Oracle9i Real Application
Clustersの採用による可用性、パフォーマンスの
強化、Oracle9i Data Guardによる事故等の計画

外停止に対する保護機能強化、Oracle Internet
File Systemによる多様なデータへの対応などが施
されている。
特にLinux版では、Linuxカーネル2.4と組み合わ

せることで、最大64Gバイトの大容量メモリを実
装可能にし、最大64Gバイトのデータファイルを
作成できるLFS（Large File System）に対応した。

Linux OSは 、 MIRACLE LINUX Standard
Edition V2.0が対応している。

Software

OracleデータベースLinux版
Oracle9i Database Standard／Enterprise Edition for Linux

発売日 2001年10月24日

URL http://www.oracle.co.jp/9i/

発売 日本オラクル株式会社
TEL 03-3511-5331
価格 3万2000円（5ユーザー）～



10月24日、LinuxWorld Conference &

Demo /Tokyo 2001が行われている新宿

NSビルにて、OSDL（Open Source

Development Lab）のラボを日本で開設

する旨の記者発表会が行われた。

OSDL自体はオープンソースソフト

ウェアの研究支援機関なので、ビジネ

スという枠では語れないかもしれない。

しかしながら、後述するようにOSDL

のスポンサーには日米の大手IT企業が

名を連ね、IT発展という観点から、

Linuxの基礎研究がいかに重要視されて

いるかを伺わせている。

今回は、横浜に開設されるOSDLジ

ャパンラボの詳細と、OSDLジャパン

ラボのディレクターに就任する高澤真

治氏のお話を紹介したい。

■

■コミュニティを支援するOSDL

■

OSDLは、米国オレゴン州ポートラン

ドに本拠を置き、エンタープライズ／

高性能サーバ向けLinuxプロジェクト

や、Linuxベースのオープンソースソフ

トウェア開発プロジェクトを支援して

いる非営利団体（NPO）だ。ラボのデ

ィレクターはTimothy Witham氏。具

体的な活動としては、高価で大規模な

実験環境を用意できない開発コミュニ

ティに対し、ハードウェア環境の提供

をはじめとした各種サポートを行う。

活動はオンラインが中心であり、各コ

ミュニティはたとえばネットワーク経由

で機材を使うことができる。最近の動

きとしては、OSDLに送付したカーネル

のパッチやアップグレードを、指定した

コンピュータ上でコンパイルしてパフォ

ーマンスを検証する「STP（Scalable

Test Platform）」などが開始されている。

これらOSDLで支援されたプロジェ

クトは、オープンソースの開発モデル

に則り、誰でもその成果物を利用でき

る形で公開される。一企業の利益にな

るようなプロジェクトの支援は行われ

ない。あくまでもオープンソースのプ

ロジェクト支援の機関なのだ。

運営資金は、表1に記した企業から

の提供によってまかなわれている。現

在2400万ドルの資金を集めているとい

うから、30億円程度の資金が、エンタ

ープライズ向けのLinux技術に投資さ

れているわけだ。NEC、富士通、日立

製作所、三菱電機、ミラクル・リナッ

クスといった、日本企業が名を連ねて

いる点にも大いに注目したい。

■

■横浜に2番目のラボを開設

■

発足して1年近くが経過したOSDL

が、2番目に開設するのが横浜のOSDL

ジャパンラボだ。OSDLは基本的にバー

チャルなラボなので、どこにハードウ

ェアがあっても構わないのだが、カー

ネルなどコアな部分の開発はシステム

のリブートなども伴うし、言語、地域

的な制限も出てくるため、日本の有志

がOSDLのボードメンバーに訴えて開設

となった。OSDLジャパンラボは、日本

ばかりではなく、アジア・太平洋地域

のオープンソースプロジェクトの支援

も行う。アジア各国のプロジェクトは、

OSDL本部が受け付けたあと、状況に

よってOSDLジャパンラボを使用する場

合もあるという。基本的にジャパンと

米国は連携して動くようで、たとえば

日本にない機材が米国にある場合は、

米国の機材を使用することも可能だ。

バーチャルなラボなので、こうしたこ

とも当たり前に行われるのだろう。

OSDLジャパンラボの施設は、神奈

川県横浜市保土ヶ谷区の「横浜ビジネ

スパーク（YBP）」に設立される。

YBPは、野村総研やソニーの研究所も

入居しているが、OSDLジャパンラボ

は現在新築中の建物に入居することに

なっている。床面積は400平方メートル。

面積の半分をサーバルームにし、残り4

分の1をオペレーションルーム（3室）

に、ほかのスペースをミーティングル

ームとスタッフルームにする予定。

肝心のハードウェアは現在選定中だ

という。考えられているスペックは、

32ビット、64ビットのIAマシンをそれ

ぞれ2Way～8Way構成とし、バリエー

ションをそろえていく。ただ、64ビッ

トの8Wayはまだまだ高価なので、発表

会では不確定要素となっていた。こう

した機材の調達方法は、OSDLが欲し

いスペックを公開し、各企業に対して

分散して購入する手順となる。購入に

関しては、各プロジェクトのリーダー

とも相談を行う。イメージ的には入札

に近い方法といえるだろう。

スタッフは、ディレクターである高

澤氏のほか、常駐SEが3名。各プロジ

ェクトには当然コミュニティの人間が

参加するわけだから、常駐の3名のみが

OSDLジャパンラボで作業を行うわけ
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ではない。この3名はインフラ周りや機

器関連のスケジュール調整なども行う

という。高澤氏は、OSDLジャパンラ

ボにはカーネルに強い人間がいないの

で、コミュニティに相談してカーネル

の専門家を確保したいとしている。

気になる運営資金だが、これは本家

米国のOSDLからの支援金のみが唯一

の収入源だ。その金額は約数億円。こ

のうち半分をハードウェア購入費用に

し、4分の1が家賃、残り4分の1が人件

費となる。OSDLのスポンサーに日本企

業が多く存在するため、直接OSDLジ

ャパンラボへの支援がありそうな印象

を受けるが、OSDLジャパンラボ自体は

集金活動は行わない。よって、日本企

業は今まで通り、米国のOSDLに寄付

を行うという形になる。もちろん営利

活動もいっさいしないので、Tシャツの

販売や広告掲載などは行われない。

OSDLジャパンラボへのプロジェク

トの募集は、現時点ではOSDN本部へ

の英語による申し込みのみだが、11月

末を目安に日本語での受け付けも開始

する予定だ。現在すでに8つのプロジェ

クトが計画されており、5つのプロジェ

クトは発表会で公表された（表2）。高

澤氏によると、今後4～5件のプロジェ

クトを、1～2年のスパンで運営してい

きたいそうだ。ただ、プロジェクトに

よっては比較的簡単なものもあるので、

そうしたものも含めると、さらに多く

のコミュニティがOSDLジャパンラボ

を利用することになるかもしれない。

プロジェクトの発動は、まずはリク

エストフォームによる応募をし、プロ

ジェクトのリーダーがハード・ソフト

の要件をOSDLに伝達する。OSDLは

研究結果の公開が前提なので、プロジ

ェクトは機密保持契約を結ばないこと

を了承しなければならない。こうして

できた成果物は、途中結果がレポート

されるほか、Linuxディストリビュータ

ーなどに転送され、次世代のLinuxを

より高度なものへと進化させていくと

いう流れだ。

●

OSDLジャパンラボの設立自体が、

ビジネスに即直結するとは考えにくい

が、その研究結果が万人に公開される

など、業界全体が得る利益は限りなく

大きい。なお、OSDLジャパンラボで

は、OSDLの準会員であるOSDLアソシ

エーツの日本語メーリングリスト開設

も予定しているそうなので、興味のあ

る方は今後の動向に注目だ。

Linux magazineDecember 2001 33

米Caldera International 

米Computer Associtates International 

米Covalent Technologies 

米Dell Computer 

富士通

日立製作所

米Hewlett-Packard 

米IBM 

米Intel 

米Linuxcare 

米LynuxWorks 

ミラクル・リナックス

三菱電機

NEC 

米Red Hat 

米SGI 

ドイツSuSE Linux 

米Turbolinux 

米VA Linux Systems 

表1 OSDLのスポンサー企業

IPv6

SCore

Namazu

PostgreSQL

Linux Super Page

表2 OSDLジャパンラボで計画中のプロジェクト

OSDLジャパンラボの統括責任者として、日

本Linux協会副会長／日本Linux協会副会

長／LPIジャパン理事／Linux World Japan

アドバイザリーボードメンバーの高澤真治氏

が就任した。同氏は元大手コンピュータメー

カーに勤務していたが、OSDLジャパンラボ

設立により退職。オープンソースの発展に寄

与することとなった。

――企業が非営利団体のOSDLのサポートを

するのはなぜか？

高沢氏：Linuxの世界では貢献することで技

術が進化して、その上に応用が見えていくと

いうことだろうと思う。いずれにせよ、成果

物はオープンになって、企業もたとえば

ApacheやSambaでビジネスを行っている。

それを還元するという意味もある。日本の企

業も長い目でビジネスプランを考えているの

ではないか。Linuxは基礎技術として注目され

ているから、コントリビュートすることに日

本企業は気を遣っている。たとえばSCoreプ

ロジェクトもNEC、富士通がスポンサーだが、

動作するのはNECや富士通のUNIXではなく

Linuxだ。今後は、巡り巡ってお金が回って来

るというスタイルに変わってくると思う。

――今後、ハードウェアの追加などは考えて

いるのか?

高沢氏：リクエストが出た時点で、よほどの

金額でない限り買う。全体の予算の半分が

ハードウェア費用だが、初期費用はその中の

半分。残りはバッファにしている。だがたと

えば5億円の買い物は無理なので、本部との

相談になる。本部がやるべきプロジェクトだ

と判断すれば、本部が買うかジャパンが買う

かするだろう。

――共同研究や補助金など、政府機関との関

係は？

高沢氏：大学関係の方々は、もともと先端

の研究もされているので現在も入っていただ

いている。しかしそれ以外では今のところコ

ンタクトは取っていない。プロジェクトを誘

致していただけるのであれば、会いに行きた

い。ただ、補助金などお金が流れるというの

は難しいだろう。

Column

インタビュー
OSDLジャパンラボディレクター
高澤真治氏
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10月24日と25日に新宿NSビルのNS

イベントホールで「LinuxWor l d

Conference＆Demo/Tokyo 2001」が

開催された。

5月末（Expo）と10月末（C＆D）の

年2回開催が定着してきたLinuxWorld

だが、今回は会場を東京・有明から交

通の便が良い新宿に移し、都心で働く

ビジネスマンが来場しやくなった。来

場者数も昨年より増えて、2日間合計で

2万名弱の方々が訪れた。

■

■基調講演はオラクルの新宅正明氏

■

最初の基調講演は、日本オラクル代

表取締役社長・新宅正明氏によって、

“「e-Japan戦略」を実現するオラクル

の役割 ～Linuxの現状と今後の展開

～”というテーマで行われた。

IT景気が落ち込んだ米国のエンジニ

アの動向を挙げ、中国、インド、ベト

ナムの技術者たちが、米国企業から受

注がなくなり、日本市場にアプローチ

してきているとし、すでに成長してい

るモバイルや今後発展するブロードバ

ンド分野で、日本の技術が羽ばたくチ

ャンスであると述べた。

そして、e-Japan構想によって国や自

治体のシステムとして、オープンアー

クテクチャの採用が進むことで、大手

企業の閉じたシステムではなく、中

堅・零細企業にもチャンスが広がると

の展望を示した。

■

■コンファレンス＆セミナー

■

基調講演終了後は、同会場を3つに区

切り、「Business Track」「Technology

Track」「1 Day Track」のそれぞれで、

セミナー／パネルディスカッションが開

催され、多くの聴講者を集めていた。

「 1 Day Track」 で は 、 24日 に

「Oracle Linux Summit 2001 Autumn」

が行われ、LinuxWorldに合わせるよう

に発売された、Oracle9i for Linuxと

MIRACLE LINUX V2.0によって実現

するシステムを紹介した。

ま た 、 2 5 日 に は 「 D e b i a n

Conference in Tokyo, Japan 2001」

が開催され、Debian GNU/Linux独自

のパッケージ管理dpkg／aptツールや

DebianのWebページに関する解説など

が行われた。

■

■少なかったディストリビューターの

参加

展示会場では、約40社（団体）が出

展していた。NECからは、低価格な

Itaniumプロセッサ搭載の新製品とし

て、CPUを4基搭載可能なサーバ

「Express5800/1040Xa」と、2基搭載

可能なワークステーション「Express

5800/59Wa」が発表された。

また、目立っていたのはアプライア

ンスサーバで、日立「HA8000-ieシリ

ーズ」、ノーザンライツコンピュータ

基調講演はオラクルの新宅正明氏 コンファレンス＆セミナー

少なかった
ディストリビューターの参加

秋のLinuxイベント「LinuxWorld Conference＆Demo/Tokyo 2001」が、10月
24日～25日の両日、新宿NSビルのNSイベントホールで開催された。デモ会場で発
表された製品を中心に速報レポートをお伝えする。

October 24-25, Tokyo

NTTコムウェアが参考出品した「Intelligent Memory Server」は、32Gバイトの
メモリを内蔵し、データ領域をディスクの代わりにメモリで処理することで高速
データ処理を実現する。

パネルディスカッション
「Linuxのホンネ ～Linux
B2Bシステムの現場から
～」では、LinuxでB2Bを
構築・運用している4名の
方々を招いて、Linuxを選
んだ理由や実際の運用に
ついて話し合われた。



「 NL Server 1500」、 VA Linux

Systems「 VA Linux 1222／ 2252」、

ランス「Lx-Server」、AIMCOM

「InetBase IT Server」といった製品

が展示されていた。

組み込みLinux関連では、開発ツー

ルやキットとして提供される製品とし

て、パームパームテクノロジーの

「Tynux BoxⅡ」やメガソリューショ

ンから米REDSonicの「REDICE-

L inux」、レーザーファイブの「L-

Card＋」「L-Board」などがあった。

Linuxに関するITエンジニアの教育

やセミナーも盛んになってきており、

びぎねっとや、ソリッドスキーム、リ

ナックスアカデミーがブースを出して

いたほか、オープンなLinux技術者レ

ベル認定試験を行っているLPI-Japan

では、特設会場にてLPI認定割引試験

を開催していた。

今回出展していた大手Linuxディスト

リビューターは、ミラクル・リナックス

とレーザーファイブの2社だけで、レッ

ドハットやターボリナックス ジャパン、

デジタルファクトリなどが出展していな

いこともあって、少しさびしかった。ミ

ラクル・リナックスは、発売されたばか

りのMIRACLE LINUX V2.0を、レー

ザーファイブは、8月発売のLASER5

Linux 7.1のデモを行っていた。
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LinuxWorld会場内で開催された「Debian Conference
in Tokyo, Japan 2001」で行われたセミナー風景。

アミュレットは、米Terra Soft SolutionsのPowerPC対応ディストリビューション
「Yellow Dog Linux 2.1」を販売開始した。CD-ROMドライブサイズPowerPCマシン
「briQ」を4ノードのクラスタ構成で接続し、レンダリングを行っていた。

OSDNジャパンコーナーで行われた
Debian Project／Debian JP Projectの
展示では、カーネル2 . 4ベースの
Debian GNU/Linuxを、PlayStation 2
やDreamcastで動作させているデモが
行われていた。

日立ソフトのネットワ
ークアプライアンス
「ILIOS IS200」は、195
（W）×148（D）×80
（H）mm、2.3kgと小型
ながら3.5インチHDD内
臓で、100BASE-Tポー
トを2ポート備え、Red
Hat 7.1も動作確認済み。

ランスの2Uラックマウ
ントタイプのNASアプ
ライアンスサーバ「Lx-
Server」は、内蔵する
「KEGON」という独立
したワンボードPCがシ
ステムの状況を監視し、
前面のLCDモニタに表
示、トラブル時の自動
制御を行う。

N E C のインターネットマーケティングソフト
「ACTIVECR」は、質問と回答を入力していくだけで簡
単にWebアンケートを作成することができ、集計やダ
イレクトメールの送信なども行える。

韓国のPalmPalm Technologyは、同社の組み込み向
けStrongARMベースのプロセッサに最適化された
Linuxディストリビューション「Tynux」と、開発キ
ット「Tynux BoxⅡ」を展示していた。
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Linuxを使用したマイクロアプライ

アンスサーバやブロードバンドルー

タを開発しているセンチュリー・シ

ステムズから、カードサイズの超小

型 L i n u x アプライアンスサーバ

「FutureNet MA-100」（以下MA-100）

が発売されている。

MA-100は、基板サイズが54mm×

80mmとクレジットカード並の大きさ

で、その上にCPU、メモリ、各種イ

ンターフェイスを搭載した組み込み

用カードだ。製品はOEM向けなので、

1ロット100台以上で販売される。写

真1のようなケースに入れたものと、

ケースを除いた基板のみの形態が用

意されている。

CPUは、RISCプロセッサコアに周

辺機能をワンチップに組み合わせたモ

トローラのPowerPC 855T 50MHzを

採用している。4Mバイトのフラッシ

ュROMにLinuxが書き込まれており、

電源を入れると起動する。RAMは

16Mバイトで、そのうち4Mバイトは

RAMディスクとして利用している。

外 部 イ ン タ ー フ ェ イ ス に は 、

10/100BASE-T対応のネットワークイ

ンターフェイスを1ポート、RS-232C

を1ポート備えている。基板の裏側に

は、CFカードスロットがあり、コン

パクトフラッシュかIBMのMicrodrive

を装着して使用できる。

■

■多くのネットワークサーバ機能を

標準装備

MA-100には電源スイッチが存在し

ないため、ACアダプタを接続すると

すぐにLinuxが起動する。PCとの接

続は、LANまたは、クロスケーブル

を使ってRS - 2 3 2Cポートで行う。

LANの場合、本機のIPアドレスの初

期値は、192.168.253.254になっている

ので、PCを同一セグメントの別のア

カードサイズの組み込み用超小型Linuxサーバ

FutureNet MA-100
Red Hat Linuxにも対応したネットワーク対応データベースのサーバ版

ファイルメーカーServer 5.5

36

38

Linuxが備えているネットワークサーバ機能を利用すると、PCに限らずさまざまな機器同士を結
びつけて連携したシステムを構築できる。FutureNet MA-100はコンパクトに凝縮したサイズに、
RS-232CとLANポートを装備し、各種ネットワークサービスを内蔵した組み込み用Linux製品だ。

FutureNet MA-100

カードサイズの組み込み用超小型Linuxサーバ

製品名 FutureNet MA-100
価格 3万4800円（基板単体100個購入時）
問い合わせ先 センチュリー・システムズ株式会社

TEL 0422-37-8911
http://www.centurysys.co.jp/

多くのネットワークサーバ
機能を標準装備
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ドレスに設定してつなぐ。RS-232Cの

場合は9600bpsで接続する。

インストールされているネットワ

ークサーバ機能は、表1のようになっ

ている。ストレージオプションを装

着して、ファイルシステムを作成し、

アーカイブされているソフトウェア

を展開することで、メールサーバ、

DNSサーバ、FTPサーバ、PPPサー

バが使用可能になる。標準のフラッ

シュROMに、BashやApacheといっ

た数百Kバイトの大きなサイズのプロ

グラムとともに、圧縮されてはいる

ものの追加のプログラムも入ってい

るとは驚きである。

各サーバ機能の設定を変更するため

に、PC上のターミナルエミュレータ

（telnet）プログラムからrootでログイ

ンして、エディタ（aee）で設定ファ

イルを直接編集することができる。

たとえば、DHC P サーバでは

/etc/dhcpd.confを、メールサーバで

は/etc/sendmail.cfを編集することに

なる。そして、HTMLファイルを、

/home/httpd/html/ディレクトリ以

下に置くことで、簡単にWebサーバ

として利用することができる。

また、ipchainsを用いて、パケット

フィルタやIPマスカレード機能を利

用することも可能だ。

MA-100に搭載されているOSは、

PowerPC用のLinuxディストリビュー

ションであるLinuxPPC Release 5の

サブセットである。カーネルは2.2.13

で、本体上のフラッシュROMには、

容量が少ないため必要最小限のプロ

グラムしかインストールされていな

い。ユーザーがプログラムを追加す

る場合には、PowerPC用のクロスコ

ン パ イ ラ 環 境 を 構 築 す る か 、

PowerPCで動作するLinuxシステム上

のgccで開発して、MA-100にFTPな

どで転送すればよい。

用途としては、RS-232Cで接続した

計測器などを通じてデータの収集を

行い、LAN経由でPCからアクセスす

ることや、遠隔地に置いたMA-100に

ダイヤルアップで接続して、LANに

つながっている機器の監視を行うこ

とが考えられる。

/etc以下の設定ファイルの変更に

は、Linux（UNIX）のネットワーク

設定の知識が必要なので、一般の人

がMA-100は使いこなすのはむずかし

いかもしれない。しかし、多くの機

能が盛り込まれており、これらを応

用することでさまざまな用途での利

用が可能だろう。

写真2 マザーボードのCPU装着面
モトローラのCPU PowerPC 855T、メモリ、各種イン
ターフェイス、RTC用バッテリなどが装着されている。

写真1 ケースとACアダプタ
小型ケースはプラスチック製で、たばこの箱より少し
大きいくらいのサイズだ。ファンレスなので無音で使
用可能。

写真3 マザーボードのCFカード装着面
コンパクトフラッシュではなく、1Gバイトの
Microdriveを装着すれば大容量のデータを格納できる。

表1 動作可能なネットワークサーバ機能

標準状態 CFカード／Microdrive使用時

telnetサーバ セットアップ済み セットアップ済み

Webサーバ（Apache） セットアップ済み セットアップ済み

DHCPサーバ（dhcpd） セットアップ済み セットアップ済み

DHCPクライアント セットアップ済み セットアップ済み

メールサーバ（sendmail） アーカイブ状態 セットアップ済み

DNSサーバ（bind 8.2.2） アーカイブ状態 セットアップ済み

FTPサーバ（wu-ftpd） アーカイブ状態 インストール済み

PPP（pppd） アーカイブ状態 インストール済み

表2 FutureNet MA-100の主な仕様

CPU PowerPC 855T 50MHz

ROM（Flash） 4Mバイト（最大8Mバイト）

RAM 16Mバイト（最大32Mバイト）

シリアルポート RS-232C×1ポート

イーサネット 10／100BASE-T×1ポート

拡張インターフェース CFカードスロット（Type I／Type II）

LED Power、ステータス、Link（LAN）の計3つ

OS Linux（カーネル2.2.13、glibc 2.1.2）

ストレージオプション コンパクトフラッシュカード

（システム、データ用） Microdrive

基板サイズ 54mm×80mm（突起物を除く）

ケース外形寸法（mm） 61（W）×99（D）×28（H）

電源 DC 5V（ACアダプタ使用）
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Macintosh用のデータベースソフト

として有名な「FileMaker」だが、現

在ではGUIでの操作が簡単に行えるリ

レーショナルデータベースとして、

Windows用も発売されている。

7月に発売された最新版の「ファイ

ルメーカーPro 5.5」では、Windows

2000やMac OS Xネイティブへの対応

や、ODBCを介して他のデータベース

とデータ交換が図れるようになり、

使い勝手を向上させている。

ファイルメーカーPro 5.5自体でも、

LANで接続したPC同士でデータベー

スの共有を行うことは可能だが、多

数のユーザーが同時にアクセスする

のには適していない。そのため、専

用サーバにインストールして、高速

に効率的にワークグループ内で共有

データベースを利用できるようにし

た製品が「ファイルメーカーServer

5.5」である。

■

■LDAPディレクトリサービスや

Windows認証が利用可能

ファイルメーカーServer 5.5（以下

Server）は、Windows NT／2000、

Mac OS／OS X、Red Hat Linuxとい

った幅広いプラットフォームで動作

する。

Serverの管理は、ファイルメーカ

ーPro 5.5から行うことができる。ゲ

ストユーザーの接続状況などを監視で

きるほか、接続の強制解除やゲストへ

のメッセージの送信などが可能だ。

ネットワーク上で別のセグメント

のサーバを指定する際に便利なよう

に、LDAP対応のディレクトリサービ

スに登録することができる。データ

ベースにアクセスできるユーザーを、

Windows認証を利用してServerの所

属するドメインのユーザーに限定す

ることができる。

また、ファイルメーカーPro 5.5用

に作成したプラグインファイルを、

Serverのプラグインアップデート用

フォルダに置いておくだけで、クラ

イアントが接続した際に自動的にダ

ウンロードする機能を備えている。

■

■インストールと設定

■

ファイルメーカーServer 5.5 Linux

版（以下Server Linux版）は、RPM

ファイルで提供されるので、インス

トールは他のLinuxプログラムと同様

に、rpmコマンドかGnoRPMで行う。

インストールできたら、まず製品

パッケージに含まれているインスト

ールキーを利用して、レジストレー

ションの作業を行う。

プログラムはデーモンとして登録

されるので、

# /etc/rc.d/init.d/fmreserved start

として起動する。Linuxシステムの起

動時にServer Linux版をスタートさ

せるには、サービス設定プログラム

であるntsysvを利用して、httpdなど

と同様にチェックするだけだ。

各 種 環 境 設 定 は 、 / e t c /

fmserver.confファイルを直接編集す

る。このファイルは、日本語でコメ

ントが丁寧に書かれているので、そ

れを見ながら書き直せば設定を間違

えることは少ないだろう。

設定できる項目を簡単に紹介する

と、同時アクセス可能なゲスト数、

同時共有可能なファイル数、キャッ

シュサイズ、共有ファイルディレク

トリ名の指定、リモート管理の許

可／パスワード、ログファイル名／

最大サイズ、LDAPの設定などである。

なお、同時接続可能なゲスト数は

250人まで、同時に開けるファイル数

は 1 2 5 フ ァ イ ル ま で と 、 多 数 の

WindowsやMacintoshクライアントを

サポートすることが可能だ。

■

■共有データベースの転送はFTPや

Sambaを利用

ファイルメーカーServer 5.5は、ク

ライアントとしての機能は持ってい

ないので、データベースの設計は、

ファイルメーカーPro 5.5を使用して

作成しておく。ウィザードで対話式

に指定したりテンプレートを利用す

Red Hat Linuxにも対応したネットワーク対応データベースのサーバ版

WindowsやMacからGUIの操作で手軽に使えるデータベースソフトとして評価の高いファイル
メーカーPro 5.5を使って、複数のユーザーでデータベースを共有することを可能にするネッ
トワークサーバ専用ソフトウェア。

ファイルメーカーServer 5.5

製品名 ファイルメーカーServer 5.5
価格 12万9000円
問い合わせ先 ファイルメーカー株式会社

TEL 03-5977-7256
http://www.filemaker.co.jp/

LDAPディレクトリサービス
やWindows認証が利用可能

インストールと設定

共有データベースの転送は
FTPやSambaを利用
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ることで、楽に設計できるだろう。

属性の変更やサイズの調整などの設

計変更もGUIを使って簡単に行える。

さて、完成したデータベースファイ

ルをServer Linux版で共有するには、

MOやCD-Rなどのメディアか、FTP

やSambaを使用してファイル転送する

必要がある。先ほどのfmserver.conf

では、共有ファイルディレクトリの初

期値として/var/fmserverが設定され

ているので、その下にデータベースフ

ァイルをコピーする。

ファイルメーカーPro 5.5のファイ

ルメニューから、［共有ファイルを開

く］を選ぶと画面1のように、共有フ

ァイルのダイアログが表示される。

ここで、「FMServer」と表示され

ているのが、Server Linux版のイン

ストールされたマシンを表している。

画面1の下にある「ローカルホスト」

を選ぶとブロードキャストによって、

「ディレクトリサービス」ならば

LDAPによって、「ホスト指定」だと

IPアドレスかドメイン名の指定によ

ってサーバを探して表示する。

「FMServer」をダブルクリックす

ると、サーバリモート管理プラグイ

ンがダウンロードされ、ファイルメ

ーカーPro 5.5のウィンドウ内に画面2

のような「サーバリモート管理」が

表示される。ここで、データベース

ファイル（ここではsample02.fp5）を

選んで［ファイルを開く］をクリッ

クすることで、クライアントからデ

ータベースの共有が可能になる。あ

とは、もう一度先ほどの画面1で、

sample02.fp5のように表示されている

データベースファイルを開けば、サ

ーバ上のデータベースを使って起動

する（画面3）。

なお、リモート管理では、サーバ

上の負荷をリアルタイムに監視する

ことができるほか、ユーザーのアク

セスやサーバの状況を記録したログ

ファイルの閲覧も可能だ（画面4）。

Serverを利用することで、インデ

ックス処理の高速化やキャッシュフ

ァイルの利用、マルチスレッドのサ

ポートによって複数作業の並行処理

も効率よく行える。

WindowsとMacintoshのどちらでも

同じ操作方法でデータベースを使え

るようするには、Webブラウザを用

いることが多いが、JavaScriptなどを

駆使しても専用ソフトの使い勝手に

は及ばないところがある。

その点、ファイルメーカーPro 5.5

ならば、アプリケーションの開発が

容易なうえ、どちらのプラットフォ

ームでも同じデータベースファイル

が利用可能だ。Serverを併用すれば、

複数ユーザー利用時のパフォーマン

スの低下も防ぐことができる。

画面1 共有ファイルを開
くダイアログ
共有可能なファイルを表示
する。ブロードキャストや
LDAP、ホスト名によって指
定したファイルメーカー
Serverに接続する。

画面2 サーバリモート管理画面
ファイルメーカーPro 5.5上から
ファイルメーカーServer 5.5をリ
モート管理できる。共有DBの指
定を行う。

画面3 サンプルを利用
して共有したDBの表示
ファイルメーカーPro 5.5
付属のサンプルデータベ
ースを、ファイルメーカ
ーServerの共有ファイル
として読み込んだ。

画面4 リモート操作よる使用状況画面
使用状況ボタンを押すと、ファイルメーカーServerのパフォーマンス状態が表
示される。
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Distribution
新着ディストリビューション

ついにジャーナリングファイルシステムを採用。他の有力ディストリビューターが次々
とジャーナリングファイルシステムを採用していくなか、Red Hat Linuxはかたくな
にext2を採用し続けていた。今回、Red Hat Linuxが満を持して採用したのは、ポ
ピュラーとはいえないext3だった。Red Hat Linuxがext3を採用した経緯に迫っ
てみる。

Red Hat Linux 7.2

完成度はトップクラス。ドイツ産ディストリビューションのSuSE Linuxは、新しいパ
ッケージを採用するタイミングでは、業界1、2を争う早さだ。そして、新しいパッケ
ージによってもたらされる新機能を、設定ツールを収録することで誰でも使えるように
している。新機能と設定ツールの充実度、これがSuSE Linuxの完成度が高いと言わ
れる所以である。

SuSE Linux 7.3

お洒落な風体でも中身は最新仕様。Mandrake Linuxのインストーラやデスクトップ
のデザインは、フランス産のディストリビューションらしくお洒落さと遊び心が満載だ。
もちろん、外見だけではなく収録されるコンポーネントの新しさでもMandrake Linux
は十分に目立っている。

Mandrake Linux 8.1

エンタープライズ仕様。オラクルデータベースのプラットホームを自認するMIRACLE
LINUXは、カーネル2.4のパフォーマンスをフルに引き出すためにチューニングが施さ
れている。バイナリはPentium Pro以上に最適化するなど完全サーバ仕様である。

MIRACLE LINUX Standard Edition Version2.0 

クラッカーお断り。インターネットサーバに特化したLASER5 Secure Server6.9
は、コンパイラやライブラリのレベルから、サーバプログラムを構築している。バッファ
オーバーフローの心配がない完全セキュア仕様だ。

LASER5 Secure Server6.9
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Distribution
オモイカネは、パッケージシステムとして定評のあるDebian

GNU/Linux互換である「Omoikane GNU/Linux 1.1」の次バー

ジョンを12月中旬に発売する予定だ。今バージョンからシリー

ズ名がARMAになり、商品名称は「ARMA aka Omoikane

GNU/Linux 2.0」である。

前バージョンまでは、ダウンロードでのみ提供されてきたが、

ARMAは商用・非商用にこだわらない視点から開発され、デス

クトップおよび小さいサーバ向けの製品としてショップでパッ

ケージ販売される。ARMA aka Omoikane GNU/Linux 2.0では、

リコーフォントなどの商用ソフトウェアがバンドルされ、標準

デスクトップ環境には、GNOME 1.4＋Nautilusが採用される

予定である。ほかにも、GUIでのインストール、統一された管

理ツール（画面左）でインストール後のシステムメンテナンス

が可能となるなど期待できる内容である。

オモイカネ（http://www.omoikane.co.jp/）

Distribution
「ARMA aka Omoikane GNU/Linux 2.0」12月中旬発売予定

カルデラは10月15日にIA-64対応「OpenLinux 64 Release

3.1」の発売を開始した。カーネル2.4.5、XFree86 4.1.0、

KDE 2.1.1、gcc 3.0などを基本システムに採用している。

インストール時に必要のないポートを閉じることができるほ

か、不正アクセスをチェックするソフトが統合されるなどのセ

キュリティ対策がとられている。製品マニュアルのHTMLドキ

ュメントをローカルまたはリモートから参照できるDocview、

サーバ管理ツールWebmin、64ビット対応JavaやRAID設定ツ

ールなどが搭載されている。

現在ベータ版が公開されている「OpenLinux 3.1.1」は12月

より発売が開始される。基本システムには、カーネル2.4.9

（または2.4.10）、XFree86 4.1、glibc 2.2.4、gcc 2.95、KDE

2.2.1などが採用される予定だ。

カルデラ（http://www.jp.caldera.com/）

「OpenLinux 64 Release 3.1」発売開始

Debian GNU/Linuxの独自バージョンの開発を進めていた米

Progeny Linux Systemsは、10月15日をもって独自開発を中

止し、コンサルティングサービスに専念することになった。

Progenyは、本家Debianのアップデート間隔が、1年から1

年半と他のディストリビューションに比べて遅いことにしびれ

をきらして独自開発を始めた。Progenyは、ほかのディストリ

ビューションが持っている機能を追加する形でインストーラ、

アップデートソフト、GUIを強化した。しかし、2度目のバー

ジョンアップ開発時に、Debianプロジェクトの方向性と相反

する問題に直面したため、自社開発を断念してDebianプロジ

ェクトに戻ることになった。Progeny製ディストリビューショ

ンの大部分は、Debianプロジェクトに引き継がれた。

米Progeny Linux Systems（http://www.progeny.com/）

Debianプロジェクト（http://www.debian.org/）

Progenyが独自パッケージの開発を中止

Turbolinux 7 Serverの基本システムには、カーネル2.4.9、

glibc 2.2.4、XFree86 4.1.0、gcc 2.95.3などを採用し、ext3、

ReiserFSはもとより、IBM JFS1.0にも対応する。

最大32個のCPUを搭載するコンピュータシステムをサポー

トし、ジョブを並列処理させることで大幅なパフォーマンスの

向上を実現する。

ユーザーフレンドリーなWebベース設定ツール「Webmin」

を採用するほか、複数のドライブとパーティションを仮想的に

1つのドライブとして扱うLVMや、複数のハードディスクを1

台のディスクのように使用して信頼性や処理速度を高める

RAIDの設定で、グラフィカルな独自ツールを採用するなど、

より便利にサーバ構築やシステム管理ができるようになる。

商用ソフトウェアには、

仮想的に複数のテープライ

ブラリやスロット、ドライ

ブを作成するバーチャルラ

イブラリ機能により、テー

プ装置がなくてもバックア

ップが可能な「NetVau l t

6.5 Turbolinux Edition」、

「リコーTrueTypeフォント」

がバンドルされる予定だ。

本体価格は3万9800円。

ターボリナックスジャパン（http://www.turbolinux.co.jp/）

「Turbolinux 7 Server」12月7日発売予定



Linuxの代表的なディストリビュー

ションであるRed Hat Linux（以下、

Red Hat）の最新版、Red Hat Linux

7.2が10月31日に発売された。

Red Hat 7.2には、Professionalと

Deluxeの2種類のパッケージが用意さ

れている（表1）。

Red Hat 7.2は、基本コンポーネン

トにカーネル2 . 4 . 7、g l i b c 2 . 2 . 4、

XFree86 4.1.0を、デスクトップ環境

にGNOME 1.4.0とKDE 2.2を採用して

いる（表2）。

■

■標準ファイルシステムext3

■

Red Hatは新しい機能を積極的に取

り入れることが特徴だが、ことファイ

ルシステムに関しては、ext2を標準フ

ァイルシステムとして採用し続けてき

た。しかし、今回満を持して、標準フ

ァイルシステムとして、ext3を採用し

てきた（画面1）。

ext3は、システムの変更を逐一記録

するジャーナリング機能を備えており、

システムが不正シャットダウンされた

際でも、すぐにシステムを復旧できる。

さて、ext3以外にLinuxで使えるジ

ャ ー ナ リ ン グ フ ァ イ ル シ ス テ ム

ReiserFS、JFS、XFSは、Bツリーと

いう方式でシステム内にあるファイル

などの情報を管理している。このため、

大量のファイルが存在するシステムで

は高いパフォーマンスを発揮するのだ

が、ext3はその機能を備えていない。

にも関わらず、Red Hatがext3を採

用したのは、多くのシステムではext2

が使われているので、ext2との互換性

や、ext2からの移行のしやすさを考慮

した結果だろう。事実、Red Hat 7.2

のインストーラは、ファイルシステム

をext2からext3に変換しつつ、古いバ

ージョンのシステムをアップグレード

できるように作られている。

■

■標準ブートローダにGRUBを採用

■

これまで標準のブートローダだった

LILOはGRUBに変更された。

LILOがハードディスクの絶対位置で

記憶したカーネルにアクセスするのに

対し、GRUBはファイルとしてのカー

ネルにアクセスする。

このため、LILOではディスク内での

カーネルの位置が変更された場合に

LILOの再実行を忘れると、そのシステ

ムではLinuxが起動しないという状況

に陥る。その点、ファイルシステムを

理解するGRUBは、カーネルさえディ

スクの中に残っていれば、システムを

起動できるので、カーネルを頻繁に入

れ替える上級者にはもちろん、起動の

トラブルに柔軟に対応できるという意

Red Hat Linux 7.2
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標準ファイルシステムext3

Deluxe Professional
価格 1万2800円 4万2800円
サポート Web 30日間 Web 60日間

Red Hat Network 90日間 Red Hat Network 180日間
電話 30日

マニュアル インストレーションガイド インストレーションガイド
入門ガイド 入門ガイド

カスタマイズガイド
CD-ROM インストール用CD 2枚 インストール用CD 2枚

ソースCD 2枚 ソースCD 2枚
ワークステーション商用ソフトCD 2枚 ワークステーション商用ソフトCD 2枚
ユーティリティCD 1枚 ユーティリティCD 1枚
LoKi Game CD 1枚 System Administrator CD 1枚

サーバ向け商用アプリケーションCD 1枚
表1 Red Hat Linux 7.2のDeluxeとProfessionalの製品構成

コンポーネント 7.2 7.1
カーネル 2.4.7 2.4.2
glibc 2.2.4 2.2.2
XFree86 4.1.0 4.0.3
GNOME 1.4.0 1.2.4
KDE 2.2 2.1.1
Samba 2.2.1a 2.0.7
OpenSSH 2.9p2 2.5.2p2
PostgreSQL 7.1.3 7.0.3

表2 Red Hat Linux 7.2と7.1に収録されるコンポーネントの違い

GNOME、Samba、OpenSSHのバージョンが大きく上がっている。

製品名 Red Hat Linux 7.2
価格 1万2800円（Deluxe）

4万2800円（Professional）
問い合わせ先 レッドハット株式会社

03-3257-0411
http://www.jp.redhat.com/

標準ブートローダに
GRUBを採用



味で、初心者にも嬉しい変更だ。

■

■柔軟なパーティション作成

■

Red Hat 7.1以前では、インストー

ル中、1024シリンダ以降にパーティシ

ョンを作成する場合GUIのDiskDruid

ではうまくいかず、コマンドで操作す

るfdiskを使う必要があったが、Red

Hat 7.2に付属のDiskDruidは、1024

シリンダ以降にもパーティションを作

成できるように改良された。

また、自動でLinux用パーティショ

ンを作成するオートパーティショニン

グモードでは、Windowsがすでにイン

ストールされている／いないなど、マ

シンの状態に合ったモードを選べるよ

うになった（画面2）。

Linux用パーティションを自動で作

成する際も、インストーラが提示する

のパーティション分割案をユーザーが

変更することも可能だ。

■

■すべてはデスクトップからスタート

■

Red Hat 7.2では、GNOME 1.4を標

準のデスクトップ環境としたことで、

Nautilusを使った統合的なGUI環境を

使えるようになった。

Red Hat 7.2のデスクトップに配置

された［ここからスタート］というア

イコンをダブルクリックすると、

Nautilusが起動する（画面3）。この画

面には、ジャンルごとに分類された設

定ツールやアプリケーションが表示さ

れているので、ユーザーは、この画面

を起点にしてアプリケーションの起動

やシステム管 理 などを、 すべて

Nautilus内で操作できるのだ。

■

■Red Hat Network

■

Red Hat Networkは、セキュリテ

ィアップデートの情報配信や、RPMパ

ッケージのアップデートインストール

などを総合的に提供するサービスだ。

このサービスを利用するには、Red

Hat 7.2の製品を購入するか、サービス

用のライセンスを購入する必要がある。

このサービスを利用することで、

Linuxのシステム構成に詳しくないユ

ーザーでも、システムのメンテナンス

として必要な作業を簡単に実行できる

ようになるだろう。

これまで日本国内向けのRed Hat

Networkサービスは提供されていなかっ

たが、ライセンスを持つユーザーは、今

回から日本国内でも同サービスを受け

られるようになった。ただ、セキュリテ

ィアップデートなどの情報は英語で配信

されているので、国内向けのサービスと

してはまだ発展途上にあるようだ。

●

Red Hat Linuxは、マイナーバージ

ョンアップを重ねて安定期に入るとと

もに、新しいサービスや機能を、おだ

やかに取り入れ始めた。
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画面1 パーティション作成画面

Red Hat Linux 7.2では、デフォルトファイル
システムが、旧来のext2にジャーナリング機
能を加えたext3に変更された。

画面2 パーティション設定画面

Red Hat Linux 7.2では、インストールする
マシンのパーティション状況に合わせ、
Linux用パーティションを自動作成できる。
ユーザーは、インストーラのパーティショ
ン作成案を別の画面で編集できる。

標準ファイルシステ
ムはext3になった

ここをチェックしておけ
ば、パーティションの自
動作成案を確認できる

柔軟なパーティション作成

すべては
デスクトップからスタート

Red Hat Network

画面3 オペレーションの基本とな
る［ここからスタート］

デスクトップ上に配置された［ここ
からスタート］アイコンをダブルク
リックすると、Nautilusの画面が開
く。アプリケーションや各種設定ツ
ールをここからたどる。Windowsの
［スタート］ボタンのような存在だ。
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ドイツ産ディストリビューション

SuSE Linuxの最新バージョン、SuSE

Linux 7.3が10月13日にリリースされた。

SuSE Linuxは、最新に近いバージ

ョンのカーネルやXFree86などを採用

し、それら新しいコンポーネントを使

いこなすための設定ツールをバンドル

して、機能面と使いやすさのバランス

がとられている。

今回リリースされたSuSE Linux 7.3

では、基本コンポーネントにカーネル

2.4.10、glibc2.2.4、XFree86 4.1.0が採

用されている。また、デスクトップ環

境には、KDE 2.2.1とGNOME 1.4.0が

採用されている。

SuSE Linuxには、ドイツ国内向け

のパッケージのほかに、各国語に対応

するInternational-1と2が用意されてい

る。今回は、日本語環境を利用できる

International-2を紹介する。

■

■先進機能をYaST2で使う

■

SuSE Linuxの設定・管理ツールで

あるYaST2は、SuSE Linuxの大きな

特徴で、その完成度は非常に高い。

パッケージ管理、ネットワークやサ

ーバの設定、ディスク管理などの機能

はモジュール化してYaST2に統合され

ているため、ユーザーインターフェイ

スに統一感があり使いやすい。

たとえば、SuSE Linux 7.3で新たに

追加されたLVMの設定機能を見てみよ

う。LVMは、複数のパーティションを

1つの仮想ドライブにまとめる機能だ。

まとめるパーティションは複数のドラ

イブにまたがっていても構わないし、

あとからパーティションを追加して、

「ディスクの容量を動的に増やす」よう

な使い方もできる。

さて、LVMはカーネル2.4の標準機

能なので、最近のディストリビューシ

ョンであれば、技術的にはLVMを利用

できる。しかし、LVMを使うためには

いくつかのコマンドが必要で、LVMの

概念をイメージできないユーザーが

LVMを使うのはかなり難しい。

その点、SuSE Linux 7.3で新たに追

加されたYaST2のLVM管理機能を使

えば、パーティションと仮想ドライブ

の関係を見ながら、直感的な操作で仮

想ドライブを作成できる（画面1）。

このあたりは、先進機能とその機能

を使うための設定ツールが用意される

という、SuSE Linuxのバランスの良

さを示す一例となっている。

さて、SuSE Linux 7.3はext2のほか

にもext3、ReiserFS、JFSといったフ

ァイルシステムをサポートしており、

仮想ドライブ上に作成したパーティシ

ョンに、それらのファイルシステム構

築できるようになっている。

■

■YaST2を使ってパッケージを管理

■

RPMパッケージのインストールも、

YaST2を使えば簡単だ。

YaST2のパッケージ管理画面で、た

とえば「dav」をキーワードにして検

索すると、「dav」を含むパッケージが

一覧表示される（画面2）。

このあと、希望のパッケージを選択

して[確認]ボタンをクリックすれば、パ

ッケージのインストールが始まる。こ

のとき、そのパッケージに必要なもの

も一緒にインストールしてくれるので、

ユーザーがパッケージのインストール時

に、依存関係の問題に悩むことはない。

SuSE Linux 7.3

画面1 YaST2のLVM設定画面

/dev/hda13と/dev/hdb2を1つの仮想ドライブとして束ねる。このドライブ（論理ボリューム）に仮想的なパーティショ
ンを作成し、ReiserFSでフォーマットしたうえで/lvmにマウントする。

画面2 YaST2のパッケージ管理画面

「dav」をキーワードにして、Apache用のWebDAVモジ
ュールを検索しているようす。

2つのパーティションを1つ
の仮想ドライブにまとめる

先進機能をYaST2で使う

YaST2を使ってパッケージを
管理



また、YaST2はCD／DVD-ROMの

ほかに、FTPサイトからのパッケージ

インストールにも対応しているので、

ネットワーク経由でのパッケージアッ

プデートも可能だ。

■

■ファイルにもセキュリティを

■

インターネット常時接続時代の到来

で、一般家庭のマシンにもセキュリテ

ィ対策が求められるご時世となった。

SuSE Linux 7.3には、YaST2を起

動しワンクリックでネットワークセキ

ュリティを設定できる「Persona l

Firewall」機能が備わっている。

これは、あらかじめ設定されたパラ

メータを元にして、iptablesで外部ホ

ストからの接続を制限する機能だ。パ

ラメータは、YaST2の画面で、「外部

からの接続をすべて拒否する」という

内容の項目に「yes」や「no」などと

入力すれば自動的に生成される。

さらに、SuSE Linux 7.3には「暗号

ファイルシステム」という機能が用意

されている（画面3）。

YaSY2の「ディスクの分割」で、

［暗号ファイルシステム］をチェックし

て新規にパーティションを作ると、そ

のパーティションにイメージファイル

が作成される。そして、Linuxのルー

プバックデバイス機能を通して、イメ

ージファイルの中にファイルシステム

が構築される。

イメージファイルはtwofishアルゴリ

ズムで暗号化されており、パーティシ

ョン作成時に設定したパスワードを知

らない所有者以外の人間は、イメージ

ファイル内のファイルにアクセスでき

ない。この機能を使えば、ノートPCが

紛失や盗難の憂き目にあっても、デー

タを他人に見られる心配がない。

●

現在、SuSE Linux 7.3にバンドルさ

れるSunのオフィススイートStarOffice

の商標問題で、日本でのSuSE Linux

の販売は見送られているが、この問題

が解決され、完成度の高いSuSE

Linuxが日本のLinuxユーザーにお目見

えできる将来が望まれるところだ。
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画面3 YaST2のパーティション作成画面

/dev/hdbに作成するパーティション内にイメージファイルが作成さ
れ、イメージファイルをReiserFSとしてフォーマットし、/cryptoにマ
ウントして使う。

UNIXクローンと呼ばれてきたLinuxが、本

家UNIXに接近しつつある。

●

コンサルティングを手がけるD.H.Brown

Associatesが1999年にLinuxの性能を調査し

た際、当時のLinuxはWebサーバ、ファイルサ

ーバ、プリントサーバとして優れたパフォー

マンスを発揮するものの、UNIXが得意とする

Webアプリケーションサーバやデータベース

サーバの分野では大きく劣るとされていた。

しかし、最近、同社が再調査したところ、

いくつかのLinuxディストリビューションは、

すでにローエンドUNIXを凌ぎハイエンド

UNIXのパフォーマンスに迫っているという。

D.H.Brown Associatesは、今年9月にリリー

スした「2001 Linux Function Review」とい

うレポートの中で、

・大規模サイトでの運用

・システムの信頼性と有効性

・システム管理のしやすさ

などの項目について、Red Hat Linux 7.1、

SuSE Linux 7.2、Caldera OpenLinux 3.1、

Turbolinux Sever 6.5、 Debian GNU/Linux

2.2r3というLinuxディストリビューションと、

ハイエンドUNIX、ローエンドUNIXについて

性能比較を行っている。

このレポートによると、SuSE Linux 7.2は、

オラクルデータベースにもっとも早く対応す

ることや、LVMなどサーバに必要な機能とそ

れを使うためのツールが充実していることな

どで、総合的にもっとも優れたLinuxディスト

リビューションだという。

また、Red Hat Linux 7.1はSPECweb99

BenchmarkというWebサーバベンチマークで

の実績や、サードパーティ製ソフトウェアの

充実度などで、大規模サイトでの運用につい

て、もっとも高い評価を受けている。

そして、Linuxディストリビューションに

SuSE Linux 7.2、 Red Hat Linux 7.1、

Caldera OpenLinux 3.1、Turbolinux Sever

6.5という順番の総合評価をつけ、これらのデ

ィストリビューションのパフォーマンスは、

ハイエンドUNIXとローエンドUNIXの間にあ

ると結 論 している。なお、 D e b i a n

GNU/Linux 2.2r3は、ローエンドUNIXよりも

劣るとされている。

D.H.Brown Associatesは、Webサイトでこ

のレポートのまとめ部分を配布している。興

味のある読者はダウンロードして読んでいた

だきたい。

■D.H.Brown Associates, Inc

http://www.dhbrown.com/

Column

LinuxはUNIXを超えるのか？

ファイルにもセキュリティを



フランス産ディストリビューション

Mandrake Linuxの最新版、Mandrake

Linux 8.1（Mandrake 8.1）が、9月27

日にリリースされた。Mandrake 8.1

は、基本コンポーネントにカーネル2.4.8、

glibc2.2.4、XFree86 4.1.0を、デスクト

ップ環境にKDE 2.2.1とGNOME 1.4.0

を採用している（表1）。

■

■ファイルシステムを網羅

■

Mandrake 8.1は、ジャーナリング

ファイルシステムとして、ex t 3、

ReiserFS、XFS、JFSをサポートして

いる。

Mandrake Linuxは 、 早 く か ら

ReiserFSをサポートしていたこともあ

ってか、新しいファイルシステムにも

いち早く対応している。

もちろん、サポートされるこれらの

ファイルシステムをインストーラのパ

ーティション設定画面（画面1）で選

択して、ルートパーティションとして

使うことも可能だ。

また、後述するMandrake Control

Centerという設定ツールでも、XFSなど

を使ったパーティションを作成できる。

■

■中途半端な日本語対応

■

前バージョンのMandrake 8.0では、

インストーラ起動直後の言語選択場面

で 、 日 本 語 を 表 示 す る た め に

［Japanese］を選択すると、以降の画

面でメニューなどが文字化けしてイン

ストールができない状態になっていた

が、Mandrake 8.1では文字化けする

ことなく、きちんと日本語表示された

状態でインストールを進められた。

ただ、インストール後にKDEを選択

してログインすると、デスクトップの

メニューはほとんど文字化けして、

KDEの設定もままならない状態になっ

てしまった。インストーラの不具合が

修正されたと思った矢先に、今度はデ

スクトップの不具合だ。

■

■統合設定ツールMandrake Control

Center

システム管理を一括して行える

Mandrake Control Center（以下、コ

ントロールセンター）は、Mandrake

Linuxの大きな特徴だ。

■ディスク管理

コントロールセンターの［Mount

Points］で起動するパーティション設

定ツール（画面2）は、ローカルディ

スクだけでなく、NFSを利用したネッ

トワーク上のディスクや、Windowsネ

ットワーク上の共有ドライブ使用も設

定できる。
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Mandrake Linux 8.1

画面1 Mandrake Linuxのインストーラ

インストーラのパーティション設定画面では、Mandrake Linuxがサポートするファイル
システム、ext2、ext3、ReiserFS、XFS、JFSを使ってパーティションを作成できる。

画面2 パーティション設定画面

ディスク名の［Samba］タブを選択して、［New］をクリックすると、ネットワーク上
のWindowsマシンを検索して、共有フォルダを表示する。表示された共有フォルダは、
Mandrake Linuxのディレクトリにマウントして使う。

コンポーネント バージョン
カーネル 2.4.8
glibc 2.2.4
XFree86 4.1.0
Samba 2.2.1a
Apache 1.3.20
GNOME 1.4.0
KDE 2.2.1

表1 Mandrake Linuxに収録される基本コンポーネ
ント

ファイルシステムを網羅

中途半端な日本語対応

統合設定ツールMandrake
Control Center



コントロールセンターから起動した

パーティション設定画面で［Samba］

タブを選択し、画面下側の［New］を

クリックすると、ネットワーク上の

Windowsマシンを検索し始める。

ネットワーク上に利用可能な共有ド

ライブが見つかると、Windowsのホス

ト名と共有ドライブ名が表示されるの

で、あとは、ローカルにあるパーティ

ションと同じように、適当なディレク

トリに共有ドライブをマウントして利

用すればよい。

■パッケージ管理

コントロールセンターで［Software

Manager］を選択すると、パッケージ

の管理画面が立ち上がる（画面3）。

このツールは、あらかじめ作成され

たパッケージデータベースにしたがっ

てカテゴリ分けされたパッケージの一

覧表示や、指定したキーワードからの

パッケージ検索が可能だ。

このツールは、FTPサイトなどから

のネットワークインストールにも対応

しているので、このツールを使ってア

ップデートパッケージをインストール

して、システムを常に最新状態に保つ

ことも可能だ。

■ネットワーク設定

コントロールセンターの［Connect］

では、クライアントとしてのネットワ

ーク設定を行う（画面4）。

この画面の［Configure］をクリッ

クすると、ネットワーク接続のウィザ

ードが表示される。ウィザードは、

Windowsのコントロールパネルから起

動するものと似た構成なので、Linux

初心者でも簡単に接続設定できる。

■セキュリティ設定

コントロールセンターで［Security

Level］を選択し、3つあるセキュリテ

ィレベルの中から1つを選択すると、パ

ラメータが設定され、そのパラメータ

をもとにパケットフィルタリング用の

スクリプトが実行される。

Linuxに備わるパケットフィルタリ

ング機能自体は優れたものだが、初心

者がipchainsやiptablesの書式を理解

して使いこなすのは難しい。

しかし、だからといって一般家庭でも

常時接続できる現在では、セキュリティ

対策に待ったはない。その点、初心者

でも使えるMandrake Linuxのセキュリ

ティ設定ツールは、高く評価できる。

●

Mandrake Linuxらしく、各パッケ

ージはほぼ最新バージョンが収録され

ている。しかし、日本語環境の出来が

良くないと、日本のユーザーには魅力

が半減だ。今後、さらなる日本語対応

を期待したいところだ。
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画面4 ネットワーク設定画面

［Configure］をクリックすると、ネットワークを設定するためのウィザードが立ち上が
る。Windowsなみの使いやすさだ。

画面5 ファイアウォール設定画面

3つあるレベルから1つを選択すると、それを元にiptables用のルールを生成して、
iptablesでパケットフィルタリングを開始する。

画面3 パッケージ管理画面

パッケージデータベースを元に表示されたリ
ストでパッケージをチェックし、［Install／
Remove］をクリックしてパッケージをイン
ストールする。CD-ROMからだけでなく、
ネットワーク経由でもインストール可能だ。
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オラクルデータベースに最適化した

MIRACLE LINUXを開発するミラク

ル・リナックスが10月24日、メジャーバ

ージョンアップとなるMIRACLE LINUX

Standard Edition Version2.0（以下、

MIRACLE LINUX 2.0）をリリースした。

MIRACLE LINUX 2.0にはインスト

ールCDやサーバ管理ガイドなどが収録

されるほか（表1）、30日間のインスト

ールサポートが、メールかFAXで3イ

ンシデント提供される。

■

■ベースをRed Hat Linuxに変更

■

前バージョンまでのMIRACLE

LINUX 1.xは、Turbolinuxをベース

に開発されていたが、MIRACLE

LINUX 2.0はベースがRed Hat Linux

に変更された。

米国オラクル社はオラクルデータベ

ースの開発プラットホームにSuSE

Linuxを採用しているため、オラクル

データベースの動作確認はSuSE Linux

で最初にとられることになる。そして、

Red Hat Linuxは、SuSE Linuxに次

いで動作確認がとられている。

このため、オラクルデータベースの

プラットホームとなることを第一とす

るMIRACLE LINUXのベースには、

SuSE LinuxかRed Hat Linuxが適して

いると言える。しかし、SuSE Linux

は日本であまり知られていないので、

日 本 市 場 を タ ー ゲ ッ ト と す る

MIRACLE LINUXのベースには、Red

Hat Linuxが採用されたというわけだ。

このほかにも、ミラクル・リナック

スはレッドハットと技術提携を結ぶこ

とで、カーネルやライブラリといった

基本部分の拡張をレッドハットに任せ、

ミラクル・リナックスはオラクルデー

タベースの最適化作業に専念できる体

制を構築した。

■

■サーバ向けにチューニング

■

MIRACLE LINUX 2.0は、オラクル

データベースサーバとしてはもちろん、

ファイルサーバやインターネットサー

バとしても優れたパフォーマンスを発

揮するようチューニングされている。

■カーネル2.4の機能をフルサポート

カーネルには安定動作の確認がとれ

たバージョン2.4.7が採用されている。

これにより、32個のCPUや大容量メモ

リを利用できる。カーネル2.4で64Gバ

イトのメモリをフルに使うには、

Pentium Pro以上のプロセッサが必要

だ。このため、MIRACLE LINUXの

カーネルはi686に最適化してコンパイ

ルされ、それに応じてRPMパッケージ

もi686向けに作成されている。

■kparamでカーネルパラメータを設定

MIRACLE LINUXには/proc以下

にあるパラメータを設定するコマンド

「kparam」が付属する。このコマンド

を使えば、システム稼動中に共有メモ

リセグメントサイズやカーネルパニッ

MIRACLE LINUX Standard Edition Version2.0

ベースをRed Hat Linuxに
変更

サーバ向けにチューニング

収録物 概要
インストールCD 1枚 インストールの用CD-ROM
ソースCD 1枚 ソースパッケージを収録
コンパニオンCD 1枚 商用ソフトや追加パッケージなどを収録
Oracle9i Database for Linux トライアルCD 3枚 90日間限定のトライアル版
インストレーションガイド 通常のインストールからKickstartインストールまでを解説
サーバー構築・運用ガイド ネットワークやサーバの設定を解説
表1 製品の収録物

このほかにインストールサポートが3インシデントまで30日間提供される。

コンポーネント バージョン
カーネル 2.4.7
glibc 2.2.3
gcc 2.95
Samba 2.2.1a日本語版
PostgreSQL 7.1.2
Apache 1.3.20
sendmail 8.11.5
BIND 9.1.3
fml 4.0.2
OpenSSH 2.9p2
PHP 4.0.6
imap 2000
Postfix 0.0.20010228
qmail 1.03
djbdns 1.05
Tomcat 3.2.3

本誌付録のMIRACLE LINUX Standard Edition Version2.0 RC3（以下、MIRACLE LINUX）は正式版リリース前
のRC3です。非商用ソフトだけが含まれており、製品版を販売しているミラクル・リナックス株式会社や編集部か
らのサポートは受けられません。
MIRACLE LINUXのバイナリは、Pentium Pro以上のCPUに最適化されています。このため、PentiumやAMDの

K6-2といった古いCPUを搭載するマシンではインストーラが起動しません。あらかじめご了承ください。
また、MIRACLE LINUXはセキュリティ対策のために、デフォルトの状態では一般ユーザーがsuコマンドを使っ

てrootになれないように設定されています。たとえば、ログイン名が「linuxmag」という一般ユーザーを、suコマ
ンドでrootになれるように変更する場合は、rootでログインしたあとで、

# usermod -G wheel linuxmag

と実行してください。

表2 収録されるおもなコンポーネント

標準のメールサーバとネームサーバには、それぞれ
sendmailとBINDが採用されているが、コンパニオンCD
にはメールサーバPostfixや、Dan Bernstein作のqmail、
djbdnsといったサーバ用のRPMパッケージも収録され
ている。



ク時の挙動を設定するなどして、ユー

ザーは利用環境に合わせてシステムを

チューニングできる。

■ReiserFSをサポート

インストール後での対応になるが、

ジャーナリングファイルシステムとして

ReiserFSを利用できる。Linuxは

ReiserFSのほかにもext3などをサポー

トしているが、デファクトスタンダード

となるジャーナリングファイルシステム

が存在しないのが現状なので、ミラク

ル・リナックスは、ファイルシステムの

テストを続けながら、MIRACLE

LINUXに適したファイルシステムを順

次採用していくとのことだ。

■

■日本語対応が強化されたSamba

2.2.1a

MIRACLE LINUX 2.0には、独自

に日本語対応が強化されたSamba

2.2.1aが収録されている。Samba 2.2.1a

は、Windows 2000クライントがドメ

インログオンできるWindowsネットワ

ークのPDCになれることが一番の特徴

だ。また、国際語対応となっているの

で標準状態でも日本語に対応している。

さて、日本語環境で使われるSamba

は、標準状態よりもさらに細かい日本

語拡張が必要とされる。Samba 2.0系

では、このあたりを日本Sambaユーザ

会が拡張していたが、人手不足のため

か、Samba 2.2.1aがリリースされたあ

とも、日本語拡張に手がつかない状態

が続いていた。

そこで、ミラクル・リナックスは、

クリティカルな用途にも耐えられるよ

う、Samba 2.2.1aを独自に日本語拡張

した。この成果はGPL配布されるので、

いずれMIRACLE LINUX以外のディ

ストリビューションにも日本語対応が

強化されたSambaが収録されるだろう

が、MIRACLE LINUXは、オリジナ

リエーターとしてほかのディストリビ

ューションをリードしていくだろう。

■

■使いやすい管理ツール

■

以前のMIRACLE LINUX 1.xでは、

Turbolinux付属のTurboToolsをベー

スにしたMIRACLE Toolsを使ってシ

ステムを管理していたが、ベースが

Red Hat Linuxになった今バージョン

では、 W e b ブラウザで操 作 する

Webminがメインの管理ツールに据え

られた。

また、これまでMIRACLE Toolsを

使ってきたユーザーの便をはかるため

に、MRIACLE Toolsに似たインター

フ ェ イ ス を も つ Red Hat Linuxの

「printtool」なども、あわせて収録され

ている。

一方、オラクルデータベースをスム

ーズにインストールするためのツール

「ORANAVI」も健在で、アイコンを

デスクトップに配置して、素早く起動

できるように工夫されている（画面1）。

●

Linuxディストリビューションの中に

は、サーバ用のパッケージを収録する

だけで、サーバ対応を謳うものも存在

するが、サーバとしてのカスタマイズを

とことんまで進めたMIRACLE LINUX

は、真のサーバシステムになり得るディ

ストリビューションだといえる。
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製品名 MIRACLE LINUX Standard Edition Version2.0
価格 6万円
問い合わせ先 ミラクル・リナックス株式会社

03-5562-8300
http://www.miraclelinux.com/

画面1 オラクルデータベ
ースをインストールする
ORANAVI

デスクトップの配置された
アイコンからORANAVIを
起動して、オラクルデータ
ベースをスムーズにインス
トールできる。

日本語対応が強化された
Samba 2.2.1a

使いやすい管理ツール



レーザーファイブは10月26日、ネッ

トワークサーバに特化したディストリ

ビ ュ ー シ ョ ン 、 LASER5 Secure

Server6.9（以下、LASER5 Server6.9）

をリリースした。

LASER5 Server6.9は、インストー

ルCDやマニュアルなどを収録する構成

で（表1）、ユーザーにはインストール

からコマンドプロンプトの表示までに

ついて、回数無制限のサポートが提供

される。

■

■完全ネットワークサーバ仕様

■

LASER5 Server6.9に収録されてい

るコンポーネントはちょっと古いよう

だ（表2）。これはなぜだろうか。

■カーネルに求めらるもの

LASER5 Server6.9では、カーネル

2.2.19とglibc2.1.3が採用されている。

現行リリースされているディストリビ

ューションのほとんどが、カーネル2.4

やglibc2.2を採用していることを考える

と、LASER5 Server6.9の基本構成は

いささか古い感がある。

さて、2.4カーネルに追加されたおも

な機能が、大容量メモリやSMPのサポ

ートなどであることを考えると、本当

に2.4カーネルから恩恵を受けられるの

は、Linuxを大規模サイトで使うユー

ザーとなるだろう。

しかし、セキュアなネットワークサ

ーバとして開 発 されたLA S E R 5

Server6.9にはカーネル2.4に追加され

た機能は必要ない。カーネル2.2は、2.4

よりもアップデートされた回数が多い

のでバグも少い2.2カーネルで必要な機

能を得られるならば、安定動作を旨と

するサーバに動作実績のあるカーネル

2.2を採用するのは自然な発想だ。glibc

のバージョンについての事情も、カー

ネルのそれと同じである。

■サーバにX Window Systemは不要

LASER5 Server6.9には標準でXが

インストールされない。 これは、

Linuxをサーバマシンとして使う場合、

Xがサーバのセキュリティを落とすこ

とはあっても、セキュリティを上げる

ことはないからだ。

どうしてもXを使いたいというユー

ザーのために、X関連のRPMパッケー

ジが［Contrib CD］（表1）に収録さ

れているので、必要に応じてインスト

ールすればよいだろう。

■

■コンパイラレベルでクラック対策

■

BINDなどでセキュリティホールが

発見された際に、「バッファオーバーフ

ロー」という言葉をよく耳にする。

「バッファ」とはBINDをはじめ、プ

ログラムがデータを高速に処理するた

めに、メモリなどに一時的に作るデー

タ受け渡し場所のような領域のことだ。

データ受け渡し場所として作成した

領域のサイズを超えるデータがプログ

ラムに押し付けられた場合（バッファ

オーバーフロー）、機能不全に陥ったプ

ログラムがクラッカーに乗っとられて

しまう可能性がある。

そこで、LASER5 Server6.9を開発

しているレーザーファイブと鹿嶋コン

ピュータサービスは、gccとglibcに

ProPoliceというパッチを当て、その

gccを使ってRPMパッケージを作成し

ている。

ProPoliceは、IBMの江藤氏が作成

するバッファオーバーフロー対策用の

パッチだ。このパッチを当てたgccで

プログラムをコンパイルすると、その

プログラムには、バッファオーバーフ

ローを自動的に回避するコードが埋め
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LASER5 Secure Server6.9

製品名 LASER5 Secure Server6.9
価格 3万4800円
問い合わせ先 レーザーファイブ株式会社

03-5818-6626
http://www.laser5.co.jp/

収録物 概要
バイナリCD 1枚 インストール用のCD-ROM
ソースCD 1枚 ソースパッケージを収録
Contrib CD 1枚 sendmailやBIND9などの追加パッケージを収録
Commercial CD 1枚 製品版「駅すぱあとイントラネット」などの商用ソフトを収録
マニュアル サーバ設定やセキュリティ対策などを詳細に解説
サポート 件数無制限のメールによるインストールサポート
表1 製品の収録物

インストールCDは1枚で、商用ソフトとして「駅すぱあとイントラネット」の製品版などが収録されている。また、マ
ニュアルはサーバ管理者必須ともいえるほど充実度が高い。

完全ネットワークサーバ仕様

コンパイラレベルで
クラック対策



込まれる。

LASER5 Server6.9に収録されてい

るプログラムには、ProPoliceを通して

バッファオーバーフロー対策がなされ

ているので、この手法を使ってクラッ

クされる可能性は低いのだ。

■

■サーバ管理の初心者でも大丈夫

■

LASER5 Server6.9には、サーバ管

理の初心者でも、LASER5 Server6.9

を使いこなせるよう、マニュアルと設

定ツールが用意されている。

■内容充実のマニュアル

LASER5 Server6.9に付属するマニ

ュアルは、ネットワーク管理者必携と

言える内容だ。

まず、inittabやデーモン起動スクリ

プトを例にとって、システムの起動過

程をわかりやすく解説している。

さらに、ネットワーク起動スクリプ

トについてはページを変えて、inetdや

TCP Wrapperとともに、その仕組み

と使い方を解説している。

これらをシステム編と呼ぶならば、

このあとにはサーバ設定編とでも呼べ

る章が続く。サーバ設定編では、

LASER5 Server6.9に収録されるサー

バ、BIND、Apache、Samba、NFS、

Postfix、DHCP、ProFTPD、FMLに

ついて、インストールから設定までが

解説されている。

サーバ設定編のあとには、セキュリ

ティ対策編が続く。セキュリティ対策

を説く章では、暗号化全般、SSH、

IPSec、PGPといったトピックごとに

章を立てて、トピック周辺の用語解説

から、概念の説明、使用例、設定例な

どがていねいに書かれている。また、

トピックの選択も網羅的で、セキュリ

ティの全体を見渡せる内容だ。

■GUI設定ツールWebmin

LASER5 Server6.9にはセキュリテ

ィ対策のためにXが標準でインストー

ルされなかった。ユーザーはコマンド

ラインでLASER5 Server6.9を操作す

ることになる。そこで、コマンド操作

に不慣れなユーザーが、ネットワーク

やサーバをGUIで設定できるように、

Webminとうシステム管理ツールを収

録している（画面1）。

ユーザーは不慣れなコマンド操作に

足を引っ張られることなく、Webブラ

ウザを通してシステム管理に専念でき

るだろう。

なお、WebminはSSLに対応してい

るので、LASER5 Server6.9をネット

ワーク越しに操作する際も安全だ。

●

LASER5 Server6.9、インターネッ

ト常時接続時代サーバとして、非常に

良い選択肢となるだろう。
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コンポーネント バージョン 概要
カーネル 2.2.19 Linuxカーネル
glibc 2.1.3 GNU Cライブラリ
Postfix 20010228 高機能でセキュリティにもすぐれたメールサーバ
Apache 1.3.20 世界でもっとも広く使われているWebサーバ
BIND 8.2.4 インターネット標準ともいえるDNSサーバ
OpenSSH 2.9.9p2 通信内容を暗号化して使うr系コマンド
Squid 2.4.STABLE1 広く使われているWebキャッシュサーバ
Samba 2.0.10日本語版1.1 Windowsネットワークのファイルサーバやプリントサーバとして使う
WU-FTPD 2.6.1 ポピュラーなFTPサーバ
ProFTPD 1.2.1 パフォーマンスとセキュリティにすぐれたFTPサーバ
PostgreSQL 7.1.2 オープンソース界で代表的なリレーショナルデータベース
inetd 0.16 広く使われているインターネットスーパーサーバ
fml 3.0.1 高性能なメーリングリストサーバ
Webmin 0.87 Webブラウザを通して使うシステム管理ツール
rp-pppoe 3.2 ADSL接続で使われるPPPoEクライアント

表2 収録されるおもなコンポーネント

カーネルとライブラリには、安定度を優先させるために、枯れたバージョンが採用されている。サーバパッケージは標
準的な構成だ。

画面1 システム設定ツー
ルWebmin

Webminを使えば、Webブ
ラウザを通してシステムや
サーバを設定できる。

画面2 WebminのSquid
設定画面

W e b キャッシュサーバ
Squidについて、アクセス
制限を設定したり、メモリ
の使用状況を確認できたり
する。

サーバ管理の初心者でも
大丈夫
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基礎から始めるネットワーキング

Linuxネットワークサーバ
設定レシピ
Webサーバにメールサーバ、DNS、DHCPからファイアウォールまで、
各種サーバとサービスをおいしくいただくためのレシピを伝授！

Apache SMTP

NAT Squid

Photo : Junko Kitade (Pacia)
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みなさんの中には、職場や家庭で

LANを利用している方も多いと思い

ます。LANとは、Local Area Net

workを略したもので、一般には同じ

建物の中でコンピュータなどの機器を

つないだネットワークのことを指しま

す。LANを導入すると、PCからほか

のPCへデータを転送したり、1台の

プリンタを複数のPCで共有すること

ができます。

■Linuxサーバで

■LANをよりおいしくする

■

Windows 98やMeなどは、ネット

ワーク機能を標準サポートしているの

で、インターネットへの接続やファイ

ルの共有が簡単に行えます。ネットワ

ークの利用という観点から見ると、

Webブラウズやメールの読み書きとい

ったインターネット端末として、ある

いは各PC間でファイルをやりとりす

るピアトゥーピア環境を作るには便利

なOSといえるでしょう。

ピアトゥーピア環境は、特定のサー

バマシンを必要とせず、手軽に利用で

きますが、個別のマシンで設定が必要

なことと、データがあちこちのPCに

分散して管理しにくいのが欠点となり

ます。LANの中にサーバを置いて各

種のサービスを行えば、データや設定

を集中管理できますので、管理にかか

る手間を大幅に減らすことができます。

そこでLinuxの登場です。動作が安

定していてマルチタスク性能も高い

Linuxは、ネットワークサーバに適し

たOSのひとつです。サーバとして使

うための数々のフリーソフトや、自由

度の高いGPLというライセンスも大

きな魅力となります。

今回は、イーサネットによる小規模

なLAN 環境（図1）をモデルに、

Red Hat Linux 7.1をインストールし

たサーバでいろいろなサービスを動か

してみましょう。Linuxサーバの「ser

ver01」は、インターネットとLAN

の両方につながっていますが、インタ

ーネット向けにサービスを提供するた

めには万全のセキュリティ対策を行わ

なければなりません。ここではLAN

内にだけサービスを行うものとして話

を進めます。

■

■Webサーバ

■

では最初にLinuxサーバでどのよう

なサービスを行えるのかを簡単に紹介

します。

Webブラウザからのリスエストに対

して、HTMLファイルや画像ファイ

ルなどのデータを送信するのがWeb

サーバです。このやりとりには、HTTP

（ Hyper Text Transfer Protocol）

というプロトコルを使うので、HTTP

サーバとも呼ばれます。

UNIXやLinuxで動作する代表的

なWebサーバプログラムはApache

というもので、Red Hat Linuxをは

じめ、ほとんどのディストリビューシ

ョンに採用されています。

世界中にあるWebサーバのおよそ

60％がApacheを使用しているという

調査結果もあります（http://www.

netcraft.com/survey/）。まさに、

世界標準のWebサーバプログラムと

いえるでしょう。

LinuxサーバでApacheを動かすこ

とで、LAN内にWebページを公開で

きます。ハードディスクの容量が許す

限り、大量のデータを置くことができ

ますし、CGIやSSIを自由に使えるの

でぜひ活用してみてください。

■

■メールサービス

■

メールサーバやPOPサーバ、ある

いはIMAPサーバというプログラムを

動かすと、LANの中で電子メールを

利用できます。

■メールサーバ

メールサーバプログラムは、ほかの

サーバにメールを配送したり、メール

を受け取って、それをユーザーのメー

ルボックスに格納します。メールを配

送したり、受け取るときには、SMTP

（ Simple Mail Transfer Protocol）

というプロトコルを使用するので、

SMTPサーバとも呼ばれます。また、

Introduction

Linuxとネットワーク。
それは、相性の良い組み合わせ。

Linuxサーバで
LANをよりおいしくする

Webサーバ

メールサービス
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MTA（ Mail Transfer Agent） と

もいいます。

メールサーバプログラムの代表格が

sendmailです。sendmailは、古くか

ら広く使われてきた非常に高機能なプ

ログラムで、Red Hat Linuxなど数

多くのディストリビューションで採用

されています。長い歴史を経て開発が

続けられていることから、今ではあま

り使われない機能があったり、設定フ

ァイルが難解だということもあって、

最近ではsendmailよりも設定が簡単

なPostfixというプログラムも人気を

集めています。Vine Linux 2.1.5や

Kondara MNU/Linux 2.0などでは、

sendmailに代わりPostfixを採用して

話題になりました。

このほか、qmailやeximというプ

ログラムもよく使われるメールサーバ

です。

■POP／IMAPサーバ

メールサーバマシンでPOPサーバと

いうプログラムを動かしておくと、ク

ライアントPCからメールをダウンロ

ードできるようになります。POPサー

バは、POP3（Post Office Protocol 3）

というプロトコルを使ってクライアン

トPCのメールクライアントソフト

（メーラ）と会話をし、メールを渡す

プログラムです。

多くのディストリビューションに

は、ipop3dというPOPサーバプログ

ラムが含まれています。また、qpopper

もよく使われるPOPサーバプログラム

です。

メールをクライアントPCにダウン

ロードして、サーバから削除してしま

うと、デスクトップPCとノートPCの

両方からメールを読みたい場合などに

不便です。そこで、メールサーバ上に

メールを残したままでメールを振り分

けたりできるようにIMAP4（Inter

net Message Access Protocol 4）と

いうプロトコルが作られました。imapd

というプログラムを使えば、IMAP4

に対応したメーラでサーバにあるメー

ルを整理したり、メールを検索するこ

とができます。

■メールダウンローダ

fe tchmai l というプログラムは、

POP3やIMAP4などでメールサーバ

からメールをダウンロードします。こ

れを使えば、プロバイダのメールサー

バから定期的にメールをダウンロード

して、Linuxサーバにためることが可

能になります。Linuxサーバでimapd

を動かしておいて、IMAP4でメール

管理をしたり、複数のプロバイダを巡

回することも可能なので、メールのヘ

ビーユーザーの強い味方となることで

しょう。

■

■ファイル転送／共有

■

Linuxマシンをファイルサーバにし

て、クライアントPCでファイルを共

有することができます。

■FTP

FTP（ File Transfer Protocol）

は、その名の通りファイル転送のため

のプロトコルです。Linuxでは、wu-

ftpdとProFtpdというFTPサーバプ

ログラムがよく使われています。

LANでは、このあとに紹介するフ

ァイル共有サーバを利用するほうが便

利なのですが、ほとんどのOSが標準

でFTPクライアントを持っているの

でイザというときに役に立ちます。ま

た、Webページ作成ソフトウェアに

は、作成したデータをFTPで転送で

きるものが多いので、これらを使う際

には便利でしょう。

■Samba

WindowsからLinuxサーバのファ

イルやプリンタを共有できるようにす

るサーバソフトウェアです。今月号92

ページからの「Linux で作るWin

dowsファイルサーバ」では、次号で

掲載予定の続編との2号にわたり詳細

な使い方を解説します。

インターネット 

LAN

ハブ 

www.xxx.yyy.zzz

192.168.0.1

192.168.0.11

Linuxマシン 
PC01

192.168.0.12

Linuxマシン 
PC02

192.168.0.21

Windowsマシン 
Win01

Linuxサーバ 
server01

図1 モデルとするネットワーク環境
L inux サーバ「serve r01」は、2つのネットワークインターフェイスを持ち、そのひとつ（IPアドレス
WWW.XXX.YYY.ZZZ）でインターネットに接続し、もうひとつ（IPアドレス192.168.0.1）がLANにつながってい
ます。

ファイル転送／共有



Sambaには、LinuxからWindows

ネットワークを利用するsmbclientと

いうプログラムも含まれています。

■NFS

LinuxやUNIXの間でファイルを共

有するにはNFS（Network File Sys

tem）を使います。NFSでは、サー

バの共有ディレクトリをクライアント

でマウントして利用します。図2のよ

うにすれば、サーバの/home/dataデ

ィレクトリをほかのLinuxマシンや

Windowsマシンで共有することも可

能です。

■Netatalk

MacintoshからLinuxサーバのフ

ァイルやプリンタを共有するためのサ

ーバソフトウェアです。Netatalkを含

んでいるディストリビューションはあ

まりありませんが、LANにMacin

toshをつなげているならぜひチャレン

ジしてみてください。

■

■リモート接続

■

LinuxやUNIXはネットワーク越し

にログインして利用できます。

■telnet

Linuxサーバでtelnetサーバプログ

ラムを有効にしておくと、コマンドラ

インでのログインができます。

非常に便利ではありますが、ユーザ

ー名やパスワードも含めて、通信内容

が暗号化されることなくネットワーク

を流れます。パスワードやデータを盗

まれる可能性がありますので、次に紹

介するSSHを使うようにしましょう。

特にインターネットでtelnetを使って

はいけません。

■SSH

SSH（Secure SHell）は、telnet

と同様にコマンドラインでのリモート

ログインを実現します。パスワードや

通信内容を暗号化してやりとりするの

でセキュリティが確保できます。

Linuxでは、OpenSSHというフリ

ーのパッケージがよく使われており、

この中にはSSHサーバ、クライアント

のプログラムのほかに、安全にファイ

ル転送を行うscpコマンドも用意され

ています。

■X11

LinuxやUNIXで標準的に使われて

いるX Window Systemは、クライ

アント／サーバシステムで動作してい

ます。そのため、手元のマシンで動い

ているXサーバに、リモートマシンで

動いているXクライアントのウィンド

ウを表示することが可能です。

複数のLinuxマシンでXプログラム

を実行し、そのウィンドウをすべて1
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Webやメールはじめとするインターネット

のサービスはすっかり一般的なものになりま

した。インターネットでは、TCP/IPという

プロトコルを利用しています。プロトコルと

いうのは、通信手順のことで、データのやり

とりを行うための決まりごとです。通信をす

る機器やソフトウェアは、この決まりに従っ

て動作することが期待されています。そうし

ないと正しく通信することができません。

プロトコルには階層があり、TCP/IPの上

でHTTP（Web）やSMTP（メール配送）、

POP3（メールのダウンロード）といった上

位のプロトコルを利用して各種のサービスが

動くようになっています。

TCP/IPの下位にもプロトコルがあります。

イーサネットプロトコルや、ダイヤルアップ

接 続 で利 用 する PPP（ Point to Point

Protocol）、ADSLで使われるPPPoE（PPP

over Ethernet）などがこの層になります。

PPPでも、PPPoEでもインターネットを

利用できることからもおわかりのように、こ

の層がどのようなものであれ、その上で

TCP/IPを使うことができれば、さらに上位

にあるHTTPなども利用できます。

もちろん、イーサネットによるLANの中で

もインターネットと同じサービスを使うこと

ができるのです。

Column

世界標準のTCP/IP

Sambaで共有 

Linuxマシン 
 

PC01
/home/data

Windowsマシン 
 

Win01

server01
/home/data

data

NFSで共有 

図2 NFSとSambaでファイルを共有
Linuxクライアントは、サーバの/home/dataディレクトリを任意のディレクトリ（この例では/home/data）にマウン
トできます。また、Windowsマシンは、サーバの/home/dataディレクトリをdataフォルダとしてネットワーク共有
できます。

リモート接続



台のクライアントPCに表示して操作

することももちろんできます。

■

■NAT／ファイアウォール

■

Linuxは、NAT（Network Address

Translation）という機能を持ってい

ます。この機能を使うと、図3のよう

にLinuxサーバにつながっているイン

ターネット回線を、LAN内のマシン

で共有できます。

図3のpc01やwin01は、インター

ネットの先にあるサーバとデータをや

りとりしています。pc01から送られ

るデータには発信元として192.168.

0.11というIPアドレスが書かれていま

すが、LinuxサーバがこれをWWW.

XXX.YYY.ZZZに書き換えて送り出

します。インターネットのサーバから

送られてくるデータは、WWW.XXX.

YYY.ZZZ宛てに送られてきますの

で、Linuxサーバはこれを192.168.0.

11に書き換えてpc01に送ります。こ

れがNATの大まかな動作です。

また、LinuxはIPアドレスなどを

もとにして特定の通信を遮断したり許

可する「パケットフィルタ」という機

能を持っています。この機能を使うこ

とで、不正アクセスからLANを守る

ファイアウォールを構築できます。

■

■プロキシサーバ

■

プロキシサーバは、クライアントの

代わりに接続先のサーバに接続しま

す。もともとは、内部のネットワーク

と外部のネットワークを切り離して安

全性を確保するのが主な目的とされて

いましたが、SquidというWebプロ

キシサーバは、Webサーバからのデー

タを一時的に保管し、同じページへの

アクセスがあったときにパフォーマン

スを向上させることに主眼を置いてい

ます（図4）。

■

■ホスト名／IPアドレス管理

■

クライアントPCの数が増えてくる

と、ホスト名やIPアドレスが重複し

ないようにするのが大変になります。

そんなときは、LinuxマシンでDHCP

（Dynamic Host Configuration Proto

col）サーバを動かしましょう。DHCP

を使えば、クライアントPCに割り当

てるホスト名やIPアドレスなどのネッ

トワーク設定情報をサーバで一元管理

できます。

また、ホスト名とIPアドレスの相

互変換を行うのがDNS（Domain

Name System）という仕組みです。

これによって、ホスト名をIPアドレス

に変換したり、その逆変換ができます。

人間にとって、数字の羅列に過ぎな

いIPアドレスでアクセスするマシンを

指定するのは不便でしょう。DNSサ

ーバプログラムのbind を使って、

LANでつながっているマシンのホス

ト名とIPアドレスが相互に解決でき

るようにしておくと、ホスト名でマシ

ンを指定できて便利です。
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インターネット 

www.xxx.yyy.zzz

192.168.0.11 192.168.0.21

PC01 Win01

server01
NAT NAT（アドレス変換） 

図3 NAT（IPマスカレード）でインターネット接続を共有
LinuxサーバのNAT機能を使うと、LANにつながったすべてのマシンで同時にインターネットを利用することができ
ます。

インターネット 

遅い回線 

速い回線 

PC01 Win01

server01
Squid

キャッシュ 
メモリやハードディスクに 
Webのデータをためる 

 

図4 キャッシングプロキシでWebアクセスを高速に
プロキシサーバのSquidは、Webアクセスのデータを保存して、同じデータへのリクエストを高速にします。

ホスト名／IPアドレス管理NAT／ファイアウォール

プロキシサーバ



LANとLinuxサーバを組み合わせ

るとどんなことができるのかがだいた

いわかったと思います。Linuxサーバ

でいろいろなサービスを行うためには、

まずLinuxサーバ自身がLANにつな

がっていなくてはなりません。最近の

ディストリビューションは、インスト

ールのときにハードウェア構成を調

べ、できるだけ自動的に設定を行うよ

うになっています。

ここでは、LinuxサーバをLANに

つなぐための方法を解説します。サー

バプログラムの設定については、次の

セクションでサーバごとに詳しく説明

しますので、LinuxサーバをLANに

つないでからゆっくりと試してみてく

ださい。

■

■ネットワーク機器の選び方

■

LANを組むにあたっては、イーサ

ネットによって接続するのがもっとも

ポピュラーです。イーサネットには、

各機器を同軸ケーブルで接続する

10BASE-5や10BASE-2、電話のモ

ジュラケーブルに似たツイストペアケ

ーブルとハブを用いて接続する

10BASE-Tや100BASE-TXなどの種

類があります。また、ケーブルの代わ

りに電波でデータを送受信する無線

LANも普及してきました。

新しくLANを構築するなら、伝送

速度が100Mbpsと高速な100BASE-

TXに対応するネットワーク機器を購

入しましょう。また、無線LANを導

入する場合は、伝送速度が11Mbps

のIEEE802.11b規格のものがよいで

しょう。現在販売されている100

BASE-TX対応イーサネットカード

は、そのほとんどがLinuxで利用可能

ですが、ノートPC で利用するPC

Card（PCMCIA）のイーサネットカ

ードや、無線LANカードの中には動

作実績のないものもあります。こうし

た機材を購入する場合には、Linuxデ

ィストリビューターやメーカーのWeb

ページなどで動作実績を確認してから

購入することをお勧めします（画面1、

2）。ただし、Linuxでの動作を確認

していても、動作を保証するメーカー

はほとんどないのが現状です。

イーサネットケーブルやハブはOS

の種類に関わらず利用できます。

100BASE-TXでLANを作る場合は、

カテゴリ5以上のストレートケーブル

を接続するPCやルータなどの数と同

じだけ購入してください。ハブは、

100BASE-TXに対応するスイッチン

グハブを選ぶとよいでしょう。

■

■イーサネットカードの設定

■

Linuxをインストールするときにイ

ーサネットカードを自動認識していれ

ば、そのカードに対応するデバイスド

ライバがモジュールとして組み込ま

れ、カードが動作するようになってい

るはずです。デバイスドライバという

のは、Linuxカーネルが周辺機器を制

御するためのソフトウェアで、個々の

機器に対応したものが必要です。

Linuxでは、これらのデバイスドラ

イバをモジュールというファイルにし

ておき、必要に応じて組み込むことが

できます。モジュールとしてドライバ

をカーネルから分離することで、カー

ネルが不必要に巨大にならないように

しているのです。

■カードの状態を見てみよう

さて、イーサネットカードの設定が

正しくできているかどうかを確かめて

みましょう。次のコマンドを実行して

ください。

$ /sbin/ifconfig

画面3のように、eth0とloという名

前が付いた2つのネットワークインタ

ーフェイスについて情報が表示されて

いるでしょうか。eth0が1つめのイー

サネットカードで、loはループバック

インターフェイスと呼ばれるものです。

複数のイーサネットカードを使う場合

は、2つめがeth1、3つめがeth2とし

て表示されます。eth0が表示されな

い場合は、次の節へ進んでください。

では、eth0の状態を見てみます。

サーバクッキングのその前に。
下ごしらえが大事です。
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HWaddrに続いて表示されるのは、

ネットワークカード1枚1枚に固有の

ハードウェアアドレスです。これは

MAC（Media Access Control）ア

ドレスともいい、イーサネットなどで

通信する場合に相手を特定するために

使われます。

inet addr：に続くのが、インター

フェイスに割り当てられたIPアドレス

です。Bcast：はブロードキャストア

ドレスで、同じネットワーク内にある

すべてのマシンにデータを送信する際

に指定するIPアドレスです。Mask：

はサブネットマスクです。これらのア

ドレスが自分で設定した内容どおりで

あることを確認しましょう。ネットワ

ーク設定をDHCPで行うようにしてい

るならば、DHCPサーバから割り当て

られたアドレスが表示されます。

RX packets：とTX packets：の

行は、それぞれ受信パケットと送信パ

ケットに関する統計情報です。イーサ

ネットでは、データを細切れにしてや

りとりしており、細切れにされたデー

タをパケット（小包）と呼びます。

errors：に続く数字が多いときは何

らかの不具合が発生しています。ハー

ドウェアの設定ミスか故障の可能性が

あります。

ループバックインターフェイスは、

ハードウェアとしての実体はない、仮

想的なネットワークインターフェイス

で、そのマシン自身にアクセスすると

きに指定するものです。多くのネット

ワークプログラムが内部的にこのイン

ターフェイスを利用しています。IPア

ドレスは127.0.0.1を割り当てることが

多いのですが、実は12 7 . 0 . 0 . 1 ～

127.255.255.254までのすべてのIPア

ドレスがループバックインターフェイ

スに割り当てられています。

■イーサネットカードを認識させる

イーサネットカードが認識されてい

ないとifconfigコマンドを実行したと

きにeth0の項目が表示されません。ハ

ードウェアの自動検出がうまくいかな

かったり、カードを交換した場合など

は、カードに対応したモジュールが組

み込まれずにうまく認識されません。

イーサネットカード用のモジュール

は、カードに搭載されたコントローラ

チップごとに作られています。そのた

め、使用したいカードがどのようなコ

ントローラを搭載しているかを調べ、

それに合ったモジュールを組み込まな

ければなりません。

コントローラチップの種類を知るた

めには、カード上にあるコントローラ

チップ表面に印刷されている型番をメ

モするか、lspciコマンドを使います。

lspciコマンドは、PCIバスにつながれ

ているデバイスの情報を表示するコマ

ンドです。画面にさまざまなデバイス

画面1 Red Hatのハー
ドウェア動作確認リスト
ページ
（http://hardware.re
dhat.com/）

画面2 プラネックスコ
ミュニケーションズの動
作確認リストページ
（http://www.planex.
co.jp/support/freeo
s/f_unix.htm）

$ /sbin/ifconfig
eth0      Link encap:Ethernet  HWaddr 00:40:95:30:15:8A

inet addr:192.168.0.1  Bcast:192.168.0.255 
Mask:255.255.255.0
UP BROADCAST RUNNING MULTICAST  MTU:1500  Metric:1
RX packets:121830 errors:0 dropped:0 overruns:0 frame:0
TX packets:181362 errors:0 dropped:0 overruns:0 carrier:0
collisions:0 txqueuelen:100
Interrupt:10 Base address:0xa000

lo        Link encap:Local Loopback
inet addr:127.0.0.1  Mask:255.0.0.0
UP LOOPBACK RUNNING  MTU:16436  Metric:1
RX packets:5927 errors:0 dropped:0 overruns:0 frame:0
TX packets:5927 errors:0 dropped:0 overruns:0 carrier:0
collisions:0 txqueuelen:0

画面3 ネットワークインターフェイスの状態を確認する



の情報が表示されますので、その中か

らイーサネットカードの行を見つけま

しょう。画面4は、主なイーサネット

コントローラを搭載したカードの出力

例です。

コントローラチップの種類がわかっ

たら、次は対応するドライバを調べま

しょう。ディストリビューターやイー

サネットカードメーカーのWebページ

を見るとだいたいはわかります。わか

らないときは、少々強引ですがモジュ

ールに書かれた文字列からチップの型

番を検索することもできます。lspci

コマンドの結果をもとにチップの型番

やチップメーカーの名前を検索してみ

ましょう。画面5では、ネットワーク

インターフェイスのモジュールファイ

ルの内部に書かれた文字列から大文字

小文字の区別をせずに“vt86c100a”

を検索しています。その結果、via-

rhine.oというモジュールファイルが

この文字列を含んでいることがわかり

ました。

モジュールを組み込むには、rootユ

ーザーになって、「modprobe モジュ

ール名」を実行します。

# modprobe via-rhine

次にlsmodコマンドを実行し、組

み込んだモジュールが表示されれば成

功です。Linuxを起動する際にモジュ

ールを組み込むようにするには、

/etc/modules.confというファイル

に、

alias eth0 via-rhine

というように、モジュール名を登録し

ます。

■

■ネットワークの設定

■

ネットワークインターフェイスに割

り当てるIPアドレスやホスト名などは

netconfコマンドで設定します。net

confは、X環境とコンソールの環境の

どちらでも動作しますが、ユーザーイ

ンターフェイスは別々になります（画

面6～9）。

ネットワークの設定をDHCPで行

う場合は、Config modeを「DHCP」

にして、Kernel moduleを使用する
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●3Com 3c905の例　（対応モジュール：3c59x）
00:0a.0 Ethernet controller: 3Com Corporation 3c905 100BaseTX [Boomerang]

●DEC 21140チップ搭載カードの例　（対応モジュール：tulip）
00:0b.0 Ethernet controller: Digital Equipment Corporation DECchip 21140 [FasterNet] (rev 22)

●Intel EtherExpress Pro 100＋の例　（対応モジュール：e100またはeepro100）
00:0c.0 Ethernet controller: Intel Corporation 82557 [Ethernet Pro 100] (rev 08)

●Realtek RTL-8139チップ搭載カードの例　（対応モジュール：8139tooまたはrtl8139）
02:02.0 Ethernet controller: Realtek Semiconductor Co., Ltd. RTL-8139 (rev 10)

●VIA VT86C100Aチップ搭載カードの例　（対応モジュール：via-rhine）
00:0b.0 Ethernet controller: VIA Technologies, Inc. VT86C100A [Rhine 10/100] (rev 06)

画面4 lspciコマンドでイーサネットコントローラを調べる

$ find /lib/modules/2.4.2-2/kernel/drivers/net/ -name '*.o' -exec strings --print-file-name {} \; |
grep -i vt86c100a
/lib/modules/2.4.2-2/kernel/drivers/net/via-rhine.o: VIA VT86C100A Rhine

画面5 力わざで対応モジュールを探す

画面6 X環境でnetconfを起動した
ところ 画面7 ホスト名やIPアドレスを設定する

ネットワークの設定



カードに合ったモジュール名にするだ

け作業は終了です。

手動で行う場合は、Config mode

を「Manual」にして、ホスト名、IP

アドレス、ネットマスク、モジュール

名を指定します。さらに、「Name

server specification（DNS）」の画

面を開いてDNSサーバのIPアドレス

を記入します。

■

■サーバの起動と終了

■

次のセクションでは、いよいよ各種

サーバソフトウェアの設定レシピを紹

介しますが、その前にサーバの起動と

終了の方法を知っておきましょう。

Red Hat Linux 7.1では、各サーバの

起動と終了を行うシェルスクリプトが

用意されていますので、これを使うと

簡単です。スクリプトはサーバごとに

用意されており、すべて/etc/init.d

ディレクトリに収められています。

rootユーザーになり、start（開始）、

stop（終了）、restart（再起動）と

いったオプション付きでスクリプトを

実行するとサーバを起動したり終了さ

せることができます。たとえば、Web

サーバのApacheを起動するなら次の

ようにします。

# /etc/init.d/httpd start

サーバの設定ファイルを書き換えた

ときは、新しい設定を反映させるため

にrestartオプションでサーバを再起

動してください。

各サーバをLinuxの起動とともに動

かすことも可能です。どのサーバを起

動時に有効にするかを設定するには、

ntsysvコマンドを使うと便利です。

rootユーザーになって、次のように

ntsysvコマンドを実行しましょう。

# ntsysv --level 345

--level 345というオプションは、ラ

ンレベルの指定です。この例では、テ

キストログインのランレベル3とラン

レベル4、そしてグラフィカルログイ

ンのランレベル5のいずれかでLinux

が起動する場合の状態を設定します。

ntsysvを起動して表示される画面

で、設定するサーバプログラムを選び、

スペースキーで起動時の有効／無効を

切り替えましょう。名前の前に＊（ア

スタリスク）が付いているサーバが有

効になります。
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画面8 コンソール環境
でnetconfを起動したと
ころ
項目の移動はTabキー、
決定はEnterキーで行う。

画面9 ホスト情報を設
定する画面
ドロップダウンリストは
Ctrl＋Xキーで開く。

次のページから、主なサーバプログラムや

サービスの設定方法を紹介します。個々の

サーバプログラムやサービスのレシピには、

材料として、

・必要なRPMパッケージの名前

・設定ファイルの場所と名前

・サービスの名前

をまとめています。

必要なRPMパッケージがインストールさ

れていなければCD-ROMからインストール

しましょう。

●例　bindのRPMパッケージがインスト

ールされているかどうか調べる

# rpm -q bind

パッケージ bind はインストールされていま

せん

●例　bindとbind-utilsのRPMパッケー

ジをインストールする

# mount /mnt/cdrom

# cd /mnt/cdrom/RedHat/RPMS/

# rpm -ivh bind-9.1.0-10.i386.rpm

# rpm -ivh bind-utils-9.1.0-10.

i386.rpm

また、サービスの名前は、サーバの起

動／停止スクリプト、ntsysvで選ぶサービ

スの名前を示します。

Column

レシピの読み方

サーバの起動と終了
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「インターネット」といえば、あち

こちのWebサイトを見て回ること。

そのように思っているユーザーもいる

くらい、Webブラウズは一般的にな

りました。Webブラウザ上に表示さ

れるかっこいいWebページの元とな

るデータは、ネットの向こう側にある

Webサーバから送られてきます。現

在、世界中で最も多く利用されている

Webサーバが、Apacheです。Linux

をはじめとするUNIX系OSだけでな

く、Windows上でも動作します。

■

■Apacheの特徴

■

Apacheは、オープンソースで開発

されているため、セキュリティホール

が見つかっても、素早く対応が施され

ます。このためApacheは、商用製品

と比較しても、クラックされにくい

Webサーバと言っていいでしょう。

もちろん、セキュリティ問題は常に進

行形であり、「ここまでやれば終わり」

というものではありません。古過ぎる

Apacheをそのまま使って外部に公開

するWebサーバを構築するのは、危

険です。

Apacheのもうひとつの特徴は、プ

ログラムがモジュール化されているこ

とです。Apache本体は、ごく基本的

な機能だけを持ち、それ以外の機能は

モジュールによって提供されます。

最新安定版であるApache 1.3.xで

は、DSO（Dynamic Shared Object）

と呼ばれる仕組みによって、モジュー

ルの動的なロードができるようになり

ました。ある拡張機能が必要になった

ところで、そのモジュールがメモリ上

にロード・実行されます。これによっ

て、Apache全体で使用するメモリ量

がかなり減少しました。

■

■Apacheの設定

■

Apacheを利用するからには、「外

部に向けたWebサーバを構築」した

いところです。しかし、そのために必

要な設定項目（Apacheではディレク

ティブと呼びます）をすべてこの場で

説明することはできません。そこで、

まず手始めにLAN内の各マシンで共

有したいデータを、Webブラウザか

らアクセスできるようにしてみましょ

う。最近では、HTML形式で書かれた

ドキュメントが増えてきました。

Apache自身のマニュアル（RPMパッ

ケージ名はapache-manual）もHTML

形式で提供されています。

以前のバージョンでは、Apacheの

設定ファイルは複数に分かれていまし

たが、1.3.xでは、

/etc/httpd/conf/httpd.conf

に一本化されています。

httpd.conf内部は、以下の3セクシ

ョンに大別されています。

（1）全般的な設定

（2）サーバの機能に関する設定

（3）バーチャルホスト関係の設定

1番めは、Apacheの動作に必要と

なるディレクトリやファイルの指定、

モジュールの設定、そしてApacheの

パフォーマンスに影響するディレクテ

ィブが含まれています。今回のように、

小規模なLAN内で使うのが目的の場

合は、特に変更する項目はありません。

3番めは、1台のサーバマシンで複

数のドメイン（examp l e . c om と

hoge.com）を利用する際に必要にな

ります。こちらも今回は、特に手を加

えずにそのままにしておきましょう。

情報の共有／発信をするなら
Webサーバ

Apache

■RPM
apache

■設定ファイル
/etc/httpd/conf/httpd.conf

■サービス名
httpd

Apacheの特徴
Apacheの設定
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■

■サーバの機能に関する設定項目

■

今回のように、初歩的な使用方法

で必要になるのは、2番めのセクショ

ンです。最低限、以下に示すディレク

ティブの意味を理解しておくといいで

しょう。

■Port

Apacheが用いるポート番号を指定

します。RPMパッケージからインス

トールしていれば、80になっているは

ずです。一方、tarボールからインス

トールすると、このディレクティブに

は8080が指定されます。

Webサーバが用いるデフォルトのポ

ート番号は80です。

http://www.example.com/

のようにポート番号なしでURLを指

定した場合には、80が用いられます。

あえて変更しても特に利点もありませ

んので、80のままにしておきます。

■User、Group

Webサーバに対するリクエストを実

際に処理するプログラム（httpd）の

所有者（ユーザー）、グループを指定

します。Red Hat Linux 7.1に含まれ

るApacheの初期値は、“User”／

“Group”ともに“apache”となって

います。

外部に向けてWebサーバを公開す

る場合には、これらのディレクティブ

は、セキュリティ問題に関わるので、

特に慎重に設定する必要があります。

というのは、Apacheのセキュリティ

ホールを利用して不正侵入したクラッ

カーは、httpdのユーザー／グループ

の権限を得るからです。仮に“User”

が“root”になっていたら、クラッカ

ーにルートの権限を与えてしまうこと

になります。

ユーザー“apache”は、ログイン

シェルに“/bin/false”が指定されて

います。このコマンドは何もせず、

「失敗」の終了コードを返すだけなの

で、万が一Apacheがクラックされて

も、クラッカーにシェルを用いた操作

を許さないようになっています。

■DocumentRoot

Webサーバで公開するHTMLファ

イルを格納するディレクトリを指定し

ます。Red Hat Linux 7.1での初期値

は、“/var/www/html”となってい

ます。一方、tarボールからインスト

ールするした場 合 の初 期 値 は、

“/usr/local/apache/htdocs”です。

■DirectoryIndex

URLをディレクトリで指定した場

合に、補完されるファイル名を指定し

ます。Red Hat Linux 7.1での初期値

は、“index.html”など複数のファイ

ルが指定されています。

http://example.com/

のようにファイル名なしでURLを指

定すると、“DocumentRoot”ディレ

クトリにあるindex.htmlなどが読み

出されます。

■UserDir

サーバマシン上にアカウントを持つ

ユーザーが、Webに公開するデータ

を配置するディレクトリを指定しま

す。ユーザーのホームディレクトリか

らの相対表記で表します。Red Hat

Linux 7.1での初期値は、“public_

html”です。

http://example.com/~hoge/

のように指定すると、“/home/hoge/

public_html/”がアクセスされます。

上記の項目が設定できたら、起動

スクリプトを利用して、Apacheを起

動します。

# /etc/init.d/httpd start

サーバマシン起動時にApacheを自

動的に実行するためには、以下のコマ

ンドを実行します（サーバのランレベ

ルが3の場合）。

# chkconfig --level 3 httpd on

動作の確認のため、クライアントマ

シンでWebブラウザを起動し、

http://192.168.0.1/

というURLを入力してみましょう。

画面1が見えていれば、成功です。
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画面1 Apacheの起動確認画面

ここがポイント！
・Webサーバのポート番号は80

・User／Groupの設定は特に慎重

に！

サーバの機能に関する
設定項目
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メールサービスは、Webと並んで

インターネットで最も多く利用されて

いるネットワークサービスです。利用

する側からはメッセージを宛先アドレ

スに送るだけの単純なサービスのよう

に見えますが、実際にメールサーバを

公開し運用していくためには、高度な

ネットワークに関する知識と経験が欠

かせません。ここでは、メールサーバ

を理解する第一歩として基本的な設定

方法について解説します。

■

■メール配信の仕組み

■

メールサーバの設定に話を進める前

に、メールサーバがどのようにしてメ

ールを処理するのかについて簡単に触

れておきましょう。

図1はインターネットでのメール配

信のようすをごく単純に示したもので

す。この図からメールサーバには、大

きく分けて次の4つの役割があること

がわかります。

①送信側ユーザーからのメールの受け

付け

②受信側サーバへのメールの転送

③送信側サーバからのメールの受け付

けと保管

④受信側ユーザーへのメールの配信

これらの役割は、実際には別々のサ

ーバプログラムで実行され、その際に

使用されるプロトコルも異なります。

図2はメールサービスにおけるソフト

ウェアコンポーネントの構成と働きを

図示したものです。図のように、

SMTPサーバが前記の①～③の処理

を、POPサーバまたはIMAPサーバ

が④の処理を実行しています。これら

のサーバの呼称は、その処理で使われ

るプロトコルを表しています。

メールサーバには、受信メールを保

管するための「メールスプール」と呼

ばれるディスク領域が用意されていま

す。メールスプールはユーザーアカウ

ントごとに専用の領域が割り当てられ

ます。SMTPサーバは宛先メールアド

レスをもとに、ほかのサーバから受け

取ったメールを各ユーザーのメールス

プールに振り分け、POP／IMAPサ

ーバは、ユーザーからのリクエストに

応じて、そのユーザーのスプールから

メールを取り出して配信します。

メールサービスを構成するコンポー

ネントには、プロトコルをもとにした

呼称のほかに、そのコンポーネントの

機能をもとにした呼称があります。た

とえば、メール配信機能を司る

SMTPサーバ（プログラム）はMTA

（Mail Transfer Agent）とも呼ばれ

ます。MTAに対して、ユーザー側で

動作するメールクライアントソフトウ

ェアはMUA（Mail User Agent）と

ネットワークメッセ－ジングサービスの要
世界中にメールを届けるSMTPサーバ

SMTP

【sendmail】
■RPMパッケージ
sendmail
sendmail-cf
procmail
■設定ファイル
/etc/sendmail.cf
■サービス名
sendmail

【Postfix】
■RPMパッケージ
postfix
procmail
■設定ファイル
/etc/postfix/main.cf
■サービス名
postfix

プロバイダY

インターネット 

プロバイダX プロバイダY

メールの送信 

インターネットを介した 
メールの配信 

From:A 
To:B 

お元気ですか 

Aさん 

メールの受信 

From:A 
To:B 

お元気ですか 

Bさん 
メールサーバ メールサーバ 

図1 メール配信の流れ

メール配信の仕組み
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呼ばれます。代表的なMUA には、

Windowsの Outlook Expressや

Becky！、LinuxのWanderlustや

Sylpheedなどがあります。

また、MTAが受信したメールをサ

ーバのユーザーメールスプールに振り

分けるプログラムをMDA（Ma i l

Delivery Agent）と呼ぶ場合があり

ます。「場合があります」というのは、

MTAによってはMDAの機能を備え

ていることがあるためです（同じ理由

で図2ではMDAを特に区別して示し

ていません）。L i n u x では通常、

procmailというプログラムがMDA

として使われます。

MTA、MUA、MDAといった用

語は、メールサービス関連のドキュメ

ントで頻繁に使われるものです。それ

ぞれの役割を整理して、しっかりと理

解しておいてください。

続いて実際の設定について見ていき

ましょう。ここではLinuxで利用でき

る代表的なMTAであるsendmailと

Postfixの設定を取り上げます。

■

■sendmailの起動と動作確認

■

Red Hat 7.1に収録されている

sendmailのバージョンは8.11.2です。

sendmail本体のほかにも、メールサ

ービスに必要となるパッケージがいく

つかあります。前述したように、Linux

ではMDAとしてprocmailを使いま

す。また、sendmai l の設定には、

sendmail-cfという専用ツールとm4

というマクロプロセッサが必要です。

サービスを起動する前に、まず現在

の動作状況を確認しておきましょう。

以下のコマンドを実行します。

# /etc/init.d/sendmail status

“sendmail（pid XXXX）is running...”

という応答があればOK、動作してい

ないようであれば以下のコマンドで起

動します。

# /etc/init.d/sendmail start

今のところインストールしただけの

デフォルトの設定でサービスが開始さ

れたわけですが、それでも基本的なメ

ールサーバの機能は利用できる状態に

あります。確認してみましょう。Red

Hat 7.1のデフォルト設 定 では、

sendmailが動作しているマシンのロ

ーカル環境でのみ、その機能を利用で

きるようになっています。コンソール

から次のコマンドを実行すると、ロー

カルで動作しているsendmailに接続

できます。

$ telnet localhost 25

“25”はMTAとの通信に使われる

プロトコルであるSMTP（Simple

Mail Transfer Protocol）のTCPポ

ート番号です。SMTPはテキストベー

スプロトコルなので、telnetを使って

TCPポート25に接続し、コマンドを

発行してサーバと直接やり取りするこ

とが可能です。

画面1は、この方法で一般ユーザー

からrootにテストメールを送った例で

す。罫線で囲った部分が実際に入力

したコマンドで、それ以外はサーバから

の応答です。5行目にある“ESMTP

Sendmail 8.11.2”というメッセージ

から、MTAがsendmail 8.11.2であ

ることがわかります。

■

■sendmailの設定

■

sendmailの設定ファイルは、/etc/

sendmail.cfです。中身を確認しても

らえばわかるとおり、非常に多くの設

定項目があり、なおかつ各項目の記述

方法も複雑です。直接このファイルを

編集して設定変更することは難しいの

で、通常は先ほど紹介したsendmail-

cfというツールを利用します。

sendmail-cfは、sendmailの設定

ファイル（.cfファイル）を作成するた

めのm4マクロプロセッサ形式のマク

ロ（.mcファイル）のサンプル集と、

作成手順を自動化するMakefileなど

をまとめたものです。Red Hat 7.1で

は、/usr/share/sendmail-cf/ディ

図2 メールサーバのコンポーネントとその働き

メールサーバ クライアント 

インターネット SMTPサーバ 

受信したメールのスプールへの振り分け 

スプールからの 
メールの取り出し 

User1の 
メール 
スプール 

POPサーバ 
または 

IMAPサーバ 
User2の 
メール 
スプール 

. . .  

受信したメールのスプールへの振り分け 

スプールからの 
メールの取り出し 

メールの受信 
（POPまたはIMAP） 

メールの送信 
（SMTP） ほかのサーバとの 

メールの送受信 
（SMTP） 

sendmailの起動と
動作確認

sendmailの設定



レクトリ以下にインストールされます

（ディストリビューションによっては

/user/lib/sendmail-cf/にインストー

ルされているかもしれません）。

サンプルマクロは、sendma i l -

cf/cf/ディレクトリに置かれています。

Red Hat 7.1のデフォルト設定と同じ

sendmail設定ファイルを作成するマ

クロのサンプルはredhat.mcです。設

定を変更するには、このマクロを雛型

にすればよいわけです。では実際に、

ちょっと設定を変更してみましょう。

ただ、この特集では外部にサーバを公

開することは想定していませんから、

ローカルマシンでテストできる設定項

目としてSMTPのユーザー認証機能

を有効にする手順を紹介します。

もともとSMTPにはユーザー認証

の仕組みはありませんでしたが、その

後プロトコルの仕様が拡張され、現在

は「SMTP AUTH」というユーザー

認 証 機 構 が定 義 されています。

sendmailでは、バージョン8.11.0か

らSMTP AUTHをサポートしていま

す。SMTP AUTHを使ってメールを

送信するには、メールクライアント

（MUA）でのサポートも必要です。

Linuxで利用できるメールクライアン

トでは、Mozillaのメールコンポーネ

ントがSMTP AUTHをサポートして

います。ここでも設定後の動作確認に

Mozillaメールを使います。

まず、/usr/share/sendmai l -

cf/cf/redhat.mcをコピーして実際に

修正を加えるファイルを作成します。

# cd /usr/share/sendmail-cf/cf

# cp redhat.mc test.mc

次に、test.mcにあるリスト1に示

す行の先頭から“dnl”を削除します。

変更できたら、マクロを実行し、作成

された設定ファイル（この場合は

test.cf）を/etcディレクトリにsend

mail.cfという名前でコピーします。こ

のとき、オリジナルのsendmail.cfは

バックアップしておきましょう。

# make test.cf

# cp /etc/sendmail.cf sendmail.ORG

# cp test.cf /etc/sendmail.cf

sendmail側での設定は以上で完了

です。変更を反映にするには、sendmail

を再起動する必要があります。コマン

ドは次のとおりです。

# /etc/init.d/sendmail restart

以上でSMTP AUTHが有効になっ

たはずです。テストしてみましょう。

Mozillaメールの［Edit］メニューか

ら［Mail/News Account Settings...］

を選択します。表示されるダイアログ

の左側のペインにある［Outgoing

Server（SMTP）］をクリックします。

［Server Name］に“localhost”と

入力し、［Use name and password］

チェックボックスをオンして［User

Name］にはローカルのユーザーアカ

ウント名を指定します（例ではtest-

user）。［OK］ボタンを押してダイア

ログを閉じます。

実際にユーザー宛にメールを送って

みてください。送信ボタンを押すとパ

スワードの入力を求めるダイアログが

表示されるはです。ログインパスワー

ドを入力するとユーザー認証が行わ

れ、パスワードが正しければメールが

送信されます。このことからわかるよ

うに、Red Hat 7.1のデフォルト設定

では、SMTP AUTHのユーザー認証

においても通常のログインと同じ認証

機構が使用されています。

SMTP AUTH以外の設定を変更す

る場合も、マクロ（.mcファイル）を編
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▼リスト1 main.cfでSMTP AUTHを有効にする

：
TRUST_AUTH_MECH(`DIGEST-MD5 CRAM-MD5 LOGIN PLAIN')dnl
define(`confAUTH_MECHANISMS', `DIGEST-MD5 CRAM-MD5 LOGIN PLAIN')dnl

：

$ telnet localhost 25
Trying 127.0.0.1...
Connected to localhost.localdomain (127.0.0.1).
Escape character is '^]'.
220 XXXXX.ascii.co.jp ESMTP Sendmail 8.11.2/8.11.2; Fri, 26 Oct
2001 06:23:27 +0900
Mail From:<test-user@sample.net>
250 2.1.0 <test-user@sample.net>... Sender ok
RCPT To:<root@localhost>
250 2.1.5 <root@localhost>... Recipient ok
DATA
354 Enter mail, end with "." on a line by itself
TEST MAIL
.
250 2.0.0 f9PLO3303946 Message accepted for delivery
QUIT
221 2.0.0 XXXXX.ascii.co.jp closing connection
Connection closed by foreign host.
$

画面1 SMTPによるMTAとのやり取り



集して設定ファイル（.cfファイル）を

作成し、/etc/sendmail.cfを置き換

えるという基本的な手順は同じです。

■

■Postfixのインストールと起動

■

Postfixはsendmailに替わるMTA

として開発されたメールサービスシス

テムで、sendmailとの互換性を保ち

ながら機能性と安全性を高めることを

目標としています。特集の冒頭でも触

れたように日本語ディストリビューシ

ョ ン で は 、 Vine Linux 2.1.Xと

Kondara Linux 2.0で採用されてい

ます。以降の説明はVine Linux 2.1.5

をベースに進めていきます。Postfix

のバージョンは、Releases 20010228

です。Postfixでもユーザーのメール

スプールへのローカルな配信に

procmailが使われます。あわせてイ

ンストールを確認しておきましょう。

sendmailと同様に、Postfixもデフ

ォルトの設定でMTAとしての基本的

な機能を提供します。起動して確認し

てみてください。

# /etc/rc.d/init.d/postfix start

動作確認はsendmailの解説中に紹

介した、telnetを使った方法で行えま

す。今度は、MTA の種類を示す

“ESMTP ～”の部分が“Postfix”

となっているはずです。

■

■Postfixの設定

■

Postf ixの設定ファイルは/etc/

postfix/に置かれています。最も重要

なのがmain.fcです。main.fcでは、

各設定項目が「パラメータ＝値」とい

う形式で記述されているため、send

mail.cfに比べてかなり読みやすくなっ

ています。また、各項目には詳細なコ

メントが付けられていて、設定を行う

際にたいへん参考になります。

では、Postfixサーバにアクセスす

るクライアントを制限する設定を例に

作業手順を見ていきましょう。

デフォルトの設定では、サーバと同

じサブネット上のクライアントからの

アクセスが許可されています。これは、

main.cfにクライアントアクセスの制

限に関するパラメータが記述されてい

ない場合のPostfixのデフォルトでも

あります。これをローカルマシンから

のアクセスのみを許可する設定に変更

してみましょう。デフォルトのmain.cf

に次の1行があるはずです。

# mynetworks_style = host

“mynetworks_style”はPostfix

がアクセスを許可するクライアントの

「タイプ」を指定するパラメータで、

“host”が指定されている場合はロー

カルホストのみを信頼します。このパ

ラメータに“subnet”が指定されて

いる場合は同じサブネット上のクライ

アント、“class”が指定されている場

合は同じIPアドレスクラスのクライア

ントからのアクセスを受け付けます。

行頭の“#”は、この行がコメント

であることを示しています。つまり、

デフォルト設定ではこのパラメータは

有効になっていません。このため、デ

フォルト値である“subnet”が適用

されているのです。パラメータ自体を

有効にするには“#”を削除すればい

いだけですが、実際にはこのパラメー

タだけではクライアントからのアクセ

スは制限されません。そのためには、

“smtpd_client_restrictions”パラ

メータを明示的に指定する必要があり

ます。次の1行を追加してください。

smtpd_client_restrictions

permit_mynetworks, reject

この指定で「mynetworksで指定

されたタイプのクライアントからのア

クセスは許可するが、それ以外のすべ

てのクライアントに対してはサーバへ

のアクセスを禁止する」という設定に

なります。

以上の変更で、アクセスをローカル

ホストのみに制限するための設定は完

了です。あとは、この設定をPostfix

にロードさせ、変更を反映すればよい

だけです。起動の際に使ったpostfix

コマンドには、このためのオプション

が用意されています。

# /etc/rc.d/init.d/postfix reload

“smtpd_client_restrictions”パ

ラメータを追加したことからわかるよ

うに、すべての利用可能なパラメータ

がデフォルトのmain.cfに記載されて

いるわけではありません。実際には、

ごく一部の基本設定だけです。それ以

外のパラメータについては、RPMパ

ッケージに収録されているサンプルフ

ァイルが参考になります（インストー

ル先は/u s r / d o c / p o s t f i x - 0 . 0 .

20010228/sample/）。たとえば、

SMTP AUTH関連の設定はsample-

auth.cfで詳しく解説されています。

また、Postfixのホームページにも、

各パラメータについての解説が掲載さ

れています（http://www.postfix.

org/basic.html）。
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ここがポイント！
・複雑なsendmailの設定を理解する

ためにはサンプルマクロが参考にな

ります。いろいろな設定に目を通し

て知識を深めましょう。

Postfixの
インストールと起動

Postfixの設定
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POP（Post Office Protocol）とIMAP

（Internet Message Access Protocol）

は、メールサーバのスプールに配信さ

れたメールをクライアント側から操作

する際に使われるプロトコルです。ユ

ーザーはこれらのプロトコルでメール

サーバにアクセスし、メールアカウン

ト用に割り当てられたスプールに到着

した自分宛のメールを読むことができ

ます。このサービスを提供するサーバ

は、プロトコル名からPOPサーバ、

IMAPサーバと呼ばれています。

■

■POPサーバの設定

■

POPサーバは、ユーザー（MUA）

からのリクエストに応じてそのユーザ

ーのメールスプールをチェックし、到

着したメールがあれば、それをすべて

転送します。このとき、特に指定がな

い限り転送済みのメールはメールスプ

ールから削除されます。

POPはとてもシンプルなプロトコル

ですが、そのぶんユーザーにとっても

使いやすく、サーバ側でのメンテナン

スも容易なことから、リモートクライ

アントからメールを取り込むための手

段として広く普及しています。

■POPサーバの有効化

Red Hat 7.1では、米国のワシント

ン大学（University of Washington）

で開発されたimap-2000のパッケージ

に含まれるPOPサーバプログラムが利

用できます。imap-2000にはPOP2と

POP3に対応した2つのPOPサーバが

収録されていますが、ここではPOP3

用のサーバであるipop3dを設定して

みましょう。

とはいっても、設定手順はごく簡単

で、デフォルトで無効になっているサ

ービスを利用できるようにすればいい

だけです。この設定にはネットワーク

サービスツールのntsysv（画面1）を

使います。

# ntsysv --level 345

サービスのリストにある［ipop3］

にカーソルを移動してスペースキーを

押します。アスタリスク（＊）でマー

クされたことを確認して、Tabキーで

［OK］ボタンにカーソルを移しEnter

キーを押せば設定完了です。

■POPサーバのテスト

実際にメールを取り出せるか確認し

てみましょう。POPサーバのコンソー

ルで、以下のコマンドを実行します

（ このコマンドを実 行 するには

sendmailがインストールされている

必要があります）。

メールサービスの最終経路。宛先ユーザーと
サーバを結ぶ2つのプロトコル

POP/IMAP/fetchmail

【IMAP／POP】
■RPMパッケージ名
imap
■設定ファイル
/etc/xinet.d/ipop3
/etc/xinet.d/imap
■サービス名
ipop3
imap

【fetchmail】
■RPMパッケージ名
fetchmail
■設定ファイル
̃/.fetchmailrc

画面1 ntsysvでサービス
を有効化する
POPやIMAPだけでなく、
あらゆるネットワークサービ
スのオン／オフを制御するこ
とができる。

POPサーバの設定
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$ echo HELLO | mail -s TEST user1

“HELLO”がメールの本文、“TEST”

がSubjectになります。“user1”の

部分にはサーバマシンでのローカルア

カウントを指定してください。これで

user1のメールスプールにメールが送

られます。

メールの受信テストは任意のメール

クライアントソフトで行 えます

（POP3はほとんどのメールソフトでサ

ポートされています）。ここでは、

Mozillaのメールコンポーネントでの

手順を紹介しておきます。

Mozillaのメールコンポーネントを

起動して、［Ed i t］メニューから

［ Mail/News Account Settings...］

を選択します。表示されるダイアログ

の左下側にある［New Acount］を

クリックします。ウィザードが起動し

たら、［Next］ボタンで画面を進めて

いき［Server Information］ダイア

ログ（画面2）を表示します。［POP］

をチェックし、［Server Name］にサ

ーバマシンのホスト名またはIPアドレ

スを入力します。［Next］ボタンで次

の画面に進み、［Account Name］に

メールの宛先に指定したユーザーアカ

ウント名を入力します（画面3）。最

後にもう一度［Next］ボタンを押し

てウィザードを完了します。

ツールバーにある［Get Msg］ボタ

ンをクリックするとパスワードの入力

を求めるプロンプトが表示されるの

で、アカウントのパスワードを入力し

て［OK］ボタンを押してください。

POPサーバとの通信が開始され、ユ

ーザー認証に問題がなければ、先ほど

送信したメールが受信されます。

■

■POPとIMAPの比較

■

POPサーバを利用してメールを受

信する場合、いったんサーバのスプー

ルにあるメールをすべてダウンロード

してから、クライアントマシンのロー

カル環境でメールを読んだり、管理し

たりすることになります。

そのため、異なるクライアントマシ

ンからメールを受信した際には、以前

に受信したメールを読むことができま

せん。サーバに残すように指定してい

たとしても、今度はすでに目を通した

メールまでダウンロードされてしまい

ます。いずれにしろ、複数のマシン上

にメールが分散してしまうため管理が

たいへんです。

このような問題を解決してくれるの

がIMAPです。IMAPでは、サーバ

上にメールボックスを作成してメール

を一元的に管理できます。このほかに

も、複数のメールボックスにメールを

振り分けたり、メールボックスを他の

ユーザーと共有したりといった多くの

機能を備えています。もちろん、クラ

イアントマシンにメールをダウンロー

ドすることもできます（添付ファイル

のみをダウンロードすることも可能で

す）。

ただ、サーバ上での一元管理という

IMAPの最大の利点には、サーバのデ

ィスクスペースを消費するという副作

用があります。このため、多くのユー

ザーにサービスを提供しなければなら

ないプロバイダではIMAPをサポート

していないことが多いようです。

また、IMAPの豊富な機能も有効

に活用できなければ意味がありませ

ん。シンプルなPOPで十分なのか、

多機能なIMAPが必要なのか、メー

ルサービスをどのように利用している

かによって選択が分かれるところでし

ょう。

■

■IMAPサーバの設定とテスト

■

IMAPにもいくつかのバージョンが

ありますが、現在最も広く普及してい

るのはIMAP4です。Red Hat 7.1に

収録されているIMAP パッケージ

（imap-2000）のIMAPサーバ（imapd）

もIMAP4をサポートしています。

非常に多機能なIMAPですが、サ

ーバの設定はそれほど難しくありませ

ん。POPサーバのときと同じ手順で

ntsysvを起動して、リストの［imap］

画面2 Mozillaで
のPOPサーバの指定

画面3 POPサーバ
のアカウント名を指
定する

POPとIMAPの比較

IMAPサーバの設定とテスト



をマークすれば完了です。テストも

POPサーバとほぼ同じ手順で行うこ

とができます。違いはアカウント作成

ウィザードの［Server Information］

ダイアログで［IMAP］をチェックす

ることだけです。

■セキュリティを強化する

メールサーバは、ユーザーの私信

（メール）をサーバ上で保管するとい

う性質上、セキュリティに十分すぎる

ほど配慮する必要があります。特に

POPサーバとIMAPサーバはメール

を取得する機能をリモートクライアン

トに提供するわけですから、さらなる

注意が必要になってきます。

標準のPOP3とIMAP4による通信

では、ユーザー認証の際にパスワード

が平文でネットワークに流されます。

つまりパスワード漏洩の危険性がある

ということです。imap-2000のPOP

サーバとIMAPサーバは、CRAM-

MD5という認証方式をサポートして

います。この認証方式ではパスワード

が暗号化されるため、セキュリティを

高めることができます。今回の特集で

は外部にサーバを公開することを想定

していませんが、そのときに備えて設

定方法を確認しておきましょう。

設定手順はごく簡単で、/etc/cram-

md5.pwdというテキストファイルを

作成し、ユーザー名とパスワードを記

述すればよいだけです。リスト1のよ

うに1行ごとにユーザーとパスワード

を記述します。ユーザーとパスワード

の間はスペースではなくタブで区切ら

なければならないことに注意してくだ

さい。ここで指定するパスワードは、

通常のログイン時のユーザー認証で使

われるものとは異なるものにできます。

というよりも、異なるパスワードに

「すべき」です。そうしておけば、万

が一パスワードを知られてしまったと

しても、サーバーにログインされるこ

とは防ぐことができます。

当然のことながら、パスワードを知

られないように措置を施しておくこと

も重要です。ユーザー認証時には暗号

化されますが、このファイル自体はテ

キストファイルですから、必ず以下の

ようにパーミッションを変更してroot

ユーザー以外のアクセスを制限するよ

うにしてください。

# chomod 0400 /etc/cram-md5.pwd

CRAM-MD5認証を使用するには、

メールクライアントでのサポートも必

要です。ユーザーの使用するメーラが

APOPあるいはIMAP4／CRAM-

MD5をサポートしているかどうか、

事前に確認する必要があります。表1

に主なメールクライアントソフトのサ

ポート状況をまとめておきますので参

考にしてください。

■

■fetchmailを利用したメール管理

■

fetchmailは、メールサーバにアク

セスしてメールを取得してMTAまた

はMDAに受け渡すユーティリティソ

フトです。多くのオプションを備えて

いて、工夫しだいでさまざまなメール

の処理が可能です。さらに、ほかのサ

ーバプログラムと連携させることによ

り、柔軟なメール管理を実現すること

が で き ま す 。 Red Hat 7.1に は、

fetchmail 5.7.4が収録されています。

もともとは、SLIPやPPPなど低速

な回線でインターネットに接続する

LAN環境において、外部のメールサ

ーバから受信したメールをローカル配

信することを目的としていたようで

す。そのためか、デフォルトでは受信

したメールをTCPの25番ポート（つ

まりSMTPサーバ）に受け渡します。

■サンプルケース

ここでは、複数のプロバイダに加入

していて、複数のメールアカウントを

持っているユーザーが効率良くメール

を管理するための設定をサンプルとし

て紹介します。ネットワーク構成とし

ては図1を想定しています。LANか

らインターネットへの接続方法は、特

に限定していません（この点について

は後述します）。

おおまかな処理の流れは以下のよう

になります。

①fetchmailでプロバイダからメール

を取得します。2つのプロバイダか

らの取得を一括して行えるように設

定すると便利でしょう

②ローカル配信プログラム（MDA）
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▼リスト1 cram-md5.pwdの例

# CRAM-MD5 authentication
# "#"ed Lines are comments
user1 vcZ20Lhtc
user2 aatss0LB7
user3 WsiR4xq9s

ソフト名 バージョン APOP IMAP＋MD5

Linux

Mozillaメール 0.9.3 ○ ○

Sylpheed 0.6.4 ○ ○

Windows

Outlook Express 5.5 ○ ○

Becky! 2.00.07 ○ ○

AL-Mail 2.12 ○ ×

表1 主なメーラのCRAM-MD5認証サポート

fetchmailを利用した
メール管理



であるprocmailに受け渡すことで、

LAN環境のユーザーアカウントのメ

ールスプールにメールを配信します

③LAN上のIMAPサーバ経由でメー

ルスプールのメールを操作します。

こうすれば、複数のクライアントに

メールが分散することもありません

■fetchmailの設定

fetchmailの設定ファイルは、ユー

ザーのホームディレクトリの.fetch

mailrcです。リスト2を参照しながら

設定内容を確認していきましょう。

・set postmaster "user1"

エラーメールの通知先など使われるユ

ーザーの指定です。ここでは、実際に

操作を行うユーザーである“user1”

を指定しています。

・set no bouncemail

エラーメールをメールの送信者に転送

することを禁止する指定です。

・poll pop.hogehoge.co.jp

プロバイダのメールサーバの指定で

す。環境に合わせてプロバイダや勤務

先など任意のサイトのメールサーバを

指定してください。

・proto APOP

メールサーバでサポートしているプロ

トコルの指定です。fetchmai l は、

POP3、APOP、IMAPなど多くのプ

ロトコルに対応しています。

・userとpassword

メールアカウントのユーザー名とパス

ワードの指定です。

・mda "usr/bin/procmail -d user1"

取得したメールをprocmailに渡して

ユーザーのメールスプールに配信する

ための指定です。

リスト2からわかるように、メール

の取得とローカル配信を2つのプロバ

イダについて設定しています。この設

定により、一度のfetchmailコマンド

の実行で両方のプロバイダからメール

がダウンロードされ、user1のメール

スプールにまとめられます。

fetchmailの実行はインターネット

に接続した状態で行う必要がありま

す。また、常時接続環境であれば

̃/.fetchmailrcに次のような設定を

追加することで定期的にメールチェッ

クを行うことができます（間隔は秒単

位で指定します）。

set daemon 1800

あとは、メールクライアントの受信

設定をLAN環境のIMAPサーバに変

更すれば、複数のアドレス宛に送られ

たメールを一元管理できるようになり

ます。

Linux magazineDecember 2001 71

基礎から始めるネットワーキング

Linuxネットワークサーバ設定レシピ

▼リスト2 .fetchmailの設定例

set postmaster "user1"
set no bouncemail

poll pop.hogehoge.co.jp
proto APOP
user "hoge"
password "g2CVaneh8"
mda "/usr/bin/procmail -d user1"

poll mail.example.net
proto POP3
user "nyaa"
password "Ln0Bb6not"
mda "/usr/bin/procmail -d user1"

ここがポイント！
・手軽さのPOPか一元管理のIMAP

か、メールの活用度に合わせて選択

しましょう。また、セキュリティも

忘れずに。

プロバイダ 

IMAP4

LAN

別のプロバイダ 

インターネット 

メールサーバ 

Linuxサーバ 

メールサーバ 

procmail

imapd

fetchmail

POP3、APOPなど 

Windows 
クライアント 
Windows 
クライアント 

Linux 
クライアント 
Linux 

クライアント 

図1 fetchmailによるメールの受信
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FTP（ File Transfer Protocol）

は、ネットワーク上のコンピュータ間

でファイルをやり取りする手段として

長い間使われ続けてきたプロトコルで

す。現在でもインターネット上には、

無数のFTPサーバが存在しており、

フリーソフトウェアの配布やWebサ

ーバデータの更新などの目的で多くの

ユーザーに活用されています。

■

■wu-ftpdの起動と設定

■

wu- f tpd は、Linux だけでなく

Solaris、HP-UX、AIXなど、多く

のUNIX系OSで使われているFTPサ

ーバプログラムです。最新バージョン

は2.6.1で、Red Hat 7.1にもこのバー

ジョンが収録されています。

デフォルトでは、wu-ftpdのサービ

スは有効化されていません。これを有

効にするには、ntsysvユーティリテ

ィを使う方法が簡単です。ntsysvコ

マンドを実行して、サービスのリスト

にある［wu-ftpd］にカーソルを移動

します。スペースキーを押してアスタ

リスク（＊）でマークし、Tabキーで

［OK］ボタンにカーソルを移して

Enterキーを押します。これでクライ

アントからの要求に応じてwu-ftpdが

起動するようになります。

wu-ftpdの設定は、/etcに置かれ

ている“ftp”で始まる名前を持つフ

ァイルに定義されています。基本的な

設定は/etc/ftpaccessに記述されて

います。この設定ファイルでは、ユー

ザーに提示されるFTPサーバの名前

やログインメッセージ、アクセス可能

なユーザーのクラス、ユーザーが実行

できる操作の制限といった項目を設定

できます。ここでは、Red Hat 7.1の

デフォルト設定を参照しながら、主な

設定項目について解説します。

■ユーザーIDによるアクセス制御

冒頭のコメント行に続く以下の4行

では、ユーザーIDとグループIDをも

とにFTPサーバへのアクセスを制御

しています。

deny-uid %-99 %65534-

deny-gid %-99 %65534-

allow-uid ftp

allow-gid ftp

初めの2行でシステムアカウントに

よるログインを禁止し、あとの2行で

例外としてユーザーftpとグループftp

にログインを許可しています。ftpは、

Anonymous FTPで使われるユーザ

ーアカウントです。

■クラスによるアクセス制御

“class”で始まる行は、ユーザーの

タイプとドメイン名、IPアドレスによ

るユーザークラスの定義です。といっ

ても、わかりづらいと思いますので少

し詳しく解説しておきましょう。

デフォルトでは“all”という名前の

クラスを定義し、ユーザータイプとし

てreal（FTPサーバにアカウントを

持っているユーザー）、guest、anony

mousが指定されています。行末のア

スタリスク（＊）は、ドメイン／IP

アドレスのワイルドカード指定です。

この設定は「この設定ファイル内では、

世界中のホストからアクセスするすべ

てのタイプのユーザーをallというクラ

スとして扱う」という意味です。

どのクラスにも当てはまらないユー

ザーはアクセスを拒否されるので、デ

フォルトの設定では、アカウントを持

っていないユーザーは、guestまたは

anonymousとしてログインしない限

りFTPサーバにアクセスできないとい

太く長く生き続けるネットワーク
ファイル転送サービス

FTP

【wu_ftpd】
■RPMパッケージ
wu-ftpd
anonftpd

■設定ファイル
/etc/ftpaccess

■サービス名
wu-ftpd

【ProFTPD】
■RPMパッケージ

proftpd
■設定ファイル
/etc/proftpd.conf

■サービス名
proftpd（ftp)

wu-ftpdの起動と設定
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ことになります。したがって“anony

mous”を削除することで、anony

mous FTPを無効にできるわけです。

複数のクラスが定義されている場合

は、先にマッチするほうが適用されま

す。リスト1に示す例では、サイト

（example.net）外からのアクセスを

anonymousに限定しています。

■パスワード入力の試行回数

“loginfails 5”という指定でログイ

ン時のパスワード試行の回数を制限し

ています。オーソドックスなセキュリ

ティ対策のひとつです。

■ログの記録

“log”で始まる行では、どのユーザー

（real、guest、anonymous）のどんな

ファイル操作（transfersとinbound、

outbound）についてログをとるのか

を指定しています。デフォルトでは、

すべてのファイル転送についてログを

とっています。ログファイルは、

/var/log/xferlogです。

●

このほかにも、同時セッション数を

制限するlimit、特定のホストからの

接続を拒否するdenyなど、多くの設

定項目があります。詳しくはftpaccess

のmanページが参考になります。

■

■ProFTPDの起動と設定

■

ProFTPDは、wu-ftpdと同様に細

かなアクセス制限が可能で、よりパフ

ォーマンスの高いセキュアなFTPサ

ーバを目指して現在も積極的に開発が

進められています。最新バージョンは

10月19日にリリースされた1.2.4です。

Vine Linux 2.1.5（ProFTPDのバー

ジョン1.2.1を収録）をベースに起動

方法と設定を解説していきましょう。

ProFTPDもやはり、デフォルトで

は自動的に起動するように設定されて

いません。起動方法は少し違っていて、

コマンドを実行してデーモンを起動す

る方式になっています。コマンドは次

のとおりです。

# /etc/rc.d/init.d/proftpd start

マシン起動時に自動的にサービスを

開始するには、ntsysvでの指定が必

要です。サービスのリストで［proftpd］

をマークして有効にしておきましょう。

設定ファイルは、/etc/proftpd.

confです。では、こちらもデフォルト

の設定を追いながら、主なオプション

を確認していきましょう。

■サーバ名とサーバタイプ

“ServerName”は文字どおりサ

ーバの名前の指定です。ここで指定し

た名前は、ユーザーがFTPサーバに

ログインした際に表示されます。

“ServerType”はproftpdデーモン

の動作モードの設定です。デフォルト

の“standalone”モードでは、セッ

ションが確立されるごとに子プロセス

が生成され、次の接続要求に応えるた

めに待機します。

■TCPポートの指定

“Port”パラメータを使って接続

に使用されるTCPポート番号を指定

できます。この設定は“ServerType”

が“standalone”の場合にのみ有効

になります。スーパーサーバ経由で

proftpdが起動される場合、つまり

“ServerType”が“inetd”の場合

は無視されます。

■umask値の指定

“Umask”で始まる行は、FTPユ

ーザーがファイルやディレクトリを作

成する際に使われるumaskの設定で

す。デフォルトでは“022”が指定さ

れているので、putされたファイルの

パーミッションは“644”になります。

■プロセス数の制限

“MaxInstances”は接続時に生

成される子プロセスの上限値の設定で

す。これも“standalone”モードで

のみ有効です。デフォルトでは“30”

が指定されています。

■anonymous FTPの設定

“<Anonymous ̃ftp>”と</Anony

mous>で挟まれた行では、anony

mous FTPの設定をしています。デ

フォルトでは、接続数の上限が“10”、

anonymousユーザーの書き込みはい

っさい認めないといった指定になって

います。

●

デフォルトの設定はかなりシンプル

なものですが、ProFTPDは非常に細

かなアクセス制御の機能を備えていま

す。/usr/doc/proftpd-1.2.1に設定

項目に関する詳しいマニュアル

（Configuration.html）がありますの

で、設定時の参考にしてください。

▼リスト1 ftpaccessでのクラスの設定例

class  local  real,guest,anonymous  *.example.net
class  remote  anonymous *

ここがポイント！
・FTPサーバにうまく繋がらない場合

は、サービスが有効になっているか

どうかをまずチェックし、それでも

ダメなときは設定ファイルでアクセ

スが制限されていないか確認してみ

ましょう。

ProFTPDの起動と設定
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常時接続環境が普及するにつれて、

一般家庭のマシンもクラックの対象に

なりやすい物騒な時代になりました。

ふだんなにげなく使っているアプリケ

ーションは、クラッカーの食指をそそ

るような状態で、大切な個人情報をネ

ットワークに流しています。

たとえば、ログイン名が「sakura」、

パスワードが「linuxmagazine」と

いうアカウントが、server01に用意

されているとします。

telnetを使ってwin01からserver

01へログインする際にパケットキャプ

チャソフトを走らせると、簡単にパス

ワードを取得できます（画面1）。

また、ホームページへコンテンツを

アップロードするときに使うFTPや、

メールの受信に使うPOPなども、通

信データを平文で流すという意味では

telnetと同じ危険性をもっています。

■

■SSHを使って安全を確保！

■

そこで登場するのがSSH（Secure

SHell）です。SSHは、通信データを

暗号化するので、telnetのようにパス

ワードなどをクラッカーに取得される

ことがありません（図1）。

また、SSHに組み込まれたSFTP

やSCPを使えばファイルを暗号化し

て転送できますし、SSHのポートフォ

ワード機能を使えばデータを暗号化し

てメールを受信できたりもします。

さて、SSHには、サポートする暗号

化アルゴリズムや、ファイル転送の仕

組みなどが異なる2つのプロトコルバ

ージョンがあります。

SSHのプロトコルバージョン1は、

公開鍵認証にRSAという暗号化アル

ゴリズムを使いますが、SSHのプロト

コルバージョン2は、RSAに加えて

DSAというアルゴリズムも使えます。

また、バージョン1ではファイル転

送にSCPを使いますが、バージョン2

SSHを使って
通信データを暗号化

SSH

■RPM
openssh
openssh-server

■設定ファイル
/etc/ssh/sshd_config

■サービス名
sshd

telnet

クライアント サーバ 

パスワード 

通信内容 

SSH（共通鍵） 

クライアント サーバ 

パスワード 

通信内容 ? 
 

? 
 

? 
 ? 

 

? 
 

? 
 ? 

 

? 
 

? 
 ? 

 

? 
 ? 
 
? 
 

? 
 ? 

 
暗号化 

? 
 

? 
 

? 
 ? 

 

? 
 

? 
 ? 

 

? 
 

? 
 ? 

 

? 
 ? 
 
? 
 

? 
 ? 

 
暗号化 

共通鍵 共通鍵 共通鍵 

共通鍵 共通鍵 共通鍵 

画面1 パケットキャプチャソフトの画面
telnetはパスワードやログイン名などを平文でネットワークに流す

図1 telnetと共通鍵を使ったSSHの比較

キャプチャされたユーザー名「sakura」

キャプチャされたパスワード

SSHを使って安全を確保！
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ではSFTPを使います。

このレシピでは、SSHのプロトコル

バージョン1をSSH1、プロトコルバ

ージョン2をSSH2と呼んで両者を区

別します。

■

■公開鍵を使って認証を強力に！

■

SSHは、共通鍵方式と公開鍵方式

という、暗号を使った2つの認証方式

をサポートしています。

共通鍵方式を使ってリモートログイ

ンする場合（図1）、ログイン名やパ

スワードは、サーバとクライントで共

通のアルゴリズム（共通鍵）で暗号化

され、ネットワークを流れます。

一方の公開鍵方式では、ユーザー認

証に秘密鍵と公開鍵という鍵のペアを

使います。公開鍵は南京錠の錠前、

秘密鍵は錠前を開ける鍵だとイメージ

すれば、公開鍵と秘密鍵の対応を理

解しやすいでしょう。

SSHで公開鍵方式を使う場合、ユ

ーザーはまず公開鍵と秘密鍵のペアを

作成します。作成した公開鍵で封じた

データは、その公開鍵に対応する秘密

鍵を使わないと開封できません。

それでは、公開鍵方式を使ってリモ

ートログインする際のおおまかな流れ

を見ていきましょう（図2）。

まず、SSHクライアントからログイ

ン要求を受けたSSHサーバが、サポ

ートするプロトコルバージョンや暗号

化方式をクライアントに伝え、クライ

アントはサポートするプロトコルバー

ジョンなどをサーバに返します。

このとき、クライアントは複数の接

続を区別するために、サーバへ接続の

ID情報を送信しています。

サーバとクライアントがお互いの情

報交換を終えると、通信に使うプロト

コルバージョンや暗号化アルゴリズム

を決めて、通信データの暗号化を始め

ます。

このあとサーバは、クライアントが

サーバに置かれている公開鍵に対応す

る秘密鍵を持っているかどうかをチェ

ックします。サーバが鍵のチェックの

ために送った問題に、クライアントが

正解を返せば認証は成功です。

このあとは、通信開始時にサーバと

クライアントが取り決めたアルゴリズ

ムを使って、データを暗号化します。

■

■SSHサーバ設定のポイントはココ！

■

それではSSHサーバのセットアップ

にとりかかりましょう。SSHには商用、

非商用の複数の実装がありますが、こ

こでは多くのLinuxディストリビュー

ションに含まれているOpenSSHをサ

ーバとして使います。

まず、server01上で「$ rpm -qa｜

grep ssh」を実行し、「openssh」と

「openssh-server」がインストールさ

れているかどうかを確認します。イン

ストールされていない場合は、ディス

トリビューションのCD-ROMから

RPMパッケージを探してインストー

ルします。

パッケージをインストールしたら、

サーバの設定ファイル「/etc/ssh/

sshd_config」を、表1を参考にして

編集します。

このあと、root権限で、

# /etc/init.d/sshd start

と実行すれば、SSHサーバが起動しま

す。また、

# chkconfig --level 35 sshd on

としておけば、マシンの起動時にSSH

サーバが自動的に立ち上がります。

SSHクライアント SSHサーバ 

ユーザー 

SSHクライアント SSHサーバ 

ユーザーは、パスフレーズを入
力することで暗号化されている
認証用データを復号化する。 

サーバは公開鍵を使って認証
用データを暗号化し、クライア
ントに送る。 

認証用データ
と、クライアン
トが接続要求
する際サーバ
に送るセッシ
ョン固有のデ
ータとを足し
合わせ、MD5
ハッシュする。 

サーバがMD5ハッシュしたデータと、ク
ライアントがMD5ハッシュしたデータが
一致すれば認証は成功し、ユーザーは
サーバにログインできる。 

認証用データと、クライアントが接続
要求する際サーバに送るセッション固
有のデータとを足し合わせ、MD5ハッ
シュしてサーバに送り返す。 

秘密鍵 
identity

公開鍵 
SSH1：~/.ssh/authorized_keys
SSH2：~/.ssh/authorized_keys2

認証用データ 

図2 公開鍵方式の認証の仕組み

公開鍵を使って
認証を強力に！

SSHサーバ設定の
ポイントはココ！



■

■MindTermは使い方がとっても簡単！

■

SSHクライアントは数多くあります

が、今回はJavaベースのMindTerm

を紹介します。M i n d T e rm は、

Windows、Linux、Mac OSなど多

くのプラットホームで動作するクライ

アントで、ターミナル、ファイル転送、

ポートフォワードなど多くの機能を備

えます。

■JavaとMindTermのインストール

MindTermを使うには、まず表2

のサイトから、バージョン番号が1.1.x

以降のJDKかJREをダウンロードし

てインストールします。筆者はwin01

にJRE 1.3.1をインストールしました。

次に、（http://www.appgate.com/

mindterm）から「mindterm_2.1-

bin.zip」をダウンロードして展開する

と、「mindterm.jar」というファイル

が生成されるので、このファイルをダ

ブルクリックするなどしてMindTerm

を起動します（画面2）。

■公開鍵の作成

[File]―[Create Keypair]を選択し

て開かれる画面3にパスワードなどを

入力します。

[Generate]をクリックして開く画面

上でマウスを動かし続けると、鍵のペ

アが生成されます。生成された鍵のペ

アは、「 i d e n t i t y 」 が秘 密 鍵、

「identity.pub」が公開鍵で、ユーザ

ーのホームディレクトリ内の、「mind

term」ディレクトリに配置されます。

Windows 2000では、「C:¥Docu

ments and Settings¥ユ ー ザ ー 名

¥mindterm」などになります。

次に、作成した公開鍵「identity.

pub」をserver01の「̃/.ssh」ディ

レクトリに置きます。公開鍵は、フロ

ッピーディスクに保存してコピーする

か、FTPなどを使って転送すればよ

いでしょう。この時点では、まだ

win01とserver01の間に安全な通信

が確立されていないので、リモートで

はなく直接server01にログインして

操作します。
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おもな項目 設定例 概要

Port 22 SSHサーバがクライアントの接続を受け付けるポート番号

Protocol 2,1 SSHサーバがサポートするSSHのプロトコルバージョン。SSH1のみを使う場合は「1」を、SSH2の

みを使う場合は「2」を、両方を使う場合は「2,1」または「1,2」と書く

PermitRootLogin no スーパーユーザー「root」のログインを制限する。「yes」になっている場合は、「no」に変更して、

「root」がSSHを使ってログインできないようにする

StrictModes yes ユーザーのホームディレクトリ、公開鍵などを置く「̃/.ssh」や公開鍵のパーミッションなどが適切に設

定されているかどうかをチェックする

RhostsAuthentication no rhostsやhosts.equivを使うr系コマンドと同等のホスト認証、ユーザー認証の設定

RhostsRSAAuthentication

RSAAuthentication yes 「yes」にして、RSAを使った公開鍵認証を有効にする

PasswordAuthentication no 「no」にして、クリアテキストを使った認証を無効する

表1 sshd_configのおもな設定項目

プラットフォーム URL

Linux http://www.blackdown.org/java-linux.html

http://www.ibm.com/developer/java

Linux、Windows、Solaris http://java.sun.com/products/archive/

Macintosh http://www.apple.com/java/

表2 Java実行環境のダウンロードサイト
LinuxでMindTermを使う場合は、ダウンロードする前にディストリビューションのCD-ROMにRPMパッケージが収
録されていないかどうかを確認しよう。

SSHクライアント URL 概要

MindTerm http://www.appgate.com/mindterm このレシピで紹介するJavaベースのSSHクライアント

TTSSH http://www.zip.com.au/̃roca/ttssh.html TeraTermにSSH機能を追加するためのプラグイン

Tera Term http://hp.vector.co.jp/authors/VA002416/ Windows用のtelnetクライアント

WinSCP http://winscp.vse.cz/eng/ Windows用のSCPクライアント

PortForwarder http://portforwarder.nttsoft.net/ Windows用のポートフォワードクライアント

MacSSH http://www.macssh.com/ MacOS用のSSHクライアント

表3 おもなSSHクライアントの一覧
日本語環境を重視するWindowsユーザーは、Tera TermとTTSSHを組み合わせて使うのがお勧めだ。

画面2 MindTermのメイン画面

MindTermは使い方が
とっても簡単！



「identity .pub」をserver01の

「̃/ .ssh」に置いたら、「̃/.ssh」と

公開鍵のパーミッション、鍵のファイ

ル名を変更します。

$ chmod 700 ~/.ssh

$ cd ~/.ssh

$ mv identity.pub authorized_keys2

$ chmod 600 authorized_keys2

公開鍵のファイル名は、SSH1の場合

は「authorized_keys」、SSH2の場

合は「authorized_keys2」です。フ

ァイルとディレクトリのパーミッショ

ンやファイル名を間違うとあとで

server01は接続を拒否するので、確

実に操作してください。

●

■SSHを使ったリモートログイン

[Settings]―[New Server]を選択

すると画面4が開きます。ログインに

必要な情報を入力し、[Connect]をク

リックしてserver01に接続します。

server01に初めて接続する際は、

server01のID情報を記録するかどう

かを尋ねてくるので[Yes]をクリック

します。この画面は、初回接続時にし

か表示されませんから、2度目以降の

接続時にこの画面が表示された場合、

server01以外のマシンがserver01を

名乗っている可能性があるので注意し

てください。

■SSHを使って安全にファイル転送！

SSHを使ってのファイル転送は、

[File]― [SFTP File Transfer]を選

択し、ファイル転送ウィンドウを開い

て行います。SFTPはSSH2でのみサ

ポートされているので、SSH1を使う

場合は[SCP File Transfer]を選択し

ます。このほか、[FTP To SFTP

Bridge]を選択すると、使い慣れた

FTPクライアントを使ってファイルを

転送できます。この機能はパッシブモ

ードをサポートするクライアントでの

み有効で、接続先のFTPサーバ名を

「localhost」として使います。たとえ

ば、WindowsのDOS窓では「ftp

localhost」とします。

■あらゆるプロトコルを暗号化！

[Tunnels]―[Basic]を選択して画

面5を開きます。画面5のように入力

すれば、たとえばDOS窓で「telnet

localhost」として、telnetを暗号化

した状態で使えます。

この機能は、te lne t だけでなく

POPなどでも使えます。
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SSHサーバのホスト名

認証に公開鍵方式を選択

接続ボタン秘密鍵のファイル名

クリックして秘密鍵を選
択する

SSHサーバ上でのログイン名

画面4 SSHサーバの情報などを入力する画面

利用するプロトコル
の、SSHサーバでのポ
ート番号

利用するプロトコルで
使われるポート番号

ポートフォワードを
利用するプロトコル

SSHサーバ
のホスト名

ポートフォワードを有
効にする

画面5 ポートフォワードを有
効にする画面

画面3 公開鍵を生成する画面

公開鍵認証にSSH2のRSA暗号を選択

秘密鍵のファイル名

SSHログイン時に使うパスワード

鍵のペアに対するコメント

公開鍵をOpenSSH形式にする

クリックして鍵のペアを生成する

ここがポイント！
・接続に失敗したら、「̃/.ssh」のパ

ーミッションや、公開鍵のファイル

名、パーミッションを確認してくだ

さい。

・公開鍵を他人に渡しても危険はあり

ませんが、秘密鍵は盗まれないよう

にしっかりと管理しましょう。
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ipchainsは、Linuxカーネルに備

わっているパケットフィルタリングの

機能をコントロールするコマンドで

す。インターネット上を行き来するデ

ータは、すべてパケットと呼ばれる固

まりとして扱われます。パケットフィ

ルタリングは、自ホストに出入りする

パケットを、一定の規則に従って受け

入れ／拒否／転送を行います。

さらにipchainsは、パケットの転

送時にIPアドレスの変換（IPマスカ

レード）をすることができます。この

機能によって、LAN全体をインター

ネットから隠蔽しつつ、同時にLAN

内のクライアントマシンからインター

ネットにアクセスすることが可能にな

ります。

ipchainsが持つIPアドレス変換の

機能は、一般的にはNAT（Network

Address Translation）と呼ばれま

すが、Linux ではIP マスカレード

（Masquerade）と表現することが多

いようです。

Linuxのパケットフィルタリングに

関するコマンドは、カーネル2.0の

ipfwadm、カーネル2.2のipchains、

そしてカーネル2.4にはiptablesがあ

ります。しかし、カーネル2.4を採用

したディストリビューションでもその

多くは、パケットフィルタリングを

ipchainsを用いて実現しています。

将来的にはiptablesへの移行が進むと

思われますが、今回はRPM系ディス

トリビューションで最も多く使われて

いる、ipchainsを中心に話を進めま

す。

■

■ipchainsの2つの機能

■

ipchainsには、以下の2つの機能が

まとめられています。

・IPマスカレード

・パケットフィルタリング

これら2つの機能の目的や用途は、別

のものです。すなわち、パケットフィ

ルタリングは、LAN／インターネッ

ト間で通すべきではないパケットを遮

断することで、簡単なファイアウォー

ルの機能を実現します。

一方、IPマスカレードによって、

LAN内部のマシンがインターネット

上のマシンと直接（見かけのうえでは）

通信できるようになります（図1）。

同じipchainsコマンドを用いては

いますが、これらは起動時に行うべき

タイミングも異なります。つまり、手

を加える設定ファイルも別になりま

す。

そこで本セクションでは、最初にIP

アドレスやipchainsコマンドに関する

全般的な説明を行い、続いてIPマス

カレード、パケットフィルタリングの

設定方法を解説します。

■

■IPアドレス

■

インターネットには非常に多くのマ

シンが接続されており、それらのマシ

ン同士がデータをやりとりしていま

す。私たちの手元にあるマシンは、そ

の中からどうやって目的のマシンを見

つけているのでしょうか。

インターネット上の各マシン（正確

にはネットワークインターフェイス）

には、IPアドレスという32ビットの

数字が割り振られています。IPアドレ

スは、マシンごとに異なる値が付けら

れており、インターネット上に同じIP

アドレスを持ったマシンが複数台存在

することはありません。

もっとも、Webブラウズの際にわ

ざわざIPアドレスを指定することはほ

IPアドレスを
有効活用できるNAT

NAT

■RPM
ipchains

■設定ファイル
/etc/sysconfig/ipchains
/etc/sysctl.conf
/etc/sysconfig/network

■サービス名
ipchains

ipchainsの2つの機能
IPアドレス
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とんどありません。たとえば、

http://www.ascii.co.jp/

というようなドメイン名で指定しま

す。ユーザーにとってはこのほうが、

210.140.231.23

のような数字よりも理解しやすいから

です。このIPアドレスとドメイン名を

相互に変換してくれるのが、別項で説

明 している DNS（ Domain Name

Service）です。

■

■グローバルとプライベート

■

IPアドレスには、グローバルアドレ

スとプライベートアドレスがあります。

インターネット上で利用できるのは、

グローバルアドレスのほうです。

それに対して、LAN内部に限定し

て用いるのがプライベートアドレスで

す。表1に示す範囲のアドレスが、プ

ライベートアドレス用に予約されてい

ます。今回の特集のモデル環境でも、

LAN内部のマシンにプライベートア

ドレスが割り振られていることがわか

るでしょう。

インターネット上を行き交うパケッ

トには、送信元（ソース）と受信先

（デスティネーション）のIPアドレス

が含まれていますが、このうちのどち

らかがプライベートアドレスのパケッ

トは、インターネット上を通ることが

できません。ですから、このままでは

LAN内部のマシンが外部のマシンと

直接パケットをやりとりすることはで

きません。そこで、あとで述べる方法

で、IPマスカレードを有効にする必要

があります。

■

■ipchainsコマンド

■

ipchainsは、Linuxカーネルに備

わっているパケットフィルタリングの

機能を利用して、簡単なファイアウォ

ールとしての機能を実現するコマンド

です。

ipchainsが用いるルールは、チェイ

ン（chain）と呼ばれます。チェイン

には、

input（入力）

output（出力）

forward（転送）

ユーザー定義

の4種類があります。

各チェインには、パケットフィルタ

リングの規則と、ターゲットを指定し

ます。ターゲットの値と意味は、表2

の6種類です。ACCEPTとREJECT

（DENY）は、ファイアウォール機能

のために、MASQはIPマスカレード

機能で用いられます。フィルタリング

されたパケットを、ターゲットに結び

付ける（チェイン）というイメージで

とらえるといいでしょう。

■

■IPマスカレード

■

IPマスカレードを行うためには、

Linuxカーネルが持つ「パケットフォ

ワード」の機能を有効にする必要があ

ります。パケットフォワードとは、複

数のネットワークインターフェイスの
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ターゲット 動作

ACCEPT パケットを通過させる

DENY パケットを捨てる

REJECT パケットを捨て、送信元にICMPメッセージを送る

MASQ IPマスカレード（IPアドレスの変換）を行う（forward、ユーザー定義チェインのみ）

REDIRECT 外部ホスト宛のパケットをローカルのホストに振り向ける（input、ユーザー定義チェ

インのみ）

RETURN ルールの最後を示す

表2 ipchainsのターゲット

インターネット 

Windowsマシン 

NAT（アドレス変換） 

Webが見たい！ 
メールを送りたい！ 

プライベートアドレス 

グローバルアドレス 

Linuxサーバ 
 

図1 IPマスカレードを利用すれば、LAN／インターネット接続が可能

10.0.0.0～10.255.255.255

172.16.0.0～172.31.255.255

192.168.0.0～192.168.255.255

表1 プライベートアドレスに割り当てられているIP
アドレスの範囲

グローバルとプライベート

ipchainsコマンド

IPマスカレード



間で、パケットを転送する機能のこと

です。

今回想定しているLinuxサーバは、

LAN側にイーサネットカードがあり、

インターネット側にもう1つ別のイン

ターフェイスを持っていて、この間で

の転送が行われます。インターネット

側のインターフェイスには特に制限は

なく、アナログモデムやISDNならシ

リアルポートが、ケーブルモデムや

ADSLモデムなら2つめのイーサネッ

トカードが用いられます。

■パケットフォワードを有効にする

フォワードを有効にするには、いく

つかの方法がありますが、サーバ上で

X Window Systemが動作している

なら、Network Configuratorを使

うといいでしょう。rootユーザーにな

って、

# netcfg

と入力すると、画面1のウィンドウが

現れます。“Routing”のボタンを押

し、画面上部にある“Ne two r k

Packet Forwarding (IPv4)” 項 目

にチェックを入れます。マシンの再起

動後には、パケットフォワードが有効

になります。

サーバ上でX Window Systemを

動かしたくない場合には、設定ファイ

ルをエディタで直接変更します。パケ

ットフォワードを指定するのは、

/etc/sysctl.conf

/etc/sysconfig/network

のいずれかです。/etc/sysctl.confの

場合は、

net.ipv4.ip_forward = 0

という行を見つけて、行末の「0」を

「1」に変更します。/etc/sysctl.conf

は、Red Hat Linuxの7.x以降に導入

された設定ファイルであり、これより

古いディストリビューションを利用し

ている場合には、/etc/sysconfig/

networkを利用します。

FORWARD_IPV4=false

という行の“false”を“true”に変

更します。いずれの場合も、変更後に

マシンを再起動すると、パケットフォ

ワードが有効になります。

■IPマスカレードを有効にする

Red Hat Linux 7.1では、IPマス

カレードを行うためのコードは、ロー

ダブルモジュール形式になっているの

で、以下のように入力してモジュール

をロードしておきます。

# modprobe ipchains

その後、リスト1のコマンドを入力

することで、IPマスカレードが有効に

なります。リスト1の各オプションは、

“-A”はチェインの追加、“-s”と“-d”

はパケットの発信元と受信先の指定、

“-j”がターゲットを示しています。つ

まり全体の意味としては、「発信元が

192.168.0.0～192.168.0.255で、受信

先が任意のIPアドレスになっているパ

ケットは、転送（forward）時にIP

マスカレード（MASQ）される」と

いうチェインを追加していることにな

ります。

マシン起動時に、IPマスカレードが

有効になるように、上述のmodprobe

コマンドとリスト1は、/etc/rc.d/

rc.localの末尾に足しておきましょう。

最後に、クライアントマシンのデフ

ォルトゲートウェイをサーバマシンに

設定しておきましょう（画面2）。
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▼リスト1 IPマスカレードを有効にする

ipchains -A forward -s 192.168.0.0/24 -d 0.0.0.0/0 -j MASQ

画面1
Network Configuratorを
用いて、パケットフォワー
ドを有効にする。

画面2
クライアントマシンのデフ
ォルトゲートウェイは、サ
ーバマシン（192.168.0.1）
にしておく。



■

■パケットフィルタリング

■

パケットフィルタリングを正しく設

定することは、セキュリティ上の観点

から、とても重要なことです。しかし、

何もない状態から適切なフィルタリン

グ規則を作り上げるのは、なかなか大

変です。そこで今回は、Red Hat

Linux 7.1に備わっているファイアウ

ォール設定ツール“lokkit”を使って

みましょう。Red Hat Linux 7.1のイ

ンストール中にファイルウォールの設

定を尋ねられたはずです。それが

lokkitです。

コマンドラインからlokkitを起動す

ると、画面3左のような画面が表示さ

れます。ここでは“High”、“Medium”、

“No firewall”という3通りのセキュ

リティレベルが選択できます。

“High”を選択すると、外部への

TCPの接続要求とDNSのやりとりの

みが可能になります。非常に安全な状

態ではありますが、サービスの提供が

いっさい行えないので、サーバとは呼

べません。

“Medium”を選ぶと、1023番以下

のポート（Wel l -known ポート）、

NFS、Xサーバ、Xフォントサーバへ

の接続が遮断されます。

また、“No firewall”では、/etc/

sysconfig/ipchainsファイルそのも

のが作られないので、フィルタリング

がまったく行われません。いまどき、

インターネットと接続するマシンがノ

ーガードというのは、許されません。

結局“Medium”を選択して、さ

らにカスタマイズするのがもっとも効

率が良いでしょう。“カスタマイズ”

ボタンを押すと、代表的ないくつかの

サービスを選択できる画面に切り替わ

ります（画面3右）。ここでいくつか

のサービスへの接続を許可した結果、

作成された/etc/sysconfig/ipchains

をリスト2に示します。

1～3行めは、入ってくるパケット、

出ていくパケット、転送されるパケッ

トすべてについて、デフォルトで許可

するようにされています。

4 行め以降は、1 行がそのまま

ipchainsコマンドの引数になります。

たとえば4行目は、22番のポートを利

用するSSHの接続要求の受け入れを

許可しています。

/etc/sysconfig/ipchainsの内容

を、サーバマシン起動時に設定するた

めには、以下のコマンドを実行します

（サーバのランレベルが3の場合）。

# chkconfig --level 3 ipchains on
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▼リスト2 カスタマイズされたフィルタリングルール

:input ACCEPT
:forward ACCEPT
:output ACCEPT
-A input -s 0/0 -d 0/0 22 -p tcp -y -j ACCEPT
-A input -s 0/0 -d 0/0 25 -p tcp -y -j ACCEPT
-A input -s 0/0 -d 0/0 80 -p tcp -y -j ACCEPT
-A input -s 0/0 -d 0/0 21 -p tcp -y -j ACCEPT
-A input -s 0/0 67:68 -d 0/0 67:68 -p udp -i eth0 -j ACCEPT
-A input -s 0/0 67:68 -d 0/0 67:68 -p udp -i eth1 -j ACCEPT
-A input -s 0/0 -d 0/0 -i lo -j ACCEPT
-A input -p tcp -s 0/0 -d 0/0 0:1023 -y -j REJECT
-A input -p tcp -s 0/0 -d 0/0 2049 -y -j REJECT
-A input -p udp -s 0/0 -d 0/0 0:1023 -j REJECT
-A input -p udp -s 0/0 -d 0/0 2049 -j REJECT
-A input -p tcp -s 0/0 -d 0/0 6000:6009 -y -j REJECT
-A input -p tcp -s 0/0 -d 0/0 7100 -y -j REJECT

ここがポイント！
・IPマスカレードとパケットフィルタ

リングはわけて考えましょう

・lokkitの設定はMediumをカスタ

マイズ！

画面3
lokkitでパケットフィルタリングの設定を行
う。

パケットフィルタリング
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最近、ADSLやCATV、光ファイ

バなど、いわゆるブロードバンドなイ

ンターネット環境が急速に普及しつつ

あります。しかし、日本全国でそのよ

うなサービスが提供されるには、まだ

時間がかかるため、アナログモデムや

ISDNを用いた環境でインターネット

に接続する場合もあるでしょう。プロ

キシサーバを用いれば、このような環

境でのWebアクセス速度を改善でき

ます。

“proxy”とは、「代理」という意味

で、クライアントマシンの代わりに

Webページにアクセスし、その結果

をキャッシュしてメモリやディスクに

保存しておきます。その後、クライア

ントマシンが同じWebページにアク

セスした際には、まずそのページが更

新されているかどうかを確認し、更新

されていない時は、キャッシュしてあ

るデータをクライアントに渡します。

LAN内のデータ転送は、インターネ

ットの先からデータを取得してくるよ

り高速なので、結果としてWebアク

セスのレスポンスが向上します（図1）。

上記のキャッシュは、複数のクライ

アント間でも有効なので、数人で同じ

回線を利用しているSOHO環境や、

マシンやOSを複数利用しているユー

ザーにも有用です。Webブラウザが

持っているキャッシュを、複数のOS

やマシンで共有できると思えば良いで

しょう。

■

■Squid

■

Squidは、UNIX系のOSで用いら

れるプロキシサーバの代表です。現在

のところ、2.4系列が最新の安定版

（STABLE）、2 . 5 系列が開発版

（DEVEL）となっています。今回利

用するのは、Red Hat Linux 7.1に含

まれているsquid 2.3 STABLE4で

す。系列が変わると、設定ファイルの

項目や書式も変わるため、まだ2.3系

列を用いているディストリビューター

が多いようです。2.4／2.5系列を利用

するには、本家のWebサイト（http:

//www.squid-cache.org/）からtar

ボールを取得し、自分でビルドする必

要があります。

■

■Squidの設定

■

S q u i d の設 定ファイル群 は、

/etc/squidディレクトリ以下に置か

れています。その中でユーザーが変更

する必要があるのは、squid.confです。

2000行以上の巨大なファイルですが、

大部分は行頭に“#”を付けたコメン

トとなっており、設定項目の説明とデ

フォルトの設定値が記されています。

ほとんどの項目は、デフォルトのま

まで利用しても問題はありませんが、

アクセス制限に関する項目だけは、修

正が必要です。アクセスの制限は、以

下の形式で記述します。

http_access allow/deny リスト名

「リスト名」の定義は、以下の形式

で前もって作成しておきます。

acl リスト名 タイプ データ…

デフォルトでは、Linuxサーバ自身

からのみ利用できるように設定されて

いますので、これをクライアントから

も使えるように変更しましょう。まず

/etc/squid/squid.confをエディタで

開き、アクセスリストが定義されてい

る場所を表示します。そして、今回の

特集で想定しているローカルネットワ

ークを“mynet”という名前で定義

細い回線でも快適にインターネット
を利用できるプロキシサーバ

Squid

■RPM
squid

■設定ファイル
/etc/squid/squid.conf

■サービス名
squid

Squid

Squidの設定
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します。“acl CONNECT method

CONNECT”と書かれた行の次に、

以下の行を追加します。

acl mynet src 192.168.0.0/255.

255.255.0（実際は1行）

次に“http_access deny all”と

書かれた行の前に、以下の1行を追加

します。

http_access allow mynet

ファイルを保存後、起動スクリプト

を利用して、Squidを起動します。

# /etc/init.d/squid start

サーバマシン起動時にSquidを自動

的に実行するためには、以下のコマン

ドを実行します（サーバのランレベル

が3の場合）。

# chkconfig --level 3 squid on

■

■Webブラウザの設定

■

プロキシサーバを利用したWebア

クセスを行うためには、Webブラウ

ザ側でも設定が必要です。

WindowsのInternet Explorerで

は、[ツール]メニューから[インターネ

ット オプション]を選択し、[接続]タ

ブを開いて[LANの設定]ボタンを押し

ます（画面1）。「プロキシサーバーを

使用する」にチェックを入れ、サーバ

マシンのIPアドレスとポート番号（こ

こではデフォルトの3128）を指定し、

[OK]ボタンを押します。Linux版の

Mozillaでも、設定項目はほぼ同じで

す（画面2）。

以上の設定で、Squidが利用可能

になります。性能に関するチューニン

グは、まったく行っていませんが、家

庭内LANやSOHOクラスのネットワ

ークなら、デフォルトの設定でこと足

りると思われます。最近はメモリが安

くなってきたので、大量に搭載してメ

モリ上のキャッシュのサイズ（cache_

mem）などを調整することで、より

快適になるかもしれません。

インターネット 

Windowsマシン 
Win01

Linuxマシン 
PC01

Linuxサーバ 
（プロキシサーバ） 

（2）代わりに取ってくるよ 

（4）http://ascii24.com/が見たい （1）http://ascii24.com/が見たい 

（5）さっき取ってきた 
データをあげるよ （3）データをあげるよ 

図1 プロキシサーバの仕組み

ここがポイント！
・/etc/squid/squid.confでアクセス

制限を設定しましょう

・Webブラウザの設定も必要です

画面2 Mozillaのプロキシサーバ設定画面画面1 Internet Explorer 5のプロキシサーバ設定画面

Webブラウザの設定



ネットワークにTCP/IPで接続する

機器（クライアント）には、IPアド

レス、DNSサーバアドレス、デフォ

ルトゲートウェイ、ネットマスクなど、

さまざまなネットワーク情報（ホスト

情報）を設定しなければなりません。

これらのホスト情報は機器ごとに設定

する必要があり、ネットワークに接続

する機器が多くなると設定作業が大変

になるばかりか、管理自体ができなく

なってしまいます。

そこである程度の規模のネットワー

クでは、接続する際に必要となるホス

ト情報をサーバに問い合わせ、クライ

アント側の設定を自動的に行うDHCP

（Dynamic Host Configuration Proto

co l）という仕組みを利用します。

DHCPを利用すれば、ネットワークの

変更があった場合でもサーバ側のみ変

更すればよく、クライアント側を変更

する必要がありません。さらに、IPア

ドレスを自動的に割り当てることがで

きますので、IPアドレスが重複したり

する問題が回避できます。こうしたこ

とから、ネットワーク管理者とユーザ

ーの負担を大きく軽減できるというメ

リットがあります。

■

■　DHCPサーバの設定

■

DHCPサーバを構築する前に、ホ

スト情報を整理してみましょう。

ネットワークに接続する機器に最低

限設定しなければならないホスト情報

は表1のようなものです。

IPアドレスの割り当ての範囲が、

192.168.0.2～192.168.0.254となって

いるのは、192 . 1 6 8 . 0 . 1 がサーバ

（server01）のIPアドレスとしてすで

に使用されているためです。また、

192.168.0.0はネットワークアドレス、

192.168.0.255はブロードキャストアド

レスとして使用されるため、それぞれ

IPアドレスの割り当て範囲から除外

します。

必要なホスト情報が整理できました

ので、DHCPサーバを設定してみまし

ょう。DHCPサーバの設定ファイルは、

/etc/dhcpd.confファイルです。

表1の情報を元に作成したdhcpd.

confはリスト1のようになります。

リスト1の1行めでは、ネットワー

クアドレスとネットマスクを指定して

います。

続く2行めでは、IPアドレスを割り

当てる範囲を指定しています。前述し

たように192.168.0.2から割り当ててい

るのは、192.168.0.1がすでにDHCP

サーバに割り当てられているためです。

また、192.168.0.0と192.168.0.255も

除外しています。

最後の3行目ではデフォルトゲート

ウェイを指定しています。

設定ファイルを作成したら、DHCP

サーバが割り当てたIPアドレス情報

などを記録しておくデータベースファ

イルを作成します。このファイルは

DHCPサーバ自体が使うもので、設

定の必要はありません。単に、空のフ

ァイルを作成するだけです。

# touch /var/lib/dhcp/dhcpd.leases

以上で設定は終了です。
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ホスト情報を自動的に取得する
DHCPサーバ

DHCP

■RPM
dhcp

■設定ファイル
/etc/dhcpd.conf
/var/lib/dhcp/dhcpd.leases

■ネットワーク名
dhcpd

項目 ネットワーク情報

ネットワークアドレス（サブネット） 192.168.0.0

ネットマスク 255.255.255.0

IPアドレス割り当ての範囲 192.168.0.2～192.168.0.254

デフォルトゲートウェイ 192.168.0.1

表1 サンプルネットワークに必要なネットワーク情報

DHCPサーバの設定
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設定が完了したら、DHCPサーバ

を起動してみましょう。

# /etc/init.d/dhcpd start

もし、DHCPサーバが正常に起動

できない場合は、設定ファイルに記述

ミスがないか確認してみましょう。設

定ファイルにミスがないかどうかを確

認するには、次のように入力します。

# /usr/sbin/dhcpd -d -f

もし、設定ミスがあった場合はエラ

ー箇所が表示されます。

設定が問題なければ、システム起動

時にDHCPサーバが起動するように

chkconfigコマンドを使って設定して

おきます。

# chkconfig dhcpd on

クライアント側のIPアドレスは、

192.168.0.2～192.168.0.254の中から

使用されていないものが自動的に割り

当てられます。

■

■　より高度な設定

■

リスト1では最低限の設定しか行っ

ていませんが、DHCPサーバではさら

に多くのホスト情報を提供することが

できます。たとえば、DNSサーバの

アドレスや、WINSサーバのアドレス

を提供することも可能です。また、特

定の機器に固定のIPアドレスを割り

当てることもできます。

リスト2は、より多くのホスト情報

を提供するdhcpd.confです。

最初の3行はDHCPサーバの名前、

ドメイン名、DNSサーバのアドレス

を指定しています。このように、

subnetで始まる{ }のブロック外にあ

る設定はデフォルトの設定となりま

す。一方、subnetで始まる{ }で囲ま

れたブロック内にある設定は、そこで

指定されたネットワーク（サブネット）

内でのみ有効な設定となります。つま

▼リスト2 一般的なdhcpd.confファイル

server-identifier server01.example.com;

option domain-name "example.com";

option domain-name-servers 192.168.0.1;

subnet 192.168.0.0 netmask 255.255.255.0 {

range 192.168.0.2 192.168.0.254;

option domain-name "pb.example.com";

option routers 192.168.0.1;

option subnet-mask 255.255.255.0;

option broadcast-address 192.168.0.255;

option netbios-name-servers 192.168.0.1;

default-lease-time 86500;

max-lease-time 604800;

host pc01 {

hardware ethernet 00:03:ff:85:f8:f0;

fixed-address 192.168.0.11;

}

}

DHCPサーバの名前

ドメイン名の指定

DNSサーバの指定

サブドメインの指定

デフォルトゲートウェイの指定

ネットマスクの指定

ブロードキャストアドレスの指定

WINSサーバの指定

リースタイムの設定

固定IPアドレス割り当ての設定

▼リスト1 最低限のdhcpd.confファイル

subnet 192.168.0.0 netmask 255.255.255.0 {

range 192.168.0.2 192.168.0.254;

option routers 192.168.0.1;

}

ネットワークアドレスとネットマスク

IPアドレス割り当ての範囲

デフォルトゲートウェイ

より高度な設定



り、複数のネットワークがある場合は、

ネットワークの数だけsubnetで始ま

る{ }で囲まれたブロックがあり、それ

ぞれのネットワークごとの設定を記述

します。たとえば、ネットワークAで

はDNSをserver01、ネットワークB

のDNSはserver02などと設定するこ

とができるわけです。ここでは1つの

ネットワークしか存在しませんので、

どちらに記述しても意味は一緒です。

14～17行めにあるhostで始まるブ

ロックは、IPアドレスを固定するための

設定です。ここでは、00:03:ff:85:f8:f0

というMACアドレス（ハードウェア

アドレス）を持つ機器に、IPアドレ

ス192.168.0.11を「固定」で割り当て

るように設定しています。このMAC

アドレスは、ネットワークカードに割

り振られた固有の番号で、ネットワー

クカードごとに異なります。

設定を変更した場合は、DHCPサ

ーバを再起動する必要があります。

# /etc/init.d/dhcpd restart

なお、プロバイダとのルータとして

設置したサーバでDHCPを稼働させる

場合は、プロバイダ側にDHCPを公開

しないようにネットワークインターフェ

イスを指定する必要があります。ネッ

トワークインターフェイスを指定する

場合は、/etc/init.d/dhcpdスクリプ

ト内の、dhcpdデーモンを起動してい

る部分をリスト3のように変更します。

■

■　クライアントの設定――Linux

■

LinuxマシンをDHCPクライアント

として設定する場合は、pump か

dhcpcdのどちらかがインストールさ

れている必要があります。

DHCPクライアントの設定は、/etc/

sysconfig/network-script/ifcfg-

eth0ファイルをリスト4のように記述

します。リスト4は、eth0を起動時に

有効にし、DHCPサーバからホスト情

報を取得するという設定です。

設定が完了したら、次のようにして

ネットワークを再起動します。

# /etc/init.d/network restart
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書式 内容

default-lease-time ＜seconds＞ クライアントが指定しない場合のIPアドレスの貸し出し時間（秒）

host ＜host name＞ 固定IPを割り当てるホスト名

hardware ethernet ＜FF:FF:FF:FF:FF:FF＞ 固定IPアドレスを割り当てる対象となる機器のMACアドレス

fixed-address ＜XXX.XXX.XX.XXX＞ 割り当てる固定IPアドレス

max-lease-time ＜seconds＞ IPアドレスの最大貸し出し時間（秒）

option broadcast-address ＜XXX.XXX.XXX.XXX＞ ブロードキャストアドレス

option domain-name ＜domain name＞ ドメイン名。サブドメイン名を記述することも可能

option domain-name-server ＜domain name server＞ DNSサーバ名またはDNSサーバのIPアドレス

option netbios-name-servers ＜wins server＞ WINSサーバのアドレス

option routers ＜default router＞ デフォルトゲートウェイの指定

option subnet-mask ＜XXX.XXX.XXX.XXX＞ サブネットマスク

range ＜SSS.SSS.SSS.SSS＞＜EEE.EEE.EEE.EEE＞ IPアドレスの範囲（SSS.SSS.SSS.SSS～EEE.EEE.EEE.EEE）

server-identifier ＜server-name＞ DHCPサーバの名称

subnet ＜SSS.SSS.SSS.SSS＞ netmask ＜NNN.NNN.NNN.NNN＞ ネットワークアドレス（SSS.SSS.SSS.SSS）とネットマスク（NNN.NNN.NNN.

NNN）の指定

表2 dhcpd.confで指定できる内容

# ifconfig eth0
eth0      Link encap:Ethernet  HWaddr 00:03:FF:85:F8:F0

inet addr:192.168.0.11  Bcast:192.168.0.255  Mask:255.255.255.0
UP BROADCAST RUNNING MULTICAST  MTU:1500  Metric:1
RX packets:5 errors:0 dropped:0 overruns:0 frame:0
TX packets:7 errors:0 dropped:0 overruns:0 carrier:0
collisions:0 txqueuelen:100
Interrupt:11 Base address:0x1080

画面1 ホスト情報の確認（ifconfigコマンドの実行）

▼リスト4 LinuxをDHCPクライアントにする設定（/etc/sysconfig/network-script/ifcfg-eth0）

DEVICE=eth0
ONBOOT=yes
BOOTPROTO=dhcp DHCPサーバからホスト情報を取得する設定

▼リスト3 /etc/init.d/dhcpd

daemon /usr/sbin/dhcpd eth0

クライアントの設定
――Linux



正常にホスト情報が取得できている

かどうかを確認するにはifconfigコマ

ンドを実行します（画面1）。

■

■　クライアントの設定――Windows

■

Windowsマシンの場合は、Windows

のバージョンによって設定方法が少し

ずつ違います。ここでは、Windows

2000、XP、Meでの設定方法を解説

します。

■Windows 2000

Windows 2000の場合は、「インタ

ーネット プロトコル（TCP/IP）のプ

ロパティ」ダイアログボックスで設定

します。設定方法は次の手順です。

①コントロールパネルを開く

②［ネットワークとダイヤルアップア

ダプタ接続］アイコンをダブルクリ

ック

③［ローカル エリア接続］アイコン

をダブルクリック

④［ローカルエリア接続 状態］ダイ

アログボックスの［プロパティ］を

クリック

⑤［インターネット プロトコル

（TCP/IP）］を選択して、［プロパ

ティ］をクリック

⑥「インターネット プロトコル

（TCP/IP）のプロパティ」ダイアロ

グボックスで、［IP アドレスを自動

的に取得する］と［DNSサーバー

のアドレスを自動的に取得する］を

チェックし、［OK］をクリックする

■Windows XP

Windows XPの場合も、Windows

2000の設定方法とほぼ同じです。し

かし、「インターネット プロトコル

（TCP/IP）のプロパティ」ダイアロ

グボックスの表示方法が若干違います

ので注意してください。

①コントロールパネルを開く

②［ネットワークとインターネット接

続］アイコンをクリック

③［ネットワーク］アイコンをクリック

④［ローカル エリア接続］アイコン

をクリック

⑤［ローカルエリア接続 状態］ダイ

アログボックスの［プロパティ］を

クリック

⑥［インターネット プロトコル

（TCP/IP）］を選択して、［プロパ

ティ］をクリック

⑦「インターネット プロトコル

（TCP/IP）のプロパティ」ダイアロ

グボックスで、［IP アドレスを自動

的に取得する］と［DNSサーバー

のアドレスを自動的に取得する］を

チェックし、［OK］をクリックする

（画面2）

■Windows Me

Windows Meの場合は、「TCP/IP

のプロパティ」ダイアログボックスで

設定します。設定方法は次の通りです。

①デスクトップにある、「マイネット

ワーク」アイコンを右クリック

②「ネットワーク」ダイアログボック

スで、［TCP/IP->＜ネットワーク

カード名＞］を選択し、［プロパテ

ィ］をクリック

③「TCP/IPのプロパティ」ダイアロ

グボックスの［IP アドレス］タブ

にある、［IP アドレスを自動的に取

得］をチェックし、［OK］をクリッ

クします（画面3）。

■ホスト情報の確認

正常にホスト情報が取得できている

かどうかを調べるには、Windows

2000／XPでは、コマンドプロンプト

でipconfigコマンドを実行します。

C:¥>ipconfig /all

Windows Meでは、MS-DOSプロ

ンプトで次のように実行します。

C:¥WINDOWS>winipcfg
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画面2 DHCPクライアントの設定（Windows
XP)

画面3 DHCPクライアントの設定（Windows
Me)

ここがポイント！
・DHCPサーバ自身はホスト情報を

受け取ることができませんので、固

定のIPアドレスを指定する必要が

あります。

・dhcpd.confファイルの設定では、

各行の最後に「；（セミコロン）」

が必要です。セミコロンの付け忘れ

には注意しましょう。

クライアントの設定
――Windows
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DNS（ Domain Name System）

はネットワーク上の名前を解決するた

めの仕組みです。TCP/IPで接続され

る機器は、すべてIPアドレスを持っ

ています。このIPアドレスは111.122.

133.144といった数字の羅列で表現さ

れます。しかし、数字の羅列では人間

にとって覚えにくく、どんな機器なの

か想像もできません。そこでこのIPア

ドレスに、pc01.example.comといっ

た人間が覚えやすく、イメージしやす

いアドレスを割り当てて相互に変換す

るようにしています。この変換のこと

を名前の解決といいます。

名前の解決は携帯電話のアドレス帳

をイメージするとわかりやすいでしょ

う。アドレス帳に名前と電話番号を登

録しておけば、電話番号を覚えていな

くても名前で電話をかけることができ

るのと同じです。

このように、DNSサーバは非常に

便利なもので、インターネットの根幹

をなす重要なシステムです。

■

■　DNSの仕組み

■

DNSサーバはインターネット上の

巨大な分散データベースです。DNS

はツリー構造になっており、ルートで

ある「．」の下に階層的にDNSサーバが

存在します。インターネットに接続し

ているドメインは、外部から要求のあ

った自ドメイン以下の名前解決を担当

します。それ以外の名前の解決は、ほ

かのDNSサーバへ問い合わせします。

DNSによる名前の解決は2種類あ

ります。1つは、アドレス（ホスト名）

から数字のIPアドレスへ変換する正

引き（順引き）で、もう1つは数字の

IPアドレスからホスト名へ変換する逆

引きです。人間が使う場合はほとんど

正引きですが、コンピュータにとって

は逆引きも必要です。

しかし、今回のようにLAN内に設

置されるDNSサーバは、外部から参

照される必要がありません。そこで、

LAN内のホストの名前の解決と、外

部への名前の問い合わせだけを行うよ

うに設定します。

■

■　hostsファイルとDNS

■

名前の解決を行う同様の仕組みとし

て、hostsファイルがあります。こち

らもDNSと同じように名前の解決を

行うためのデータベースですが、DNS

のように分散システムにはなっていま

せん。hostsファイルを各ホストに用

意し、それぞれのホストで名前の解決

を行います。

しかし、機器が変更されるたびに、

すべてのホストのhostsファイルを更

新しなければならないなどメンテナン

スが大変なため、大規模なシステムで

の運用に限界があります。そこで、分

散データベースであるDNSが開発さ

れました。しかし、小規模なLAN内

での運用であればhostsファイルでも

十分実用的です。DNSサーバを構築

するかhostsファイルで運用するかは

そのシステムの運用形態次第ですが、

DNSサーバはDHCP同様、ホスト情

報をサーバ側で管理できるため、結果

的にはシステム管理者とユーザーの負

担を軽減させることができます。また、

DNSは問い合わせされた名前を一定

期間キャッシュする機能がありますの

で、外部の名前の解決の高速化と、

ネットワークトラフィックが軽減でき

るというメリットもあります。さらに、

DNSはhostsファイルと相互運用でき

るようになっていますので、LAN内

の名前の解決はhostsファイルで、外

部の名前解決にはDNSといった使い

名前の解決を行う
分散データベースDNSサーバ
■RPM
bind
bind-utils
■設定ファイル
/etc/named.conf
/etc/resolv.conf
/etc/host.conf
/var/named/
■ネットワーク名
named

DNS

DNSの仕組み

hostsファイルとDNS
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方も可能です

■

■　BINDの設定

■

DNSサーバには、BINDというプ

ログラムが多く使われています。

BINDでは、BIND自体の設定ファイ

ルと、ホストのアドレス情報を記載し

たゾーンファイル（DNSデータベース）

を作成します。なお、DNSサーバの

設定を誤ると、プロバイダや外部のネ

ットワークに迷惑をかける可能性があ

りますので、十分注意して設定しまし

ょう。

■BINDの設定ファイル

B IND の設定ファイルは/e t c /

named.confファイルです。

named.confファイルでは、DNSが

管理するネットワーク（ゾーン。サブ

ネットと同等）の指定、ゾーンファイ

ルの指定、DNS自体の動作の指定を

行います。

ゾーンファイルは、名前の解決を行

うためのデータベースファイルで、ホ

スト名とIPアドレスをどのように割り

当てるかを定義したファイルです。

リスト1の最初の「options」セク

ションでは、ゾーンファイルが置かれ

ているディレクトリと、forwarders

を指定しています。

forwardersは、自ドメイン内の

DNSサーバで名前の解決ができなか

った場合に、最初に問い合わせる外部

のDNSサーバの指定です。ここには

プロバイダのDNSサーバのIPアドレ

スを記述します。続く、forward

onlyはforwardersで名前の解決がで

きなかった場合（つまり、プロバイダ

のDNSサーバで名前の解決ができな

かった場合）、ほかのDNSサーバに問

い合わせないための指定です。プロバ

イダのDNSサーバで解決できない名

前は、ほかのDNSに問い合わせても

ほとんど意味がありませんし、LAN

内のDNSサーバがルートDNSに問い

合わせするのを避けるためです。

次のzone "."で始まるセクションは

ルートDNSサーバの指定です。この

DNSサーバはルートDNSへの問い合

わせは行いませんが、形式上記述して

あります。

次のzone "example.com"で始まる

セクションが正引き用の設定です。こ

こでは、正引き用のゾーン名とゾーン

ファイルの名前の指定、問い合わせに

関する設定を行っています。

notify noは、ゾーンに変更があっ

た場合でもセカンダリDNSサーバに

通知しないための設定です。ここでは

セカンダリDNSサーバを構築してい

ませんので通知は不要です。

▼リスト3 LinuxをDHCPクライアントにする設定（/etc/sysconfig/network-script/ifcfg-eth0）

options {
directory "/var/named";
forwarders {

111.122.133.144;
};
forward only;

};

zone "." {
type hint;
file "named.ca";

};

zone "example.com" {
type master;
file "example.com";
notify no;
allow-transfer {

192.168.0/24;
127.0.0.1;

};
allow-query {

192.168.0/24;
127.0.0.1;

};
};

zone "0.168.192.IN-ADDR.ARPA" {
type master;
file "192.168.0";
notify no;
allow-transfer {

192.168.0/24;
127.0.0.1;

};
allow-query {

192.168.0/24;
127.0.0.1;

};
};

zone "0.0.127.IN-ADDR.ARPA" {
type master;
file "named.local";

};

ゾーンファイルの保存ディレクトリ

プロバイダのDNSサーバのIPアドレス

ほかのDNSサーバへの問い合わせ禁止

ルートDNSサーバの指定

正引き用の設定

逆引き用の設定

ローカルループバックの設定

BINDの設定



allow-transferと、allow-queryは、

それぞれ転送許可と問い合わせ許可の

設定です。ゾーン内とローカルホスト

にのみ許可しています。この設定をき

ちんとしないと、LAN内の情報が外

部へ漏れてしまいますので気をつけて

ください。

その次のzone"0.168.192.IN-ADDR.

ARPA"で始まるセクションは逆引き

用の設定です。この0.168.192は、ゾ

ーンのIPアドレスを逆に指定したもの

で、IN-ADDR.ARPAは逆引きする

ための指定です。このセクションのそ

のほかの部分は正引き用の設定と同じ

です。

最後の、zone "0.0.127.IN-ADDR.

ARPA" で始まるセクションは、ロー

カルループバック用の設定です。これ

はlocalhostの名前を解決します。

■正引き用ゾーンファイル

/var/named/example.comファ

イルは、正引き用のゾーンファイルで

す（リスト2）。通常は外部に公開す

る自ドメインのゾーン情報を設定しま

すが、今回のDNSサーバはLAN内の

みにサービスを提供するためのもので

すので、内部用の設定のみを行ってい

ます。

最初の行はSOA（Start Of Autho

rity）レコードと呼ばれ、ゾーンファ

イルを定義している部分です。「＠」

で始まっていますが、これは決まりの

ようなものでゾーン自体のアドレスに

置換される置換記号です。

「SOA」のうしろの2つのアドレス

は、1つめがDNSサーバの名前、2つ

めが管理者のメールアドレスです。2

つとも、アドレスの最後に「.」が付

いていますが、これはアドレスが

FQDN（ Fully Qualified Domain

Name）であるということを表してい

ます。この表記方法は、絶対ドメイン

指定とも呼ばれるもので、ルートドメ

インからの絶対位置を表すものです。

なお、ここで指定するメールアドレス

は、「＠」部分を「．」で指定します。

その次の行はゾーンファイルのシリ

アル番号です。シリアル番号は、ゾー

ンファイルをアップデートした際に大

きな数字に変更し、ほかのDNSサー

バやネットワークにゾーンファイルが

変更されたことを伝えるために利用さ

れるものです。シリアル番号はどんな

ものでもかまいませんが、通常は重複

しないように西暦＋月＋日＋3桁の数

字などを指定します。

その次の4行は、ゾーン情報のキャ

ッシュ期限などを指定しておくもので

す。今回は外部にDNSサーバを公開

しないため、あまり気にする必要はあ

りません。

その次の「server01」で始まる行

が、server01のIPアドレスを指定し

ている部分です。「IN   A」に続けて

IPアドレスを指定しています。

次の「＠ IN MX 10」は外部に

公開するメールサーバを設定する部分

ですが、今回は外部にメールサーバを

公開しませんので形式的に登録してい

ます。

次の行の「@    IN NS」はネーム

サーバの指定です。これら2つのアド

レスはFQDNで記述していることに

注意してください。

リスト2の残りの部分が実際に名前

の解決を行うためのデータベースで、

ホスト名とIPアドレスの対応を記述

します。ここでは、pc01とpc02のIP

アドレスをそれぞれ、192.168.0.11、

192.168.0.12と定義しています。
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▼リスト2 正引き用ゾーンファイル（/var/named/example.com）

@       IN SOA  server01.example.com    root.server01.example.com. (
200102901       ; serial
28800           ; refresh
14400           ; retry
3600000         ; expire
86400           ; default ttl

)

server01        IN A            192.168.0.1
@               IN MX 10        server01.example.com.
@               IN NS           server01.example.com.

pc01            IN A            192.168.0.11
pc02            IN A            192.168.0.12

localhost       IN A            127.0.0.1

▼リスト3 逆引き用ゾーンファイル（/var/named/192.168.0）

@       IN SOA  server01.example.com    root.server01.example.com. (
200102901       ; serial
28800           ; refresh
14400           ; retry
3600000         ; expire
86400           ; default ttl

)

1               IN PTR          server01.example.com.
@               IN NS           server01.example.com.

11              IN PTR          pc01.example.com.
12              IN PTR          pc02.example.com.3



■ルートキャッシュファイル

/var/named/local.caファイルは、

ルートドメインのDNSサーバのキャ

ッシュデータです。実際には、キャッ

シュデータではなくルートDNSサー

バのアドレスが記述されているファイ

ルで、通常は最新のファイルをインタ

ーネットから入手する必要があります

が、今回はルートDNSに対して問い

合わせを行わないように設定していま

すので、ディストリビューションに付

属しているlocal.caをそのまま使用し

ます。

■逆引き用ゾーンファイル

/var/named/192.168.0は、逆引

き用の設定ファイルです（リスト3）。

ファイル名をLANのアドレスにして

いますが、実際にはどんな名前でもか

まいません（named.confで定義する

ため）。一般的には、どのネットワー

クのゾーンファイルなのかをわかりや

すくするため、このような名前を付け

ています。

最初のブロックは正引き用のゾーン

ファイルと同じです。

逆引き用のゾーンファイルには、正

引き用ゾーンファイルで設定したデー

タベースの逆の対応を記述します。正

引き用ゾーンファイルと矛盾がないよ

うに記述する必要があります。

■ローカルゾーンファイル

/var/named/named.localはロー

カルループバック用のゾーンファイル

です（リスト4）。ほとんどの部分はほ

かのゾーンファイルと同 じで、

127.0.0.1がlocalhostだという設定だ

けをしています。

■リゾルバの設定

BINDの設定が終わったら、リゾル

バ（/etc/resolv.conf）の設定を行い

ます。リゾルバは、ドメイン名や

DNSサーバを指定するだけの簡単な

ものです。1行目でドメイン名を、2

行目でDNSサーバのアドレス（自分

自身）を指定しています（リスト5）。

■名前の解決の順序

最後に、host.confファイルを設定

します。host.confファイルは、名前

の解決をどのように行うかを指定する

ファイルです（リスト6）。

ここでは、まずhostsファイルを参

照し、名前の解決ができなかった場合

にDNSサーバに問い合わせを行うよ

うに設定しています。

以上で設定は終了です。DNSサー

バは外部のネットワークに迷惑をかけ

る可能性があるので、もう一度設定フ

ァイルが正しいかどうかを確認し、

DNSサーバを起動しましょう。

# /etc/init.d/named start

正常に名前の解決ができているかど

うかを確認するには、hostコマンドを

使います。hostに続けて、ドメイン名

またはIPアドレスを指定します。正

常に名前の解決ができていれば、画面

のように表示されるはずです。名前の

解決が正常に行われていることが確認

できたら、システム起動時にDNSサ

ーバが起動するように設定しておきま

しょう。

# chkconfig named on
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▼リスト4 ローカルゾーンファイル（/var/named/named.local）

@       IN SOA  server01.example.com    root.server01.example.com. (
200102901       ; serial
28800           ; refresh
14400           ; retry
3600000         ; expire
86400           ; default ttl

)

1       IN      PTR     localhost.
@       IN      NS      localhost.

▼リスト5 リゾルバの設定（/etc/resolv.conf）

domain example.com
namaserver 192.168.0.1

▼リスト6 名前解決の順序の設定（/etc/host.conf）

order hosts,bind

# host pc01
pc01.example.com has address 192.168.0.11

# host 192.168.0.12
192.168.0.12.in-addr.arpa. domain name pointer pc02.example.com

画面　名前解決の確認

ここがポイント！
・ゾーンファイルを変更した場合は、

シリアルを変更するのを忘れないよ

うにしましょう。また、変更した場

合はDNSを再起動する必要があり

ます。

・設定ファイルの「．」や「；」は重

要です。ついつい忘れてしまいます

ので、十分注意しましょう。DNS

サーバはほかのネットワークに迷惑

をかける可能性が高いサーバです。

DNSの設定や運用には細心の注意

が必要です。
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実用Samba 2.2入門 

で作る 
ファイルサーバ 

～前編～ 

Linux
Windows

複数のPCをLANで接続するときに、ファイルやプリン
タの共有を行えると非常に便利だ。共有はWindows同
士ではWindowsネットワークによって行い、Linux同
士ではNFSやLPDを使用するのがふつうだ。このよう
に標準で使われるネットワークプロトコルが違うため、
LinuxとWindowsの間での共有は簡単ではなかった。
しかし、L i n u x 上で S a m b a を動かすことで
Windowsマシンとの間でも共有を行うことができる。
今回はまず、Windowsネットワークの仕組みを理解し、
そして最新版のSambaで何ができるかを紹介する。実
際のSambaの設定方法は次号の後編でお届けする。



Windows 95の登場とともに本格

的 に導 入 されたマイクロソフト

Windowsネットワークは、OSの標

準機能として搭載された。これによ

り、クライアントPCにソフトウエア

を追加することなくファイルやプリン

タを共有することができるため、広く

使われるようになった。クライアント

マシンがWindows XPになったとし

ても、当分の間はこの共有方法が主

流になると思われる。

一方ファイルを提供するサーバとし

て は 、 Windows NTや Windows

2000が使用されることが多かったが、

最近では非常に安定した動作を誇る

LinuxなどのPC-UNIXで、Samba

を動作させる事例が増えてきた。

Sambaサーバを安定して動作させ

るためには、当然のことながらマイク

ロソフトWindowsネットワークの挙

動を詳しく知る必要がある。しかしな

がらUNIXユーザーの場合、ふだん自

分ではWindowsを使っていないこと

もあり、UNIX側の設定方法はよく

知っていても、クライアント側の設定

方法やその動作はあまりよくわからな

いということも多いようである。

そこで、この記事ではマイクロソフ

トWindowsネットワークの基礎概念

や、クライアントの設定、そしてトラブ

ル時の解決方法など、Sambaの運用

をするうえで知っておくべき、いくつか

のトピックについて解説してみたい。

■

■ワークグループとNTドメイン

■

み な さ ん ご 存 じ の よ う に 、

Windowsのデスクトップにある、ネ

ットワークコンピュータのアイコンを

クリックすると、ネットワークに接続

されているコンピュータが表示される。

表示されたコンピュータの数が数台で

あれば、グループ化する必要はないが、

PCの数が数百台になると、たとえば

設計部、製造部、販売部といった単

位でコンピュータをグループごとに分

類する必要が生じてくる。このためマ

イクロソフトWindowsネットワーク

では、グループ化する手段として「ワ

ークグループ」と「ドメイン」と呼ば

れる2種類の方法を用意している。

「ワークグループ」では、アクセス

の管理をそれぞれのマシンが個別に行

うのに対し、「ドメイン」ではアクセ

ス管理を1台の管理専用マシンで集中

的に管理することが特徴となっている

（図1）。

なお、ここでいうドメインとはメー

ルアドレスやURLに使われるドメイ

ンとは、概念がまったく違う用語であ

り、大変紛らわしい。そのためこの記

事では、このマイクロソフト用語のド

メインを「NTドメイン」、普通のド
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ワークグループ 

NTドメイン 

salesワークグループ 

salesドメイン 

プリンタ1 
（passwd-z） 

フォルダ3 
（passwd-y） 

マシンA2 マシンA3

フォルダ2 
（passwd-x） 

フォルダ1 
（passwd-w） 

マシンA1

プリンタ2

フォルダ3

プリンタ1

フォルダ4

フォルダ2

フォルダ1

※すべてのマシンは平等で、それぞれの
共有単位でアクセスを管理する 

※特別なマシンA（PDCと呼ぶ）が、全マシン
の共有資源アクセス管理を集中して行う 

salesドメインを 
集中管理する 
マシンA

マシンB1 マシンB2 マシンB3

図1 ワークグループとドメインの管理方法の違い

ワークグループと
NTドメイン

文：藤沢敏喜
Text :Toshiki Fujisawa



メインを「インターネットドメイン」

と呼んで区別することにする。

■

■ワークグループ

■

ワークグループは、必ずしもサーバ

を必要としないグループ化の方法で、

共有するフォルダやプリンタなどのリ

ソース（資源）は、個々のクライア

ントコンピュータから直接参照され

る。このモデルでは、たとえば他人に

共有させるためのフォルダなどの共有

資源に対してパスワードを設定し、そ

のパスワードによってアクセスできる

かどうかを決定している。この場合ア

クセス権限が共有ごとに行われること

から、このアクセス方法は、「共有レ

ベルのセキュリティ」と呼ばれる。な

お 、 S a m b a の 設 定 フ ァ イ ル

smb.confでは、この方式を使用する

場合、

security = share

と設定することになる。

さて、ワークグループモデルでは、

それぞれのクライアントマシンがどの

ワークグループに所属しているかを設

定する必要がある。

たとえば、設計部、製造部、販売

部のワークグループ名が、それぞれ、

d e s i g n、p r o d u c t、s a l e s で、

Windows 98のクライアントマシンを

salesグループに所属させることを考

えてみる。この場合にはコントロール

パネルの「ネットワーク」を開き、画

面1のように識別情報のタブの中にあ

る、ワークグループ欄にsalesを入力

すればよい。

なお、Sambaサーバのsmb.conf

でワークグループ名をsalesに設定す

るには、

workgroup = sales

と指定することになる。

ワークグループではアクセスの管理

が、それぞれのマシンの共有単位（フ

ォルダやプリンタ単位）になり、特別

な管理サーバを必要としないため簡単

である。しかしながら、ワークグルー

プで、共有レベルのセキュリティを使

用した場合には、それぞれの共有単

位（フォルダ単位）で多数のパスワ

ードを必要とすることが問題になる。

このため大規模で複雑なアクセス権限

が必要になるようなネットワークで

は、後述の「NTドメイン」を使用す

ることになる。

■

■NTドメインとPDC

■

NTドメインでは、アクセス管理を

一手に引き受けるプライマリドメイン

コントローラ（PDC）と呼ばれる1台

のマシンが存在する。

PDC には、SAM（Se c u r i t y

Account Manager）と呼ばれるデ

ータベースが存在し、この中には各ユ

ーザーのパスワードなどがすべて保存

されている。

SAMデータベースは、

c:¥winnt¥system32¥config¥

というディレクトリの中に保存され、

レジストリエディタによりその構造を

確認することができる。

ユーザーがログインする場合などの

アクセス管理はすべて1つのPDCに

ある、SAMデータベースによって集

中管理されることになる。

■

■PDCとBDC

■

このように、1つのNTドメインに

おけるすべての情報は1つのPDCに

存在するため、PDCのディスクがク

ラッシュしたり、PDCが存在するネ

ットワークセグメントに問題が起きた

りすると大変困ることになる。

このため、PDCにあるSAMデー

タベースをバックアップするサーバを

使用することができるようになってい

るが、このサーバのことを「バックア

ップドメインコントロール」、略して

BDCと呼んでいる。

ここで、SAM データベースは、

PDCとBDCの間で同期がとられるこ

とになるが、データベースの変更が行

われるのはPDC上だけで、BDC上に

あるSAMデータベースは読み取り専

用のコピーとなっている。

なお、大きな会社のネットワークで

は、支店などが64Kbps程度の低速

回線で結ばれることもあるが、このよ

うな場合に、PDCだけでアクセス管

理を行おうとすると、SAMのサイズ

が大きすぎて問題が起こることもあ

る。たとえば、NT サーバにおいて

5000人のユーザーがいて、50のグロ

ーバルグループに平均100人が所属し

ている場合、SAMのサイズは5Mバ

Linux magazine December 200194

Linux magazine Special

ワークグループ

NTドメインとPDC

PDCとBDC

画面1 Windows 98のワークグループの指定
コントロールパネルのネットワークを開き、識別情報
タブの中で所属するワークグループ名を指定する。



イト以上になってしまい、ログインに

時間がかかるなどの問題が生じる。こ

のような環境では、支店にBDCを置

くとよい、ログオンなどの認証処理は

支店のBDCが行うため、リソースへ

のアクセス時間が減り、ネットワーク

全体のトラフィックも減少することに

なる。

■

■プリンタサーバ機能

■

マイクロソフトWindowsネットワ

ークでは、共有資源としてプリンタを

扱うことができるが、プリンタに関し

ても先ほど説明した共有フォルダと同

じように、アクセス制限をかけること

が可能である。前述の共有レベルの

セキュリティでは、それぞれのプリン

タ単位にパスワードが設定でき、その

プリンタのアクセスパスワードを知っ

ている人だけに、プリンタの使用を許

可することができる。一方、NTドメ

インの場合は、PDCによってプリン

タのアクセスが集中して管理されるこ

とになる。

マイクロソフトWindowsネットワ

ークの印 刷 では、 多 くの場 合 、

Windowsアプリケーションからの印

刷要求をクライアントマシンで、各プ

リンタのプリンタドライバを使って各

プリンタ独自の制御用バイナリデータ

を作成する。そしてそのデータを、プ

リンタサーバを提供するマシンへネッ

トワーク経由で送ることになる。一方、

プリントサーバはネットワークで送ら

れてきたデータを、パラレルポートな

どを通じ単純にプリンタへ転送するこ

とになる。

したがって、Sambaでプリンタ共

有を実現する場合は、送られてきた

データを一般的なセントロニクス方式

でパラレルポートにそのまま出力する

ことになる。しかしながら、一部の昇

華型プリンタなどでは、パラレルポー

トの端子を専用のプリンタドライバを

用いて特殊な方法でリアルタイム制御

し、ヘッドの加熱時間などを直接コ

ントロールしているものもある。この

ようなプリンタではネットワークを通

じた使用は不可能なので注意が必要

である。

なお、最近では専用のプリントサー

バが非常に安く買えるので、Sambaで

共有するよりも、専用プリントサーバ

を用意したほうが管理上便利かもしれ

ない。

■

■漢字ファイル名の扱い

■

日本では、日本語のファイル名を

使用することが当たり前のようになっ

ているので、ネットワークでファイル

共有を行う場合も漢字のファイル名

のサポートは必須であろう。

筆者の知る限り、マイクロソフトネ

ットワークでファイル共有を行う場合

に、ネットワーク上でやりとりされる

ファイル名の漢字コードは、シフトJIS

の場合とUNICODEの場合がある。

ネットワークを流れるパケットを観

測すると、Windows 95や、Samba

がサーバとなっている場合はファイル

名を送信するのにシフトJISが使用さ

れ、Windows NTがサーバとなって

いる場合は、UNICODEでエンコー

ドして通信が行われているようである。

なお、日本語版のWindows 95／

98／Meの16ビットコード実行モジ

ュールのシフトJIS解析ルーチンには、

ネットワークドライブ上でシフトJIS

の漢字ディレクトリを正しく扱えない

というバグが存在する。NTをサーバ

とする場合はUNICODEで通信が行

われるため問題にならないが、Samba
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インターネットの普及に伴い、メールや

Web系のグループウェアがないと仕事にな

らなくなってきている。これらの機能を提供

する、DNSサーバ、HTTP／FTPサーバ、

SMTP／POPサーバなどはもともとオープ

ンなUNIX上で開発されているため、これら

を安定動作させるためには、Linuxなどの

UNIX系OSを使用することが望ましい。そ

のため多くの組織ではUNIXに精通した技術

者により、これらのサービスが提供されてい

ることが多いようである。

一方、Windowsのファイル共有はオープ

ンでないマイクロソフト独自の技術に基づい

て実装されているため、オープンな技術に慣

れているUNIX技術者には、その技術が「理

解できない」ことも多い。特に大規模に

Sambaの運用をする場合は、かなり気合い

をいれてWindowsネットワークを解析し、

Sambaのソースコードにパッチを当てたり

しないといけない場面もある。

このため、面倒なファイル共有は、NT技

術者にまかせてしまうことも多いようであ

る。しかし結局破綻してUNIX技術者が泣

く泣く後始末をするという話も聞く。

このような事態を避けるためには、最初か

らWindowsのファイル共有を使わないとい

うのもひとつの方法である。ファイルを共有

する手段は、Sambaだけとは限らず、オー

プンなプロトコルを使うFTPやHTTPもあ

る。最近のブラウザでは操作も簡単なので用

途に応じて適切な手段を考えるとよいだろ

う。

Sambaのようなクローズドなファイル共

有手段は、Windowsがバージョンアップす

ると役に立たなくなることもあるが、FTPや

HTTPは不滅である。

Column

オープンなプロトコル
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を使用する場合にはシフトJISでの通

信となり、漢字ディレクトリのアクセ

スができなくなる。このためSamba

側にパッチをあてて、Windowsのバ

グを回避する必要がある。

さて、上記のように、ネットワーク

での通信では、シフトJIS、または

UNICODEが使用される。前述のよ

うにSambaサーバを使用する場合に

はシフトJISで通信が行われるが、送

信されてきたシフトJISの漢字ファイ

ル名を、Linux上のファイルとして保

存するには、次のいずれかの形式を使

用するように設定することができる。

（1）シフトJIS漢字

（2）EUC漢字

（3）jis7

（4）jis8

（5）junet

（6）hex

（7）cap

シフトJIS漢字を使用すると、2バ

イト目が特殊文字となる漢字を扱っ

た場合に、Linuxからファイルをアク

セスすることが難しくなることがある。

EUC漢字の場合も、丸数字や半角カ

タカナが使用されると、Sambaを動

作させるOSによってはlsコマンドな

どで正しく扱えないことがある。

なお、マッキントッシュが混在する

ネットワークでNetatalkを使用する

場合にはcapを使用する必要がある

が、Macとの連携を考えない一般的

な場合は、hexを指定するのがよいだ

ろう。

hexを指定した場合、ネットワーク

で送られてきたシフトJIS漢字ファイ

ル名を「:」と16進数2桁という形式

に変換して、Linuxのファイル名とす

る。この形式であれば、lsやtarなど

のコマンドが誤動作することがなく扱

うことができる。また、この形式は非

常に単純なので、たとえばリスト1に

示すようなスクリプトを使用すること

により、Linux上でも漢字ディレクト

リの表示を行うことができる。

ただし、hexを使用する場合でも若

干の注意が必要な場合がある。それ

はシングルクォート「'」などシェルが

特殊文字として解釈する文字がファ

イル名として使われる場合がある。

Sambaサーバを運用していると、

findコマンドなどで、不要ファイルの

削除のために30日以上経過した特定

のファイル名を得て、先頭に「rm」

などの文字列を付加してシェルスクリ

プトとして実行することがあるが、こ

の場合には「'」をバックスラッシュ

などでエスケープしなければならない。

または、findコマンドのオプションで

-execを使用するなど、シェルを使わ

ないようにするとよい。

シングルクォートは西暦の上位2桁

の省略記号として頻繁に使用される

ので注意が必要である。

■

■ブラウジングの仕組み

■

デスクトップのネットワークコンピ

ュータアイコンをクリックすると、画

 (1)  Windows 2000 Serverのマシン 
 (2)  Windows 2000 Professionalのマシン 
 (3)  Windows NT Enterprise Serverのマシン 
 (4)  Windows NT Serverのマシン 
 (5)  Windows NT Workstationのマシン 
 (6)  Windows 98、Windows 95のマシン 
 (7)  PDCとなっているマシン 
 (8)  WINSを参照しているマシン 
 (9)  現在マスタブラウザとなっているマシン 
 (10) 優先マスタブラウザとなっているマシン 
 (11) バックアップブラウザとなりえるマシン 
 (12) 現在バックアップブラウザとして稼働しているマシン 
 (13) 最も長く動いているマシン 
 (14) 名前がアルファベット順で先にくるマシン 

優先度高い 優先度高い 

図2 マスタブラウザになる優先順位

画面2 Windowsのネットワークコンピュータの表示
自分が所属するワークグループ／ドメインに参加して
いるコンピュータが表示される。
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#!/bin/sh

/bin/ls $* | perl -e '

while(<>){
s/:([0-9a-f][0-9a-f])/pack('c',hex($1))/ge;
print;

}' | nkf -eX

▼リスト1 hexファイル名を日本語表示するスクリプト

ブラウジングの仕組み



面2のように自分が所属するグループ

のすべてのコンピュータが表示され

る。このようなコンピュータのリスト

表示をブラウジングリストと呼ぶが、

このブラウジングリストは、ブラウザ

サーバと呼ばれるマシンが集中して管

理している。

ブラウザサーバには、次のような4

つの種類がある。

・ドメインマスタブラウザ

・マスタブラウザ

・バックアップブラウザ

・優先マスタブラウザ

1つのネットワークには最低1つの

マスタブラウザを置く必要がある。た

とえば、2台のWindows 95マシンだ

けからなるネットワークでは、最初に

立ち上げたマシンがマスタブラウザに

なり、次に立ち上げたマシンがバック

アップブラウザになる。

一方、NTサーバなどを含む大規模

なネットワークでは、どのマシンがマ

スタブラウザになるかを決定するため

に、特定のアルゴリズムによる「選挙」

が行われる。この選挙では、図2に示

す優先順序でマスタブラウザが選出さ

れる。このような複雑なアルゴリズム

を使う理由は、ネットワークコンピュ

ータアイコンを開くときに、すべての

コンピュータに対し、ブロードキャス

トパケットを送ることが非効率である

からである。

しかしながら、上記のようにしてマ

スタブラウザが選出されるため、電源

を入れた直後のサーバが見えなかった

りすることがある。特にWindows

98などが、マスタブラウザになってい

て、ハングアップなどで異常終了する

と、回復するまで時間がかかる場合

もある。

Sambaサーバを運用する場合、サ

ーバがアイコンとして見えないという

問題が発生することがあるが、この問

題を解決するためには上記のブラウジ

ングの仕組みをよく理解しなければな

らない。特にローカルマスタブラウザ

が存在するネットワークセグメントの

変更が、ネットワーク全体に反映さ

れるまでは、1時間以上かかることも

あるので、ブラウジングを安定運用す

るためには、マスタブラウザの選定に

関する設定が重要になる。

なお、Windows 98などのクライ

アントマシンでは、コントロールパネ

ルのネットワークの設定にある、「マ

イクロソフトネットワーク共有のプロ

パティ」のウインドウ（画面3）で、

ブラウズの選出を制御できる。この値

を無効にしておけば、不安定なクライ

アントマシンがブラウズマスタとなっ

てしまうことを避けることができる。

一方、Sambaサーバをマスタブラ

ウザとする場合、マスタブラウザでの

選挙に勝つためには、次のような設定

をsmb.confで行う。

local master = yes

preferred master = yes

domain master = yes

os level = 65

Sambaにおいて、ブラウジング機

能を実現しているのは、nmbdという

プロセスであるが、local masterを

yesにすると、nmbdはマスタブラウ

ザの選挙に立候補することになる。逆

に l o c a l m a s t e r を n o にすると、

nmbdは決してマスタブラウザとして

選出されなくなる。

さらに、preferred masterをyes
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画面3 Microsoftネットワーク共有サービスのプ
ロパティ
ブラウズマスタを無効に設定することで、そのマシン
がブラウズマスタになることを禁止できる。

本文で解説したように、ブラウジングの

アルゴリズムはかなり難解である。特にタ

イムアウトしたときの挙動の詳細を把握す

ることは困難で、トラブルがあったときに対

処できないことも多い。

このためSambaサーバを運用する場合

は、ネットワークコンピュータでサーバを表

示してアクセスするのではなく、直接名前

で指定する方法をユーザに告知しておくと

いうやり方がある。

自動的に、前回の接続を回復するように

してもよいし、ドメインログオンを使って、

サーバの名前でドライブ割り当てをしても

よいだろう。

または、Windowsのスタートボタンを押

して「ファイル名を指定して実行」を選び、

直接、

¥¥サーバ名

を入力してもらうようにする方法もある。

サーバ名を2文字くらいにしておけばキーボ

ードが苦手な人でもさほど問題はない。

この方法では、前回入力したサーバ名が

記録されるので、ネットワークコンピュータ

のたくさんのマシンの中から目的のサーバを

探すよりも簡単にアクセスできるはずだ。

Column

ブラウジングより便利な
アクセス方法



に設定すると、nmbdは前述の優先

マスタブラウザになることができ、図

2にある選出アルゴリズムの10番目に

該当する場合、他のマシンに勝って

マスタブラウザとして選出される。

また、os levelは、OSの種類を決

定するもので、Windows 95／98は

レベル1、Windows NT4.0 Server

はレベル33というようにOSによって

そのレベルが定められている。このた

め、smb.confで「os level = 65」と

することによりNTサーバに勝つこと

ができ、必ずSambaサーバがマスタ

ブラウザとして選出されることになる。

そして、「domain master = yes」

とすると、nmbdは、複数のネットワ

ークセグメントにあるNTドメインの

中央マスタブラウザとして動作する。

通常、マスタブラウザの選出は、ブロ

ードキャストによって行われるため、

ルータを介して違うセグメントにある

マシンのブラウジングには特別な設定

が必要になり、WINSなどとの連携

が必要になることがある。

なお、ブラウジングに関する情報に

ついては、マイクロソフトのサポート

ページで、「ブラウザ」と「オペレー

ション」をキーワードとして検索する

と見つかる文書番号J030937のドキ

ュメントが参考になる。このドキュメ

ントでは、上で説明したオペレーティ

ングシステムタイプや、優先マスタブ

ラウザの情報が、32ビットのビット演

算で表されていることが示されてお

り、選出のアルゴリズムが解説されて

いる。

■

■名前解決

■

マイクロソフトWindowsネットワ

ークで、サーバにアクセスできない場

合は、名前解決ができていないことが

多い。

TCP/IPネットワークを使っている

場合の名前解決とは、与えられたマ

シンの名前をIPアドレスへ変換する

ことである。名前解決は単純な作業

であるにもかかわらず、Windowsで

の名前解決方法は、N e t B I O S

（ Network Basic Input Output

System）とWinsockが複雑に絡み

合っている。そのうえ、ブラウジング

やWINSの存在が名前解決の理解を

さらに難しいものとしている。

■Winsock/DNSとNetBIOS/WINS

WindowsマシンからUNIXマシン

へアクセスするには、MS-DOSプロ

ンプトから、

C>telnet machine01

というようなコマンドを実行する。こ

の場合machine01という名前が、た

とえば192.168.0.10というようなIP

アドレスに変換（名前解決）されて

通信が行われる。

一方、machine01という名称のマ

シンのshare01という共有名を、xド

ライブに割り当てるためには、MS-

DOSプロンプトで、

C>net use x: ¥¥machine01¥share01

というコマンドを実行する。この場合

もmachine01という名称が名前解決

され、192.168.0.10というようなIP

アドレスに変換される。

上記の、telnetコマンドの例とnet

useコマンドの例は同じように名前解

決を行っているわけであるが、その名

前解決の方法はかなり違い、それぞれ

次のような名前解決方法が使われる。

・telnetコマンドはWinsockで解決

・net useコマンドはNetBIOSで解決

telnetは、いわゆるインターネット

型のコマンドで、TCP/IPプロトコル

が有効になっていないと実行できない

のに対し、net useは、いわゆるマイ

クロソフトWindowsネットワーク型

のコマンドで、必ずしもTCP/IPが

有効になっていなくても実行できる。

つまり画面4のようにNetBEUIプロ

トコルが有 効 になっていれば、

TCP/IPの代わりにNetBEUIプロト

コルでの通信が行われるのである。

ところで、NetBEUIはルータを越

えられないため、非常に小さい範囲の

ネットワークでしか使用することがで

きない。同様にIPXやAppleTalkも

大規模な利用には向かないため、現

画面4 コントロールパネルのネットワーク設定
NetBEUIプロトコルがインストールされていれば、
TCP/IPを使わずにWindowsマシン同士で通信可能。 表1 WinsockとNetBIOSでの名前解決

Winsock NetBIOS

アプリケーション telnetやpingなど net useやnbtstatなど

静的な名前解決 c:¥windows¥hosts c:¥windows¥lmhosts

動的な名前解決 DNS WINS
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在では、TCP/IP以外のプロトコル

の使用を禁じている組織が多い。ま

た、NetBEUIが有効になっていると、

コンピュータが見える／見えないとい

った問い合わせが頻発したり、トラブ

ルがあったときに、tcpdumpなどで

の解析が難しくなる。NetBEUIは禁

止して、TCP/IPのみでの運用が望

ましいだろう。

さ て 、 本 題 の W i n s o c k と

NetBIOSの名前解決方法であるが、

これには表1に示すような方法が使わ

れる。なぜ同じような名前解決方法

が2つもあるのだろうと不思議に思う

読者もいるかもしれないが、これは

NetBIOSという前世紀の遺物を、い

までも捨てきれないでいるからである。

しかしながら、まだまだWindows

95が存在する環境は多く、そのよう

な場合に、Sambaを安定運用するた

めには、NetBIOSでの名前解決につ

いての詳細な理解が欠かせない。

■Winsock/DNS

インターネットの通信において基本

となるTCP/IPプロトコルは、もとも

とBSD-UNIX上で開発されたもので

ある。BSDにおいて、TCP/IPでの

アクセスは、socketライブラリと呼

ばれるライブラリによって実現されて

いた。このBSDソケットライブラリ

をそっくり真似してWindowsに移植

したのがWinsockである。

telnet.exeや、ping.exeなどのい

わゆるインターネット型のコマンドで

の名前解決は、このWinsockライブ

ラリを使って行われることになるが、

このライブラリでのアルゴリズムをフ

ローチャートにしたのが図3である。

このアルゴリズムでは、最初に、

hostsファイルを検索し、次にDNS

サーバを検索する。そして、DNSに

存在しなかった場合は、WINSサー

バへ問い合わせ、それでも解決できな

い場合はブロードキャストを行った

り、lmhostsファイルを参照すること

になる。

■NetBIOS/WINS

マイクロソフト社は、NetBIOSと

呼ばれるAPIの上に独自のネットワ

ークアプリケーションを構築してきた。

当初NetBIOSは、NetBEUIと呼

ばれるプロトコルの上に実現された

が、このNetBEUIプロトコルは、ル

ータを越えられないなど、狭い世界で

の使用しか考えられていない場当たり

的なプロトコルであった。

このため現在では、NetBIOSパケ

ットを、TCP/IPにカプセル化して通

信する方法が考え出された。これは、

NetBIOS over TCP/IPと呼ばれ、

N e t B T や、 N B T と略 される

（ N e t B I O S の状 態 を調 べる、

nbtstat.exeコマンドの最初の3文字

がこの略である）。

このNetBIOSの名前解決手段を知

っておかないと、Sambaを運用する

うえでのトラブルが解決できないの

で、これを理解することは重要である。

さて、NetBIOSでの名前解決アル

ゴリズムをフローチャートにしたもの

が、図4である。

ここでは、IPアドレス形式、また

はインターネットのドメイン形式

（FQDN）などの特殊形式である場合

は、それに基づいた解決が行われる。

しかし、一般的な名前の場合は、

WinsockやDNSで解決する前に、

WINSサーバや、ブロードキャスト、

そしてlmhostsでの解決が優先され

るのが特徴である。

なお、NetBIOSでの名前解決はIP

アドレスだけでなく、サーバの種類を

示す情報も必要なことがある。この情

報は2桁の16進数で表され、たとえ

ばドメインログオン可能なサーバの場

合は0x1Cとなる。

■名前解決トラブルの原因調査

Windowsでの名前解決は大変複雑

だが、大まかな概念は単純である。つ

まりtelnetなどのいわゆるインターネ

ットタイプのアプリケーションは、

Winsock/DNSを第一優先として検索

し 、 見 つ か ら な か っ た 場 合 は

NetBIOS/WINSで検索するのである。

これと反対に、ファイル共有を行

う、net useコマンドなどいわゆる

NetBIOSタイプのアプリケーション

の場合は第一優先が N e t B I O S

/WINSであり、その次にWinsock

/DNSを用いることになる。

結局優先する順番が異なるだけであ

るので、どちらかでIPアドレスが解決

できれば通信が可能になるのである。

したがって、ルータを越えたSamba

サーバに接続できない場合に、まず最

初に確認すべきことは、

ping サーバ名

としてアクセスできるかどうかを調べ

ることである。ここで応答がない場合

は、何らかの方法で名前解決をしな

ければならない。

Windows 98以降では、IPアドレ

スを直接記述できるので、192.168.

2.3というIPアドレスのサーバには、

net use x: ¥¥192.168.2.3¥共有名

として、ドライブ割り当てができる。

または、

net use x: ¥¥xx.yy.zz.jp¥共有名
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というように、サーバ名を完全なイン

ターネットドメイン名（FQDN）で

指定する方法もある。

しかしながら、Windows 95では

上記のようなIP アドレス形式や、

FQDN形式は受け付けない。このた

め、接続すべきサーバがクライアント

マシンとは別のインターネットサブド

メインにある場合には、コントロール

パネルにあるネットワーク設定の「ド

メインサフィックスの検索順」に、サ

ーバのインターネットサブドメインを

追加するとよい（画面5）。

または、クライアントの存在するイ

ンターネットサブドメインのDNSで、

サーバマシンをCNAMEで定義する

という方法もある。

なお、DNSでの解決ができない場

合はWINSサーバを立てるか、hosts

やlmhostsファイルに、サーバのIP

アドレスを記述することになる。

上記のいずれの手段を用いて、と

にかく、pingで、応答がくるように

すれば、ルータ越えでも問題なく接続

が可能になるはずである。

また、Windowsに標準で添付され

る、nbtstat.exeもトラブルの解決に

は役に立つ。マスタブラウザの確認や、

ドメインログオンが可能になっている

かなどの情報（0x1Cなどの16進数

で表示される）もこのツールを使用す

ることによって調べることができる。

そして最も強力なツールは、UNIX
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名前で指定された 
IPアドレスを使用 

 

はい 

いいえ クライアントがWindows98以降か？ 
(Windows95以外か？） 

 

はい 

いいえ 名前が¥¥192.168.123.234 
のようなIPアドレス形式？ 

はい 

DNSサーバからIPアドレスを取得 
 

DNSサーバが 
指定されているか？ 

はい 

はい 

はい 

いいえ 

いいえ いいえ 

成功？ 

WINSサーバからIPアドレスを取得 
 

はい 

いいえ 
成功？ 

いいえ 

return return return

名前が、ドット「.」で 
区切られるDNS名か？ 

WINSサーバが 
指定されているか？ 

 

名前からIPアドレスへの変換 

DNSサーバへ問い合わせ WINSサーバへ問い合わせ 
 

図4 NBT( NetBIOS over TCP/IP )での名前解決

名前からIPアドレスへの変換 

hostsファイルから 
IPアドレスを取得 

はい 

いいえ c:¥windows¥hostsが 
存在？ 

はい 

いいえ c:¥windows¥hostsに 
名前があるか？ 

はい 

DNSサーバからIPアドレスを取得 
 

DNSサーバが 
指定されているか？ 

はい 

いいえ 

いいえ 

成功？ 

DNSサーバからIPアドレスを取得 

はい 

いいえ 
成功？ 

return return return

【ドメイン名の検索順】で指定される 
ドメイン名を付けて 

DNSサーバに問い合わせ 

ドメイン名を付けないで 
DNSサーバへ問い合わせ 

図3 Winsockにおける名前解決のアルゴリズム



上のtcpdumpである。それなりの知

識は必要になるが、tcpdumpでパケ

ットを解析することで、トラブルの原

因がわかるはずである。

■

■まとめ

■

筆者はいままでSambaを運用して

きてさまざまなトラブルに遭遇した。

NFS、FTP、HTTP といった

UNIXベースのファイル共有手段と比

べ、そのトラブルに費やす時間は比較

にならないくらい多く、解決が非常に

難しいものもあった。Windowsネッ

トワークは、WINSのような過去の遺

物を引きずっているため、意味もなく

複雑な部分も多く、その完全な理解

はかなり難しい。しかしながら、今回

解説したようなWindowsネットワー

クにおける基本の動作が理解できれ

ば、トラブルの解決にはかなり役に立

つのではないかと思う。
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画面5 ネットワークコンポーネントのTCP/IPのプ
ロパティ
Windows 95で別のサブドメインのマシンに接続するに
は、ドメインサフィックスにそのドメイン名を記述する。

返答があった？ 

lmhostsファイルから 
IPアドレスを取得 

はい 

はい はい 

いいえ 

いいえ 

いいえ c:¥windows¥lmhostsに 
名前があるか？ 

return

hostsファイルから 
IPアドレスを取得 

はい 

いいえ 

はい 

いいえ c:¥windows¥hostsに 
名前があるか？ 

return

名前解決に失敗 

returnreturn

返答があったIPアドレスを取得 
 

「名前の解決にDNSを使用する」が 
有効になっているか？ 

 

c:¥windows¥lmhostsが 
存在するか？ 

ブロードキャストで、 
同一ネットワークセグメントにある 

すべてのマシンへ解決したい名前を尋ねる 

はい 

はい 

成功？ 

返答があったIPアドレスを取得 

はい 

いいえ いいえ 

いいえ 

返答があった？ 
 

return

lmhostsファイルから 
IPアドレスを取得 

はい 

いいえ 

はい 

いいえ 
c:¥windows¥lmhostsに 

名前があるか？ 

return

名前解決に失敗 

returnreturn

WINSサーバからIPアドレスを取得 

WINSサーバが 
指定されているか？ 

c:¥windows¥lmhostsが 
存在？ 

ブロードキャストで、 
同一ネットワークセグメントにある 

すべてのマシンへ解決したい名前を尋ねる 
WINSサーバへ問い合わせ 

まとめ
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Sambaは、UNIXやLinuxマシン

をWindows NT互換のファイルサー

バ／プリントサーバにするオープンソ

ースソフトウェアだ。GPL（GNU

General Public License）の元に無

償で利用することができる。製品分

類としては、その使用するプロトコル

からSMBサーバ製品と言われていた

が、最近はSMBの上位プロトコルを

指 す CIFS（ Common Internet

File System）サーバとして広く認

識されている（参考： f tp : / / f t p .

microsof t .com/developr/drg/

CIFS/）。

S a m b a やマイクロソフトの

Windows製品以外のCIFSサーバと

しては、サン・マイクロシステムズの

Sun PC NetLinkやSyntaxのTAS

（ TotalNET Advanced Server）、

I B M の F a s t C o n n e c t 、 S C O

VisionFSなどがある。

SambaはオーストラリアのAndrew

Tridgell氏らによって1992年に開発

された。現在Sambaは、VA Linux

Systemsの Andrew Tridgell氏 や

Jeremy Allison氏らボランティアで

はなく、専任の担当者によって、開

発 ／ サ ポ ー ト が 行 わ れ て い る

（http://samba.org/samba/samba.

html）。もちろん、日本人を含めた世

界中のボランティアの方も多数参加し

ており、Sambaの日本語化は日本

Samba ユーザ会（ht tp : / /www .

samba.gr.jp/）を中心に行われている。

ここでは、Sambaが備える機能を

以下の3つに分類し、簡単に紹介して

みよう。

（a）Windows NT／2000と同等の

Sambaの機能

（b）Windows NT／2000にはない

Sambaの機能

（c）S a m b a の制限事項および

Windows NT／2000との相違点

ここでの紹介はSamba 2.2.1aをも

とに解説する。Samba 2.0との違い

は、次章で解説する。

■

■ Windows NT／ 2000と同 等 の

Sambaの機能

SambaはWindows用ファイル／

プリントサーバとして必須といえる基

本機能だけでなく、他のCIFS製品に

はないPDCやWINSサーバの機能も

有している。

■ファイルサーバ機能

Linux上にあるディレクトリを「共

有」としてWindowsクライアントお

よびSambaクライアントに公開でき

る（画面1）。

Sambaはその名前の由来通りSMB

（Server Message Block）プロトコ

ルを使用する。しかし、正確には

Sambaの使用する通信プロトコルは

NBT（ NetBIOS over TCP/IP）

であり、下位プロトコルはTCP/IPの

みになる。Windows NT／2000の

ようにNetBEUIやIPX/SPXを使っ

てWindowsマシンと通信することは

しない（図1）。

■プリントサーバ機能

Linuxに接続されているプリンタ

「共有プリンタ」としてWindowsク

ライアントおよびSambaクライアン

トに公開できる。

プリンタドライバはLinux用のもの

アプリケーション層 

プレゼンテーション層 

セッション層 

トランスポート層 

ネットワーク層 

データリンク層 

物理層 

CIFS

SMB

NetBIOS

TCP/IP NetBEUI
IPX/SPX

Ethernet

図1 Sambaが使用するプロトコル

画面1 Sambaのファイル／プリンタ共有機能
Windows NT／2000サーバと同様に共有ごとに使用
できるユーザーを制限できる。

Windows NT／2000と
同等のSambaの機能

Sambaで何ができるか？
文：ミラクル・リナックス株式会社　小田切 耕司
Text : Koji Odagiri



ではなく、Windows用のものをクラ

イアントにインストールして使用する。

最近のプリンタはネットワークプリ

ンタとしてSambaやWindowsサー

バを介さずにWindowsクライアント

間 で共 有 することが可 能 だが、

Sambaを使ってプリンタを共有する

メ リ ッ ト は Windows 95／ 98／

Me／NT／2000クライアントに対

し、プリンタドライバの自動インスト

ールができることだ。

■SMBクライアント機能

LinuxマシンからWindowsの共有

ファイルにアクセスしたり、共有プリ

ンタに印刷したりすることができる。

通常これはsmbclientコマンドを使

用するが、mount（内部はsmbmount）

コマンドを使用して、Windows共有

をLinuxのファイルシステムとしてマウ

ントすることも可能である。

LinuxからWindowsのプリンタド

ライバを使って印刷することはできな

い。LinuxからWindowsのプリンタ

に印刷する場合、プリンタドライバ

（フィルタ）はLinux 側に必要だ。

Windowsに接続されているプリンタ

がポストスクリプトをサポートしてい

るなら、Linux側で作成したPSデー

タをそのまま印刷できる。Windows

に 接 続 さ れ て い る プ リ ン タ が

ESCPage（エプソン）やLIPS（キ

ヤノン）などのポストスクリプト以外

の場合は、印刷可能なデータは

Linux側で作成する必要がある。

Linux側に適切なプリンタドライバ

（フィルタ）がなく、Windowsのプ

リンタドライバしかない場合、Linux

側でPSデータをPDFファイルに変換

し、Windows側のAcrobatで印刷

するという手もあるだろう。

■PDC（プライマリドメインコントロー

ラ）機能

Windowsクライアントに対し、ドメ

インログオンを提供し、ログオン時にス

クリプトを実行させることができる。

■認証サーバの統合

1つの認証サーバを複数のSamba

サーバから利用できる。

■ドメインメンバ機能

WindowsドメインにSambaサー

バをメンバサーバとして追加すること

ができる。

ユーザー認証がすべてWindows

NT／2000のドメインコントローラで

行えるのでパスワードの二重管理が必

要なくなる。

Windowsドメインにユーザーを追

加した場合、自動的にSambaユーザ

ーを追加する機能もある。

■WINSサーバ機能

WINS（ Windows Internet

Name Service）サーバになることが

できる。

■マスタブラウザ機能

ブ ラ ウ ズ リ ス ト を 保 持 し 、

Windowsマシンにネットワークコン

ピュータ一覧を提供する。LMB（ロ

ーカルマスタブラウザ）はWindows

マシンもSambaもなることが可能だ

が、DMB（ドメインマスタブラウザ）

は Windows 95／ 98／ Me、

Windows NT／2000 Workstation

はなることができず、W i n d ow s

NT／2000サーバとSambaだけが可

能だ（画面2）。

■サーバの別名登録

通常はLinuxのホスト名がネット

ワークコンピュータ一覧に表示される

名前になるが、1つのマシンに複数の

名前をつけてネットワークコンピュー

タ一覧に表示させることができる。

Windows NT／2000も同様のこ

とができるが、特殊なレジストリを変

更しないといけない。

■

■ Windows NT／ 2000にはない

Sambaの機能

Samba はL i n u x（UN IX）と

Windowsの違いを吸収する仕組み

や、Netware にあってWindows

NT にはないユーザーホーム機能や

QUOTA機能を持っている。加えて

ファイルサーバ機能を拡張したり運用

を効率化するためのさまざまな工夫が

加えられている。

■隠し共有の扱い

Windows NT／2000では共有名

に＄を付けると隠し共有になるが、

Sambaでは任意の共有名を隠し共有

にできる。

■ユーザーホーム機能

共有の一覧表示時に、クライアン

トのユーザー名を共有名としてマッピ

ングして表示する機能。

たとえば、yamadaというアカウン

トでSambaマシンをアクセス（ネッ

トワークコンピュータをクリック）し

た場合、Linux上の/home/yamada
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画面2 マスタブラウズ機能
Sambaは、ネットワークコンピュータ一覧を提供する
ドメイン・マスタブラウザになることができる。

Windows NT／2000に
はないSambaの機能



が共有名yamadaとして表示され、

また、suzuk i というアカウントで

Sambaマシンをアクセス（ネットワ

ークコンピュータをクリック）した場

合はLinux上の/home/suzukiが共

有名suzukiとして表示される（図2）。

これによってユーザーごとの専用の

ディレクトリを提供し、他人のディレ

クトリをアクセスするのが防げる。

■リモートアナウンス機能

Windowsではセグメントをまたが

ったワークグループを構成できない

（ネットワークコンピュータ一覧に表

示できない）。

また、別セグメントにある別ドメイ

ンをネットワークコンピュータ一覧に

表示するには以下が必要となる。

・ドメイン間で信頼関係を結ぶ

・別ドメインに所属するブラウズマス

タになれるマシンを、同一セグメント

に用意する

Sambaは上記を行うことなく、リ

モートアナウンス機能を使って別セグ

メントにあるワークグループやドメイ

ンをネットワークコンピュータ一覧に

表示することができる。

■ユーザー名マッピング

Windows 95／ 98／ Meは 、

Windows NT／2000サーバにアク

セスするときのユーザー名を変更する

ことができない。

Sambaはサーバ側でクライアント

のユーザー名をマッピングして変更す

ることができる（図3）。

■コマンド実行

クライアントが共有に接続した時、

または共有との接続を切断した時に、

Sambaサーバ側でコマンドを実行す

ることができる。これを使ってCD-

ROMやMO（光磁気ディスク）の共

有などを行うことができる。

■クライアントホストの制限

共有ごとに使用できるクライアント

（ホスト名やIPアドレス）を制限できる。

■クライアントごと、ユーザーごとに設

定ファイルを用意可能

クライアントごとやユーザーごとに

アクセスできる共有名やそれぞれの設

定を変更できる（図4）。

■QUOTA（ユーザー／グループ単位

の容量制限）機能

LinuxのQUOTA機能を利用する

ことでWindows NTでは標準サポー

トされていないQUOTA（ユーザ

ー／グループ単位の容量制限）機能

がSamba で利用することが可能だ

（ただし、Windows 2000サーバでは

利用可能）。

■

■ S a m b a の 制 限 事 項 お よ び

Windows NT／2000との相違点

Sambaは、Windowsのふるまい

に合わせて改良されてきたが、すべて

を解決しているわけではない。外国人
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Samba

yamada suzuki

[project1] [project2]

Config.yamada Config.suzuki

project1しか見えない project2しか見えない 

図4 個別設定ファイル機能

home

¥¥samba¥yamada

Samba

yamada

¥¥samba¥yamada

suzuki

/home/yamada

図3 ユーザー名マッピング

home

¥¥samba¥yamada

Samba

yamada

¥¥samba¥suzuki

suzuki

/home/yamada /home/suzuki

図2 ユーザーホーム機能

Sambaの制限事項および
Windows NT／2000と
の相違点



には理解しにくい日本語の問題や、

マイクロソフトが仕様を公開しないド

メインコントローラ機能などの問題が

残っている。しかし、これらは日本

Sambaユーザ会やSamba Teamの

努力で少しずつ解決してきており、今

後制限事項は減少していくはずだ。

■NetBEUI、IPX/SPXは使用しない

先にも述べたが、Sambaが使用す

るプロトコルはNBT のみのため、

T C P / I P が組み込まれていない

Windowsクライアントと接続するこ

とはできない。

逆にクライアントにNetBEUI、

IPX/SPXが組み込まれていると問題

が発生するので、これらは削除したほ

うがいい。

■日本語の問題

Sambaの設定ファイルsmb.conf

に、coding systemパラメータで指

定したコードを使って以下の日本語

パラメータを記述できる。

・共有名

・プリンタ名

・共有やプリンタの説明（コメント）

・NetBIOS（コンピュータ）名

もちろん、日本語ファイル名（日

本語ディレクトリ名）にも対応してい

る（ファイルの中身の漢字コード変換

機能や改行コード変換機能は持って

いない）。

coding systemパラメータには、

主に以下のものが使用できる。

・sjis（シフトJIS）

Windowsが使用するものとほぼ同

じコードのため、Windowsとの互換

性が高い。しかし、Windowsと完全

に同一ではないし、一部のUNIXでは

sjisは使用できない。Linuxにおいて

もすべてのコンポーネントがsjisを取

り扱えると検証されたわけではない。

・euc（拡張UNIXコード）

Linux（UNIX）で一番安全なコ

ード体系である。しかし、オリジナル

の S a m b a では、 ① や㈱ などの

Windowsでしか使用できない機種依

存文字や外字を扱うことができない。

Samba日本語版では、機種依存文字

や外字をEUCの外字領域にマッピン

グすることでほぼ対応している（もち

ろん、これらはLinux上で表示する

ことはできない）。

・cap

CAPやNetatalkなどを使用して

マッキントッシュとファイル共有する

場合に使用する。Vine Linuxなどの

ディストリビューションのように、

NetatalkでもEUCを使用するように

改変されているものもあるので使用す

るコードには注意してほしい。

・hex

ファイル名を16進変換して格納す

る。eucやsjisが使用できない場合で

も安全に使用できる。ただし、Linux

上では16進表記になるため、ファイ

ル名がわかりにくいが、Samba日本

語版の開発にも尽力している白井氏

によるFDc l o n e のようにCAP や

HEXのファイル名に対応したツール

があるので活用すると良いだろう。

どのcoding systemを使用するかは

ユーザーの運用形態に合わせて選択す

べきだが、OSがサポートしていない漢

字コードを使用すると、バックアップ機

能などで障害が起きる可能性がある。

L inux ではSamba 日本語版で

EUCを使用するのが一番安全だ。

■ドメインコントローラ機能

SambaはWindowsドメインのド

メインコントローラになることができ

る。しかし、なれるのはPDCだけで、

BDC（バックアップドメインコントロ

ーラ）にはなれず、またSamba の

PDC に対し、Windows サーバを

BDCとすることもできない。

■WINSサーバ機能

プライマリのWINSサーバにだけな

ることができる。

別な（Windows NTやSambaの）

WINSサーバと同期（プッシュとプ

ル）を取ることはできない。

このため、同一ドメインおよび同一

セグメントに複数の（Sambaによる）

WINSサーバを置くことはできない。

■暗号化パスワードの問題

Sambaは Windows NT／ 2000

と同様に平文パスワード（plain text

p a s swo rd）と暗号化パスワード

（encrypt password）の両方で認証

することができるが、暗号化パスワー

ド（MD4ハッシュ、LANMANハッ

シュ）は、L i n u x（UN I X）の

passwdファイル（MD5ハッシュ）

と互換性がないため、別々に管理し

なければならない。

しかし、この不便を補完するために

Linuxとのパスワード同期機能や平

文パスワードから暗号化パスワードへ

の移行機能が提供されている。

■大文字と小文字の問題

Windowsも表示に関しては、ファ

イル名の大文字小文字の区別がある

が、アクセス時には区別がない。その

ため、同一ディレクトリにABCとい

うファイルとabcというファイルを作

成することはできない。
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ところが、Linux（UNIX）には正

確な大文字小文字の区別があるため、

同一ディレクトリにABCというファイ

ルとabcというファイルを作成するこ

とが可能だ。Sambaサーバにこうした

ファイルが存在すると、アクセス時に

予期できない結果になることがある。

■16ビットプログラムのための8.3形

式の短いファイル名の問題

Windowsは16ビットプログラムの

ために8.3 形式の短いファイル名と

255バイトまでの長いファイル名をフ

ァイルシステム（FAT、NTFS）に

保持している（ファイル作成時に決

めて、2つを保存）。

しかし、Linux（UNIX）のファイ

ルシステムは長いファイル名しか保持

しないため、Sambaは16ビットプロ

グラムのために8.3形式の短いファイ

ル名をアクセス時に自動生成してクラ

イアントに返す（これを N a m e

Manglingという）。

このため、似たような長いファイル

名が複数あるとSambaはこれを正しく

区別できないことがある（クライアン

トから短い名前でアクセスした時、間

違ったファイル名を返すことがある）。

■ファイル保護機能（セキュリティ）

各共有に対するファイル保護機能

（セキュリティ）は、S a m b a と

Windows NTでほぼ同等で、ホスト

（クライアント）名に対する制限がか

けられる分Sambaのほうが有用なの

だが、ファイル単位の保護機能では

ACL（アクセスコントロールリスト）

をサポートする Windows NT／

2000のほうが細かく設定できる（た

だし、NTFSを使用した場合のみ）。

Samba上のファイルもWindows

のエクスプローラで各ファイルのプロ

パティを使ってセキュリティタブが利

用できるが、「所有者（owner）」「グ

ループ（group）」「それ以外（other）」

の3種類でしか制限できない（画面3）。

■ファイル属性の取り扱い

Windowsではファイルに「読み取

り専用」「隠しファイル」「アーカイ

ブ」「システム」といった属性がある

が、Linux（UNIX）にはこうした属

性はない。

また、Linuxでは、.（ドット）で

始まるファイルが隠しファイルとなる

のが一般的だが、SambaにはLinux

の特定ファイルをWindowsのファイ

ル属性にマッピングする機能がある。

これらを正しく設定すれば、ファイ

ルのプロパティで属性を表示したり、

設定したりできる。

■隠しファイルの取り扱い

Windows NT／2000サーバにマ

ッキントッシュサービスを設定すると

MacintoshとWindowsでファイル

共有などができるように、Linuxマシ

ン上でNetatalkとSambaを動作さ

せると、MacintoshとWindowsで

ファイル共有することができる。

こうした場合、Windows NT／

2000ではMacintoshのリソースフォ

ークファイルなどが見えないのだが、

Linux上では見えてしまう。

こうしたファイルをSambaではク

ライアントから隠すことができる。

また、Samba 2.2.1aからはユーザ

ーにアクセス権限のないファイルを見

せなくするオプションも追加された。

■ファイル所有者の取り扱い

Windowsの場合、ディレクトリの

下にファイルを作成すると誰でもアク

セスできる属性が付くか、上位のディ

レクトリの属性を引き継ぐのだが、

Linuxの場合ファイルは作成者が所

有者になるため、ある人が作成したフ

ァイルを別の人が更新できないといっ

たことが起きることがある。

Sambaは、共有ファイルの所有者

を作成者に関係なく固定ユーザー

（グループ）に設定できる。

■Windows管理ツール

Windows NTサーバに付属する

「ドメインユーザーマネージャ」「サー

バマネージャ」「WINSサーバマネー

ジャ」はSambaサーバに対しては利

用できない。ただし、一部の機能は

参照機能だけ利用できるものもある。

■

■Samba 2.2の新機能

■

1999年1月に公開されたSamba

2.0も2001年 4月にSamba 2.2が公

開され、US Sambaチームによる開

発は終了してしまっている。

2.2.0リリース当初は2.0.7より品質

が良くなかったため、ディストリビュ

ーションが採用していなかったが、7

月の2.2.1aリリースにより実用レベル

に な り 、 9月 に Turbolinux 7

Workstationが、10月に Red Hat

Linux 7.2がSamba 2.2を採用した。

しかし、これらはオリジナルUS版の
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ため、日本語の取り扱いに問題があ

ったり、ドキュメントが英語であった

りする。

現在、Samba 2.2.1aの日本語版は

ミラクル・リナックスで開発したコー

ドをもとに日本Sambaユーザ会で開

発されており、10 月に発売された

Miracle Linux Standard Edition

V2.0で採用されている。

ここでは、Samba 2.2.1aおよびそ

の日本語版の機能を紹介する。

■PDC機能

Samba 2.0ではWindows 95／98／

Me／NTクライアントに対し、ドメイ

ンログオンを提供し、ログオン時にスク

リプトを実行させることができるが、

Samba 2.2.1aではこれに Windows

2000も加わった。Windows 2000から

SambaへのアクセスはSamba 2.0.7以

降で可能であったが、ドメインログオン

は従来できなかった（図5）。

■Windows 2000／NT系列でのプリ

ンタドライバの自動インストール機能

従来 Samba 2.0では、Windows

95／98／Meのプリンタドライバの

自動インストール機能が提供されてい

た が 、 Samba 2.2で は Windows

NT／2000もサポートされるようにな

った。しかし、プリンタドライバのサ

ーバへの配置方式は従来のWindows

のinfファイルをprinterdef形式に変

換 す る 方 法 も 残 っ て い る が 、

Windows NT／2000用のドライバ

を配置するには、Windowsクライア

ントを使用した新しい方法で行わなけ

ればならない。

■MS-DFSルートのサポート

MS-DFS（マイクロソフト分散フ

ァイルシステム）を使用すると、複数

台のSambaサーバ／Windowsサー

バを1台の仮想ファイルサーバとして

クライアントに見せることができ、フ

ァイルサーバの追加などの構成変更に

柔軟に対応できるようになる。

従来のSamba 2.0でMS-DFSを構

築するには、Windows 2000をDFS

ルートにし、SambaをDFSのツリー

にする必要があったが、Samba 2.2

はWindows 2000がなくてもDFSル

ートになり、ツリーを構成することが

可能になった（図6）。

■hide unreadableのサポート

ユーザーが読めないファイルはユー

ザーに見えないように隠してしまうオ

プションをサポートした。

■enhanced browsingのサポート

WINSサーバにNetBIOS名に<1B>

副修飾子を持つDMB（ドメインマス

タブラウザ）を自動的に登録する、拡

張Sambaブラウジング機能をサポート

した。ネットワークセグメントを越えた

ブラウジングを改善するだろう。

■UNICODE対応

Windowsクライアントとの通信コ

ード（wire）がUNICODEになった。

■USRMGR対応

Windowsのドメインユーザーマネ
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複数台のSambaサーバを１台の仮想ファイルサーバに見せる 
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図6 MS-DFS機能
¥¥J INJ I¥J INJ I というSambaサーバの共有を¥¥WORLD¥MANAGERというDFSルートの下層ツリー
¥¥WORLD¥MANAGER¥JINJIとして見せることができる。

Samba PDC

Sambaドメインメンバ 

Windows NT／2000

Windows 9x／Me

ドメインログオン 

パスワードチェック 

ファイル共有 

図5 Samba PDC機能



ージャ（USRMGR.EXE）でSamba

のユーザーを見ることが可能になった

（設定変更は未対応）。

■libnss_winsによるWINSを使った

名前解決の提供

l ibnss_winsを使用することで、

Linux でのホスト名の名前解決で

D N S や h o s t s ファイルに加え、

WINSを使用して名前解決ができる。

通常、Linux（UNIX）でのホス

ト名の名前解決はDNSやhostsファ

イルやNISが用いられ、WINSを参

照しない。

そのため、Windowsのpingコマ

ンドではWINSを参照して名前解決

できるマシンも、Linuxのpingでは

WINSを参照しないため、名前解決

できないことがある。L i n u x や

WindowsサーバをDNSだけで管理

すれば問題はないように見えるが、

WindowsクライアントをWINSや

DHCP のみで管理している場合、

LinuxマシンからWindowsクライア

ントの名前解決ができなかったり、古

いWindowsマシンではDNSによる

NBT 名前解決ができない、動的

DNSが利用できないなど、制限事項

が多かった。

libnss_winsは、Linuxの機能で

あるnss（ネームサービススイッチ）

機能を使いLinux上でWINSでの名

前解決を提供する（図7）。

■ p a m _ s m b p a s s に よ る

/etc/passwdとsmbpasswdの統合

pam_smbpassは、Linuxが管理

するユーザー管理ファイル/ e t c /

passwdをSambaのユーザー管理フ

ァイルsmbpasswdで統合する機能

を提供する。これにより以下の管理

作業が軽減される。

・pam_smbは認証サーバのSamba

もしくはWindowsサーバが動作し

ていないと認証できなかったが、

pam_smbpassはファイルのみで

認証するのでネットワークがダウン

していても認証可能である。

・unix password syncを使って、

LinuxのパスワードとSambaのパ

スワードを同期させる必要がない

（unix password syncを使用す

るには常にSambaが起動している

必要がある）。

・smbpasswdコマンドだけでパス

ワードが変更できる。ただし、

passwdコマンドで変更しても使

用されないし、ユーザーの追加は

useraddしたうえでsmbpasswd

-aしなければならない。

■Windows oplockとNFS（telnet、

FTP）との統合

従来はSambaで更新した内容が

NFSクライアントやFTPで参照でき

ないという問題があったが、Linuxカ

ーネル2.4との組み合わせでSamba

が提供するoplock（Windowsクラ

イアントにファイルをキャッシュする

機構）とNFS（telnet、FTPなどの

Linuxマシン上でのアクセス）が、同

じデータファイルにアクセスするとき、

同じロックが使えるようになる。その

ため、NFSとSambaでファイルを共

有するときの整合性が保たれるように

なった。

ただし、これはLinuxカーネル2.4

にoplockパッチを適用する必要があ

り、日本のディストリビューションで

対応しているものはない。

■ACL（アクセス制御リスト）のサポート

P O S I X 準拠のAC L をもとに

SambaへWindows NT／2000のよ

うなACLが使えるようにする機能。

しかし、これはACLをサポートしたフ

ァイルシステム（たとえばSGIのXFS）

やLinuxカーネルにACLパッチが必

要なため、日本のディストリビューシ

ョンで対応しているものは現在ない。

■Samba 2.2.1a日本語版の機能

Samba 2.2は Samba 2.0で日 本

Samba ユーザ会が解決した日本語

（マルチバイト）の問題をいくつか取
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DNS名前解決 

WINS名前解決 

NBT名前登録 

Linux／Solaris

DNSサーバ 
（UNIXUNIX／LinuxLinux／WindowsWindowsサーバ） 

Windows NT／2000

Windows 9x／Me

WINSサーバ 
（Samba 2.2Samba 2.2／WindowsWindowsサーバ） 

Linux／Solaris

（UNIX／Linux／Windowsサーバ） 

（Samba 2.2／Windowsサーバ） 

図7 libnss_wins機能
UNIX／Linux／Windowsマシンの名前解決がWINSで統合可能になる。



り入れているため、オリジナルの

Samba 2.2でも大きな支障なく運用

は可 能 だ。表 1 にオリジナルの

Samba 2.2.1aでの日本語対応状況を

挙げる。しかし、機種依存文字など

の扱いが完全でなかったり、ドキュメ

ントが英語だったりするため、Samba

日本語版を使うのが望ましい。

表2にSamba 2.2.1a日本語版での

日本語対応状況を挙げる。

Samba 2.2.1a日 本 語 版 ならば

smb.confに以下のような設定をすれ

ば、機種依存文字も外字もサーバ側

でもクライアント側でも問題なく日本

語を扱えるであろう。

coding system = euc

client code page = 932

加えてコンピュータ名やワークグル

ープ名、ドメイン名に日本語が使え

るようにSamba日本語版では改修し

ているが、現10月時点ではまだ完全

とはいえない。使用はあまり勧めない。

■Windows／Linux／UNIXの認証

機能の統合（現在開発中）

次版のSamba 3.0で提供が予定さ

れていたwinbindという新しい認証

デーモンがSamba 2.2.2でPDC機能

を除く部分が提供された。これは、

Windows／Linuxでのユーザー認証

を統合し、Windowsクライアントの

認証はもちろんPAMとしてNISと同

様なLinuxユーザーの認証も可能に

する。

従来はSambaでドメインを構築す

ると複数マシンでのLinuxのUID、

G I D の 統 一 が 難 し か っ た が 、

Winbind によって、複数のLinux

（UNIX）マシンでのユーザー管理が

統合される（図8）。
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SMB認証（暗号パスワード） 

Windowsログオン 

telnet／FTPログイン 

PAM認証（uid、gid） 

Winbindデーモン 
が動作する 

Linuxサーバ 

Windows 9x／Me

Windows NT／2000

Linux／Solaris

Samba 3.0

Linux／Solaris

図8 Winbind機能
Windowsドメイン認証やUNIXの認証がすべてWinbindで統合可能になる。

表1 オリジナルSamba 2.2.1aの日本語対応
（注1）共有名、ディレクトリ名を含めたファイルパスの最大長も255バイト。coding system=hex／capを使用
すると漢字1文字が6または4バイトになるため、最大長は短くなる。
（注2）Windows NT／2000ではもっと長い共有名が使用できるが、Windows 95／98／Me／3.1でアクセスで
きる共有名の最大長は12バイト。
（注3）コンピュータ名にピリオドを入れるとSambaが起動しないことがある。ワークグループ名、ドメイン名もピ
リオドを入れないほうがいい。
（注4）コンピュータの説明を48バイト以上にするとWindowsの問題でネットワークコンピュータが見えなくこと
もある（マイクロソフト文書番号J041615より）。
（注5）Windowsでは数字のみのユーザー名が作成できるが、Linux（UNIX）では数字のみのユーザーは作成でき
ない。同様に日本語や空白を含むユーザー名もLinuxでは使用できない。ただし、user name map file を使用す
ると使うことができる。
（注6）encrypt passwords=noとした場合やLinux（UNIX）とのパスワード同期機能を使用する場合、使用でき
る文字や長さはLinuxと同様の制限を受ける。古いLinuxでは8バイトのものもある。

表2 Samba 2.2.1a日本語版の日本語対応

最大長（バイト） 日本語対応 空白を含む名前

半角カナ 機種依存文字

ファイル名 255 （注1） ○ ○ × ○

ディレクトリ名 255 （注1） ○ ○ × ○

共有名 12 （注2） ○ ○ × ○

コンピュータ名 15 （注3） × × × ×

Windowsワークグループ名 15 （注3） × × × ×

Windowsドメイン名 15 （注3） × × × ×

説明（詳細／コメント） 47 （注4） ○ ○ × ○

ユーザー名 12 （注5） × × × ×

グループ名 20 × × × ×

パスワード 14 （注6） × × × ×

最大長（バイト） 日本語対応 空白を含む名前

半角カナ 機種依存文字

ファイル名 255 （注1） ○ ○ ○ ○

ディレクトリ名 255 （注1） ○ ○ ○ ○

共有名 12 （注2） ○ ○ × ○

コンピュータ名 15 （注3） ○ △ × ×

Windowsワークグループ名 15 （注3） △ △ × ×

Windowsドメイン名 15 （注3） △ △ × ×

説明（詳細／コメント） 47 （注4） ○ ○ ○ ○

ユーザー名 12 （注5） △ △ △ ○

グループ名 20 × × × ×

パスワード 14 （注6） × × × ×



Borland Kylix（以 下 、Kylix）

は、ビジュアルな環境において、短時

間でLinuxアプリケーションを開発

できるツールです（画面1）。Kylix

には、フォームデザイナやオブジェク

トインスペクタなどのビジュアル設計

ツールや、頻繁に使われるような処理

や、関連するデータをカプセル化した

形態のプログラム部品を多数用意し

ています。そのため、フォームに「コ

ンポーネント」と呼ばれるプログラム

部品を配置し、コードエディタで最小

限のコードを記述するだけで、実用的

なアプリケーションが極めて短時間で

作成できます。

Kylixは、Windows上の開発ツー

ル「Borland Delphi」を元にしてい

ま す 。 Borland Delphi（ 以 下 、

Delphi）は、わかりやすいビジュアル

開発機能と、高速なネイティブコー

ドコンパイラを両立させた、Windows

上では定評ある開発ツールです。この

Delphiのプログラミングスタイルと

高い生産性をLinux上のプログラミ

ングの世界でも実現させた開発ツール

がKylixです。

■

■　Object Pascal について

■

Kylixは、プログラム言語として

「Object Pascal」を採用してます。

Object Pascalは、Delphiを使用し

たことがある方以外にはあまりなじみ

がないかもしれません。Ob j e c t

Pascalという言語は、一般的によく

知 ら れ た プ ロ グ ラ ミ ン グ 言 語

「PASCAL」に、オブジェクト指向

言語としての機能を拡張したもので

す。したがって、基本的な文法は

PASCALに基づいています。

初期のPASCALは教育用の言語

として考案され、その機能はあまり高

いものではありませんでした。しかし、

ボ ー ラ ン ド は 教 育 用 で あ っ た

PASCALを、マイクロコンピュータ

やPC上で幅広く使うことのできる汎

用プログラミング言語にするために、
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画面1 Kylix Server Developer Editionの統合開発環境（IDE）

Borland Kylixで始める

Linuxビジュアルプログラミング
第1回　コンポーネントの使い方を覚えよう（1）

Borland Kylixは、Windows上の開発環境として人気を博してい

る「Borland Delphi」のLinux版で、すぐれたビジュアル開発環境

を提供します。部品を組み合わせる感覚でプログラミングができる点

が特徴です。今回は、Borland Kylixの簡単な使い方とビジュアル開

発の基礎となるコンポーネントについて解説します。

文：井上 勉
Text : Tsutomu Inoue

Object Pascal について



さまざまな拡張を行ってきました。そ

の過程で、分割コンパイルやオブジェ

クト指向プログラミングといった機能

に関する拡張も行われてきました。オ

ブジェクトの永続化や実行時型情報

のような、ビジュアル開発ツールを構

築するうえでの重要な機能の拡張は、

1 9 9 5 年に最初のD e l p h i である

「Delphi for Windows」に合わせて

行われたものです。また、Kylixに搭

載された最新バージョンのObject

Pascalは、ボーランドのPASCAL

言語の集大成とも言えるものです。

Object Pascal言語は、「厳格で洗

練された構文を持つ」という、元々

のPASCAL言語の特長を引き継いで

いますが、それにとどまることなく、

C言語と同等以上の細かいプログラミ

ングを行うための機能や、C++言語

に匹敵する柔軟性と拡張性を持たせ

た実用的な言語になっています。よっ

て、プログラミングの初心者はもとよ

り、すでにC/C++言語で高度なプロ

グラミングを行っているプログラマー

に対しても、必要十分な機能を提供

します。また、言語の習得のしやすさ

と実用性（高速コンパイルの実現な

ど）の向上のために、C++言語で一

般に難解で扱いにくいとされている機

能（プリプロセッサ命令、演算子の

多重定義、クラスの多重継承、独立

参照、テンプレート）は搭載していま

せん。

■

■

■　コンポーネントの概要

■

■

コンポーネントと呼ばれるプログラ

ム部品は、Kylixでさまざまなプログ

ラミングをするうえで使用できるオブ

ジェクトです。Kylixのコンポーネン

トは、プログラムの設計時にビジュア

ルに扱えることが特徴です。そのため、

プログラムのユーザーインターフェイ

スの外観や、プログラムの動作の一部

を、設計時にビジュアルに確認しなが

らプログラミングできます。

コンポーネントは、Kylixのメイン

ウィンドウにあるコンポーネントパレ

ットに配置されています。コンポーネ

ントパレットには、コンポーネントが

カテゴリー別にページ分けして格納さ

れています（画面2）。

これらのコンポーネントは、プログ

ラムの設計時にフォームと呼ばれるコ

ンテナオブジェクトに貼り付けて使う

ことができます（画面3）。

■

■　CLXとは

■

Kylixで使用することのできるコン

ポーネントの集まりを、「CLX（クリ

ックス）」と呼んでいます。CLXは

「 Component Library for Cross-

Platform」という意味を持っており、

元々Windows上のDelphiのコンポ

ーネントライブラリであった、「VCL」

のコンセプトを元に、Kylixのために

新たに開発されたものです。VCLは、

Windows APIや Windows上のさ

まざまなミドルウェアの機能をカプセ

ル化した、いわば「Windows依存

の」フレームワークですが、CLXは

LinuxとWindowsでソースコード互

換のクロスプラットフォーム開発を実

現するためのフレームワークです。

KylixはCLXを搭載する最初のツー

ルとして登場しましたが、Windows

上のDelphiの最新バージョンである

Delphi 6には、従来のVCLと共に

CLXも搭載されています。そのため、

DelphiとKylixのプログラマーは、

WindowsとLinuxの上でまった同じ

スタイルで、また同一のソースコード

で双方のプラットフォーム向けのアプ

リケーションの開発が可能になりま

す。これは、ネイティブコードコンパ

イラを搭載したビジュアル開発ツール

としては画期的なことです。

なおCLXは、Kylixのプログラム

言語であるObject Pascal言語でそ

のほとんどすべてが記述されていま

す。つまり、Kylixがそれ自身のみで、

ツールに対するほとんどすべてのカス

タマイズが可能であることを意味しま

す。これは、Kylixが非常にポテンシ

ャルの高い開発ツールであることの裏

付けになっています。
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画面2 コンポーネントパレット

画面3 フォームに貼り付けたコ
ンポーネント

コンポーネントの概要

CLXとは



このCLXは、大きく表のように分

類されます。

■

■

■　Kylixの基本的な操作

■

■

Kylixで、フォームやコンポーネン

トを利用したビジュアルプログラミン

グを行うとき、最初のステップとして、

まずフォーム上に必要なコンポーネン

トを配置します。

■

■プロパティの設定

■

フォームや、フォーム上に配置され

たコンポーネントは、オブジェクトイ

ンスペクタの［プロパティ］ページで

プロパティを設定することができま

す。設計時にプロパティを設定するこ

とにより、フォームやコンポーネント

の外観などの基本的な属性を設定で

きます（画面4）。

プロパティの値の設定方法は、プ

ロパティの型によっていくつかのパタ

ーンがあります。「Caption」のよう

な文字列型のプロパティや、「Height」

のような整数型のプロパティは、直接

キーボードで値を設定します。また、

Colorプロパティのにように、ドロッ

プダウンリストから値を選択できるも

のもあります。プロパティ名の前に

「＋」が表示されているプロパティは、

「サブプロパティ」を持ちます。「サブ

プロパティ」とは、プロパティそのも

のがオブジェクトであるか、もしくは

集合型（論理値の集合に対して、要

素ごとにTrue/Falseを設定する型）

である場合に、そのプロパティに含ま

れる要素に対して個別に値を設定で

きる状態を意味します。

このほか、プロパティの値の設定欄

をクリックすると「…（省略記号マ

ーク）」が表示されるものは、そのプ

ロパティを設定するための専用のダイ

アログボックスが用意されていること

を意味します。これには、ビットマッ

プ（ T B i t m a p ）、 ピクチャー

（TPicture）、フォント（TFont）、

文字列リスト（TStrings）のような

型のプロパティがあります。

■

■イベントハンドラの作成

■

Kylixは、主にイベントドリブン型

のGUIアプリケーションをターゲット

としているので、作成されるアプリケ

ーションのほとんどすべてのコードは、
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画面4 オブジェクトインスペクタでのプロパティの
設定

分類名 説明

VisualCLX ネイティブなクロスプラットフォームGUIコンポーネントと、グラフィックスの

機能が含まれる。この部分では内部的にTroll TechのQtライブラリを使って、

LinuxとWindowsのGUIシステムの違いを吸収している

DataCLX クライアント側でのデータアクセスの機能が含まれる。この部分はLinuxと

Windowsで共通

NetCLX Apache DSOやCGI Webブローカーを含む。この部分もLinuxとWindowsで

共通

RTL RTL（Run-Time Library）のうち、Classes.pas以上の部分。この部分のコ

ードはWindowsとLinuxで共通（RTLのうち、Classes.pasより下の低レベル

のコードの一部はプラットフォーム依存のアセンブリ言語で記述されている。こ

の部分はCLXには含まれないとされる）

表　CLXの分類

画面5 コードエディタで表
示されたイベントハンドラの
スケルトンコード

Kylixの基本的な操作

プロパティの設定

イベントハンドラの作成



何らかの「イベント」の発生をきっか

けとして、直接的、または間接的に

実行されます。この場合の「イベン

ト」とは、ユーザー、またはシステム

が発生させるさまざまなアクションに

対して、特定の処理を関連付けでき

る仕組みのことを指しています（もち

ろん、Kylixはコンソールやターミナ

ルウィンドウで実行するような、

Linuxで一般的なキャラクタベースの

プログラムも作成できます）。

このイベントを処理するためのコー

ドはイベントハンドラと呼びます。イ

ベントハンドラを作成するには、オブ

ジェクトインスペクタの［イベント］

ページで、イベント名の右の空欄をダ

ブルクリックします。これによって、

コードエディタが自動的に開かれ、イ

ベントハンドラのスケルトンコード

（空枠）が表示されます。画面5は、

フォームオブジェクトのOnClickイベ

ントハンドラが、コードエディタで表

示されたところです。

コードエディタに表示されたイベン

トハンドラのスケルトンは、Kylixが

自動的に生成したものです。フォーム

オブジェクトのOnClickイベントハン

ドラのデフォルトの手 続 き名 は

「FormClick」ですが、変更は可能

です。イベントハンドラの手続き名を

変更するには、オブジェクトインスペ

クタのイベントページで、該当するイ

ベントハンドラの名前を修正します。

通常、イベントハンドラはフォーム

クラス（デフォルトではTForm1ク

ラス）のメンバメソッドとして自動的

に宣言されます。コードエディタを上

方にスクロールすると、その宣言を見

ることができます（リスト1）。キーワ

ード「type」は、C/C++ 言語の

「typedef」に相当します。リスト1

の宣言は、フォームの基本クラス

「TForm」を継承した新しいクラス、

「TForm1」を宣言するものですが、

Kylixでフォームをビジュアルにデザ

インしているときは、そのような文法

的なことにあまり注視する必要はあり

ません（しかし、無作為に修正した

りすると、コンパイルエラーが発生し

ます）。

ここで、イベントハンドラ「Form

Click」のbegin～end内に、リスト

2のようなコードを記述してみます。

リスト2のコードは、フォームの

Colorプロパティの値を状況に応じて

変更するコードです。Object Pascal

では、「：＝（コロンイコール）」の記

号は代入演算子で、if文の分岐条件

で使われている「＝（イコール）」は、

両側の値が等しいかどうかを判定する

ための演算子になります。Objec t

Pasca l にはC/C++ 言語の「＝＝

（連続する2個のイコール）」という演

算子はありません。また、フォームの

Colorプロパティは、もちろんフォー

ムの設計時にオブジェクトインスペク

タで値を設定することもできますが、

このようにコードから値を代入して設

定することもできます。ここで使われ

ている「clBackground」や「cl

White」のような名前は、Colorプロ

パティに設定できる値として、あらか

じめ Kylixで定数宣言されているも

のです。これらの値の一覧は、Color

プロパティのドロップダウンリストで

確認できます。

■

■　プログラムのコンパイルと実行

■

作成したプログラムを実行するに

は、キーボードのF9キーを押すか、

ツールバーの［実行］ボタンをクリッ

クします。F9キーは、メニューバー

の［実行］メニューの［実行］コマ

ンドに付けられたショートカットキー

です。［実行］コマンドによって、ソ

ースプログラムと関連するフォームは

自動的にコンパイル＆リンクされ、

ELF形式の実行可能ファイルが生成

されます。

また、プログラムの実行は行わず、

コンパイルのみを行いたい場合は、キ

ーボードのCtrl ＋F9キーを押しま

す。Ctrl＋F9キーは、メニューバー

の［プロジェクト］メニューの［コン

パイル］コマンドに付けられたショー

トカットです。

先ほどのイベントハンドラを記述し

たプログラムを実行し、実行中のプロ

グラムのフォームをクリックすると、
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▼リスト1 TFormクラス宣言

type
TForm1 = class(TForm)
procedure FormClick(Sender: TObject);

private
{ Private 宣言 }

public
{ Public 宣言 }

end;

▼リスト2 フォームオブジェクトのOnCreateイベントハンドラ

procedure TForm1.FormClick(Sender: TObject);
begin
if Color = clBackground then
Color := clWhite

else
Color := clBackground;

end;

画面6 実行中のプログラムのフォーム

プログラムのコンパイルと実行



フォームの表面の色が変化します（画

面6）。

■

■　プログラムの終了

■

Kylixの統合開発環境（IDE）か

ら実行したプログラムを終了させるに

は、通常どおりにウィンドウのタイト

ルバー右端の「閉じるボタン」をクリ

ックします。プログラムミスによりプ

ログラムが無限ループしてしまった

り、デバイスドライバのエラーなど、

さまざまな理由によりプログラムがフ

リーズしたときには、メニューバーの

［実行］メニューの［プログラムの終

了］を選択します。しかし、この方

法でプログラムを終了させた場合、フ

リーズしたプログラムをデバッガから

強制終了させているので、そのプログ

ラムが実行時に確保していたリソース

が完全に解放できない場合があり、

それ以後、Kylixの動作が不安定に

なることがあります。KylixのIDEか

ら実行したプログラムを強制終了させ

た場合は、速やかにプログラムを保存

してKylixを再起動することをお勧め

します。

■

■作成したプログラムの保存

■

作成したプログラムを保存するに

は、メニューバーの［ファイル］メニ

ューから［プロジェクトに名前を付け

て保存］を選択します。初めてプロ

グラムを保存する場合は、作成した

プログラムに含まれるソースコードの

ディレクトリ位置とファイル名を指定

して保存できます。このとき保存する

ファイルのうち、名前を指定しなけれ

ばならないのは、「ユニットファイル」

と「プロジェクトファイル」です。ユ

ニットファイル（拡張子.pas）は、フ

ォームと関連するソースファイルで、

フォームと同じ数だけ存在します（デ

フォルトでは1個）。プロジェクトファ

イル（拡張子.dpr）は、作成したプ

ログラムに必要なすべてのソースファ

イルの関連情報と、プログラムのエン

トリポイントを含むメインソースファ

イル（リスト3）で、1個のプログラ

ムにつき必ず1個だけ作成されます。

通常、コンパイル＆リンク後の実行

形式のファイル名は、このプロジェク

トファイルの名前から拡張子「.dpr」

を除いたものになります。

一度保存したプロジェクトに対して

修正を行ったあとで、再度保存した

い場合は［ファイル］メニューから

［すべて保存］を選択します。

■

■

■　目的別のコンポーネントの利用

■

■

Kylixのコンポーネントは、コンポ

ーネントパレット上で、カテゴリー別

に分類されて配置されていますが、こ

こではプログラミング上の処理目的別

にコンポーネントを分類して、利用方

法を見ていきます。

■

■ボタンを使う

■

「ボタン」のようなコンポーネント

は、もっとも頻繁に利用されるコンポ

ーネントのカテゴリです。ボタンはク

リック操作をきっかけにして、何らか

の処理を実行するために使います。

■Buttonコンポーネント

ボタンとして機能するコンポーネン

トのうち、一番標準なものはコンポー

ネントパレットの［Standard］ペー

ジにある「Button」コンポーネント

です。「Button」のCaptionプロパ

ティは、ボタンの表面（フェイスと呼

ばれる）に表示する表題や「キーアク

セラレータ」を設定できます。キーア

クセラレータとは「&（アンパサンド）」

とそれに続く1文字を組み合わせ、実

行時にAltキーを押しながら、その文

字のキーが押されたときにOnClick

イベントを発生させる機能です。

たとえば、フォーム上に［Standard］

ページの「Button」コンポーネント

を配置し、OnClickイベントハンド

ラをリスト4のように記述します。
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▼リスト3 プロジェクトファイル

program Project1;

uses
QForms,
Unit1 in 'Unit1.pas' {Form1};

{$R *.res}

begin
Application.Initialize;
Application.CreateForm(TForm1, Form1);
Application.Run;

end.

▼リスト4 Button1のOnClickイベントハンドラ

procedure TForm1.Button1Click(Sender: TObject);
begin

Close;
end;

目的別の
コンポーネントの利用

プログラムの終了

作成したプログラムの保存

ボタンを使う



リスト4のコードは、フォームオブジ

ェクトのCloseメソッドを呼び出し、

フォームを閉じるためのコードです。

このプログラムを実行し、実行中の

プログラムのフォーム上の「Button1」

をクリックすると、フォームが閉じら

れ、プログラムは終了します。Kylix

では、デフォルトで用意される最初の

フォームを「メインフォーム」と呼び、

メインフォームが閉じられるとプログ

ラムは自動的に終了します。

またボタンには、［Standard］ペ

ージの「Button」コンポーネントの

ほかに、［Add i t i o n a l］ページの

「BitBtn」と「SpeedButton」があ

ります（画面7）。

■BitBtn

まず「BitBtn」ですが、このコン

ポーネントの特長はKindプロパティ

があることです。Kindプロパティは、

あらかじめ用意された選択肢（bk

Abort、bkAllなど）から特定の値

を設定すると、設定した値に応じた

ビットマップと動作が設定されるボタ

ンです。たとえば、Kindプロパティ

に「bkClose」を設定すると、［閉じ

る］ボタンのためのビットマップと動

作がボタンに設定されます。

■SpeedButton

「SpeedButton」は、ウィジェッ

ト（ウィンドウ）ではなく、完全にグ

ラフィックスとして実装されているボ

タンで、キーボードフォーカスを受け

取ることはできませんが、軽量でリソ

ースの消費が抑えられることが特長で

す。SpeedButttonは、ボタンバー

のような数多くのボタンを並べるユー

ザーインターフェイスを作成するとき

に便利です。このSpeedButtonの特

長として、「ボタンのグループ化」機

能があげられます。複数のSpeed

ButttonのGroupIndexプロパティ

を「0」以外の値に設定すると、実行

時にそれらの複数のSpeedButtton

のうち、1つだけが押された状態にす

ることができます。特定のボタンが押

された状態にするには、Downプロパ

ティをTrueに設定します。

これら3種類のボタンは、それぞれ

「Caption」プロパティと「OnClick」

イベントを持っており、使い方自体は

非常に似ています。どの種類のボタン

を選択するかは、ボタンにどのような

振る舞いや使い勝手を求めるかに依

存します。

ボタンにはこれらのほかに、［Comm

on Controls］ページの「ToolBar」

コンポーネントの上にのみ配置できる

「ToolButton」があります。Tool

Buttonは、フォーム上にToolBarコ

ンポーネントを貼り付けてから、

ToolBarを右クリックしてポップアッ

プメニューを表示させ、ここから［ボ

タン新規作成］を選択することによ

り生成します（画面8）。

■

■　画面にテキストを表示・入力する

■

画面にテキストを表示するコンポー

ネントは非常に数多くあるので、ここ

ではすべて紹介することはできませ

ん。よく使うものと特徴あるものだけ

を取りあげて紹介します。

■Label

フォーム上に単純なテキストを表示

するには［S t a n d a r d］ページの

「Label」コンポーネントを利用しま

す。Labelコンポーネントは、フォー

ムやButtonと同じようにCaptionプ

ロパティを設定することで文字列を表

示できます。Captionプロパティには

キーアクセラレータを設定することも

可能で、実行時に押されたキーアク

セラレータは、FocusControlプロパ

ティで関連付けられたコンポーネント

にフォーカス移動するときに有効にな

ります。画面9は、2個のLabelコン

ポーネントのCaptionプロパティにキ

ーアクセラレータを含む文字列を設定

し、FocusCon t r o l プロパティで

Buttonコンポーネントに関連付けた

ものです。

画面9のCaptionが「CloseButton」

に設定されたLabelのFocusControl

プロパティは、［Close］ボタンに関連

付けられており、Captionが「Messa
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画面7 「Button」「BitBtn」「SpeedButton」

画面9 LabelコンポーネントとFocusControlプ
ロパティの関連付け

画面10 EditコンポーネントのEchoModeプロ
パティを「emPassword」に設定

画面8 ToolBar上でのToolButtonの生成

画面にテキストを表示・入力する



geButton」に設定されたLabelの

FocusControlプロパティは、［Mes

sage］ボタンに関連付けられていま

す。このとき、実行時のフォームの上

でAlt＋Cキーを押すと、キーボード

フォーカスは［Close］ボタンに移動

します。Alt＋Mキーを押すと、フォ

ーカスは［Message］ボタンに移動

します。

■Edit

単一行のテキストを入力、または

表示することに利用できる、最も一

般的なコンポーネントが［Standard］

ページの「Edit」コンポーネントで

す。Editコンポーネントは、実行時

にキーボードから入力された文字列が

Textプロパティに格納されます。ま

た、Textプロパティに文字列を設定

すると、設定された文字列がそのまま

表示されます。また、EchoModeプ

ロパティを「emNo n e」や「em

Password」に設定することにより、

入力された文字をまった表示しないよ

うにしたり、「＊（アスタリスクマー

ク）」で隠したりすることができます

（画面10）。また、ReadOnlyプロパ

ティをTrueに設定することにより、

読み取り専用にすることもできます。

■Memo

［Standard］ページの「Memo」コ

ンポーネントは、Editコンポーネント

が常に単一行のテキストを扱うのに対

して、複数行のテキストを入力したり

表示することができます（画面11）。

Memoコンポーネントは、Editコ

ンポーネントと同様なTextプロパテ

ィのほかに、Linesプロパティによっ

ても表示中のテキストにアクセスでき

ます。L i n e s プロパティは、「T

Strings型」のプロパティと呼ばれ、

この型は改行コードで区切られた複数

行の文字列で構成される、文字列リ

ストを扱うためのオブジェクトとして

実装されています。Linesプロパティ

から、リスト中の単一行の文字列に

アクセスするには、Stringsプロパテ

ィを利用します。たとえば、リスト5

のように記述します。

このコードは、Memoコンポーネン

トで扱われる複数行のテキストのう

ち、最初の行の文字列をLabelに表

示するコードです。また、このコード

はリスト6のように記述してもまった

く同じ意味を持つので、通常はその

ように記述します。

これはS t r i n g s プロパティが、

TStrings型の「デフォルトプロパテ

ィ」として定義されているためです。

Kylixの場合、「デフォルトプロパテ

ィ」とは、プロパティ名が省略できる

プロパティであり、必ずインデックス

付けが必要な配列型のプロパティにな

ります。

またTStrings型は、文字列リスト

の内容をテキストファイルへ書き込ん

だり、また逆にファイルから読み込ん

だりするためのメソッドである

「SaveToFile」や「LoadFromFile」

を持っています。そのため、Memo

コンポーネントで扱うテキストをファ

イルに書き込んだり、ファイルから読

み込んだりするのは非常に簡単です。

SaveToFileとLoadFromFileの2

つのメソッドは、唯一のパラメータと

してファイル名を必要とします。たと

えば、Memoコンポーネントに表示

中のテキストをファイル「MyProg.

txt」へ書き込むコードは、リスト7

のようになります。

なお、Object Pascalでは文字列

や文字を「'（単引用符）」でくくります。

■StringGrid

［Additional］ページの「String

Grid」コンポーネントは、表計算ソ

フトのような2次元の表形式に並んだ
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▼リスト5 Memo1で表示中のテキストの最初の行をLabel1に表示

Label1.Caption := Memo1.Lines.Strings[0];

▼リスト6 デフォルトプロパティ「Strings」を省略

Label1.Caption := Memo1.Lines[0];

画面11 複数行のテキス
トを扱えるMemoコンポ
ーネント

画面12 Str ingGrid
コンポーネント



「セル」に、テキストを表示したりキ

ーボードから入力したりできるコンポ

ーネントです（画面12）。

StringGridコンポーネントの「セ

ル」は、Cellsという2次元の配列型

プロパティによってアクセスできます。

CellsプロパティはCells[Column,

Row]というように、最初に列番号、

あとに行番号を指定する形で特定の

セルのテキストを取得したり設定した

りします。たとえば、Editコンポーネ

ントからStringGridの列番号「1」

行番号「2」のセルにテキストを設定

するコードはリスト8のようになりま

す。列番号と行番号の開始点は、とも

に「0」です。この特性は、Kylixのすべ

ての配列型プロパティの整数インデッ

クスの指定方法に共通するものです。

StringGridの列数や行数を指定す

るには、ColCountやRowCountの

ようなプロパティを使います。String

Gridの（デフォルトでは灰色の）固

定セルの列数や行数を設定するには、

FixedColsとFixedRowsプロパテ

ィを設定します。また、StringGrid

のセルはデフォルトでは読み取り専用

で、キーボードから入力できませんが、

これを可能にするにはOptionsプロパ

ティのgoEditingサブプロパティを

Trueにします。Optionsプロパティ

のサブプロパティには、goEditingの

ほか、Tabキーによってセル間を移動

可能とするためのgoTabsや、特定の

行や列全体の選択を可能とするため

のgoColSelect、goRowSelectがあ

ります（画面13）。

■SpinEdit

［ Common Controls］ページの

「SpinEdit」コンポーネントは、整数値

を入力するための便利なコンポーネン

トです。SpinEdit には、整数型の

Valueプロパティがあり、表示する値

を整数値で取得したり設定したりで

きます。SpinEditには、値を増減す

るための矢印があり、これをマウスや

キーボードの↑、↓キーによって操作す

ることができます。また、通貨記号の特

殊な文字を数値の前後に表示するた

めのPrefixや、Sufixのようなプロパ

ティもあり非常に便利です（画面14）。

■TextViewer、TextBrowser

［Common Controls］ページの

「TextViewer」コンポーネントと

「TextBrowser」コンポーネント

（画面15）は、ともにプレーンなテキ

ストファイルや、HTML形式のハイ

パーテキストを表示できるコンポーネ

ントです。2つのコンポーネントの大

きな違いは、「TextViewer」コンポ

ーネントが単にファイルを表示するだ

けなのに対して、「TextBrowser」

コンポーネントは、表示されたハイパ

ーテキストに含まれたハイパーリンク

をクリックしてたどってゆくことがで

きる点です。2つのコンポーネントと

も、表示するためのファイルを指定す

るには FileNameプロパティを使い

ます。なお、TextBrowserだけに

は、「Ba c kwa r d」「Fo rw a r d」

「Home」のようなハイパーテキスト

をナビゲートするためのメソッドがあ

ります。

●

今回は、Kylixの概要とCLXコン

ポーネントの基本的な利用法を紹介

しました。このように、Kylixではコ

ンポーネントをフォームに配置するこ

とで、簡単にインターフェイスを設計

することができます。次回は、選択肢

から候補を選択するリストコンポーネ

ント、グラフィックスを扱うコンポー

ネントの利用法を紹介します。
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Borland Kylixで始める
Linuxビジュアルプログラミング

▼リスト7 文字列リストのSaveToFileメソッドの呼び出し

Memo1.Lines.SaveToFile('MyProg.txt');

▼リスト8 StringGridの列番号「1」行番号「2」のセルにテキストを設定する

StringGrid1.Cells[1, 2] := Edit1.Text;

画面14 SpinEditでPrefixプロパティを「'￥'」
に設定

画面13 StringGridコンポーネントのOptions
プロパティ

画面15 TextBrowserコンポーネント



「家にあるビデオやエアコンを外出先

からコントロールしたい！」と思った

ことはないでしょうか？　そこで今回

は、L-Card＋を使って、LANやイン

ターネットからビデオやエアコンを操

作できる赤外線リモコンを作ってみる

ことにしました。

L-Card＋なら、ずっと電源を入れっ

ぱなしにしておいても消費電力は少な

いですし、ハードウェア仕様が詳しく

公開されているので、赤外線LEDなど

の部品の取り付けやコントロールが簡

単にできます。リモコン機能をもつハ

ードウェアをL-Card＋に接続すれば、

telnetなどでインターネットやLANを

介した遠隔操作も容易にできそうです。

■

■赤外線リモコンの動作原理

■

赤外線リモコンは、赤外線を飛ばし

ているらしいことは想像つくのだけど、

具体的にどういう仕組みで動いている

かを知っている人は少ないでしょう。

そこで、赤外線リモコンを作る前に、

動作原理を調べてみましょう。

写真1は、テレビの赤外線リモコン

を分解して、中から取り出した基板で

す。先端にレンズが透明なLEDが付い

ているのがわかるでしょう。このLED

を光らせてテレビをコントロールして
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写真1 テレビの赤外線リモコンの基板
写真2 デジカメで赤外線LEDの状態を見る
肉眼では見えない赤外線LEDの状態を確認できる。

赤外線リモコンの動作原理

第4回　L-Card＋を赤外線リモコンにしてみよう（前編）文：吉田功
Text : Isao Yoshida

レーザーファイブ　L-Card＋
http://www.laser5.co.jp/embedded/lcard/
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いるようです。

このLEDは可視光ではなく、赤外線

を出すために、光っているようすを肉

眼で確認することはできません。しか

し、デジカメを使ってこの赤外線LED

を見ると、写真2のように紫色に光っ

ていることがわかります（機種によっ

ては緑など、別の色になる場合もある）。

どうやら点滅しているようで、これに

よって何かの信号を送っていると思わ

れます。

じっとLEDを見ていても信号の内容

はわかりませんので、信号の波形を見

ることができるオシロスコープという

装置をつないでみました。図1がその

出力です。線が上のほうにあるときに

LEDが点灯し、下のほうにあるときは

消灯している状態を示しています。

この図を見ると、小刻みに上下（点

滅）している状態と、しばらく消灯し

ている状態があることがわかります。

小刻みに点滅している間隔は約25μ秒

（40kHz）ほどで、点滅状態と消灯して

いる状態の幅は約600μ秒程度です。

もちろん、こんな高速に点滅している

状態が目で見えているわけではなく、

このような点滅／消灯の信号が数10m

秒程度続いて、さらに、この信号が1

秒間に数回程度発生しているようです。

■赤外線リモコンを作るには？

L-Card＋を赤外線リモコンにすると

きも、本物の赤外線リモコンと同じよう

に、赤外線LEDを使えばよいでしょう。

しかし、リモコンが送出するデータフ

ォーマットがわからないとテレビなど

をコントロールをすることができませ

ん。リモコンには数多くの種類があり

テレビやビデオ、エアコンなど、赤外線リ

モコンを使う機器が1つの部屋に何台もある

ことは珍しくありません。しかし、それぞれ

の機器のリモコンは誤動作することもなく動

きます。一体なぜなのでしょう？

図Aは、さまざまな機器で使われる赤外線

リモコンで「電源ON」のボタンを押したと

きの信号です。同じ「電源ON」のボタンを

押しても、それぞれのリモコンが別々の信号

を出力するようすがわかります。

赤外線リモコンの受信部は、40kHzなどの

点滅だけでなく、送られてくるデータフォー

マットを認識し、自分のリモコン装置の信号

だけを分離して、機器を制御するしくみにな

っているのです。

Column

データフォーマットのいろいろ

赤外線リモコンの信号は、信号を単純

なON／OFFで送るわけではなく、40kHz

程度で高速に点滅している状態（ON／

OFF）と、完全に消えている状態（OFF）

という2つの状態を組み合わせて送信され

ています。なぜ、こんなことをするのでし

ょうか？

世の中には、赤外線リモコン以外にも

赤外線を出すものがたくさんあります。た

とえば、太陽光や白熱電灯などがそうで

す。これらは、赤外線リモコンのLEDよ

りも強い赤外線を出します。たとえ赤外

線リモコンの受信部に当たらなくても、反

射光だけでかなりの光量になるほどです。

しかし、これらが40kHzという高い周波数

でON／OFFを繰り返すことはありませ

ん。赤外線リモコンは、高い周波数の点

滅があってはじめて制御信号だと認識す

ることで、外来の赤外線による誤動作を

回避しているのです。

Column

赤外線リモコンの周波数

図1 オシロスコープで見た赤外線リモコンのLEDの状態

HI＝点灯、LOW＝消灯を示している。

NEC PC-TM151 
（15インチTV）   

富士通 FMTV-151 
（15インチTV）   

日立 Ｃ21-ＨＲ1Ｂ 
（21インチTV）   

ナショナル NV-1000HD 
（ビデオ）   

パイオニア CLD-7 
（LD）   

図A いろいろなメーカーの赤外線リモコンの信号の内容

メーカーによって信号の内容はまちまちであることがわかる。

オシロスコープは信号の波形を目で見

られる形で表示してくれる測定器です。

たとえば、同じ周波数（音程）の音でも

いろいろな音があり、それらを比べるのに

手軽な測定器のひとつです。今回は、リ

モコンが送信する信号の波形を表示させ

ましたが、目や耳では区別できないような

信号を比べるにはもってこいの装置です。

Column

オシロスコープってどんな装
置？



ますし、そのすべてのデータ内容が公

開されているわけではありません。デ

ータフォーマットを自分で調べるのは

簡単な作業とはいえません。

そこで、テープレコーダのように、

録音（受信）した波形を、そっくりそ

のまま再生（送信）して、テレビなど

を操作するという戦略を立てました。

こうすれば、リモコンから発信される

信号をプログラムで解析する必要はな

くなります。

さて、仕掛けを考えましょう。テレ

ビなどの赤外線リモコン受信用に使わ

れている「赤外線リモコン受信モジュ

ール（写真3）」をL-Card＋に取り付け

れば、リモコンが送信するデータを取

り込むことができそうです。赤外線リ

モコン受信モジュールは、約40kHzの

変調をカットして、データ信号のみを

出力するようになっています。今回の

ように生のデータを記録して、それを

赤外線LEDで送信する場合には、デー

タに40kHzの変調を加えた状態でLED

をON／OFFしなくてはなりません。

■

■L-Card＋を赤外線

■リモコンにできるか？

それでは、L-Card＋を赤外線リモコ

ンにできるか検証してみます。外付け

するハードウェアや、製作するプログ

ラムなどはできるだけ簡単に作れるこ

とを重視して考えていこうと思います。

■赤外線LEDのON／OFFのためには

送信には赤外線LEDを使います。L-

Card＋に搭載されたLEDでは赤外線

が出ませんので、汎用I/Oポートに赤

外線LEDを接続して制御することにな

ります。

LEDのON／OFFは、リモコン制御

信号のほかに、約40kHzで変調を掛け

なくてはなりません。VR4181内蔵の

機能で、これを行うのは難しいので、

ソフトウェアで行うか、点滅用ハード

ウェアを外付けするかのどちらかにな

ります。しかし、Linuxはリアルタイ

ムOSではないので、これらのLEDの点

滅を決められた時間でできるのか、ど

こまでできるのかを実験してみること

にしました。

■リアルタイムOS

LinuxはマルチタスクOSです。複数

のプログラムが同時に実行できるシス

テムになっているのですが、同時とい

っても、1つのCPUが複数のプログラ

ムを順番に処理してゆくので、別のプ

ログラムを実行中は、そのプログラム

は停止していることになります（図2）。

また、定期的にシステム管理のプロ

グラムが、ユーザープログラム実行中

に割り込んでくることになります。さ

らには、複数のタスクが動いていると、

別のタスクが動いている間は、自分の

プログラムの連続性が失われることに

なります。そこで、L-Card＋で赤外線

リモコンを実現するために、どの程度

システム管理にCPUパワーを使ってい

るのか調べてみることにしました。

LinuxはリアルタイムOSではないと

よくいわれます。リアルタイムOSの定

義はいろいろあるようですが、簡単に

いえば、決まった時間（スケジュール）

ごとに、確実に特定の処理ができるか

どうかということのようです。たとえ
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写真3 赤外線リモコン受信モジュール
リモコンの赤外線を受信する部品。

赤外線リモコンの赤外線ON／OFF信号

を、デジタル信号に変換してくれるのが、赤

外線リモコン受信モジュールという装置で

す。リモコン式のテレビやビデオの中には必

ず内蔵されています。

昔のテレビには、写真Bのような少し大き

めの赤外線受信ユニットが使われていまし

た。金属ケースの中には、いろいろな部品が

入っています。最近のテレビには写真3のよ

うな小型で一体化されたものが使われていま

す。外見は違いますが、どちらも同じように

使えます。

赤外線リモコン受信モジュールは、リモコ

ンが発振した約40kHzの変調がかかった信号

しか受け取らないので、太陽光などの赤外線

は排除してくれます。この変調周波数にはい

ろいろな種類があって、今回使用したモジュ

ールは30kHz～56kHzまで7種類が用意され

ていました。試しに買ってみたのは38kHzと

40kHzのものですが、38kHzのリモコンの赤

外線を受信させると、どちらも同じように反

応します。つまり、周波数が38kHzでも、

40kHzでも、どちらでも使えるということで

す。厳密には、受信と送信の距離が離れて赤

外線の光量が減ってくると、到達距離に違い

がでてくるのですが、1m未満の至近距離で

の実験ではまったく関係なく動作しました。

Column

赤外線リモコン受信モジュールって
なに？

写真A 赤外線受信ユニット
昔のテレビに使われていたユニットは、シールドケース
に入っていて、今のものに比べると少し大きい。

L-Card＋を赤外線
リモコンにできるか？



ば、40kHzでLEDを点滅させるなら、

約25μ秒ごとにLEDをON／OFFさせ

る必要があるわけですが、通常の

Linuxにはこれを指定する方法があり

ません。

そこで、実践的テスト法として、高

速にI/Oポートをアクセスするプログ

ラムを走らせ、その出力をオシロスコ

ープで確認し、ポートアクセスがない

時間（CPUがシステム処理をしている）

を見てみました。

結論としては、バックタスクで一切

のプログラムが動いていない状態、

LANやシリアルの処理も行われない状

態で、約10m秒ごとに100μ秒程度の

システム処理が行われるだけで、あと

はすべてフォアグランドの処理をして

いることがわかりました（図3）。ただ、

telnetでL-Card＋をアクセスしたり、

シリアルポートからコマンドをたたい

たりすると、数10m秒単位でほかのタ

スクの処理が実行されるようになり、

フォアグランドの連続性が失われてし

まいます。

L-Card＋をリモコンにするときは、

裏でデーモンを動かしたり、制御用以

外のシェルを動かしたりすることはな

さそうですので、デバイスドライバ形

式をとらず、普通のプログラム形式で

も問題なく動くであろうという想定で

製作を始めました。逆にいうと、バッ

クグランドで何かのデーモンを動かし

たりしたい場合は、このプログラムは

使えません。

■変調用には外付け回路を使う

先の検証結果から、10m秒に一度、

100μ秒程度プログラムの実行が止ま

ることになります。約40kHz（25μ秒

ごと）でLEDを点滅中にこれが発生す

ると、その周波数は大きく狂うことに

なります。

10m秒に一度だけですので、なんと

かなるかもしれませんが、ちょっと気

持ち悪いので変調にはハードウェアを

使うことにしました。ハードウェアに

任せることで、プログラムの負担が軽

くなるし、プログラミングも楽になる

というメリットもあります。

次に、リモコンのデータ信号への影

響を考えてみましょう。データは600μ

秒で1符号なので、16符号に一度の割

で、影響を受けることになります。符

号も、600μ秒が700μ秒になりますが、

その差は15%程度で収まります。制御

信号の受信／再生に関しては、なんと

なるかなといった感じです。
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赤外線リモコンのデータを取り込んで、そ

れをそのまま使って、他社のリモコンになり

きる「学習型リモコン」なるものが市販され

ています。

これを使えば、テレビでも、エアコンでも、

複数の装置を1個のリモコンで操作すること

が可能になります。

ビデオ用のリモコンには、他社製のテレビ

を操作できるものもありますが、これは、各

社のテレビで使用しているリモコンのデータ

フォーマットをあらかじめ内蔵していて、そ

れを切り替えることで、テレビのリモコンに

なりきるタイプのものです。学習しているわ

けではありませんが、他社のリモコンになり

きるところはいっしょですね。

Column

学習型リモコン

プログラム1

プログラム2

システム 

図2 Linuxが複数のタスクを実行するようす
1つのタスクは連続して実行されない。

プログラム 

システム 

約10m秒 

約100μ秒 

約10m秒 

約100μ秒 約100μ秒 

約10m秒 

図3 L-Card＋でほぼシングルタスクの処理をさせたときのようす
10m秒に1度、100μ秒程度システムの割り込みがある。

再生波形 

オリジナル 

記録 

再生 

図4 データの記録と再生の仕組み
一定間隔でサンプリングしたデータを記録し、同じ間隔
で再生するとオリジナルに近い波形が復元できる。



■サンプリングについて考える

リモコンからデータ信号を取り出す

ために、赤外線リモコン受信モジュー

ルを使います。これは、変調信号をカ

ットして、制御信号だけ出力してくれ

るので、その信号を、VR4181の汎用

I/Oポートを使って読みとり、そのま

ま記録することにします。

信号の記録は、図4のように、一定

間隔ごとに信号レベルを調べ、それを

保存します。サンプリングの間隔は、1

つの信号の10分の1くらいあれば十分

実用になるようです。赤外線リモコン

の信号は1符号で600μ秒程度なので、

60μ秒間隔で記録します。

リモコンのボタンを押したとき、ど

のくらいの長さの信号が出るのかは、

機種によって違うのでなんともいえま

せんが、今回は1万ポイントとしてみま

した。これは、60μ秒×1万＝60万μ

秒なので、0.6秒になります。

このようにサンプリングしたデータ

を再生するには、サンプリングしたと

きと逆に、60μ秒ごとにデータを1つず

つ出力させます。サンプリング間隔の

間に信号変化があると、それを再現す

ることはできませんが、サンプリング

間隔を高速にすれば、出力される波形

は、よりオリジナルに近づくわけです。

今回は、この60μ秒という周期を、

プログラムによるループで作っていま

す。この周期は、かならずしも正確で

ある必要はないので、カット＆トライ

で適当に決めてしまっても大丈夫です。

たとえば、40μ秒でサンプリングして

しまったとしても、40μ秒で再生すれ

ば、出力される波形に違いは出ません。

この場合、むしろ高速な信号変化にも

対応できて、よりオリジナルの波形に

近づくことになります。ただし、全体

の記録時間が0.4秒と少し短くなってし

まいます。

■

■リモコンを作ってみよう

■（ハードウェア編）

回路図は図5のようになります。赤

外線LEDを使った送信部分と、赤外線

リモコン受信モジュールを使った受信

部分に分かれます。電源は、＋5VのL-

Card＋用ACアダプタを使うことを前

提にしています。＋5V以外の電源を使
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写真4 L-Card＋用の赤外線リモコン送信基板
写真5 LM555
40kHzを発振させるために使ったタイマIC。

+5V

GPIO01

GND

L-Card+へ R

TIRG

CVolt

Q

DIS

THRG
N
D

V
C
C

10μF 0.1μF

0.01μF
1

8

0.01μF

1K

10K 1K

500

2SC945

100

10 LED

LM555

4

2

5

3

7

6

+

図5 赤外線リモコンアダプタの送信部の回路図

リモコンを作ってみよう
（ハードウェア編）
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用する場合は、回路を見直す必要があ

ります。

■送信のためのハードウェア

送信部分（写真4）は、赤外線LED

をVR4181の汎用I/Oポートで制御しま

すが、40kHzの変調をかけるために、

LM555というタイマIC（写真5）を使

って40kHzを発振させます。タイマIC

はずっと発振したままなので、トラン

ジスタを使ってON／OFFさせるとい

う回路にしてみました。

タイマICは、コンデンサと抵抗を接

続するだけで、発振してくれるICです。

コンデンサや抵抗の値で発信周波数を

決めることができます。ただ、ICの個

体差などの影響で、多少発振周波数が

ずれてしまうので、これを補正するた

めに、抵抗値を変えることができる可

変抵抗器を使って、発振周波数を調整

できるようにしています。

LM555の3番ピンから40kHzの出力

が出てきます。ここの電圧が0Vと5V

の交互に変化するので、LEDをつなげ

ば40kHzで点滅させることができます。

点滅させるだけでは、信号が送れな

いので、LEDのON／OFFはトランジ

スタを使います。L-Card＋のI/Oポー

トの電圧をHI（3.3V）にすると、トラ

ンジスタのE（エミッタ）とC（コレク

タ）間の抵抗が低くなり、LM555の3

番ピンが5VになったときにLEDが点灯

するしくみです（図6）。

LEDと直列につながっている抵抗

は、LEDに流れる電流を制限するもの

です。LEDを連続的に点灯させる場合

は10mA程度の電流を流して使うのが

普通です。しかし、リモコンの場合は、

断続的にしか電流が流れないので発熱

が少なく、連続点灯させるときより多

めの電流が流せます。電流を多く流す

ことで、より明るく発光させることが

でき、リモコンを利用できる距離が長

くなります。ここでは10Ωと低い抵抗

で制限しています。

■受信のためのハードウェア

受信部分（写真6）は、赤外線リモ

コン受信モジュールを使うので簡単な

回路（図7）になっています。ただ、

受信モジュールは大変高感度な設計に

なっているので、電源ラインにノイズ

が入ると誤動作してしまいます。L-

Card＋の5V電源はノイズが多いので、

これを軽減させるために、電源ライン

に簡単なフィルタを入れてあります。

■電源電圧の違いに注意

また、大きな問題になるのは信号の

電圧です。受信モジュールの電源電圧

が5Vなので、出力電圧も5Vです。し

かし、L-Card＋の入力電圧は3.3Vなの

で、5Vから3.3Vに変換しなくてはなり

ません。受信モジュールに付属する説

明書には、モジュールの内部回路が書

かれていて、これを見ると100kΩの抵

抗とスイッチング用のトランジスタに

よる出力回路になっているようです。

そこで、OUT（出力）とGNDの間に

200Ωの抵抗を入れてやることで、出

力電圧を3.3Vに下げることにしました

10K

1K

10

2SC945

LED
トランジスタがONの時だけ 

40kHzの点滅信号が有効になる この信号でトランジスタが 
ON／OFFする 

LEDのON／OFF信号 

40kHzの点滅信号 

図6 40kHzで変調をかけながら、LEDをON／OFFさせる回路 写真6 L-Card＋用の赤外線リモコン受信基板

I/Oポートの「I/O」とは、Input／Output

という意味です。CPUが外部の装置からデ

ータの入力／出力をするときに仲介をしてく

れるのがI/Oポートです。広い意味では、

LANのコントローラやシリアルコントローラ

もI/Oポートの仲間ですが、よく使われるI/O

ポートが意味するものは、デジタル（2値）

で、パラレル（たとえば8ビットとか）にデ

ータの入出力を行えるポートです。

L-Card＋に搭載されているマイクロプロセ

ッサ（VR4181）に内蔵された、汎用I/Oポ

ートは、全部で32ビット分あり、最大32個

のON／OFFの信号を入出力することができ

ます。

赤外線リモコンでは、この汎用入出力I/O

ポートを使って、赤外線LEDや、赤外線リ

モコン受信モジュールを制御します。

Column

I/Oポートってなに
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（図8）。ただし、簡単な抵抗分圧によ

る回路なので、出力電圧が3.3Vを超え

てしまう可能性がないとはいえません。

念のために、I/Oポートとの間にも抵

抗を挟むことにしました。

■信号出力の論理の違い

赤外線リモコン受信モジュールの出

力は、赤外線を検知したときにLOW

レベル（0）に、何も検知できないと

きにHIレベル（1）になります。送信

回路とは論理が反対になっているので、

プログラムを作る際にも、これを考慮

しないとなりません。

■

■リモコン中継器を作って

■実験してみよう

L-Card＋用プログラムを作る前に、

試作した送受信用ハードウェアのテス

トをしてみることにしました。L -

Card＋を通さず、受信用回路と送信用

回路を直結します。これで、リモコン

からの赤外線信号を受信して電気信号

に変換します。受信回路と送信回路を

直結すると、その電気信号を元に送信

回路から赤外線信号として出力され、

TVなどを操作できるハズです。

ただし、送信回路は信号がHI（1）

のときにLEDが点灯するのに対し、受

信回路はLEDの信号を検出したときに

出力信号がLOW（0）になります。直

結するには、この信号を反転させる必

要があります。そこで、図9のような回

路を付け加え、送信回路につなぎます。

■変調周波数の調整方法

送信回路の変調周波数を、使用する

テレビやビデオなどの周波数（約

40kHz）に合わせて調整しなくてはな

りません。周波数カウンタを持ってい

るなら、この調整も簡単なのですが、

持っていない場合は、コントロールし

たいテレビとリモコンを持ってきて、

実際に操作しながら調整します。

まず、送信回路と受信回路を少し長

めの電線でつなぎ、送信回路はテレビ

GND

100kΩ 

200kΩ 

OUT

5V×200kΩ/（100kΩ＋200kΩ）＝3.3V

L-Card＋ 
GPIO00

＋5V

Vs

1

3

2

Input

AGC Band Pass Demodulator

Control 
Circuit

赤外線リモコン受信モジュール 

図8 5V出力の赤外線リモコン受信モジュールを、3.3VのL-Card＋信号入力につなぐための回路

+5V

GPIO00

GND

L-Card+へ 

10μF

+

0.1μF

GND OUTVs

200K

100

赤外線リモコン 
受信モジュール 

図7 L-Card＋用赤外線リモコンアダプタの受信部の回路図

リモコン中継器を作って
実験してみよう



の前に、受信回路はテレビから少し離

れた、赤外線が届かない場所に置きま

す。変調周波数が適正なら、赤外線リ

モコンを受信部に向けて操作したとき

に、テレビも反応するはずです。

送信部とテレビの距離が近ければ、

多少周波数がずれていても反応するの

で調整しやすいかもしれません。赤外線

を遠くまで飛ばしたいなら、少し離れた

ところで再調整するとよいでしょう。

■リモコン中継装置で遊ぶ

送信回路と受信回路の間は電気信号

になるので、長めのケーブルを使えば

見通しできない隣の部屋にも設置でき

ます。ですから、離れた部屋のテレビ

を、いながらにして手元のリモコンで

操作することもできるようになります。

もうひとつの特徴は、テレビとビデ

オの赤外線リモコンの変調周波数が近

い場合、1つの中継装置で、TVとビデ

オの両方を、それぞれのリモコンでコン

トロールできるということです。ただし、

送信部の赤外線LEDが向いている方向

にある装置しか制御できないことにな

りますが、複数の装置で使えるのは便

利です。

次回、後編では、送信部と受信部の

基板の製作、プログラムについて、使

用結果などをご紹介しましょう。
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図9 送信部と受信部をつないで、赤外線リモコン中継器を作るための回路

LM555のデータシートには、発振用コン

デンサと抵抗の発振周波数の計算式が載っ

ています。式の中には抵抗が2種類（Ra／

Rb）あって、Rb／(Ra＋2Rb)という式にし

たがってデューティ比（図B）を可変できる

のですが、赤外線LEDの点滅のデューティ比

を50%近くにしておきたいので、Raの値は

小さく（100Ω）、Rbの値は大きくなるよう

に（1.5kΩ）抵抗値を選んでいます。

Column

タイマIC、LM555の設定条件

7対3で、デューティ比は70％ 

１つの波形 

HI

LOW

7 3

図B デューティ比とは、信号がHIのときと、LOWのときの時間の比率



前回説明したように、Windows環境

でiアプリを作成するのであれば、

NTTドコモのWebサイトからJ2ME

Wireless SDK for DoJaをダウンロー

ドして使用すればいいのですが、

Linux環境で行う場合は次の2点に注意

しなければなりません。

・J2ME CLDCが必要

・日本語はすべてシフトJISを使用し、

コンパイルのエンコーディングをシ

フトJISにする

J2ME（ Java2 Micro Edition） に

は、CDCとCLDCというコンフィグレ

ーションがあります。これについても

前回解説しましたが、CDCはセットト

ップボックスやPDAなど、CLDCは

CDCよりも小さいメモリ環境で使用さ

れる携帯電話などをサポートします。

なお、Linuxでiアプリを作成するには、

J2ME CLDCが必要になります。

■

■　J2ME CLDCのセットアップ

■

J2ME CLDCはサン・マイクロシス

テムズのWebサイトからダウンロード

することができます（表1。ユーザー登

録が必要）。

サン・マイクロシステムズのWebサ

イトでは、J2ME CLDC 1.03 Reference

Implementationと呼ばれる、CLDCの

仕様をインプリメントしたソースコー

ド一式（j2me_cldc-1_0_3-fcs-src-b17-

winunix-14_sep_2001.zip）をダウンロ

ードすることができます。ダウンロー

ドしたソースコードはコンパイルする

必要があります。ソースコードのコン

パイルは画面1のように行います。こ

こでは/tmpディレクトリで作業を行っ

ています。なお、コンパイルにはJDK

のツールがあるディレクトリにパスが

設定されている必要があります。

■

■　事前承認について

■

iアプリ用に作成したclassファイル

は、正式にJ2ME CLDCの仕様に従っ

ているかどうか事前承認する必要があ

ります。前回は、コンパイルしたiアプ

リのclassファイルの事前承認は行いま

せんでしたが、本来はJ2ME CLDCに

含まれているpreverifyというツールを

使用し、作成されたclassファイルが仕

様に従っているかどうかの確認作業を

行います。このツールはj2me_cldc/
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文：加藤大受
Text : Daiju Kato dkato@jcom.home.ne.jp

今回は、iアプリが提供している描画機能について説明し、キャンバス上に

図形や文字がどのように表示されるかを解説します。

第3回 iアプリの作成その2

J2ME CLDCの
セットアップ

事前承認について

# unzip j2me_cldc-1_0_3-fcs-src-b17-winunix-14_sep_2001.zip

# cd j2me_cldc/build/linux/

# export PATH=/usr/java/jdk1.3.1/bin:$PATH

# make

# mv /tmp/j2me_cldc /usr/local

JDKのツールにパスを設定

makeの実行

J2ME CLDCを/usr/localに移動

ZIPファイルの展開

Makefileのあるディレクトリに移動

画面1 J2ME CLDC 1.03 Reference Implementationのコンパイル



bin/linuxディレクトリ内に納められて

おり、このツールで事前承認を行った

あと、jarコマンドを使用して配布用の

jarファイルを作成します。

■

■　日本語エンコーディング

■

前述したように、日本語文字列はす

べてシフトJISを使用する必要がありま

す。JBuilderのLinux版でシフトJISを

使用するには、プロジェクト作成後、

［ツール］－［プロジェクトプロパテ

ィ］で表示される「プロジェクトプロ

パティ」ダイアログボックスの［一般］

ページで、［エンコーディング］をシフ

トJISに設定します（画面2）。これで、

このプロジェクト内のソースコードが

使用する2バイト文字はすべてシフト

JISになります。

■

■　図形・画像の描画

■

前回は、グラフィックスを描画する

領域であるキャンバスに文字を描画し

ました。キャンバスはCanvasクラスに

よって作成されます。このクラスは画

面全体をひとつのビットマップとして

扱うことができ、このビットマップの

上に文字、図形、画像を描画すること

ができるようになっています。前回、

文字を表示するiアプリを作成しました

が、文字データとして表示されている

のではなく、文字が図形としてこのビ

ットマップの上に描かれているのです。

Canvasクラスには表2のようなメソ

ッドが用意されています。

iアプリでは各機種によって動作が変

わることを説明しましたが、Canvasク

ラスでもgetGraphics()メソッドを呼び

出した場合、新規に新しいグラフィッ

クスオブジェクトを作成するかどうか

は機種に依存します。また、repaint()
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日本語エンコーディング

図形・画像の描画

表2のように、Javaのクラスの解説では必

ず親クラスがどれであるのか、また親クラス

から継承されたメソッドとそのクラスで定義

されているメソッドを分けて表記します。

メソッドは他のクラスから呼ばれることに

なりますので、必ずメソッドを公開している

ことを示すpublicというキーワードが宣言さ

れています。公開しない場合はprivateという

キーワードを使用しますが、privateを使用し

た場合、同一クラス内からしか呼び出せない

という制限があります。

また、メソッドの説明では必ずメソッドの

返り値が明記されています。getHeight()メソ

ッドの場合だと返り値がintになっていますの

で、数値を返すことを意味しています。

paintメソッドにはabstractというキーワー

ドが付いていますが、abstractは抽象である

という宣言です。抽象というと非常にわかり

づらいですが、abstractのキーワードが付い

ているメソッドは中身がサブクラスで定義さ

れていることを意味しています。つまり、

Canvasクラスを継承したクラスで定義しなけ

ればならないということになります。このた

め、前回のリスト2ではmyCanvasクラス内に

paint()メソッドを定義して、paint()メソッド

内でキャンバスへの書き込みを行うコードを

実装しています。

Column

Javaのクラスとメソッド

画面2 エンコーディングの設定

http://www.java.sun.com/products/cldc/

表1 J2ME CLDCのダウンロードサイト

パッケージ com.nttdocomo.ui

親クラス com.nttdocomo.ui.Frame

メソッドの種類 メソッド 機能

親クラスから継承 public int getHeight() キャンバスの高さを取得

されているメソッド public int getWidth() キャンバスの幅を取得

public int setBackground(int c) キャンバスの背景色を設定

public int setSoftLabel(int key, java.lang.String label) ソフトキーのラベルの文字列を指定

Canvasクラス public Graphics getGraphics() キャンバスに描画するためのグラフィックスオブジェクトを取得

独自のメソッド public int getKeypadState() キーパッド状態を返す

public abstract paint(Graphics g) キャンバスに表示

public void processEvent(int type, int param) 低レベルイベントが通知されたときに呼ばれる

public void repaint() キャンバス全体を再描画

public void repaint(int x, int y, int width, int height) キャンバスの一部の矩形領域を再描画

表2 Canvasクラス



メソッドを呼び出して再描画する際、

アプリケーション部だけを再描画する

か、あるいはタイトル部とアプリケー

ション部全体を再描画するのかは機種

に依存します（画面3）。

getKeypadState()メソッドは、どの

キーが押されているかを調べることが

できます。キーがiアプリ内でどのよう

に管理しているかについてはまた別の

機会に説明します。

キーを押すとイベントが発生します

が、このイベントを調べるために使用

するのがprocessEvent()メソッドです。

processEvent()メソッドでは、低レベ

ルのイベントを監視することができま

す。このメソッドの使い方についても

もう少し高度なサンプルを作成する段

階で説明します。

前述したように、Canvasクラスを使

用してキャンバスオブジェクトを生成

することによって、画面全体をひとつ

のビットマップとして扱うことができ

ます。実際に、このビットマップに描

画を行うのがGraphicsクラスとなりま

す。描画指示はGraphicsクラスのメソ

ッドを使用して行います。

Graphicsクラスには、図形の描画用

に5種類のメソッドが用意されています

（表3）。

それでは、前回作成したmyCanvas.
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機能 メソッド名 備考

線の描画 drawLine(int x1, int y1, int x2, int y2)

矩形の描画 drawRect(int x1, int y1, int width, int height)

線分の描画 drawPolyline(int[] xPoints, int[] xPoints, int nPoints) nPointsは頂点の数

矩形の塗りつぶし fillRect(int x, int y, int width, int height)

多角形の塗りつぶし fillPlygon(int[] xPoints, int[] yPoints, nPoint) nPointsは頂点の数

表3 Graphicsクラスのメソッド

初期化時に描画したら再描画しない

指定された範囲の再描画が行われる

画面3 キャンバスのタイトル部とアプリケーション部

矩形の描画 

(x1，y1) (x2，y2)

線の描画 

(x1，y1)

height

width

矩形の塗りつぶし 

(x1，y1)

height

width

線分の描画 
(x2，y2)

(x3，y3)

(x4，y4)

(x1，y1)

多角形の塗りつぶし 
(x2，y2)

(x3，y3)

(x4，y4)

(x1，y1)

図　Graphicsクラスのメソッド



javaに図形の描画のコードを追加し、

どのように描画されるか確認してみま

しょう。リスト1のiApplidemo.javaは、

前回作成したままで修正する必要はあ

りません。前回のリスト2（myCanvas.

java）の文字列の描画のあとに、先ほ

ど説明したメソッドを利用して直線、

矩形、矩形の塗りつぶし、線分、多角

形の塗りつぶし図形を描画しています。

線分を描画するdrawPolyline()メソッ

ドの部分では、(x1，y1)と(x4，y4)の

座標を同じにして、三角形を描画して

います（リスト2の①）。このソースコ

ードの実行結果は画面4のようになり

ます。

画面4ではすべての線が黒で、また

塗りつぶしも黒で行われていますが、

iアプリでは描画する色を指定して図形

を描画したり、塗りつぶしたりするこ

とができます。色の指定には、Graphics

クラスのsetColor()メソッドを使用しま

す。setColor()メソッドの引数には、使

用する色の数値を指定します。この数

値は、GraphicsクラスのgetColor

OfRGB()メソッドを使用してRGBから

取得するか、getColorOfName()メソッ

ドを使用してGraphicsクラスで定義し

ている色名から取得する必要がありま

す。それぞれのメソッドは次のような

引数が必要となります。

①getColorOfRGB()メソッド

getColorOfRGB(int r, int g, int b);

②getColorOfName()メソッド

getColorOfName(int name);

getColorOfNameで指定できる色名

は表4のものです。実際に、数値を取

得する例がリスト3・4です。

ただし、使用できる色数は機種によ

って異なります。各機種ごとの色数は

表5のようになります。

それでは、先ほど修正したmyCanvas.

javaに色の指定を行い、描画する図形

の線の色や塗りつぶしの色を指定して

Linux magazineDecember 2001 129

携帯電話 de Javaプログラミング

画面4 図形の描画

▼リスト2 myCanvas.java

import com.nttdocomo.ui.*;

public class myCanvas extends Canvas {

int width;

int hight;

public myCanvas() {

//画面サイズの取得
//携帯電話のディスプレイの領域を取得
width= Display.getWidth();

hight= Display.getHeight();

}

//キャンバスへ書き込み
public void paint(Graphics g) {

//画面の初期化
g.clearRect(0,0,width,hight);

//文字列の描画
g.drawString("iアプリデモ",5,20);

//直線
g.drawLine(1,25,100,25);

//矩形を描く
g.drawRect(10,30,20,20);

//矩形の塗りつぶし
g.fillRect(50,30,20,20);

//線分を描く
int xDrawValue[] = {10,80,110,10};

int yDrawValue[] = {60,65,105,60};

g.drawPolyline(xDrawValue,yDrawValue,4);

//多角形の塗りつぶし
int xFillValue[] = {10,85,105,75};

int yFillValue[] = {90,100,125,120};

g.fillPolygon(xFillValue,yFillValue,4);

}

}

▼リスト1 iAppliDemo.java

import com.nttdocomo.ui.*;

public class iAppliDemo extends IApplication {

//キャンバスの定義
myCanvas canvas;

public void start() {

//キャンバスの作成
canvas = new myCanvas();

//キャンバスの表示
Display.setCurrent(canvas);

}

}

①



みましょう。リスト5は色の指定を行

った、myCanvas.javaのpaint()メソッ

ド部分のソースコードです。文字や図

形の描画の前で、setColor()メソッドを

呼び出して色の指定を行っていること

がわかると思います（画面5）。

線形の描画と、多角形の塗りつぶし

部分では、16進数でRGBの値を設定し

ています。Java言語では16進数の値を

指定するときは前に「0x」を付けます。

16進数をわざわざ10進数に変更する必

要はありません。Webページの作成時

に指 定 している、 F O N T タグの

COLORパラメータの値をそのまま指

定することができます。

■

■　画像の表示

■

キャンバス上には、文字や図形だけ

でなく画像を表示することもできます。

画像を表示する場合は、 Me d i a

ManagerクラスのgetImage()メソッド

を使用します。MediaManagerクラス

ではイメージの登録、イメージのオブ

ジェクトへのロードを行います。

Java言語では標準でJPEG形式と

GIF形式をサポートしていますが、iモ

ードで使用できる画像フォーマットは、

GIFファイルとなります。GIFファイ

ルは最大256色まで使用できますが、

画像ファイルはjarファイル内に含めな

ければなりませんのでサイズに注意し

なければなりません。画像で使用する

色数をできる限り減らして、容量を削

減するなどの工夫が必要となります。
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▼リスト5 色の指定

//キャンバスへ書き込み
public void paint(Graphics g) {

//画面の初期化
g.clearRect(0,0,width,hight);

//文字列の描画
g.setColor(g.getColorOfName(g.BLUE));    // 青色を指定
g.drawString("iアプリデモ",5,20);

//直線
g.setColor(g.getColorOfName(g.GREEN));   // 緑色を指定
g.drawLine(1,25,100,25);

//矩形を描く
g.setColor(g.getColorOfName(g.SILVER));  // 銀色を指定
g.drawRect(10,30,20,20);

//矩形の塗りつぶし
g.setColor(g.getColorOfName(g.YELLOW));  // 黄色を指定
g.fillRect(50,30,20,20);

//線形を描く
int xDrawValue[] = {10,80,110,10};

int yDrawValue[] = {60,65,105,60};

g.setColor(g.getColorOfRGB(0xFF,00,0xCC)); // ピンク系を指定
g.drawPolyline(xDrawValue,yDrawValue,4);

//多角形の塗りつぶし
int xFillValue[] = {10,85,105,75};

int yFillValue[] = {90,100,125,120};

g.setColor(g.getColorOfRGB(0xCC,00,00));   // 赤系を指定
g.fillPolygon(xFillValue,yFillValue,4);

}

▼リスト3 RGB値を利用して色の数値を取得（緑色を指定）

getColorOfRGB(0,255,0);

▼リスト4 色名を指定して色の数値を取得（赤色を指定）

getColorOfName(g.RED);

画面5 色を指定したところ

色名 色 色名 色

AQUA シアン NAVY ネイビー

BALCK 黒 OLIVE オリーブ

BLUE 青 PURPLE 紫

FUCHSIA ピンク RED 赤

GRAY 灰色 SILVER 銀色

GREEN 緑 TEAL 深い水色

LIME ライム WHITE 白

MAROON 茶色 YELLOW 黄色

表4
getColorOfNa
meで指定できる
色名

機種名 色数

P503i 256色

F503i 256色

N503i 4096色

SO503i 65536色

D503i 4096色

P503iS 256色

N503iS 4096色

F503iS 4096色

D503iS 4096色

SO503iS 65536色

表5 各機種で使用できる色数

画像の表示



なお、読み込まれた画像はフォーマ

ットに依存しない内部形式となってい

ます。このため、画像を描画する手順

は複雑です。まず、画像ファイルの情

報（リソース情報と呼ぶ場合もある）

を取得したあと、use()メソッドでファ

イルを使用できるように準備します。

この状態ではまだオブジェクトに格納

されてもいません。単に、準備作業が

行われるだけです。続いて、イメージ

オブジェクトという、Java言語内で使

用できる形式で格納します。その後、

格納された画像データをキャンバス上

に描き出すことで画像を表示すること

ができます。

リスト6は、画像を表示するimg

Canvas.javaのソースコードです。それ

では、リスト6を見ながら画像を表示

する流れを見てみましょう。

まず、画像を格納するイメージオブ

ジェクトの変数を定義します（リスト6

の①）。この変数に画像データを格納

することになります。

続いて、imgCanvasクラスのコンス

トラクタであるimgCanvas()メソッド

内で、画像データをメディアイメージ

オブジェクトに格納します（リスト6の

②）。メディアイメージオブジェクトに

格納するのは、必要があったときにす

ぐに画像の表示を行うなどの処理を行

えるようにするためです。つまり、画

像ファイルのデータをメモリ上に格納

し、画像表示などの準備を行っている

のです。画像ファイルは、jarファイル

内、またはクラスファイルが格納され

ているディレクトリ内のimagesディレ

クトリに納められています。この連載

ではJBuilderで開発していますので、

classesディレクトリ（jbproject/＜プ

ロジェクト名＞/classes）内にimages

ディレクトリを作成し、その下に呼び

出したい画像ファイルを格納します。

次に、取得したイメージをロードし、

準備作業を終わらせます（リスト6の

③）。

さらに、メディアイメージオブジェ

クトに格納された画像データをイメー

ジオブジェクトに格納します（リスト6

の④）。これで、画像を表示する準備

がすべて終了しました。いつでも格納

されたデータをキャンバス上に描き出

すことができます。

キャンバスへの書き込みはpaintメソ

ッド内で行います。Graphicsクラスの

drawImage()メソッドを呼び出すこと

で画像を表示することができます（リ

スト6の⑤）。grawImage()メソッドで

は、表示する画像の左上の座標を指定

し、どこに表示するかを指定します。

このように、iアプリ内で画像を使用

するときは、画像をメモリ上に呼び込

み、使用できる状態に整え、再度イメ

ージオブジェクトとして取り出してか

らキャンバスに描き出すことになりま

す。少しややこしい手続きとなります

が、この流れがあることにより画像フ

ォーマットに依存することなく、同じ

手続きで画像を扱うことができるよう
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▼リスト6 画像の表示(imgCanvas.java)

import com.nttdocomo.ui.*;

public class imgCanvas extends Canvas {

int width;

int hight;

//イメージオブジェクトの定義
Image image;

public imgCanvas() {

//画面サイズの取得
//携帯電話のディスプレイの領域を取得
width= Display.getWidth();

hight= Display.getHeight();

//画像データをメディアイメージオブジェクトに格納
MediaImage mi = 

MediaManager.getImage("resource:///images/demo.gif");

try {

//取得したイメージをロード
mi.use();

} catch (Exception e) {}

//メディアイメージからイメージオブジェクトを取得
image = mi.getImage();

}

//キャンバスへ書き込み

public void paint(Graphics g) {

//画面の初期化
g.clearRect(0,0,width,hight);

//画像の表示
g.drawImage(image,2,2);

}

}

①

②

③

④

⑤



になっています。

プログラムの実行結果は画面6のよ

うになります。

■

■事前承認と配付

■

i-JADEでiアプリの動作を確認する

ことができたら、J2ME CLDCに付属

するpreverifyツールを利用して作成さ

れたclassファイルが正しいかどうかの

事前承認を行います。事前承認はコマ

ンドラインで行います（画面7）。

preveri fyツールを使用するとき

は、-classpathオプションでi-JADEの

jarファイルと、冒頭でコンパイルした

J2ME CLDCのAPIのクラスファイル、

事前承認を行いたいclassファイルの場

所を指定する必要があります。

事前承認が正常に終了すると、

outputというディレクトリ内に承認さ

れたclassファイルが作成されます。iア

プリとして配布する場合は、これらの

ファイルをjarコマンドを利用してjar

ファイルにまとめます。画像を伴う場

合はjarコマンドでクラスファイルと一

緒に画像ファイルもjarファイルに格納

します（画面8）。

最後に、jamファイル（iアプリでは、

ADF： Application Descriptor File

と呼ぶ）を作成します。

jamファイルには、作成されたjarフ

ァイルのサイズをAppSizeに指定しま

す。リスト7～9は実際に作成したiア

プリを配布するために必要なjamファ

イルとHTMLファイルです。HTMLフ

ァイルには、iアプリ以外の携帯からア

クセスしたときにエラーが表示される

ように、<A>タグがエラーの場合のフ

ァイルを指定しておきます。

これらのサンプルは筆者の個人のペ

ージで実際にダウンロードすることが

できます（表6）。

■

■　コンポーネントの利用

■

文字や図形の描画を行うAPIについ

て説明しましたが、今まで説明したも
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▼リスト9 error.html

<html>

503i以外の携帯ではiアプリのアクセスできません。<BR>

</html>

▼リスト7 iAppliDemo1.jam

PackageURL = iAppliDemo1.jar

AppName = iAppliDemo1

AppClass = iAppliDemo1

AppSize = 2989

SPsize = 0

LastModified = Wed, 17 Oct 2001 01:34:20

▼リスト8 iAppliDemo.html

<html>

<OBJECT declare id="iAppliDemo" data="iAppliDemo.jam" type="application/x-jam">

</OBJECT><A ijam="#iAppliDemo" href="error.html">iAppliDemo</A>

</html>

$ cd jbproject/iAppliDemo1/classes

$ /usr/local/j2me_cldc/bin/linux/preveriy -classpath /usr/local/i-jade/i-jade-ps.jar:/usr/local/j2me_cldc/api/classes.zip

:. iAppliDemo1 imgCanvas

$ cp output/*.class .

classファイルがあるディレクトリに移動

preverifyツールの実行

承認されたclassファイルをコピー

画面7 preverifyツールによる事前確認

$ /usr/java/jdk1.3.1/bin/jar cvfM iAppliDemo1.jar iAppliDemo1.class imgCanvas.class images

画面8 jarコマンドの実行

画面6 画像を表示したところ

コンポーネントの利用

事前承認と配付



のはどちらかというと低レベルなAPI

です。これとは別に、高レベルなAPI

としてテキストボックスやボタンなど

を簡単に作成できる、Componentクラ

スというフレームワークが用意されて

います。iアプリの環境設定や、ビジネ

ス系のプログラムなどを開発するとき

はこちらのコンポーネントを利用する

と便利です。

Componentクラスは、高レベルAPI

のコンポーネントを表示する抽象クラ

スとなっており、表7のようなコンポー

ネントが用意されています。

Componentクラスには、作成するコ

ンポーネントの設定や情報を取得するた

めのメソッドが用意されています（表8）。

Componentクラスで用意されている

コンポーネントは、Panelクラスに追加

していきます。つまり、パネル上に各

コンポーネントを配置していくことに

なります。各コンポーネントのPanelへ

の追加は、add()メソッドで行います。

パネルのサイズは携帯電話の表示領域

のサイズです。

■イベントリスナー

コンポーネントを選択したときや、

押したときにイベントが発生します。

Java言語はイベントドリブンな言語で

すので、何らかのアクションがあると

イベントが発生します。イベントはイ

ベントリスナーと呼ばれる、イベント

を監視する機能によって、イベントに

関連付けされている処理が実行されま

す。イベントリスナーには、5種類のイ

ンターフェイスが用意されています

（表9）。イベントリスナーを使用する

場合は、クラスの定義の際に使用する

リスナーを、implementsキーワードの

あとに指定しなければなりません。こ

れは、インターフェイスの宣言といい、

イベントリスナーを使用するときは、

クラス定義のあとに定義を行うと覚え

てください。

ComponentListenerはボタンを押し

たときや、リストボックスの値が変わ

ったときなどに発生するイベントを監

視します。

SoftKeyListenerは、携帯電話のソ

フトキーを押したときに発生するイベ

ントを監視します。一般的に、SoftKey

Listenerにはiアプリの終了などの処理

を設定します。

KeyListenerは、携帯電話のキーを

押したときに発生するイベントを監視

します。

MediaListenerは、指定されたメデ

ィアデータ（グラフィックスデータや

音楽データ）を再生したり、中断した

ときに発生するイベントを監視します。

TimeListenerは、タイマーが指定さ

れた時間になったときに発生するイベ

ントを監視します。

これらのイベントリスナーが監視し

ているイベントが発生したときに実行

されるメソッドを結びつけることで、

イベント処理を実現することができる

ようになっています。

●

次回は、Componentクラスの使い方

を詳しく解説し、Componentクラスを

使用したiアプリを作成します（今月号

の付録CD-ROMには、Componentク

ラスによるiアプリを収録しています）。
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携帯電話 de Javaプログラミング

コンポーネント 用途

Panel Componentクラスのコンポーネントを管理するコンポーネント

Label テキストを表示するコンポーネント

ImageLabel 画像を表示するコンポーネント

Button プッシュボタンを表示するコンポーネント

ListBox リストボックス、チェックボックス、ラジオボタンを表示するコンポーネント

TextBox テキストボックスを表示するコンポーネント

Ticker ティッカーテープ表示（マーキー）のコンポーネント

VisualPresenter スクリーンに表示するメディアデータの再生をするためのコンポーネント

表7 iアプリで用意されているコンポーネント

メソッド名 用途

getHeight() コンポーネントの高さの取得

getWidth() コンポーネントの幅を取得

getX() コンポーネントのX座標の取得

getY() コンポーネントのY座標の取得

setBackground() コンポーネントの背景色の設定

setForeground() コンポーネントの前景色の設定

setLocation() コンポーネントの位置の設定

setSize() コンポーネントの大きさを設定

setVisible() コンポーネントの表示・非表示の設定

表8 Componentクラスの各メソッド

http://www.ne.jp/asahi/luna/dkato/iAppliDemo.html

表6 作成した画像を表示するiアプリのサンプルのダウンロードサイト

リスナー名 対応するコンポーネントやキーなど

ComponentListner Button、Text、ListBox

SoftKeyListener SoftKey

KeyListener 0-9、*、#

MediaListener AudioPresenter、VisualPresenter

TimeListener Timer

表9 イベントリスナー
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筆者は最近、『Linuxはいかにしてビジネスになったか

コミュニティ・アライアンス戦略（NTT出版、佐々木裕

一／北山聡著、国領二郎監修）』という本を読みました。こ

の本では、主にレッドハットとVA Linux Systemsが取り

上げられ、オープンソースコミュニティの産物であるLinux

でのビジネスが、これまでのビジネスとどのように異なるか

が詳細に検討されています。

レッドハットとVA Linux Systemsは、Linuxディストリ

ビューション、あるいはLinuxを搭載したサーバなどの販売、

さらにその後のサービスによって収益を得ているという点で

共通しています。VA Linux Systemsはディストリビュー

ションそのものの開発や販売は行っていませんが、同社のサ

ーバに搭載するディストリビューションに独自の改良を施し

て付加価値を高めています。この2社に限らず、Linux企業

の多くは、ディストリビューションに関係する何らかのロイ

ヤリティによって収益を得ています。しかしこれだけでは、

「コミュニティの産物を商品化することで利益を得ている」

という批判を免れません。

そこで両社は、本格的にビジネスを展開するのに前後し

て、開発者コミュニティとの協調関係・補完関係も構築し

ています。さらに、両社の利潤が開発者に不完全ながらも還

元されるように注意を払っています。また、ソフトウェア開

発は楽しいことばかりではありません。「好きだからやる、

イヤだったらやらない」というのが一般的なハッカーの気質

であり、彼らは往々にしてバグ修正やメンテナンスなど、技

術も時間も必要なのに、光が当たりにくい仕事を避けて通り

がちです。両社は、その「どちらかと言えば楽しくない」部

分を企業活動として行うことにより、オープンソースコミュ

ニティの産物であるLinuxに、製品として十分な市場価値を

与えてきました。前出の本ではそのようすが歴史的に、克明

に解説されています。

「オープンソースビジネスは難しい」と一般には言われて

います。ソースを公開せず完成品を売るという方法ではな

く、ソースを公開したうえで十分な収益をあげられるビジネ

スモデルを構築することは容易ではありません。実際、

Linuxディストリビューターの多くは、若干なりともディス

トリビューションのロイヤリティで収益をあげています。

しかし、今回紹介するモンタビスタソフトウェア（以下、

モンタビスタ）は、ディストリビューションのロイヤリティ

とは違うビジネスモデルで成功している企業です。

■

■　モンタビスタのビジネスモデル

■

よく知られているように、Linux自体はソースコードが

GPLに基づいて完全に公開されています。モンタビスタは、

同社の組み込み向けLinuxディストリビューション「Hard

�
�
�
�
��
��
��
��

第10回　オープンソースビジネスの多様な姿

文：みわよしこ
Text : Yoshiko Miwa  miwachan@pp.iij4u.or.jp

モンタビスタのビジネスモデル
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Hat Linux」を、Linuxそのものと同様にロイヤリティフリ

ーで、GPLに基づいて公開しています。それでは、モンタビ

スタはどうやって収益を得ているのでしょうか。

モンタビスタは、「Hard Hat Linux」のバイナリパッケ

ージと年間サポート契約をセットにして「サブスクリプショ

ン」という形で有料提供しています。「Hard Hat Linux」

のユーザーは、自社での組み込み製品の開発のために安心し

て使えるバイナリパッケージとサポートを購入するというこ

とになります。このビジネスモデルは本社のある米国だけで

なく、ヨーロッパや日本の市場でも高く評価されました。そ

の結果、モンタビスタの日本法人は設立後最初の一年間で、

予定通りの売上をあげています。

■

■　日本の会社員とLinuxコミュニティの微妙な関係

■

一般的な日本の企業の中にいると、自分の実名を出して

Linuxコミュニティにコミットするのは容易ではありません。

村社会の中で、個人が「目立つ」行動を取ることは暗黙の

タブーでもあります。筆者自身もかつて会社員だったころ、

Linuxコミュニティでの活動によって社内での立場が危険に

さらされるという経験をしています。

さらに技術的なコミットメントの場合、どこまでがコミュ

ニティ活動なのか、どこまでが業務なのかが判然としないと

いったことがコミットメントを難しくしています。コミュニ

ティの一員としての発言なのか、それとも会社の業務の一環

としての発言なのか、質問を受ける場合に個人として対応す

るのか、それとも会社の一員としての立場で対応するのか、

どちらかの立場で対応するとして、どこまでの責任を持つの

か、どこまでの責任が持てるのか……。

業務に熱意を持って取り組んでいればいるほど、また会社

の中でより大きな権限や強い立場を持つようになればなるほ

ど、概して「公私の別」の切り分けは難しくなってゆくもの

です。たとえば、コミュニティのメーリングリストに会社の

メールアドレスで投稿する場合、投稿の署名に「この発言は

個人としての発言であり、会社はまったく関係がありませ

ん」とただし書きをしておいたところで、投稿を読む人が発

言者とその所属する企業をまったく無関係とみなすことはあ

りえません。筆者自身は会社員時代、「あくまで個人として

の行動なので、会社ではメーリングリストを読みも投稿もし

ない」という原則を貫き通しました。しかし、その結果とし

てタイムリーに発言できる機会が減り、コミュニティの人間

であると自認する人々から、「貢献が少ない」という批判を

口頭で浴びたこともありました。日本で会社に所属しながら

Linuxコミュニティに関わっている方々は、個人の立場と組

織の立場の矛盾という問題に、多少なりとも悩んでいること

が多いでしょう。

■

■　個人レベルでのLinuxコミュニティとの「協調」

■

モンタビスタの社員には、以上のような悩みは無縁です。

Linuxの開発プロジェクトに参加し、Linuxの完成度を高め

ることが業務の一環となっているからです。Linuxカーネル

は イ ン テ ル の x86だ け で な く 、 Power PC、 MIPS、

StrongARM、SH、SPARCといった多くのアーキテクチャ

に対応していますが、そのそれぞれのアーキテクチャのプロ

ジェクトにモンタビスタ社員が参加し、貢献しています。も

ちろんカーネルだけではなく、ツールやアプリケーションの

プロジェクトにも参加者を出しています。Linuxの完成度を

高めることが、すなわちモンタビスタのHard Hat Linuxの

完成度を高めることになるというシナジー効果があるからこ

そ可能な形態です。

これに対して、日本の半導体メーカーがLinuxを自社の

CPUに対応させたいと考えた場合、モンタビスタのようにコ

ミュニティ活動に自社の社員を直接送り込むということは、

日本の企業社会の性格から困難です。また、自社に質問や

クレームが来た場合にどう対応すべきか、どこまでの責任を

負うべきかという問題も障壁となるでしょう。

そこで最近では、NECや東芝など日本の大手半導体メー

カーが、自社製品向けに社内で開発したコードをモンタビス

タに託し、モンタビスタの技術者がそれをLinuxに反映する

という状況が発生しています。モンタビスタは日本企業、あ

るいは日本企業で働く技術者たちがLinuxコミュニティへ貢

献するための「窓口」としての役割も果たしているというこ

とになります。

現状を考えれば、このような「窓口」が存在することによ

って、日本の企業がLinuxへ貢献できるということは大いに

評価すべきでしょう。

それにしても、日本企業で働く数多くの優れた技術者が、

個人としてコミュニティ活動をすることが難しい現状自体が

なんとかならないものかと筆者は思います。

■

■　オープンでないビジネスとの「協調」

■

100%オープンのソリューションのみで顧客のニーズに完

日本の会社員とLinuxコミュニティの
微妙な関係

個人レベルでの
Linuxコミュニティとの「協調」

オープンでないビジネスとの「協調」
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全に応えることは、ときに困難なこともあります。1つの会

社の中にオープン・非オープンという2つの矛盾する立場が

存在することは、企業活動を困難にすることもあります。

モンタビスタでは、数多くの非オープンソースビジネスを

行うパートナーと協業し、それぞれの分野の製品・ソリュー

ションで補完し合うことで、この問題に対応しています。と

りわけ日本では、非オープンソースのツールを扱う兄弟会社

「イーエルティ」と密接に協業することで開発ソリューショ

ンを強化しています。

具体的には、イーエルティは国内主要ツールベンダーが提

供する実績ある開発ツールや開発環境をHard Hat Linuxに

対応させ、販売しています。これよって、これまで開発に国

産ツールを使用してきたユーザーは、日本国内で高いシェア

を占めてきた実績のあるツール、慣れ親しんだツールをその

まま使用して、Hard Hat Linuxを用いた開発ができるわけ

です。

■

■　Hard Hat Linuxはなぜ評価されるのか

■

オープンソースで成功するビジネスモデルを構築し、

Linuxコミュニティと協調体制を構築するだけで成功するほ

どLinuxビジネスは甘くありません。製品そのものに十分な

魅力がなければ、ビジネスは先細りになるだけでしょう。モ

ンタビスタの「Hard Hat Linux」がなぜ評価されたのかを

ここで改めて検討してみましょう。

モンタビスタ自体は1999年3月に設立された非常に若い会

社です（日本法人の設立は2000年7月）。しかし、モンタビ

スタを設立したのは、20年以上にわたって現在でも組み込み

リアルタイムOSとして利用されている、VRTXの開発者で

あり、「組み込みOSの父」とも呼ばれるジム・レディ氏で

す。ジム・レディ氏は、1992年ごろにLinuxが「将来組み込

み用途で使えるのではないか」と着目し、準備を重ね、1999

年にモンタビスタを設立しました。したがって、モンタビス

タには当初から「組み込み技術がよくわかっている会社」と

いう期待が集まっていました。

また、モンタビスタはHard Hat Linuxにクロス開発環境

をいち早く整備しました。組み込みで用いられるCPUは主

に、MIPS、StrongARM、SHですが、開発はパワーがある

インテルのx86ホスト上で行い、コードのコンパイル後のバ

イナリを、ターゲットとなるCPUのマシンにイーサネットや

メモリを経由して送ります。このような開発形態はクロス開

発と言い、Linuxに限らず組み込み製品開発では一般的な形

態ですが、モンタビスタはこの環境を、多様なアーキテクチ

ャに対していち早く整備したことで注目を受けました。

もちろん、Hard Hat Linuxが評価されたのはオープンソ

ースで純粋なLinuxであるという点にもあります。ほかのOS

に対するLinuxのアドバンテージは、ロイヤリティフリー、

オープンソース、そして日進月歩で進化し続けるているとい

う点です。加えて、Hard Hat Linuxの場合、モンタビスタ

が企業としてそのクオリティを保障する形となっているた

め、信頼のおける組み込み用OSとして評価されました。

Hard Hat Linuxは、現在ではアーキテクチャへの対応が

進み、ボードへ対応した開発環境も提供しています。組み込

み製品開発の場合、最初は市販のボードを用いて開発を行

い、数量にもよりますが、その後カスタムのボードを作成し

ます。Hard Hat Linuxには、現在、組み込み製品開発に使

用されることの多い70～80種類のボードに対応した開発環

境が含まれているため、開発者はHard Hat Linuxを導入す

ればすぐにアプリケーションの開発に取りかかることができ

るのです。組み込みシステム開発者にとっては、まさに至れ

り尽くせりといったところでしょう。

さらに、前述したようにLinux開発コミュニティとの緊密

な連携により、モンタビスタの社員が業務としてLinuxのク

オリティの向上に貢献し、そのことがモンタビスタのLinux

製品のクオリティを向上させるというプラスの連環構造があ

ります。

Hard Hat Linuxは、以上のような魅力によって組み込み

製品の開発者に広く受け入れられたと言えそうです。

■

■　Linuxを利用した開発の効率の良さ

■

ビジネスはスピードが命です。組み込みシステム開発も例

外ではありません。多くの組み込みシステム開発者・企業

が、それまで使ってきたOSや自社OSにこだわるのは、慣れ

た環境・蓄積されたソフトウェア資産があれば速いスピード

で開発を行うことができるからです。

しかし、『Embedded Linux Journal 2001年7月号』に、

これまでのその「常識」を覆すような事例が掲載されまし

た。それは、ある企業での組み込みネットワーキングボック

スとターミナルサーバの開発事例です。その企業はそれまで

自社OSを用いた組み込みシステム開発を行っていた会社で、

Linuxを用いた開発は今回が初めてでした。この会社はいく

つかの組み込み向けLinuxディストリビューションを比較・

検討した結果、使用を考えているボードをサポートしている

Linuxを利用した開発の効率の良さ

Hard Hat Linuxは
なぜ評価されるのか



という理由から、モンタビスタのHard Hat Linuxを採用し

ました。その結果、1人のエンジニアが6カ月で開発を完了

させることができました。これは、これまで使用経験のない

OSを採用した開発としては異例の速さです。通常ならば1.5

人／年といった人的資源を必要とするところです。

この事例の報告者は、開発効率の面からも「Linuxへの移

行を躊躇すべきではない」と読者に呼びかけています。掲載

誌が『Embedded Linux Journal』であることを差し引い

ても、Linuxが組み込みシステム開発に非常に適しているこ

と、またディストリビューターによるボードまでのサポート

が開発を非常に容易にすることを示している例だと言えるで

しょう。

■

■　Hard Hat Linuxを利用した製品

■

モンタビスタによれば、この冬にかけてHard Hat Linux

を利用した製品が日本の市場に多数出現する見通しとのこと

です。社名や製品名はまだ発表できないということですが、

中にはブロードバンドの一般家庭への普及を見越したユニー

クな製品もあるそうです。

たとえば近々発表されそうな製品には、ADSLやブロード

バンドの受け口に設置するホームサーバがあり、この製品は、

そこにPCを接続することももちろん可能なのですが、さら

にコンテンツのセーブを行う機能もあるということです。ま

た、ハードディスクにテレビ録画を行う装置も開発されてい

るそうです。

もちろん、ビジネス用途の製品も開発されているとのこと

です。プリンタやFAXをPCから利用するのはごく当たり前

のことですが、それらにLinuxを組み込むことで、PCとのデ

ータ共有をより容易にするような製品が期待されます。この

ほか、ごく一般的なビジネス用のインターネット端末も開発

されているそうです。

来年にかけては、産業用の計測器などに「深く静かに」

採用されていく動きもあるとのことです。

組み込み製品でOSの名前が公開されることはめったにあ

りませんが、Linuxを使用した製品に関しては「Linux

Inside!」と誇りを持って公開してほしい……と筆者は密かに

思っています。
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Hard Hat Linuxを利用した製品

図　矛盾の少ない企業形態
内外に矛盾する要素をもたない企業形態が、モンタビスタの場合はそのままビジネスでの成功につながっている。
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――はじめまして。オフィスを移転されて広くなりましたね。

有馬：ええ、以前のオフィスでは手狭になってしまいまし

て……。現在、日本法人の従業員は15名なのですけれども、

半導体メーカーさんから2名、それからパートナー会社から

2名、大学から1名、テーマを持って勉強に来ている方がい

るのです。

――いわゆる技術交流でしょうか？

有馬：いえ、半導体メーカーさんは、早くLinuxの品揃えを

しないといけないという危機感を持っておられまして、自社

の開発にもLinuxを使いたいということで勉強しにいらしゃ

っています。私どもが、そういう方々も受け入れて仕事をし

ましょうということでスペースも提供しております。ですか

ら、手狭になってしまって移転を急いだのです。

――同じフロアにイーエルティ（本文参照）も入っているの

ですね。

有馬：ええ、イーエルティは兄弟会社で、「オープンなビジ

ネスは私どもで、非オープンなビジネスはイーエルティで」

という棲み分けをしているんですが、移転を機に同じ建物の

同じフロアに入ってもらうことにしました。協力して効率よ

く仕事をしていく関係ですので……。

――それはいいですね。ところでモンタビスタさんはいつ設

立されたのでしょう。

有馬：米国本社が1999年の3月、日本法人は2000年の7月で

す。日本法人ができてから1年と2カ月くらいですね。

――モンタビスタさんというと、組み込みLinuxの世界で非

常にメジャーな存在というイメージがありますから、まだ設

立から1年か2年しか経っていないというと少し違和感を感

じます。

有馬：モンタビスタ自体の歴史は比較的新しいのですけれど

も、やっている人間の歴史は古いんです。

――とおっしゃいますと？

有馬：本社の社長はジム・レディなんです。「組み込みOSの

父」と言われている人物で、VRTXという歴史の古い、も

う20年以上も使われ続けているOSがあるのですけれども、

それを開発した人です。彼が最初に作った会社はハンター・

アンド・レディ、次いでレディシステム、マイクロテックリ

サーチ、それからメンター・グラフィックスというように、

企業の吸収合併で会社は変わっていったのですけれども、そ

の20年以上の長きにわたって、VRTXというリアルタイム

OS、それからマイクロテックのツールの面倒をずっと見て

きたのがジム・レディという人物なんです。

――凄い方ですね。

有馬：日本の社会でもVRTXというOSはずっと使い続けら

れているのです。そういうわけで、半導体ツールベンダー、

写真　有馬仁志氏（ありまひとし）
モンタビスタソフトウエアジャパン株式会社代表取締役社長兼、モンタビスタソフト
ウェア日本セールス担当副社長。18年におよぶリアルタイムオペレーティングシステ
ムの経験を持つ。Wind River Systems、Integrated Systemsの日本法人の管理職位、
1999年にIntegrated Systemsに買収されたSoftware Development Systemsの日本法
人の代表専務取締役を歴任。また、日本エンベデッドリナックスコンソーシアム
（Emblix）では監査役として、日本における組み込みLinuxの普及活動に積極的に貢献。

大手組み込みLinuxディストリビューターとして、リネオ
と並んで「2大」というイメージのあるモンタビスタ。今
回はその代表取締役社長である有馬仁志氏にインタビュー
をお願いしました。

モンタビスタソフトウエアジャパン代表取締役社長
有馬仁志氏に聞く



ミドルウェアベンダー、SI会社、もちろんお客さまも含め

て、ジム・レディの知名度は非常に高いんです。そのジム・

レディの会社ということで、モンタビスタは急速に受け入れ

られたところがあります。

――Linuxが組み込みに使えそうだと判断されたのは、ジ

ム・レディさんご自身なんですか？

有馬：そうです。9年くらい前のことです。今、Linuxが誕

生してちょうど10年と言われていますけど、ごく早い時期か

らジム・レディは注目していて、満を持してスタートしたと

いう感じなんです。「Linuxは組み込みに使える」というこ

とを信念にしてですね。

――前回取材したタクシアさんも、'92年ごろに世界最古の

組み込みLinux製品を開発したとおっしゃっていました。そ

れはごく普通のターミナルなんですが。

有馬：ええ同じ頃、'92年にLinuxの初期のバージョンをジ

ム・レディが動かし、これは組み込みで使えるはずだとずっ

と温めてきたんですね。

――そういう経緯があってモンタビスタが設立されたわけで

すね。

有馬：モンタビスタを設立したのが'99年3月なのですけれど

も、そのときに出資したベンチャーキャピタルは、ジム・レ

ディが20年前にハンター・アンド・レディを設立したのと同

じところなんです。この例を取って、いかにジム・レディと

いう人物に信用があるかおわかりいただけると思います。

――結局は人なんですね。

有馬：そうですね。そして会社を設立するということで集ま

ってきたのがLinuxのエンジニア、UNIXのエンジニア、そ

れから従来の組み込みOSのエンジニアなのですが、その時

にリアルタイムUNIXの世界で非常に有名なHPのリアルタ

イムUNIXを作っていた開発チームのトップだったケビン・

モーガンが参加しまして……。結果として、Linuxコミュニ

ティと、HP出身者と、従来の組み込みOSのエンジニア、こ

れがバランスよく3分の1ずつ集まりました。

――Linuxコミュニティ出身者ばかりではビジネスはうまく

いかないように思えますね。

有馬：そうですね。技術面はそういう感じでバランス良くな

っています。それからビジネスサイドなんですが、やっぱり

組み込みでVRTXの担当をずっとしていたようなセールスの

人間など、組み込みシステムを熟知している者が集まってき

まして、それでモンタビスタという会社が成り立っていると

いう感じなのです。

――やはり企業は人なんですね。ところで、ワールドワイド

展開も非常に速いというイメージを受けましたが？

有馬：ええ。昨年、日本をスタートする1カ月前にヨーロッ

パを立ち上げています。ヨーロッパは、まずオフィスをフラ

ンスに立ち上げ、その後すぐに日本オフィスが設立されまし

た。続いて、ドイツ、イギリス、スウェーデンと4つ、ヨー

ロッパに作りました。このように、ワールドワイド展開は大

変速かったですね。また、今年6月には、アジアにシンガポ

ールオフィスも設立されています。

――Hard Hat Linuxのディストリビューションの出荷は確

か昨年でしたね。

有馬：はい、2000年の3月です。本社が1999年3月にできて

からちょうど丸1年間、ディストリビューションを一生懸命

作ってきたんですよ。2000年3月に正式にリリースできたの

が1.0という初期のバージョンですね。それが世界中のマー

ケットから非常に高い評価をいただけまして。みなさん、こ

の組み込みのLinuxを待っていたという感じでした。

――それからワールドワイド展開されたわけですね。堅実な

感じを受けます。

有馬：使いたいというお客さまが世界中にいらして……。日

本の家電系のお客様が、アメリカの本社に「ぜひ使いたい」

ということでかなり訪問をされていまして、もういくつも設

計を始めていたということもありました。そういう理由でモ

ンタビスタの拠点を日本でも早くスタートさせなくてはとい

うことになり、ご縁があって私が代表取締役社長ということ

になり、日本法人をスタートしました。

――ところで、以前からぜひ伺いたいと思っていたことがひ

とつあるんですが……。ディストリビューションの名前が

「Hard Hat」ということは、レッドハットさんと何か関係が

あるんでしょうか？

有馬：直接の関係はないですね。名前の、まあ雰囲気をい

ただいちゃったという感じでしょうか（笑）。ただ、ゆるい

パートナーシップと言ったらいいのでしょうか。私どもは、

レッドハットのホストをサポートしていますから……。もち

ろん、Solarisも、SuSEも、Turbolinuxもサポートしている

んですが、そのひとつということです。

――ほかの組み込みLinuxのディストリビューターさんとは

どうでしょう？

有馬：Emblix（日本エンベデッドリナックスコンソーシア

ム）の中では「同じ業界」ということで仲良くさせていただ

いています。私もレッドハットの方とか、リネオの方と携帯

の電話番号を共有して、会合があるときには「今、どこです

か」なんてお話しながら会場に向かうという感じです。そこ
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ではニュートラルに、組み込みLinux発展のために仲良くさ

せていただいています。

――競争するところは競争して、協調するところは協調して

という感じですか。

有馬：Linuxを広めましょうというミッションとしては一緒

なんですよね。やっぱり、多くの方にLinuxを使っていただ

くということが共通の課題ですので……。そのためにも、

Emblixでは仲良くさせていただくということなんです。

――パイを大きくしてその中で各社、自分の持ち味で取り分

を大きくしていきましょうという思想だと理解してよろしい

んでしょうか。

有馬：はい、そのとおりです。もうパイが広がらないことに

はどうにもなりませんから。ただ、最近の調査データを見て

みますと、Linuxの今後の普及率の見込みは凄いんです。

2005年までは組み込み市場の伸び率が150％という予測が出

ています。

――毎年150％ということですか？

有馬：そうです。

――すごいですね。

有馬：150%ですからすごい伸び率ですよね。それはトータ

ルで150%なんですけれども、その中で組み込みLinuxが占め

る比率は、今後2年間で36％まで伸びると言われています。

組み込み市場自体が、年々150％ぐらい伸びていると。

Linuxのシェアも相当広がっていくだろうというように言わ

れておりますね。

――組み込みのすべてがLinuxというようにはならないでし

ょうけれども……。

有馬：これは私の感覚なんですけれども、日本ではITRON

とLinuxがあったら十分ではないかと思います。Windows

CEとか、VxWorksとか、OS-9とか、Nucleusとか、QNX

とか、組み込みOSはいろいろあるのですけれども……。も

ちろん、用途によって「それでなくては」ということがあり

ますので、それらのOSもやはり生き残っていくと思います

けれども……。

――Emblixでも、ITRONとLinuxとの共存ということを強く

主張されていますね。

有馬：ITRONは今までの長い歴史がありますよね。それに

対するLinuxのアドバンテージは、やっぱりネットワークだ

と思うのです。インターネットにつながる世界では、Linux

に大きなメリットがあります。

――Emblixの中島会長も、以前お会いしたときにそうおっ

しゃっていらっしゃいました。

有馬：ITRONのメリットは8ビットや16ビットの非力な

CPUでもサクサク動くし、ソフトウェア資産もたくさんある

ということなんですね。ですから、非力なCPUで十分で、

なおかつインターネットにつなぐ必要のないところでは

ITRON、インターネットにつながらなくてはならないとこ

ろはLinuxという感じになるだろうと思います。

――現状を考えると妥当な棲み分けだと思います。

有馬：それに、ITRONはLinuxが日本の社会で受け入れら

れるためにも重要な役割を果たしていると思います。

――どういうことでしょう？

有馬：ITRONはLinuxと同様に、オープンなスタンダード

だったのです。誰でもインプリメントできる。この文化の蓄

積が日本にはあるのです。ですから、日本人の技術者は

「Linuxはオープンソースで誰でも使えるよ」というのに非常

に抵抗がないんです。

――そういう類似点が確かにありますね。

有馬：ITRONとLinuxはオープンスタンダードという共通

点がありますから、Linuxは受け入れられやすかったと思い

ます。

――私にとっては新鮮な見方です。

有馬：ですから、ITRONとLinuxが共存していれば、日本

ではそれで十分ではないかと思います。8ビットとか16ビッ

トとかの世界ではITRONのマーケットができあがってしま

っていますし、そういう世界ではLinuxの良さが出せないで

すよね？

――おっしゃる通りです。

有馬：逆に、32ビットでMMUがあって、通信のためのイン

ターネットのプロトコルが必要で、インテリジェントな機能

が欲しいという場面では、Linuxはもう正しくうってつけだ

と思います。マーケットも半導体ベンダーもそう思っていま

す。ということで、たとえばカーナビですとか、衛星放送の

受信機、デジタルテレビといった、そういう家電向けマーケ

ットでLinuxが今後加速度的に伸びていくのではないかと思

います。

――海外では、8ビットや16ビットの世界はどういう状況な

のでしょうか？

有馬：たくさんのOSがありますね。主なところではNucleus

とか、レッドハットさんが買収されたeCosですとか。日本

ではそれらがITRONに統合されているといったところです。

――状況はよくわかりました。ところで、今後の方向性につ

いて伺いたいのですが、現在の「Hard Hat Linux」はロイ

ヤリティフリーでオープンにし、「Hard Hat Linux」のバイ

Linux magazine December 2001140

Em
be

dd
ed



ナリパッケージと年間サポート契約をセットにして「サブス

クリプション」で利益をあげるという形態でビジネスを行わ

れてゆくのでしょうか？

有馬：そうですね。自社ですべてをまかなうという方向性に

は行かないと思います。他社ではよくありますが、買収を重

ねて自社内で何もかもを持つという方向には私どもは行かな

いでしょう。それはオープンソースビジネスの姿ではないと

思いますし。

――そうですね。

有馬：モンタビスタのミッションのひとつには、オープンソ

ースビジネスのあるべき姿を追求するということもあると考

えています。現在のところ、受け入れていただいているよう

でまことに喜ばしいのですが。

――これからの展開が楽しみですね。

有馬：そうですね。これから大阪にもオフィスを作る予定な

んです。家電系のお客さまが大阪近辺に多数いらっしゃいま

すし。

――モンタビスタさんが今後注力していかれる分野は、どう

いったところでしょうか？

有馬：情報家電と通信インフラといったものですね。そのた

めに、Hard Hat Linuxには両極端の機能が要求されている

のですが……。

――と言いますと？

有馬：情報家電ではとにかく品揃えですね。もちろん、基本

にはリアルタイム性やサイズの問題があるんですが、ブラウ

ザとかグラフィックスですとか、Javaが動くことですとか、

通信に関してはBluetoothですとか、無線LANに対応すると

か、そういった品揃えが必要になっています。

――通信インフラではまたまったく異なるものが必要になり

ますね。

有馬：ええ、最も求められるのはハイアベイラビリティ

（High Availability）です。信頼性が高く、稼働率が

99.999%ですとか、非常に長い時間ノンストップでコンピュ

ーティングすることですとか……。

――地味ですが重要な技術ですね。

有馬：ハイアベイラビリティの対応も、私どもがオープンソ

ースで対応しています。たとえば、ホットスワップですね。

ボードを交換するときに電源を入れたまま交換できる仕組み

を提供することも、信頼性を上げるための方策のひとつなん

です。そのいろいろな方策を、私どもはオープンソースで作

ったものを、オープンソースコミュニティで公開しながら提

供しています。プログラムの作り方も信頼性には関係します

し、テストの作り方、それからホットスワップの例ではハー

ドの作り方も重要になります。そういった「仕組み」も開発

していますね。そういったことも含めて、組み込みLinuxの

中では私どもがリーディングカンパニーだと思います。

――信頼性に関しては、ちょっとほかの追従を許さない感じ

になっているのですか。

有馬：そうですね。非常に信頼性の高いところで評価いただ

いています。私どもは、この高信頼性のためのいろいろな方

策を公開情報として提供しているんです。従来は、有償の非

常に高価なソフトを買ってきて作らなければならなかったの

が、「オープンソースのLinuxで、オープンにされている情報

を使って、私どものサービスを受けながら作ると、非常にコ

スト的にも折り合いますよ」というメッセージを発信してい

ます。

――そうしますと将来的には、たとえばモンタビスタの開発

した何かハイアベイラブルなものが、IEEEのスタンダード

に取り入れられたりするというようなこともありえますか？

有馬：十分にありえると思いますね。私どもは、現在でもど

んどんスタンダードの企画段階から参加していますし、オー

プンソースにしていっていますので、そういうスタンダード

には相当協力しています。

――スタンダードへの協力というのは力がないとできないこ

とですから、非常に楽しみだと思います。

有馬：そうそう、組み込みLinuxのリアルタイム性の追求と

いうことで言えば、私どもで行ったカーネルのチューニング

部分があるんですけれども、それも次のLinuxカーネル2.5で

採用予定があるんです。

――コミュニティへの貢献とビジネスを同じ温度で行ってい

らっしゃる感じを受けます。ところで最後に伺いたいんです

が、Hard Hat Linuxのシンボルマークのペンギンがかぶって

いるヘルメットは、何を意味しているんでしょう？

有馬：「安心して使えますよ」というメッセージです。

Linuxそのものは、誰も保障してくれない。日進月歩だし、

クオリティが保障されているのはカーネルしかないし、ツー

ルキットで使おうと思ったりパッケージングしようとした

り、クオリティを評価しようとしたり、あるいはフォーム的

に安心しようと思ったら、誰も保障してくれません。だから

ヘルメットかぶって、安心して我々のディストリビューショ

ンを使ってください（笑）。

――よくわかりました。今後、モンタビスタの技術がスタン

ダードになることも楽しみにしています。今日は大変ありが

とうございました。
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●ライブラリのインストール

まずは、ライブラリのインストール

を行う。印刷処理を行うgnome-print

（0.21以降）は、最近のディストリビュ

ーションであれば最初からインストー

ル さ れ て い る は ず だ 。 た だ し 、

Sodipodiのビルドには、gnome-print-

develパッケージも必要なので、ディス

トリビューションのCD-ROMからイン

ストールしておこう。

一方、Gnome Applicationライブラ

リ（GAL）は、バージョン0.8以降が

要求される（最新版は0.14）。ほとんど

のディストリビューションでは、新規

インストールするか、バージョンアッ

プする必要がある。

GNOMEのFTPサイトではtarボー

ルのみ配布されているので、Red Hat

系ディストリビューションでは、以下

の手順でRPMパッケージを作成しよ

う。

「su -」としてrootになってから、「rpm

-tb gal-0.14.tar.gz」とすると、/usr/

src/redhat/RPMS/i386にgalとgal-

develパッケージが作られる。これらを

「 rpm -Uvh gal-＊ 0.14-1.i386.rpm」

（＊に注意）として、両方まとめてイ

ンストールしよう。なお、Kondara/

MNU Linux 2.0を使っている場合はコ

ラムを注意点を参照のこと。

●SodiPodiのインストール

Sodipodiは、tarボールとRPMパッ

ケージの両方で配布されている。tarボ

ールの場合は、「./con f igure」→

「make」でビルドし、「su」でrootに

なってから「make install」でインス

トールする一般的な手順だ。

RPMを利用する場合、配布されてい

るバイナリパッケージには日本語カタ

ログが含まれていないため、以下の手

順でソースパッケージからバイナリパ

ッケージを作成しよう。

まず、「su -」でrootになった状態で、

「rpm -i sodipodi-0.24.1-1.src.rpm」と

する。/usr/src/redhat/SPECSに

sodipodi.specが展開されるので、その

末尾に「%{prefix}/share/locale/＊

/LC_MESSAGES/sodipodi.mo」とい

う行を追加しよう。

続いて、「rpm -bb sodipodi.spec」

とすると、日本語カタログを含むバイ

ナリパッケージが作成される。これを、

「rpm -Uvh /usr/src/redhat/RPMS/

i386/sodipodi-0.24.1-1.i386.rpm」とし

てインストールすればいい。

Sodipodiは、CorelDrawに似たインターフェイスを持つドローソフト

だ。W3Cが標準化を進めている「スケーラブル・ベクタ・グラフィッ

クス」（SVG）のサブセットに対応し、拡大してもジャギーのないベク

タ画像を作成できる。gnome-printと組み合わせてプリンタで印刷した

り、PS／PDFファイルに出力することも可能だ。実行にはgnome-

printとGnome Applicationライブラリ（GAL）が必要となる。http://sodipodi.sourceforge.net/

Sodipodi
SVGに対応した次世代ドローソフト

バージョン：0.24.1 ライセンス：GPL

画面1 メインウ
ィンドウには、数
多くのボタンがグ
ループ別に並ぶ。

画面2 付属のサンプ
ル画像（リスのOrav君）
はSodipodiのマスコッ
トだ。

画面3 オブジェクトの色などはプロパティダイアログ
で変更する。
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●SVGとは

スケーラブル・ベクタ・グラフィッ

クス（SVG）は、W3Cが勧告する2次

元ベクタグラフィック記述言語だ

（http://www.w3.org/Graphics/SVG/

Overview.htm8）。XMLベースで可読

性や可搬性が高いことから、次世代の

Webページの一部として広く使われる

ことが期待されている。

2001年の9月に最初の勧告（バージ

ョン1.0）が出されたばかりの段階だが、

すでにSVGに対応したドローソフトや

コンバータ、WindowsのIE／Net

scape用プラグイン（http://www.

adobe .com/svg/）などが登場し、

MozillaにSVGを実装するプロジェクト

（http://www.croczilla.com/svg/）も

進行中だ。

なお、Sodipodiでは、SVGの規格の

うち、描画に関する部分にのみ対応し

ており、アニメーションやスクリプト

といったインタラクティブな要素は実

装されていない。

●Sodipodiの起動と画面構成

ktermなどで「sodipodi&」と入力

するか、GNOMEメニューの[プログラ

ム]－[グラフィック]－[Sodipodi]を選

択すると、数多くのボタンが並んだメ

インウィンドウが開く（画面1）。付属

の日本語カタログにより、メニューや

ダイアログ、チップヘルプのほとんど

が日本語で表示される。

メインウィンドウは、ファイル、編

集、オブジェクトなど機能別のグルー

プに分類されており、境界部分のクリ

ックで表示の有無を切り替え可能だ。

また、境界部分の右端のアイコンをク

リックすると、グループ単位で別ウィ

ンドウに分離でき、柔軟なレイアウト

で作業を行える。

ファイルグループの[新規描画]ボタ

ンを押すと、新しいウィンドウが開い

て白紙の画像が表示される。複数の画

像のウィンドウを同時に開いたり、詳

細図と全体図といった具合に、ひとつ

の画像に対して複数のウィンドウを開

くこともできる。最初は、tarボールに

含まれているサンプル画像を読み込ん

で、操作に慣れるといいだろう（画面

2）。

このほか、画像上での右クリックメ

ニューでもさまざまな操作を行える。

たとえば、表示倍率の変更は、拡大グ

ループのボタンを押す代わりに、右ク

リックメニューの[表示]－[拡大]以下か

ら選択してもいい。

なお、拡大したために画像全体がウ

ィンドウ内に収まらなくなった場合は、

画像上でマウスの中ボタンをドラッグ

することで、表示を自由にスクロール

することができる。

●オブジェクトの描画と選択

描画できる図形（オブジェクト）は、

矩形／楕円／フリーハンド線／ダイナ

ハンド線／テキストの5種類。Drawグ

ループのボタンでオブジェクトの種類

を選択し、画像上でドラッグして描画

する。テキストの場合は、画像上でク

リックしてから文字列をキー入力すれ

ばいい。同種のオブジェクトは連続し

ていくつでも描画できる。

左ボタンは、このほかにもオブジェ

クトの選択やノードの操作などさまざ

まな場面で使われる。たとえば、

Drawグ ル ー プ 左 上 の [Select and

transform]ボタンを押してから、オブ

ジェクトをクリックすると選択できる。

ドラッグやShift－クリックによる複数

オブジェクトの同時選択も可能だ。

オブジェクトを選択した状態では、

画面4 内部の色のAlphaパラメータを変更すれば半透
明表示も可能だ。

画面5 フリーハンド線では、各ノードのハンドルで形
状を調整できる。

Kondara/MNU Linux 2.0では、Gnumeric

など数個のソフトが以前のGAL（libgal.so.6）

を参照するため、そのままではGALの最新

版をインストールできない。依存性を無視

したインストールを無理に行うと、

Gnumericなどが使えなくなってしまう。

そこで、「su -」としてrootになった状態

で、「cp -a /usr/lib/libgal.so.6.0.0 /tmp」と

して古いGALをいったん退避する。そのう

えで、「 rpm -Uvh --nodeps gal-＊ 0.14-

1.i386.rpm」として、依存性を無視したイン

ストールを行う。このとき、古いGALは自

動的に削除されるので、「mv /tmp/libgal.

so.6.0.0 /usr/lib」で書き戻し、「ldconfig」

とすればOKだ。

Column

「Kondara 2.0にGALを
インストールする際の注意点」
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内部のドラッグで移動したり、周囲の

8つの矢印のドラッグでサイズを変更で

きる。さらに、再度クリックすると、

オブジェクトの周囲の矢印が変化して、

回転や変形が可能になる。

●オブジェクトのプロパティ

オブジェクトの太さや色などを変更

するには、オブジェクトグループ上段

の4つのボタンを押すか、右クリックメ

ニューの[プロパティ]以下の項目を選

択する。

ダイアログには、線の太さや色など

を設定する「ストローク」、内部の色

を設定する「塗りつぶし」と「Dyna

mic fill」（画面3）、位置などを設定す

る「レイアウト」などがある。

たとえば、Dynamic fillプロパティ

で、不透明度を表わすAlphaパラメー

タを減少させると、背後のオブジェク

トが次第に透けて見えてくる。内部の

色をグラデーションで表現することも

可能だ（画面4）。

テキストのフォントや内容は、独立

した「フォントスタイル」ダイアログ

で変更する。なお、現時点では日本語

テキストには対応しておらず、入力し

た時点でSodipodiが異常終了してしま

うので気をつけよう。

オブジェクトの前後関係は、選択グ

ループのボタンで変更できる。また、

複数のオブジェクトをまとめて扱うグ

ループ化の機能も用意されている。

●ノードを編集して変形する

オブジェクトの種類が5つだけとは少

なすぎると思われるかもしれない。実

際には、どこでも太さが一定のフリー

ハンド線や、太さを場所により変えら

れるダイナハンド線を使って、ほとん

どの図形を表現できる。

これらのオブジェクトには、適当な

間隔で「ノード」が設定されており、

描画後にノードを操作することで、形

を滑らかに整えたり、大きく変形させ

ることが可能だ。

対象となるオブジェクトを選択し、

Drawグループの[ノード編集]ボタンを

押すと、線上にノード（◇または□）

が表示される。◇は尖った部分、□は

滑らかな部分のノードを意味しており、

相互に変換可能だ。これらを直接ドラ

ッグして位置を変えたり、各ノードに2

つ付属する「ハンドル」（○）をドラ

ッグして、線の曲がり具合を調整して

みよう（画面5）。

さらに、Nodesグループのボタンに

より、ノードの追加や削除、分割など

の操作も可能だ。なお、端点の結合や

直線・曲線への変換といった操作を行

うには、隣接する2つ以上のノードを、

Shift－クリックにより選択しておく必

要がある。

矩形／楕円／テキストオブジェクト

からフリーハンド線への変換も可能だ。

対象となるオブジェクトを選択してか

ら、オブジェクトグループの[オブジェ

クトを曲線状に変形]ボタンを押せばい

い。たとえば、楕円をフリーハンド線

に変換した後、ノードを編集してゆが

ませると、卵型のオブジェクトを作成

できる（画面6）。

●印刷とファイルへの出力

Sodipodiで作成した画像は、ファイ

ルグループの[描画の保存]ボタンによ

り、SVG形式で保存できる。このほか、

プリンタに直接印刷したり、他のファ

イル形式にエクスポートする機能も用

意されている。

ファイルグループの[描画印刷のプレ

ビュー]ボタンを押すと、gnome-print

のプレビューウィンドウが開いて、印

刷イメージを確認できる（画面7）。表

示の拡大・縮小や、印刷ダイアログの

呼びだしも可能だ。

印刷ダイアログでは、PS形式に変換

してlpr経由でプリンタにそのまま出力

するほか、PS形式やPDF形式でファイ

ルに保存することもできる。

このほか、ファイルグループの[出力]

ボタンでは、画像全体や選択領域をビ

ットマップに変換し、PNG形式でファ

イルに保存できる。Sodipodiで作成し

たロゴなどを、現行のWebページで利

用するには、この方法を使うことをお

勧めしたい。

画面6 楕円をフリーハンド線に変換し、ノード編集で
卵型に変形させた。

画面7 印刷時のイメージはプレビューウィンドウで確
認できる。
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●ビルドとインストール

TuxCardsは、tarボールとRPMパッ

ケージが配布されている。ただし、そ

のままインストールしたのでは、フォ

ント切り替えの際に日本語が文字化け

したり、エントリーのドラッグ＆ドロ

ップで日本語の文字列が削除されてし

まうという問題がある。

これらを解決するパッチ（tuxcards-

0.7-i18n.patch）を筆者が作成したので、

tarボールを利用して以下のように修正

するとよいだろう。

まず、tarボールを展開したディレク

トリに、本誌付録CD-ROMからパッチ

をコピーし、「gunzip -c tuxcards-0.7-

i18n.patch.gz｜patch -p1」としてソ

ースを修正する。

あとは、「./configure」→「make」

としてビルドし、「su」でrootになって

から「make install」でインストール

すればいい。

さらに、Cactus（サボテン）の画像

データを「cp -P tuxcards/flowers/＊

/usr/local/share」として手動でコピ

ーしておこう。

このほか、TuxCardsから利用する

のに便利なアイコン集が別途tarボール

の形で配布されている。こちらは、

rootになった状態で、「tar zxvf icons.

tar.gz -C /usr/local/share/tuxcards」

として展開すればいい。

●起動と初期設定

k t e rmなどのコマンドラインで

「tuxcards&」とすると、左右に2つの

ペイン（領域）を持つウィンドウが開

く（画面1）。左側のペインには、階層

的なエントリー（ノート）のツリー、

右側のペインには選択中のエントリー

の内容が表示される。

初めて起動した際には、以下の手順

で初期設定を行おう。[Options]－

[Edit Settings]で設定ダイアログを開

いて、[Cactusbar Selection]の設定を

「Enable Cactusbar」、ディレクトリ

を「/usr/local/share/tuxcards/

flowers」に変更する（画面2）。

続いて、[Options]－[Change Font]

でフォント選択ダイアログを開き、エ

ントリー表示に使われるフォントを、

「Gothic [aliastt]」など日本語を含む

フ ォ ン ト に 変 更 す る 。 最 後 に 、

[Options]－ [Save Settings]を選択し

て、現在の設定内容を設定ファイル

（̃/.tuxcards）に保存しておこう。

●エントリーの作成と編集

TuxCardsのツリーに新たなエント

リーを追加するには、ツールバー中央

の[Add Entry]ボタンを押すか、リス

ト中のエントリーを右クリックして

[Add Entry]を選択し、エントリー追

加ダイアログ（画面3）でエントリー

名を入力する（日本語可）。

エントリー名の前にアイコンを表示

したい場合は、[Icons]の設定を「use

Icon」に変更し、右側のボタンを押し

てダイアログを開く。アイコン集を展

開したディレクトリ（/usr/loca l/

share/tuxcards/icons）などを指定す

ると、実際のアイコンを眺めながら選

択可能だ（画面4）。

[Apply]ボタンを押すと、選択中の

エントリーの下に、新たなエントリー

http://www.tuxcards.de/

TuxCardsは、テキストの構成を自由に組み替えられるアウトラインプ

ロセッサだ。ひとまとまりのテキストを格納した「エントリー」を階層

的なツリーで管理し、ドラッグ＆ドロップにより自由にツリー上を移動

できる。作成したデータをHTMLファイルとして書き出して、Mozilla

などのWebブラウザで閲覧することも可能だ。実行にはQt 2.2以降が

必要となる。

TuxCards
テキストを階層的に管理するアウトラインプロセッサ

バージョン：0.7 ライセンス：GPL

画面1 階層的なツリーで管理された
エントリーの内容が表示される。

画面2 まずは、設定ダイアログを
開いて初期設定を行おう。
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が追加される。なお、エントリー名や

アイコンを後から変更するときには、

対象となるエントリーを選択してから、

ツールバーの[Change properties]ボタ

ンを押せばいい。

エントリーの内容は、そのエントリ

ーを選択した状態で、右側のペインに

入力する。もちろん、日本語も問題な

く入力／編集可能だ（画面5）。

作成したデータは、ツールバーの

[Save Data to File]ボタンでファイル

に保存しておこう。なお、初期設定で

は自動保存機能が有効になっているた

め、15分ごとに自動保存が実行される

（変更可能）。また、次回起動時には、

最後に保存したファイルが自動的に読

み込まれる。

●エントリーの移動とコピー

各エントリーの左端の[－]ボタンを

クリックすると、そのエントリーより

下層のエントリーのツリー表示を隠す

ことができる。[＋]に変化したボタン

をもう一度押せば再表示だ。

また、エントリーをドラッグ＆ドロ

ップすると、その下層のエントリーも

含めて、ツリーの別の位置に簡単に移

動できる。こうして、バラバラに書い

たエントリーをグループ分けしたり、

上下関係を変更したりして、最終的な

構成を考えていこう。

さらに、TuxCardsを複数起動して

おけば、それらの間でエントリーをド

ラッグ＆ドロップできる（画面6）。こ

の場合、エントリーの移動ではなくコ

ピーが行われる。つまり、既存のデー

タの一部を簡単に流用できるわけだ。

●HTMLファイルにエクスポート

最終的な構成が確定したら、[File]－

[Export to HTML]を選択しよう。ホ

ームディレクトリにtuxcardsHTMLデ

ィレクトリが作成され、複数のHTML

ファイルが格納される。

MozillaなどのWebブラウザを起動し

て、このディレクトリのindex.htmlを

読み込むと、フレームを利用したペー

ジが開く（画面7）。左側のフレームに

表示された各エントリーのリンクをク

リックすると、その内容が右側のフレ

ームに表示される。

なお、現在の仕様ではエントリー名

がそのままHTMLファイル名として使

われる。このため、エントリー名が重

複していると、リストの後方にあるエ

ントリーの内容でHTMLファイルが上

書きされてしまう点に注意されたい。

画面6 複数のTuxCardsの間でエントリーをドラッグ＆ドロップできる。画面5 エントリー名や内容には、日本語を問題なく入力できる。

画面7 作成した文書をHTMLファイルにエクスポート
してMozillaで閲覧中。

画面4 使用するアイコンをプレビュ
ー機能付きのダイアログから選択。

画面3 エントリーを追加するため、エントリー名とア
イコンを設定する。
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●ビルドとインストール

LaTeX関係のツールがインストール

されていない場合は、ディストリビュ

ーションのCD-ROMなどからインスト

ールしておこう。Red Hat系ディスト

リビューションでは、「tetex」で始ま

る複数のパッケージだ。

Ktexmaker2は、tarボールのほか、

Red Hat／ Mandrake／ SuSE用 の

RPMバイナリパッケージがそれぞれ配

布されている。ただし、そのままイン

ストールすると、日本語で書かれたセ

クションの切り替えに不具合が生ずる。

この問題を解決するパッチ（ktex

maker2-1.6-i18n.patch）を作成したの

で、tarボールを利用して以下のように

修正するとよいだろう。

まず、本誌Webサイトのupdateペー

ジ（http://linux.ascii24.com/linux/

linuxmag/update/）から、Ktexmaker2

用のパッチをダウンロードし、「gunzip

-c ktexmaker2-1.6-i18n.patch.gz｜patch

-p1」としてソースを修正する。あと

は、「./configure」→「make」でビル

ドし、「su」でrootになった状態で

「make install」としてインストールす

ればいい。

RPMを利用する場合は、別途配布さ

れているSPECファイル（ktexmaker2-

1.6-rh.spec）を修正して、tarボールか

らRPMパッケージを作成する。

まず、SPECファイルの5行目の

「Source: …」の下に「Patch: ktex

maker2-1.6-i18n.patch.gz」、19行目の

「%setup -q」の下に「%patch -p1」

という行をそれぞれ挿入する。

続いて、rootになった状態で、/usr/

src/redhat/SOURCESにtarボールと

パッチをコピーし、「rpm -bb ktex

maker2-1.6-rh.spec」とすると、/usr/

src/redhat/SPECS/i386以下にバイナ

リパッケージが作成される。これを、

通常の手順でインストールすればいい。

●起動から初期設定まで

k t e rmなどのコマンドラインで

「ktexmaker2&」とするか、KDEメニ

ューの[アプリケーション]－[ktex

maker2]を選択すると、2段のツールバ

ーと3つのペイン（領域）で構成され

るウィンドウが開く（画面1）。

初めて起動した際には、フォントな

どの初期設定を行おう。[Options]－

[Editor Fonts and Hilighting]で設定

ダイアログを開き、[Default Font]に

「aliastt-gothic」など日本語フォントを

選択する（画面2）。

続いて、[Options]－[Configure

Tools]を選択すると、Ktexmaker2か

ら起動されるツール類が一覧表示され

る。たとえば、LaTeX文書のコンパイ

ルにpLaTeXを使う場合は、[LaTex

Ktexmaker2は、LaTeX文書の作成やコンパイルをGUIで行える統合

環境だ。カラー構文表示のソースエディタでLaTeX文書を作成し、コン

パイルやプレビューをボタンひとつで実行できる。また、Gnuplotのフ

ロントエンドとしても動作し、データファイルや関数に基づく2D／3D

グラフを簡単に作成可能だ。動作にはKDE 2.1／Qt 2.2.1以降に加え、

LaTeX関係のツール一式が別途必要になる。http://xm1.net.free.fr/linux/

Ktexmaker2
KDE2上で動作するLaTeX文書処理の統合環境

バージョン：1.6 ライセンス：GPL

画面1 ウィンドウはソースエディタなど3
つのペインで構成される。

画面2 エディタで使用するフォントを設定。日本語も
利用可能だ。

画面3 Ktexmaker2から起動
される各種ツール類をカスタマ
イズする。



Command]の設定を「platex $texname」

に変更しよう（画面3）。

なお、ツール類はKDE系とX系を切

り替えられる。 KDE 系のツール

（KDVIなど）は日本語表示に対応して

いないため、[Options]－[Toggle

KDE/X mode]を選択してX系のツー

ルを利用する設定にしておこう。

●カラー構文表示のエディタ

ウィンドウ中央の大きなペインは、

ソースエディタで、LaTeX文書やその

他のテキストを編集できる。複数のフ

ァイルを編集する際は、上部のタブで

切り替えよう。

LaTeX文書の場合は、ファイルの内

容が解析され、コマンドやコメント部

分がカラー構文表示されるとともに、

セクションやラベルのツリーが左のペ

インに表示される（画面4）。

ツリー中の項目をクリックすると、

対応する行にソースエディタのカーソ

ルが移動するので、大きなファイルで

も素早くセクション間を移動可能だ。

また、項目が別のファイルを指してい

る場合（「input」や「include」など）

は、ダブルクリックで対応するファイ

ルが読み込まれる。

ツールバーには、LaTeX文書を書く

のに便利なボタンが多数用意されてい

る。タグ入力式のHTMLエディタを思

い浮かべてもらえばいい。

たとえば、フォントの大きさを変え

るには、ツールバーのリストから目的

のサイズ（「tiny」など）選択すればい

い。分数、平方根、合計などの数式記

号もボタンで入力できる。

また、メニューの[LaTeX]以下には、

セクション区分や箇条書きなどの環境

を入力するための項目が並んでいるし、

[Wizard]以下には配列や表組みの外形

を作成するウィザードが用意されてい

る。これらを使えば、さまざまなLaTeX

のマークアップコマンドを素早く入力

できるだろう。

●文書のコンパイルとプレビュー

ツールバーの[Compile with LaTeX]

ボタンを押すと、xtermのウィンドウ

が開いて、LaTeX文書のコンパイルが

行われる。エラーが起きたら、プロン

プト「?」に対して「x」を入力してウ

ィンドウを閉じよう。

Ktexmaker2のウィンドウに戻り、ツ

ールバーの[View 'Log File']ボタンを押

すと、下のペインにコンパイル時のログ

ファイルが表示される。ログ中の行番号

をクリックすると、ソースエディタのカ

ーソルが対応する行に自動的に移動する

ので、効率的にエラーを修正できる。

正常にコンパイルできたら、今度は

ツールバーの[DVI Viewer]ボタンを押

そう。Xdviが起動されてdviファイル

をプレビューできる（画面5）。PSファ

イルに変換してGVでプレビューするこ

とも可能だ。なお、Ktexmaker2には、

ウィンドウ内でプレビューする機能も

用意されているが、日本語を含む

LaTeX文書の場合は何も表示されない

ので注意されたい。

このほか、[Graph]－[Gnuplot Front

End]で開くダイアログは、Gnuplotを

起動して、データファイルや関数に基

づく2D／3Dグラフを作成するための

フロントエンドだ（画面6）。

このダイアログには、テキストフィ

ールドやボタンだけでなく、メニュー

バーも用意されており、グラフの描画

形式や描画サイズの指定などをメニュ

ーから制御できる。
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画面4 LaTeX文書の構造のツリ
ー表示やカラー構文表示が行われ
る。

画面5 ツールバーのボタンを押すだけで、Xdviによる
プレビューが可能。

画面6 Gnuplotのフロントエンドとなるダイアログも用
意されている。
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●ビルドとインストール

MailFilterは、tarボールとRPMパッ

ケージが配布されているので、ディス

トリビューションに合わせて選択しよ

う。tarボールを利用する場合は、

「./configure」→「make」でビルドし、

「su」でrootになってから「make

install」としてインストールする一般

的な手順だ。

RPMを利用する場合は、バイナリパ

ッケージをそのままインストールする

か、またはソースパッケージを「rpm

--rebuild mailfilter-0.2.4-1.src.rpm」と

してリビルドし、/usr/src/redhat/

RPMS/i386に作成されたバイナリパッ

ケージをインストールすることもでき

る。

●設定ファイルをコピーする

MailFilterを起動する前に、接続す

るPOP3サーバや、接続に利用するユ

ーザー名とパスワード、SPAMメール

と判断するルールなどを、ホームディ

レクトリの設定ファイル（.mailfilterrc）

に記述する必要がある。

設定ファイルのサンプルが、tarボー

ル展開先のdocディレクトリ（RPMパ

ッケージの場合は/usr/share/doc/

mailfilter-0.2.4ディレクトリ）に存在す

る。これを、

$ cp doc/rcfile.example1 ~/.mail

filterrc

などとして、ホームディレクトリの

.mailfilterrcにコピーしよう。

このファイルには、POP3サーバ用

のユーザー名やパスワードが平文で記

述されるので、

$ chmod 600 ~/.mailfilterrc

として、他のユーザーからアクセスで

きないようにしておく。また、

$ mkdir ~/logs

として、ログファイル保存用のディレ

クトリを作成しておこう。

●設定ファイルを変更する

設定ファイルはテキスト形式なので、

好みのテキストエディタを起動して書

き換えればいい（画面1）。以下では、

サンプルの設定ファイルから変更すべ

き点を説明する。

なお、「＝」の両側に空白を入れた

り、記述する順番を入れ替えたりする

と、MailFilterが設定を読み込めなく

なるので気をつけよう。

（1）POP3サーバの設定

まずは、31行付近から始まるPOP3

サーバに関する設定だ。

SERVER=POP3サーバ名

USER=ユーザー名

PASS=パスワード

という順番で、接続先のPOP3サーバ

の情報を記述する。「PROTOCOL」と

「PORT」については、初期設定のまま

変更しなくていい。

サンプルに、2つのPOP3サーバの例

が記述されていることからもわかるよ

うに、MailFilterでは複数のPOP3サー

バに対するSPAMチェックが可能だ。

接続先がひとつだけなら、2つめの設定

部分の行頭に「#」を付けてコメント

にしておこう。

（2）サイズによる制限

64行目付近の「MAXSIZE_DENY」

MailFilterは、SPAMメールの削除を目的としたフィルタリングソフト

だ。単独で動作し、複数のPOP3サーバ上のメールを削除できるのが特

徴だ。このため、使っているメールクライアントにかかわらず気軽に利

用でき、ダイアルアップ環境でも威力を発揮する。サブジェクトや送信

者アドレスなどのヘッダ情報に対して、正規表現を利用した柔軟で強力

なSPAMチェックが可能だ（日本語には未対応）。http://mailfilter.sourceforge.net/

MailFilter
SPAMメールをPOP3サーバ上で削除する

バージョン：0.2.4 ライセンス：GPL

画面1 まずは設定ファイ
ルをテキストエディタで編
集する。
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は、添付ファイルなどが原因の巨大な

メールを削除する設定だ。ここで指定

されたサイズ（バイト単位）を超える

メールは、MailFilterにより自動的に

POP3サーバから削除される。

なお、友人らと巨大なメールをやり

とりしている場 合 は、 後 述 する

「ALLOW」設定により、ここで設定

したサイズ制限を回避できる。

（3）フィルタルールの設定

77行目付近から始まる「DENY」や

「DENY_CASE」という数行が、メー

ルのヘッダ情報に対するフィルタルー

ルの設定だ。ここでは、行頭を表す

「^」や、任意の文字列を表す「.＊」

など、正規表現の基本的な特殊記号

（メタ文字）を利用できる。

たとえば、

DENY=^Subject:.＊WIN MONEY

は、行頭が「Subject:」で始まり（件

名）、任意の文字列が続いたあとで

「WIN MONEY」という文字列が登場

するヘッダを持つメールを自動的に削

除するというルールだ。

これらのサンプルを参考にして、今

までに受け取ったSPAMメールのサブ

ジェクトなどからDENYの設定をいく

つか追加してみよう。

なお、DENYは英字の大小文字を区

別しないので、区別が必要な場合は

DENY_CASEを利用すること。

（4）「友人」の設定

フィルタルールやサイズ制限の設定

によっては、信頼できる友人や会社か

らのメールが自動的に削除されてしま

う事態が起こりうる。Mailfilterによっ

てPOP3サーバから削除されたメール

は復活できないので注意されたい。

こうした事態を避けるため、115行

付近から始まる「ALLOW」に、フィ

ルタルールやサイズ制限の対象外とな

るメールアドレスやサブジェクトなど

を設定しよう。

たとえば、

ALLOW=^From:hogehoge@hoge.com

とすると、「hogehoge@hoge.com」か

ら送られてきたメールは、ヘッダの内

容やサイズにかかわらず、削除されな

いようになる。

また、107行付近からの「MAX

SIZE_ALLOW」に0以外のサイズ（バ

イト単位）を指定すると、「ALLOW」

で指定した友人に対し、SPAMよりゆ

るやかなサイズ制限を設けられる。

●MailFilterを実行する

ひとつ注意すべき点として、「設定

ファイルに空白のみの行が含まれてい

てはいけない」という点が挙げられる

（改行のみの行はOK）。こうした行を

取り除くには、Perlを利用して、

$ perl -pi -e 's/^ +$//' ~/.mailfilterrc

とするのが簡単だ。

設定ファイルが正しく記述されてい

れば、MailFilterの実行自体はとても

簡単だ。ktermなどのコマンドライン

で「mailfilter」とすると、POP3サー

バに順次アクセスしてヘッダを調べ、

フィルタルールやサイズ制限にひっか

かるメールを自動的に削除してくれる

（画面2）。

実行時刻や削除したメールのヘッダ

情報などが、ログファイル（̃/logs/

mailfilter.log）に保存されるので、画

面がスクロールしてしまった場合はこ

ちらを確認するとよいだろう。

●さらに柔軟なチェックも可能

DENYやALLOWの設定で利用でき

る正規表現は、正規表現に慣れていな

い人に配慮した簡易版だ。たとえば、

ドメイン名に含まれる「.」は、本来は

「¥.」と書かなくてはならない。

設定ファイル中の「REG_TYPE」

の設定を、「basic」から「extended」

に変更すると、選択を意味する「｜」

や、範囲を指定するカッコなど、本格

的な正規表現のメタ文字を利用できる

ようになる。正規表現に慣れたユーザ

ーなら、これらを利用してさらに柔軟

なSPAMチェックが可能だ。

ただし、ドメイン名の「.」は「¥.」

と記述するなど、設定内容が複雑にな

ってしまう。詳細は、もうひとつの設定

ファイルのサンプル（rcfile.example2）

を参照されたい。

画面2 POP3サーバにアク
セスしてSPAMメールを削
除する。
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●ビルドとインストール

GnomeKiSSは、ソース一式をtar＋

gzipしたtarボールのみ配布されてい

る。「./configure」→「make」でビル

ドし、「su」でro o tになってから

「make install」としてインストールす

る一般的な手順だ。

MIDIデータの再生にはPlaymidiが

使われる。Timidityを利用したい場合

は、tarボール展開先のsrc/event.cの

132行目を「exec lp（"t im id i ty " ,

"timidity", "-idq", song, NULL）;」に

変更してからビルドすればいい。

実行時には、Linux用のlhaも必要に

なる。環境変数PATHに設定されたディ

レクトリにlhaが見当たらない場合は、

ディストリビューションのCD-ROMな

どからインストールしておこう。

●収録したKISSデータについて

KISSのデータは、グラフィック部品

となる「セル」をはじめ、カラーパレ

ットやコンフィグファイルなど多数の

ファイルで構成され、LHAでアーカイ

ブされた状態で配布される。

本誌付録CD-ROMには、以下の3デ

ータを収録している。

・「○○ぢなるネコっぽい（＊>_<＊）

む し ゅ め 」（ slmmknn3.lzh、

SiLent's MerMaid氏作）

・「太陽がいっぱい!」（fk_sspzlv10_

midi.lzh、kazMaster氏作）

・「分割パズル壊れたチェス盤」

（fk_cpzl2.lzh、kazMaster氏作）

GnomeKiSSではLHAでアーカイブ

されたKISSデータをそのまま読み込め

るので、ホームディレクトリなどにコ

ピーしておけばいい。

●KISSの歴史と規格

「KISS」（KIsekae Set System）の

歴史は、PC-9801シリーズのMS-DOS

用フリーソフトとして、MIO.H氏が作

成した着せ替えソフト（KISS.EXE）

から始まる。画面上でマウスを使って

リアルタイムに着せ替えを楽しめるこ

のソフトは多大な支持を集め、当時使

われていたさまざまなパソコン用にロ

ーダ（ビューア）が作られた。

http://www.ecs.soton.ac.uk/̃njl98r/code/kiss/

GnomeKiSSは、日本で作られた着せ替えシステム規格KISS/GSや、

その拡張仕様であるFrench-KISS!、CherryKissに対応したアプリケー

ションだ。世界中で作られたさまざまなKISSデータを読み込んで、人

物（たいがいは女の子）の着せ替えや、インタラクティブなパズルなど

のコンテンツを楽しむことができる。LHAでアーカイブされたKISSデ

ータを直接扱うことも可能だ。動作にはGNOMEとlhaが必要となる。

GnomeKiSS
GNOME上で動作する着せ替えシステムKISSローダ

バージョン：1.0 ライセンス：GPL

画面1 GnomeKiSSのウィン
ドウ。まずは[Open]ボタンを
押そう

画面2 雰囲気がなんとも言えない「ネコっぽいむしゅめ」（ネコぽむ） 画面3 コンフィグファイルを切り替えると画面の構成が変化する。
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そこで、KISSデータの標準規格とし

て策定されたのが「KISS/GS」だ。複

数のカラーパレットや最大256色の多

色化を実現し、現在のKISSローダのほ

とんどがこのKISS/GS規格に対応して

いる。

このほか、拡張規格としてアニメー

ションやサウンド再生などを実現する

「French-KISS!」（fkiss）、TrueColor

化 や半 透 明 表 示 などを実 現 する

「CherryKISS」（ckiss）が存在する。

また、海外ではfkissを独自に拡張した

FKiSS2、FKiSS3も使われている。

GnomeKiSSでは、これらの規格のす

べてに対応しており、国内外で提供さ

れるさまざまなKISSデータを楽しむこ

とができる。

●着せ替えを行う

k t e rmなどのコマンドラインで

「gnomekiss&」として起動すると、多

数のツールバーを持つウィンドウが開

く（画面1）。

以下では、KISS/GS規格に基づいた

「○○ぢなるネコっぽい（＊>_<＊）

むしゅめ 」（以下「ネコぽむ」と表記）

を例として、GnomeKiSSの基本的な

操作方法を説明しよう。

まず、ツールバー左の[Open]ボタン

を押してダイアログを開き、「ネコぽ

む」のアーカイブファイル（slmm

knn3.lzh）を選択する。続いて、ダイ

アログにコンフィグファイル一覧が表

示されるので、どれかひとつ（たとえ

ば「nekokiss.cnf」）を選択する。

すると、コンフィグファイルの設定

に基づいてKISS画像が表示される。複

数の「ビュー」を、ツールバーの[0]～

[9]ボタンで切り替え可能だ。「ネコぽ

む」の場合、ビュー0は表紙にあたる

ので、実際の着せ替えはビュー1以降

で行う（画面2）。

あとは、マウスのドラッグを利用し

て、服や靴、アクセサリなどを好きな

ように着せ替えればいい。また、

[Colors]以下のメニューでカラーパレッ

トを切り替えると、肌や服の色合いが

微妙に変化する。

このほか、[ファイル]－[Op en

Configration]でダイアログを開き、別

のコンフィグファイル（「neko_ks1.cnf」

など）に切り替えると、同じセルを使

っていても、画面構成の異なるKISS画

像が表示される（画面3）。

●fkiss対応ゲームで遊ぶ

French-KISS!で拡張されたイベント

駆動型のスクリプトを使うと、単なる

着せ替えにとどまらないインタラクテ

ィブなKISSデータを作成できる。代表

的な例として、パズルゲームを実現し

たKISSデータ「太陽がいっぱい！」

（画面4）を取り上げよう。

[Open]ボタンで「fk_sspzlv10_

midi.lzh」を読み込み、ひとつしかな

いコンフィグファイルを選択すると、

ゲームの盤面が表示される。左側の娘

（実は神様見習い）をクリックするとプ

レイ開始だ。

ルールは簡単で、盤面上に表示され

た太陽をクリックして、太陽を盤面か

ら 消 し て い け ば い い 。 左 上 の

[HowtoPlay]ボタンを押すと、ポップ

アップウィンドウが開いて、詳しいル

ールの説明が表示される（画面5）。

盤面からすべての太陽を消せればク

リアで、次の面に移る（画面6）。面の

始めからやり直したい場合は、左下の

[RESET!]ボタンを押せばいい。

また、右上にはBGM演奏用のボタン

が並んでおり、[OF.]ボタン→[001]ボタ

ン→[再生]ボタンの順でクリックする

と、Playmidi（またはTimidity）によ

るBGMが繰り返し再生される。ただ

し、[停止]ボタンが機能しないなど

GnomeKiSSでは実験的な機能だ。

French-KISS!の拡張機能を利用した

ポップアップウィンドウやボタンは、

同じ作者の「分割パズル壊れたチェス

盤」でも使われている。こちらは、チ

ェス盤に複数のピースをはめ込むパズ

ルゲームだ。

画面5 ゲームのルールなどがポップアップウィンドウ
に表示される。

画面6 すべての太陽を消すとクリアで、次の面に進む
ことができる。

画面4 「太陽がいっぱい!」はfkissの拡張機能を利用
したパズルゲーム。
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●ビルドとインストール

GtkBallsは、tarボールとRPMパッ

ケージの両方が用意されている。tarボ

ールからのビルドとインストールは、

configureスクリプトを利用する一般的

な手順だ。

RPMパッケージはi686用のバイナリ

パッケージのみ配布されている。i386

用などのパッケージが必要な場合は、

以下の手順でtarボールからバイナリパ

ッケージを作成しよう。

まず、tarボール展開先のディレクト

リにあるgtkballs.specをエディタで編

集し、91行目の末尾の「.gz」を「.＊」

に修正する。

続いて、「su」としてrootになった状

態で、tarボールを/usr/src/redhat/

SOURCESディレクトリにコピーし、

「rpm -bb gtkballs.spec」とすればい

い。/usr/src/redhat/RPMS/i386以下

にバイナリパッケージが作成されるの

で、通常の手順でこれをインストール

しよう。

●同色の駒を5個以上並べて消す

ktermなどのコマンドラインで

「gtkballs&」として起動すると、9×9

マスの盤面を持つウィンドウが開いて

プレイが始まる（画面1）。

盤面には5つの駒がランダムに配置

されている。そのひとつをクリックで

選択し、動かしたい先のマスをクリッ

クして移動させよう。駒は、他の駒に

ブロックされていない範囲なら、何マ

スでも移動できるので、なるべく他の

駒を邪魔にならないように動かそう。

移動が終わると、ウィンドウ上部に表

示された3個の駒が、盤面のランダム

な位置のマスに追加配置される。

駒は全部で7色用意されており、同

種の駒を縦・横・斜め方向に5個以上

揃えると、それらの駒が消えて点数が

入る（画面2）。一方、すべてのマスが

駒で埋まってしまうと手詰まりとなっ

てゲームオーバーだ。

当然のことながら、多くの駒を揃え

たほうが点数が高い。しかし、揃える

駒の数を増やすには多くの手順が必要

なので、その分手詰まりになる危険も

増すわけだ。

盤面や駒の外見は、[Settings]－

[Preferences]で開く設定ダイアログで

切り替えられる（画面3）。デフォルト

テーマのほか、駒が骸骨の「Skull」、

コンパクトな盤面の「small」が用意さ

れている。

GtkBallsは、「Lines」と呼ばれるポピュラーなパズルゲームのクロー

ンだ。9×9マスの盤面に配置された7色の駒を動かし、同色の駒を5つ

以上揃えて消していく。駒を動かすたびに新たな駒が3個ずつランダム

な位置に補充されるので、手詰まりを防ぐ先読みの力と運の強さを試さ

れるゲームだ。盤面や駒のデザインは、テーマ機能により簡単に切り替

えられる。実行にはGTK＋が必要だ。http://gtkballs.antex.ru/

GtkBalls
思考力と運の強さが試されるパズルゲーム

バージョン：2.0 ライセンス：GPL

画面1 9×9マスの盤面に5つの駒がランダムに初期配
置されている。

画面2 同色の駒を5つ以上、縦・横・斜めに揃えれば
消すことができる。

画面3 設定ダイアログのテーマで盤面や駒の外見を切
り替えられる。
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●ビルドとインストール

3つのゲームともtarボールのみ配布

されている。アーカイブにはSNOW化

バイナリ（＊.snow）が含まれるので、

Agenda VR3を持っている人はそのま

まインストールすればいい。

PCのX Windows上で動作させるに

は、tarボールの展開先ディレクトリで

「make host」としてソースからビルド

する（PC用のバイナリは「.host」と

いう拡張子）。インストールは、「su」

としてrootになった状態で、「cp ＊

.host /usr/local/bin」などとして手動

でコピーすればいい。

●ゲームをプレイする

以下では、PC上での各ゲームのプレ

イ方法を簡単に説明しよう。

・Agendaroids（画面1）

「agendaroids.host&」として起動

すると、ベクターグラフィックス風の

ウィンドウが開く。「START」をクリ

ックするとプレイ開始だ。

画面中央の自機をカーソルキーで移

動／回転させ、スペースキーで弾を発

射する。周囲を漂う隕石を細かく砕い

て消してしまえば、その面はクリアだ。

なお、画面の左右端と上下端はそれぞ

れ繋がっている。

・Brick Out（画面2）

「brickout.host&」として起動すると、

小型のウィンドウが開いてタイトル画

面が表示される。開始面を選択してか

ら[Start]ボタンをクリックするとプレ

イ開始だ。

画面下の[Launch]ボタンで玉が発射

されるので、マウスまたは←／→キーで

パドルを操作しよう。面が進むに連れ

て、玉を1回当てただけでは消せない堅

いブロックなどのギミックが登場する。

・PDA Maze（画面3）

「pdamaze.host&」として起動すると、

設定画面を兼ねたタイトルが表示され

る。右下の[Start]ボタンをクリックす

るとプレイ開始だ。

3D迷路上をマウスクリックするか、

カーソルキーにより前後左右に移動す

ると、画面下部にマップが自動的に描

かれる。迷路の出口まで到達すること

がゲームの目的だ。

画面1 アステロイド風のシューティングゲー
ム「Agendaroids」

画面2 正統的なブ
ロック崩しゲームの
「Brick Out」

画面3 3D迷路を歩
いて唯一の出口を探
索する「PDA Maze」

http://www.newbreedsoftware.com/

Agendaroids／Brick Out／PDA Mazeは、いずれもLinuxベースの

PDA「Agenda VR3」用のミニゲームだ。それぞれ、アステロイド風

シューティング、ブロック崩し、3D迷路ゲームだ。Agenda VR3用に

ビルドされたバイナリが付属するので、クロス開発環境がなくてもイン

ストールできる。また表示はコンパクトだが、PCのX Window

System上でプレイすることも可能だ。

Agendaroids／Brick Out／PDA Maze
PCのX上でも動作するAgenda VR3用ゲーム3種

バージョン：2001.10.09／2001.10.05／2001.10.05 ライセンス：GPL



●ビルドとインストール

実行に必要なライブラリは、ほとん

どのディストリビューションでは最初

からインストールされている。ビルド

にはそれぞれのdev e lパッケージ

（libxml2-develなど）も必要なので、

忘れずにインストールしておこう。

acidlaunchは、ソース一式をtar＋

gzipしたtarボールのみ配布されてい

る。「./configure」→「make」でビル

ドし、「su」でro o tになってから

「make install」でインストールする一

般的な手順でOKだ。

●ドラッグ＆ドロップにも対応

k t e rmなどのコマンドラインで

「acidlaunch&」として起動すると、8

個のボタンが並んだ小型のウィンドウ

が開く（画面1左上）。まずは、ウィン

ドウ上でAlt－ドラッグして、適当な位

置まで移動させよう。

それぞれのボタンには、Mozillaや

GIMPなどのアプリが登録されている。

たとえば、左列の上から3番目のボタ

ンをクリックするとGIMPが起動する。

また、NautilusやKonquererといった

ファイルマネージャから画像ファイル

をこのボタンにドラッグ＆ドロップす

ると、自動的にそのファイルを読み込

んで起動する。

なお、リンゴの形のアイコンは、設

定ファイルで指定したアプリのアイコ

ンが存在しない（あるいはパスが間違

っている）ことを意味する。この場合

は、ボタン上にカーソルを移動させ、

チップヘルプの表示でアプリの名前を

確認できる。

複数ページを持つ場合には、aキー

とzキーで前後のページに切り替え可能

だ。acidlaunchを終了するには、qキ

ーを押せばいい。

●設定ファイルはXMLベース

一度acidlaunchを実行すると、ホー

ムディレクトリにXMLベースの設定フ

ァイル（.acidlaunch/config.xml）が作

成される。登録されているアプリや表

示されるボタンの数、アイコン用の画

像ファイルなどを変更するには、この

設定ファイルをテキストエディタで編

集すればいい。

設定ファイルの冒頭には、ボタンを

並べる方向（orientation）や、ボタン

のサイズ（xsize、ysize）、ボタンの列

（または行）数（width）などを設定す

る項目が記述されており、これらを変

更することでウィンドウの形状を変え

られる（画面1右、下）。

その後に、以下の形式でアプリ用の

ボタン設定が並んでいる。

<appicon>

<name>アプリの名前</name>

<icon>アイコンファイル</icon>

<command>実際に実行されるコマンドラ

イン</command>

</appicon>

たとえば、Mozillaのアイコンを正し

く表示するには、14行目の記述を

「<icon>/usr/lib/mozilla/icons/mozic

on50.xpm</icon>」に修正する。また、

日本語化されたwgetが文字化けしない

ように、51行目を「<command>rxvt

-e wget</command>」と書き換え

て、rxvt上でwgetが実行されるように

修正したほうがいいだろう。
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acidlaunchは、アプリ起動用のボタンが並んだランチャソフトだ。

XMLベースの設定ファイルを編集して、ソフトの登録やボタン数の変更

などを行う。複数のページをキー操作で切り替えて使うことも可能だ。

また、ファイルマネージャやWebブラウザなどからのドラッグ＆ドロッ

プに対応しており、GIMPやwgetなどと組み合わせて使うと威力を発揮

する。実行にはGTK＋とlibxml2、gdk_pixbufが必要だ。http://linuxgamers.net/infoPage.php?page=acidlaunch

acidlaunch
ドラッグ＆ドロップ対応のボタン型ランチャ

バージョン：0.4 ライセンス：GPL

画面1 小型のボタン
が並んだacidlaunchの
コンパクトなウィンド
ウ。
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●ビルドから起動まで

xzgvは、ファイル一式をtar＋gzip

したtarボールのみ配布されている。

configureスクリプトは付属しておら

ず、設定ファイル（config.mk）を手

動で書き換える方式だ。通常は設定フ

ァイルを書き換える必要はなく、

「make」でビルドし、「su」としてroot

になってから「make install」として

インストールすればいい。

「xzgv&」として起動すると、ウィ

ンドウが開いて、xzgvのロゴが表示さ

れる（画面1）。また、表示したい画像

が置かれたディレクトリや、画像ファ

イル自体をコマンドラインで指定して

起動することも可能だ。

●サムネイル作成と画像の表示

ウィンドウ左側の「セレクタ」には、

カレントディレクトリのサブディレク

トリと、表示可能な画像ファイルの一

覧が表示される。

最初はどの画像も同じアイコンで表

示されているが、uキーを押すか、セ

レクタ上での右クリックメニューから

[Update Thumbnails]を選択すると、

サムネイルが新規作成（または更新）

され、各画像の概要を確認できるよう

になる。サブディレクトリ以下の画像

ファイルのサムネイルを再帰的に作成

することも可能だ。

なお、サムネイル用の画像ファイル

は、各ディレクトリの.xvpicsサブディ

レクトリに、画像ファイルと同名で作

成される。これはxvやGIMPと同じ形

式なので、いずれかのソフトでサムネ

イルを作成済みの場合は、最初からサ

ムネイルが表示される。

セレクタに表示されたサムネイルを

クリックすると、その画像が右側の

「ビューア」に表示される（画面2）。

あとは、SPACEキーを押すか、ビュー

ア上で左ボタンをクリックするだけで

次の画像に切り替わる。前の画像に戻

るにはbキーを押せばいい。

zキーを押すと、現在のビューアのサ

イズに合わせて、自動的に画像の拡大

率が調整されるようになる（画面3）。

画像の縦横比は変わらない。再度zキ

ーを押すと元の状態に戻る。このほか、

コピー／移動／削除などのファイル操

作や、表示画像のガンマ値の変更、回

転や反転なども可能だ。

http://xzgv.browser.org/

xzgvは、サムネイル（縮小イメージ）付きの画像ビューアだ。JPEG／

GIF／TIFF／PNGなど主要な画像形式に対応しており、サムネイルを

xvやGIMPと共有できる。元の画像の縦横比を変えずに、ウィンドウに

合わて画像を拡大／縮小表示できる。マウス操作はもちろんのこと、キ

ーボードからでも、画像の切り替えや拡大／縮小、ファイル操作などを

行える。動作にはGTK＋とImlibが必要だ。

xzgv
サムネイル付きの軽量画像ビューア

バージョン：0.7 ライセンス：GPL

画面1 起動時にはxzgvのロゴが表示される。
サムネイルはまだない。

画面2 サムネイルを
クリックすると、その
画像がビューアに表示
される。

画面3 ビューアのサイズ
に合わせて画像を拡大・縮
小して表示できる。
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9月11日を境に、世界は変わり、新しい時代に突入した

のだと言われている。従来の戦争が国家対国家の戦争であ

ったのに対して、この新しい戦争は国家対テロ組織の戦争

である。しかしながら、国家と非国家の戦争を、はたして

戦争と呼ぶことができるのだろうか。

それをあえて新しい戦争と呼ぶのであれば、戦争の概念

が変わるときには、その主体である国家の概念も同時に変

わるのではないだろうか。また、平和という概念を戦争が

ない状態と考えるのであれば、平和の概念も変わるのでは

ないだろうか。

20世紀の負の遺産

20世紀は戦争の世紀であった。アメリカとソビエトによ

る軍拡競争の果てに、いつか全面核戦争というカタストロ

フィに陥るのではないかという終末論的恐怖が世界を支配

した。冷戦の時代は、かつて欧米列強の植民地であった第

3世界が、国家として独立する歴史でもあった。そして、

第3世界におけるアメリカとソビエトの代理戦争として展

開された。

冷戦は、ソビエトの崩壊という、誰も予想しなかった幕

切れとなった。イデオロギーによって東西に二分されてい

た時代は終り、政治における民主主義と経済における自由

主義が普遍的な原理となったことが、歴史によって証明さ

れたのだと考えられた。つまり、グローバリゼーションの

はじまり、というわけである。

しかし、ソビエトの崩壊は、グローバリゼーションが勝

利したという側面よりも、ソビエトそのものが破産しただ

けなのだと考えたほうが、実態に近いのではないだろうか。

そして、ソビエトの破綻にともなう負の遺産として、たと

えば核兵器や生物・化学兵器の拡散の危険性があるといえ

るだろう。

兵器というのは、それ自体で存在するものではなく、兵

器の管理体制を含めたトータルな戦争技術体系の中に位置

づけられるべきものである。その管理体制である国家が破

綻したことによって、兵器に対する管理が部分的に不能に

なり、無政府状態におかれた兵器が存在すること、そのこ

とが潜在的な危機なのである。

兵器自体のポータビリティが、さらに潜在的な危機を増

大させている。スーツケースで持ち歩ける小型核爆弾。そ
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して、生物兵器による攻撃は、炭疽菌による郵便的テロと

して、現実のものとなった。グローバリゼーションを支え

る交通、輸送、通信のインフラに忍び込んだ恐怖がウイル

スのように伝播していく。見えないテロ、ミクロのテロが、

戦争状態と平和な状態の境界を曖昧にする。ポータブルな

兵器が、戦争における前線をなくしてしまい、いまここの

日常を潜在的な戦場に変えてしまった。メール爆弾が、サ

イバースペースではなく、リアルワールドにおいて現実の

ものとなってしまったのだ。

冷戦後の危機のもうひとつの側面は、それまでの強権的

な支配体制によって表面化しなかった民族対立の問題が、

一気に噴出していることにある。それまで秩序を維持して

いた上からの権力がなくなったとき、その権力の空白地帯

に人々は投げ出され、ホッブスのいう「万人の万人に対す

る闘争」という自然状態に置かれてしまう。そのとき、そ

れまでの上からの権力に代わって、求心力をもつ装置とし

て、民族の記憶や宗教が呼び戻されるのだ。そして、民族

の違い、宗教の違いが、終わりのない憎しみと暴力の連鎖

をもたらしてしまう。

そのような不寛容や排他性は、貧困、富の格差、社会に

おける公平さの欠如と深く関係しているのだろう。民族や

宗教の違いによって支配階級であるか被支配階級であるか

が決まる社会においては、闘争がなくなることはない。そ

して、グローバリゼーション自体は、そうした富の格差を

直接的には解決しないのではないか。むしろ、社会が民主

化されていない状態のまま、グローバリゼーションに組み

込まれてしまうと、利権と腐敗の温床になってしまうので

はないか。新興のマフィア系資本家が実権を握っていたエ

リツィン政権末期のロシアが、まさにそうだったのではな

いか。

中東はグローバリゼーションの外部なのか？

20世紀は石油の世紀でもあった。そして、先進国にとっ

て中東とは、東西冷戦における地政学上の重要拠点である

とともに、良質で安価な石油の供給地であり、そこでの覇

権を確立することが世界戦略の大きな柱であった。しかし、

中東の国際関係が安定的であったためしはなかった。軍事

と石油の2つの点で、中東は常に戦火の絶えない、クリテ

ィカルゾーンであった。
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中東の産油国の多くは、国内の政治体制においては、首

長が支配する前近代的な国である。たとえばクウェート、

サウジアラビア、アラブ首長国連邦がそうだ。それに対し

て、イラクやリビアのようなイスラムの中では世俗的な国

のほうが、他のイスラム国家よりも民主的なのである。

1979年のイラン革命は、それ以前の王制を倒し、イスラ

ム原理主義による政治体制を樹立した。それは政治体制の

点からみれば、それ以前よりも民主的で公正な社会なので

ある。そして、1980年、イラン革命が飛び火するのを恐れ

たイラクは、イランへの攻撃を開始した。イランはイラク

のような世俗化した国家はイスラム国家とは認めず、イラ

ク打倒を呼びかけた。そして、戦況がイラン優勢になると、

アラブ、アメリカ、ソビエトはイラクのフセイン政権を支

援した。孤立化したイランは、1988年に国連決議である停

戦を受け入れた。

そのイラクは、1990年にクウェートに侵攻した。その原

因は、イラン・イラク戦争に費やした軍事費による財政圧

迫や、クウェートの石油の生産過剰によるイラン経済の圧

迫などがあるといわれている。国連安全保障委員会はイラ

クに対してクウェートからの無条件撤退を求めたが、イラ

クはこれを拒否したため、1991年アメリカを中心とする多

国籍軍との湾岸戦争に突入した。

湾岸戦争のとき、これは聖戦（ジハード）であるとフセ

インが呼びかける声明をテレビ放送したような記憶があ

る。聖戦を呼びかけ、アメリカとイスラエルを敵と位置づ

けている点では、ビンラディンとフセインは共通点が多い

ように思えるが、イラクに侵攻されたクウェートに対して、

ビンラディンは軍事的支援を申し出たという話があるの

で、実際のところ、この二人を結ぶ線があるのかどうか、

よくわからない。

ひと括りにイスラムといっても、宗派と民族が複雑に入

り組んでいるわけで、その点ではキリスト教文化圏である

ヨーロッパ内部において戦争が繰り返されてきたことと似

ているように思える。それはともかく、イスラムが独自の

近代化を達成できず、石油だけに依存した経済構造のまま

であれば、イスラムに未来はないだろう。

文明の衝突の議論はともかくとして、先進国（日本を含

む）にとって中東の産油国は、自分たちに都合のいい政権

であってほしいというのが本音であるのだ。そして、中東

情勢が不安定であるからこそ、カスピ海周辺の石油および



天然ガスの確保が、戦略的な重要性をもつのである。

ちなみに、地球温暖化防止の京都議定書に加わらないア

メリカの利害というのは、ブッシュ政権と石油資本の深い

関係を補助線にすると、わかりやすいように思う。しかし、

20世紀的な資源大量消費型の経済成長を続けることにも、

やはり未来はないだろう。

世界新秩序とは列強支配なのか？

アフガニスタンに対するアメリカの攻撃は、10月下旬の

現在、空爆から地上戦へと新たな段階に移行しつつあるの

だが、アメリカの戦略は、タリバン政権の打倒と、その後

のアフガニスタンにおける新しい政権の模索へと展開しつ

つある。その意味では、タリバン政権という国家との古い

戦争に強引に持ち込んだといえるだろう。テロ集団との戦

争といいつつ、実質的にはタリバン政権に対する戦争であ

るのだから、アフガニスタンの民間人を敵としているので

はない、というのは詭弁でしかないだろう。

アメリカのアフガニスタンに対する軍事行動は、パキス

タンやインドネシア、マレーシアの国民の間で反米感情を

増幅させる結果を招いている。仮にアフガニスタン新政権

が樹立できたとしても、もともと内戦状態にあった民族が、

そう簡単に復興をめざして協力できるとは思えない。イラ

ンやパキスタンの思惑も複雑にからみあっている以上、戦

争そのものよりも、その後の安定した秩序を維持すること

のほうが、より複雑で困難な課題であるだろう。

そうした不安定要因を抱えながらも、アメリカとイギリ

スの外交は、ロシアと中国とインドの協力を取り付けた。

報復も、大国が支持していれば文句ないだろうという強者

の論理というわけだ。この強者の論理が、アメリカだけで

なくロシアと中国のイスラム系少数民族に対する歯止めの

ない抑圧につながる可能性は否定できない。テロとの戦い

という口実さえあれば、アメリカと同じように、ロシアや

中国も、ある国に対して武力を行使し、自らに都合のいい

政権を樹立してもいいという前例になってしまうのではな

いだろうか。

新しい戦争とは、つまりは、そのようなことではないの

か。そして、大国の行き過ぎた暴力に対して、冷静に歯止

めをかけることができなければ、怒りと憎悪の連鎖が根絶

されることはないだろう。

Linux magazineDecember 2001 161

Profile

とよふく つよし
1962年東京生まれ。メディアデザイン研究所技術顧問。
訳書に『Javaプログラムクイックリファレンス』『Java分
散コンピューティング』（オライリージャパン）『GIMPパ
ーフェクトガイド』（エムディーエヌコーポレーション）
などがある。



■

■アメリカの独善

■

アメリカは何となく嫌いだという人は少くな

い。アメリカ的独善というのか、アメリカはいつ

もいかにも正義の味方のような顔をしてズケズケ

と他国に干渉し、アメリカに対する批判には知ら

んぷりをし続ける。

このあいだ、ある団体のサーバの設定をするた

めにやってきたあるアメリカ人が、「それはねえ、

アメリカ人って、外の世界のことを知らないから

なんだよ」と言っていた。彼に言わせれば、アメ

リカ人は「アラブのこともアジアのこともアフリ

カのことも知らない。アメリカ人は、アメリカが

第三世界で何をやっているのかを知ろうとせず、

貧しい第三世界の人々だって頑張ればチャンスは

あるのにね、なんてぐらいにしか考えていないん

だ」という。そうなのかもしれない。ソフトウェ

アをいじる人ならわかるだろうが、アメリカ主導

でゴリゴリ決められたUNICODEだとか、国際化

のことなんて全然考えていないソースコードを見

ながら「ブッ殺してやる……」なんてつぶやいた

経験を持っている日本のハッカーは少くないんじ

ゃないだろうか。

それはともかく、特にソ連が崩壊して世界唯一の

スーパーパワーとなって以来、アメリカは完全に独

善に陥ってしまった。たとえば国際的な合意だった

温暖化条約の京都議定書を「国益に反する」と蹴

とばし、国連人権委員会でのイスラエル批判を不満

として席を立ち、国際的な批判もものともせずに核

実験やミサイル防衛構想を強引に押し進め、第三

世界の国々には、あまりにも過酷なアメリカン・ス

タンダードを「正義」の名前で強要し続けてきた。

テロリストたちが例の悲惨な暴挙に出た裏に

は、そんなアメリカに対する絶望的な反感がある

ことをアメリカ人は知らないのだ。

もちろん、それでもあのニューヨークでのテロ

は弁護の余地がないほど許しがたい暴力だし、ビ

ンラディンがいくら「アメリカがアラブから出て

いかなければテロは続くだろう」なんて言ったっ

て、アメリカが「はいそうですか」とアラブから

手を引くわけもない。

■

■アメリカのジレンマ

■

そんなわけで保安官気取りの大統領は、いつも

の調子で独善的にテロとの闘いだの、テロを容認

する国家への攻撃だのと、勇ましいことを言い始

めたのだけれど、世界中に散らばるテロリストを

根絶やしにするにはアメリカが一人で頑張っても

どうなるものでもない。テロリストの息の根を止

めるには、それこそイスラムや第三世界諸国を含

めた国際的な協力が必要になるわけだ。これまで

のように、強引なパレスチナ政策や、傲慢な第三

世界への対応を続けていれば、国際的な協力なん

てできるわけがない。アメリカは、アラブや第三

世界の人々の声に、これまで以上に真摯に耳を傾

けなければならなくなったわけだ。

つまり、アメリカはテロリストを撲滅するため

に、テロリストを生んだアメリカの独善を反省せ

ざるを得なくなってしまったわけだが、これはア

メリカにとっては何とも皮肉な結果といえるかも

しれない。アメリカ人に第三世界の怒りをつきつ

けたあの破滅的な暴力がアメリカの独善的な外交

政策を変えさせたということになれば、テロにも

一定の効果があったこと、テロリストたちの無言

のメッセージに含まれる抗議を自ら認めたことに

なりはしないだろうか。

もちろん、われわれの身の回りには、似たよう

なことはいくらでもある。世界化に反対する連中

は世界化のシンボルのようなインターネットを使

って連絡し合い、アメリカ帝国主義に反対する第

三世界のナショナリストたちが英語で話をしてい

たりする。世の中って、そんなもんだ。

しかし、やっぱりジレンマはジレンマ、今回の事

件をきっかけとして、これまでアメリカの市場原理

主義者が国益をかけて第三世界に押し付けてきたい

ろんな不条理をアメリカは自覚せざるを得なくなっ
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たケースが、炭疽病治療薬をめぐる特許権問題だ。

特許権などを含む、いわゆる知的所有権という

やつがクローズアップされるようになったのは、

世界貿易協定の枠組みに組み込まれたことによ

る。つまり、従来のように形のある物だけでなく、

ソフトウェアのような形のない知的生産物もま

た、モノと同じように貿易協定の中で取り扱うよ

うにしようということになったわけだ。この背後

にはモノ作りから知識産業へのアメリカの産業構

造の転換があり、知識産業の収益を確保する必要

があった。だからこそ、アメリカをはじめとする

先進国の国益を守るために、多くの第三世界の異

論を押しきって、知的所有権に関する条文が協定

の内容につっこまれたわけだ。

しかしそれによって、第三世界の国々は何をす

るにも先進国に何らかのライセンス料を支払わな

ければならなくなってしまった。工業製品の生産

はいうまでもなく、農業の分野でさえ種苗に対す

る特許権や農薬に対する特許権への支払いが必要

になる。日常生活でさえ、たとえばその土地の住

民が古くから使ってきた薬草の薬理効果に特許権

が設定されたおかげで、先祖代々利用してきた薬

草にまでライセンスが発生してしまう。新しい知

的所有権を開発しようとしても、さまざまな基本

特許はすでに先進国に押さえられてしまっている

のだから、将来の巻き返しも難かしい。日本や東

南アジアの新興工業国のように、先進国の工業製

品のコピーで力をつけて欧米に競争を挑むという

こともできなくなってしまう。

もちろんすべての知的所有権が問題だと言うわ

けではないだろうし、現実的な意味のある知識の

開発や生産だってあるかもしれない。新しい品種

を使うことで農作物の収量が上がれば、新品種の

ライセンス料金を支払っても帳尻が合うのかもし

れない。生きるか死ぬかの瀬戸際にいる人は、高

価な新薬に喜んでお金を払うだろう。ただしその

お金があれば、の話。特に第三世界で深刻な問題

になっているのが、あまりにも高額な新薬の価格

である。

代表的なケースがエイズの治療薬で、国によって

は成人の8割がエイズに感染しているアフリカでは、

特許により販売価格が維持されている高価な抗HIV

薬を買えない貧しいAIDS患者が毎日1万人近く死

んでいるという。人道上の問題であるとともに、国

家存亡にかかわる非常事態だとして、発展途上国

が治療薬の特許に関する例外規定を適用するように

訴えているのだが、欧米の製薬会社は簡単にはウン

と言わない。そしてアメリカや日本は、そんな製薬

会社側の言い分をバックアップし続けてきた。

ところが、アメリカで炭疽菌によるテロの疑い

が強くなると、アメリカは緊急事態だとして炭疽

菌治療薬のコピーを認めろと言い始めたのであ

る。死の恐怖や国家崩壊の恐れに直面した国にと

って、知的所有権よりも大切なものがあるという

ことを、ようやくアメリカ人は学んだわけだ。

もちろん、国際社会はイジワルなんかせずにア

メリカの要求を認めてやるべきだろうし、これまで

知的所有権についてアメリカと同調し続けてきた

日本も、総理大臣が約束した「最大限の貢献」を

根拠に、国家的な危機下でのコピー薬の承認を認

めるように国際社会に働きかけるべきだろう。何

も旗を見せるだけが対米協力じゃない。そして言

うまでもないが、アメリカを初めとする市場原理

主義者たちは、知的所有権の無理な強制や知的所

有権そのものが抱える多くの問題点を直視してほ

しい。そうすれば、テロの温床となっている世界

中の貧困や病、政治的な不正義も見えてくる。

リチャード・ストールマンが言うように、知識

は人類の共有財産だ。これは何もソースコードだ

けの話じゃない。
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生来、整理整頓が苦手なので、

自宅の作業用机の上はいつも雑然とし

ている。17インチのディスプレイを置

いても十分な作業スペースがとれるだ

けの大きめのテーブルを使っているの

だが、キーボードにトラックボール、

ノートPC 2台を置いたうえに、さまざ

まな資料や小物が散らかっているので、

ちょっとした書き物をするスペースに

困ることもある。余計なものを片づけ

てしまえばよいのは重々承知している

のだが、こればかりは性分で、なか

なか実行できない。

同じような悩みを持つ人は少なくな

いようで、電器店のパソコン売り場に

いくと、ノートPCやキーボードをディ

スプレイの下にしまったり、テーブル

に取り付けるキーボードやマウス用の

拡張テーブルのようなものが数多

く売られている。しかし、これらの製

品はプラスチック製で頼りなげなも

のが多く、木製や金属製のしっかりし

たものは価格が高い。なにより、ただ

でさえ狭い部屋なのに、テーブルの横

や裏側にものを取り付けると、動き回

るたびに膝をぶつけてしまいそう

だ。

ところがある日、便利そうなものを

見つけた。フライトシミュレータ関連

のWebページからたどり着いた航空関

連用品専門のオンラインショップに、

パイロット用のニーボードと呼ばれ

るものがあったのだ（画面1）。ニーボ

ードとは、膝（knee）にゴムバンドで

取り付けることのできる、小さめのク

リップボード（書類ばさみ）のような

ものである。

大型の旅客機であっても、飛行機の

操縦席はとても狭い。そんな中でも、

パイロットは操縦をしつつ、航空地図

を広げたり、管制官との無線交信の内

容をメモしたりする必要があるのだが、

このようなときに、膝に取り付けたニ

ーボードをテーブルのように使うら

しい。

件のショップでは、安いものから高

いものまで、何種類ものニーボードを

扱っていたのだが、ナイロン製のカバ

ーにアルミ製のクリップボードが内蔵

されている製品がかなり手頃な価格

（27ドル弱）で売られていたので、試

しに購入してみた。航空用地図の出版

元として有名なジェプセン社の

「VFR/IFR Kneeboard」という製品

である。ちなみに、「VFR」は「有視

界飛行」、「IFR」は「計器飛行」を意

味する航空用語だ。

連絡のちょっとした行き違いなどが

あって、商品が届くまでに1カ月以上

もかかってしまったのだが、届いたも

のは予想通りの品物で、さっそく使っ

てみた。クリップボードのサイズは、

ちょうど「リーガルサイズ」のメモ用

紙が収まる大きさで、ナイロン製カバ

ーにメモ帳を直接挟んで使えるように

なっている。ペンホルダーや電卓（あ

るいはPalmデバイス）を入れられるポ

ケットもついている（写真1）。膝に固

定するゴムバンド（面ファスナーつき）

は、幅広のしっかりしたもので、ニー

ボードを装着したままで部屋の中を歩

き回るのにも支障はない。また、ナイ

ロンカバーを閉じれば、そのまま持ち

歩くのにも都合がよく、鞄の中の小物

を整理するのにも役立ちそうだ。

自宅の机で作業するときはもちろん、

喫茶店の狭いテーブルにノート

PCを広げて仕事をしたり、講演を取材

したりするときなど重宝している。人

目が気になるのでやったことはないが、

電車の中で書き物をしたいときに

も使えそうだ。パソコン用品とカ
ー用品は、それぞれの専門店以外で

探したほうが、安くて良いものが見つ
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かる可能性が高い気がする。

■

■時刻を表示するコマンド

■

PDAからPC、果てはスーパーコン

ピュータに至るまで、ありとあらゆる

コンピュータは、当然のように時
計としての機能を持っている。ス

ケジュール管理に使ったり、あるいは

システムの状態を監視して記録したり

する際に、現在時刻を知る必要がある

からだ。PCの画面上に時刻を表示する

アプリケーションは、数えきれないほ

ど多く存在する。Microsoft Windows

やX Window SystemなどのGUIシス

テムでは、それ自体に時計を表示する

機能やアプリケーションが付属してい

る（画面2）。

もっとも、高価なサーバ用コンピュ

ータは別として、一般的なPCが内蔵し

ている時計機能（「リアルタイムクロッ

ク」と呼ばれる機能）は、あまり正
確ではない。筆者宅にあるPCの時

計機能は、1日に十数秒近くも進ん

だり遅れたりする。「月差」でいえば数

分も狂うことになり、一昔前の機械式

腕時計よりも精度は低い。それでも、

仕事をしているコンピュータ画面上に

現在時刻が表示されるのは何かと便利

である。

時刻を知るのなら、腕時計を1つ持

っていれば十分なはずなのだが、現代

社会では、ありとあらゆるところに時

計を置いて、つねに時間を気にしなが

ら生活するのが当たり前のようになっ

ている。これが良いことなのか悪いこ

となのかは別として、現在時刻がすぐ

にわかるようになっていたほうが安心
できるという人は多いようなので、

Linuxマシンで時刻を表示する方法を

いくつか紹介しよう。

■

■基本の「date」コマンド

■

コマンドラインで時刻を表示するも

っとも基本的な方法はdateコマン
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基本の「date」コマンド

時刻を表示するコマンド

画面1 「本物の」パイロット用品を販
売するW e b サイト「AV S h o p」
（http://www.avshop.com）

画面のニーボード以外にも、GPS受信
機、航空用計算機、ヘッドセット、フラ
イトプラン作成用ソフトウェアなど、さ
まざまな用品を扱っていて、興味のある
者には飽きさせない品揃えである。価格
も想像以上に手頃だ。

画面2 X Window Systemの時計のいろいろ

Linuxをインストールしただけでも数種類の「時計」が使えるようになっている。左は、
丸いウィンドウで表示できる「oclock」、中央はX Window Systemの標準アプリ
「xclock」、右側はxclockを拡張して、アラーム機能などを備えた「rclock」。このほかに
も、星の数ほどの「時計」がフリーソフトウェアとして利用できる。

写真1 「Jeppesen」のロゴが入ったニーボード
「VFR/IFR Kneeboard」

左側のポケットには電卓やPDA、真ん中のクリップボ
ード部分にメモ用紙や地図、右側のポケットには地図
や書類を挟んでおくことができる。アルミ製のクリップ
ボードには、航空機を運行する際に必要となるさまざま
な規則や計算方法などが印刷されており、これだけを取
り出して使うこともできる。



ドである。とりあえず、dateコマンド

になんのオプションもつけずに実行し

てみよう（画面3）。

$ date

Sun Oct 14 09:55:12 JST 2001

このように、現在の曜日、日付、時

刻、西暦などが表示される。時刻のう

しろにあるJSTという文字は、この時

刻が日本標準時間（Japan Standard

Time）であることを意味している。

Linuxをインストールしたときの設定

によっては、「GMT」（Greenwitch

Mean Time：世界標準時のこと）な

どと表示されることもある。この設定

を変更する方法については、次回に説

明することにする。

dateコマンドで表示されるのは、コ

マンドを実行した時点での時刻である。

画面上に現在時刻を継続的に表示する

ものではないが、コマンドライン上で

作業をしている最中に時刻や日付を知

りたくなったら、気軽に使えるコマ

ンドなので、覚えておくと便利だ。

■timeコマンドはないのか？

ところで、「date」というのは「日

付」という意味なので、時刻だけ
を表示する「time」というコ
マンドがあるのでは？と思うか

もしれない。MS-DOSには「dateコマ

ンド」と「timeコマンド」の両方が存

在して、それぞれ日付と時刻を表示し

たり設定したりできるようになってい

る。試しに、Linuxのコマンドライン

で「time」を実行すると、次のような

エラーメッセージが表示される。

$ time

bash: syntax error near unexpected

token `time'

実は、timeというのはbashの内部コ

マンドになっていて、プログラム
の実行にかかった時間などを測

定するときに使うものである。一般ユ

ーザーにはあまり使い道のないコマン

ドだが、PCの性能を測定すると

きに利用できるので、覚えておいても

損はないかもしれない。timeコマンド

は次のように使う。

$ time cp test00.avi /tmp

上のコマンドラインを実行すると、

「cp test00.avi /tmp」（test00.aviとい

うファイルを/tmpディレクトリにコピ

ーする）というコマンドが実行され、

終了までにかかった実時間、および

CPUがこのコマンドを処理するのに費

やした内部時間などが表示される。

real  0m12.518s

user  0m0.020s

sys   0m0.150s

上の例では、コマンドが終了するま

での実時間が約12.5秒であることを示

している。これに続く「user」と

「sys」がCPUが費やした時間を示して

いるが、この数値の意味についてはこ
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時刻
%H 時（24時間制、2桁固定）
%I 時（12時間制、2桁固定）
%k 時（24時間制、可変桁）
%l 時（12時間制、可変桁）
%M 分（2桁固定）
%p 午前・午後（AM/PMなど）
%r 12時間制の時分秒（hh:mm:ss AM/PM）
%S 秒（2桁固定）
%T 24時間制の時分秒（hh:mm:ss）
%X 現在の言語設定に合わせた時刻
%Z タイムゾーン名（GMT、JSTなど）
日付
%a 曜日名（省略形）
%A 曜日名（完全表記）
%b 月名（省略形）
%B 月名（完全表記）
%c 日付と時刻
%d 月内通算日数
%D 日付（mm/dd/yy）
%h （%bと同じ）
%j 年内通算日数
%m 月（2桁数値）
%U 日曜日を週の最初の日とみなした場合の年内通算週
%w 曜日（0を日曜日とした1桁の数値）
%x 現在の言語設定に合わせた日付
%y 西暦の下2桁
%Y 西暦（4桁）

表1 dateコマンドで設定できる表示項目（抜粋）

画面3 コマンドラインでdateコマンドを実行してみる

この画面はTurbolinux 7.0での例。日本語対応のコンソールでは、曜日や日付が日本語
で表示されるが、「10月21日　日曜日」としてほしいところが「日　10月21」となっ
てしまうのが残念。ちなみに、「date +%x%X」としてやれば、画面のようにもう少し
まともな形式で表示される。



こでは説明しない。

■dateコマンドのオプション

本題に戻るが、dateコマンドでは、

オプションをつけることで、日付や時

刻をさまざまな形式で表示することが

できる。日付や時刻の形式は、「＋」

（プラス記号）に続けて、表1にあげた

ような表示項目を並べて指定する。た

とえば、何時何分かだけを表示させた

い場合には、次のようにオプションを

指定する。

$ date +%I:%M

11:05

「%I」や「%M」が表示する項目を

指定する部分で、項目を指定する以外

の文字（上の例では「：」）はそのま

ま表示されるようになる。この機能を

応用すると、たとえば現在が今年の第

何週なのか、あるいは1月1日から何日

経過しているのか、などを簡単に知る

ことができる。

$ date +%W

41

$ date +%j

287

「%W」は、月曜日を週の最初の日

とした場合の年内の通算の週、「%j」

は年内の通算日数を指定するオプショ

ンである。出力結果は、現在は今年の

41週目で、1月1日から数えて287日目

にあたるということを示している。

また、現在日時だけでなく、指定し

た日時についての情報を表示させるこ

ともできる。日時の指定には-dオプシ

ョンを使う。たとえば2001年1月1日に

ついて知るには次のようにする。

$ date -d 2001/1/1 +%W

01

$ date -d 2001/1/1 +%j

001

■

■シェルプロンプトに時刻を表示する

■

X Window SystemなどのGUI環境

でLinuxを使っている場合なら、デス

クトップ上に時刻を表示する方法はい

ろいろあるが、別のマシンからtelnet

などでログインしているような場合に

は、前述のdateコマンドを使わないと

現在時刻は表示できない。dateコマ
ンドをいちいち起動するのは
面倒という場合には、シェルプロン

プトに時刻を表示させてしまう方法も

ある。使っているシェルの種類によっ

て、この方法は多少変わるのだが、

bashやtcshなど、現在使われている主

なシェルには、プロンプト部分に時刻

を表示する機能が含まれている。ここ

ではLinuxの標準シェルである、bash

の場合について説明しよう。

bashでは、PS1という環境変数の

値を変更することで、プロンプト部分

に表示される内容を自由に変更できる

ようになっている。Linuxのディスト

リビューションによって多少変わるが、

インストールしたままの状態では、画

面4のようなプロンプトが表示されるよ

うな設定になっている。試しに、これ

を別の文字列に変えてみよう。

$ export PS1=hello

hello

画面上には「hello」という文字が表

示されるだけで、一見すると何も起こ

らないように見える。しかし、実はこ

の「hello」という部分がコマ
ンドラインのプロンプトになっ

ていて、「hello」に続けてコマンドを

入力できるようになっている（画面5）。

hellols

test.txt test00.avi

hello
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シェルプロンプトに時刻を
表示する

画面5 プロンプト
を変えてみる

プロンプトをデフ
ォルトのものから
「hello」に変えてみ
る。プロンプトと
コマンドの間にス
ペースが入ってい
ないので、とても
見づらいが、プロ
ンプトが変わって
いるのがわかるだ
ろうか。

画面4 通常のコマンドプロンプト（Turbolinux 7.0の場合）

左から、ユーザー名、ホスト名、カレントディレクトリ名が表示されるようになっている。



先ほど設定した内容では、プロンプ

ト部分（hello）の後ろに空白部分がな

いので、プロンプトとコマンドがくっ

ついてしまって見づらくなっている。

たとえば、次のように設定すれば、多

少は見やすくなる。

$ export PS1="hello "

このPS1という環境変数には、単なる

文字列だけでなく、ホスト名、ディレ

クトリ名、ユーザー名、時刻などのさ

まざまな情報を表示するための指示を追

加できるようになっている。設定できる

指示の一覧を表2にまとめておこう。

これを利用して、プロンプト部分に

時刻を表示するには、たとえば次のよ

うに設定すればよい。

$ export PS1="[\t] "

すると、プロンプトは次のようになる。

[11:34:26]

コマンドを実行したり、リターンキ

ーを押してプロンプトを再表示させた

りするたびに、現在時刻が表示される

ようになる（画面6）。

余談になるが、このプロンプトの設

定を駆使すると、プロンプトをカラー

で表示させたり、複数の行にまたがる

ような複雑なプロンプトを作ることも

できる。

またしてもLinuxの話題からは外れ

てしまうが、MS-DOSにはプロンプト

を自由に変更できるようにするツール

がいくつかあって、プロンプト部分に

キャラクタ文字で描いた絵
（今風にいえば「アスキーアート」）を

表示している人もいた。中には、画面

の半分以上を埋めてしまうような巨
大なプロンプトを作ったりするな

ど、かなりエスカレートしたこともあ

ったが、肝心のコマンドラインや実行

結果を表示する部分が狭くなってしま

うので、プロンプトに凝るのはほど
ほどにしておいたほうがよいだろう。

■

■指定時刻になったら知らせる

■

現在時刻を表示できるようになった

ら、アラーム機能も欲しくなるの

が人情というものだろう。カップ麺
を調理（？）するときなど、指定

時間が経過したら知らせるタイマー機

能や、会議や外出などの予定時刻がき

たら知らせるアラーム機能が使えると

便利だろう。

もちろん、これらの機能を備えてい

る、スケジュール管理アプリケーショ

ンを使えば、わざわざコマンドライン

でアラーム機能を使う必要もないのだ

が、ちょっとした用事だけでわざわざ

アプリケーションを起動するのは面倒

なこともある。また、アラーム機能は

ともかく、タイマー機能を持っていな

いスケジュール管理ソフトは、意外と

多い。Linuxのコマンドラインを使う

時間が長いユーザーなら、コマンドラ

インからアラームやタイマーを使えれ

ば便利に思うはずだ。

■sleepコマンド

まず、指定時間が経過したら知らせ

てくれる、タイマー機能を実現す

る方法を説明しよう。のっけから失望

させてしまうようだが、Linuxでは標

準的に使えるタイマーコマンド
のようなものは存在しない。

オンラインマニュアルで「timer」とい

う単語を検索してみても、初心者には

わけのわからない、プログラミング用

の情報しか表示されない。その代わり、

Linuxでは、指定した時間だけ
なにもしないで待つというコマ

ンドがある。その名もずばり、sleep
（休眠）という名前のコマンドで、この

コマンドを実行すると、指定された時

間が経過するまで、なにもしないで休

眠状態になる。指定時間が経過すると

コマンドは終了する。

Linux magazine December 2001168

指定時刻になったら知らせる

¥a 端末のビープ音を鳴らす
¥d 日付
¥e エスケープ文字
¥H ホスト名（ドメイン名を含む）
¥h ホスト名（ドメイン名を含まない）
¥n 改行文字
¥s シェルの名前（sh、bashなど）
¥T 12時間制での現在時刻
¥t 24時間制での現在時刻
¥@ 12時間制での現在時刻（am/pm表記付き）
¥u ユーザー名
¥w カレントディレクトリ（パス付き）
¥W カレントディレクトリ（パス省略）
表2 プロンプトに指定できる項目一覧

画面6 プロンプト
に現在時刻を表示す
るようにしてみる

周りをかっこ（[]）
で囲んで、見やすく
する。最後に空白文
字を入れておけば、
プロンプトとコマン
ドがくっついてしま
うこともなくなる。



このコマンドを利用すれば、コマン

ドラインでタイマー機能を実現できる。

$ sleep 180; echo "Time to eat."

上のコマンドラインを実行すると、

180秒（3分）後に「Time to eat.」と

いう文字列が表示される。

ただし、これでは3分間、コマンド

ラインが使えなくなってしまうので、

バックグラウンドで実行するよ

うにしてみよう。

$ (sleep 180; echo "Time to eat") &

ここで、コマンドライン全体を()で

囲んでから、最後に「＆」（バックグ

ラウンド実行を指定する文字）を追加

している点に注意すること。

echoコマンドでは、画面上に文字列

が表示されるだけなので、忙しいとき

などはメッセージに気がつかないかも

しれない。そのようなときには、前回

説明したwriteコマンドを使えば、

ビープ音も鳴らしてくれるので、少し

は気がつきやすくなるだろう。writeコ

マンドを使う場合は次のように入力す

る。

$ (sleep 180; echo "Time to Lunch"

| write user1) &

「user1」の部分には、自分自身の

ユーザーIDを入力すればよい。指定時

間が経過すると、画面7のように、メ

ッセージが表示されると同時に、ビー

プ音が鳴る。

■atコマンド

目覚まし時計のように、指定時刻に

なったら知らせてくれるアラーム機
能は、atというコマンドを使えば実

現できる。

$ echo "echo time to lunch" | at

13:00

atコマンドの使い方はちょっと癖が

あって、指定時刻に実行させたいコマ

ンドラインは、atコマンドのオプショ

ンとして与えるのではなくて、標準
入力に与えるようになっている。

上の例では、"echo time to lunch"と

いう文字列をatコマンドの標準入力に

与えている。つまり、指定時刻（13:00）

になったら、「echo time to lunch」と

いうコマンドが実行されるようになる

わけだ。

さきほどのsleepコマンドと同様に、

echoコマンドではなくwriteコマンド

でアラームメッセージを表示させるよ

うにすることもできる。

$ at 13:00 <<EOF

> echo "Time to Lunch" | write

user1

> EOF

この例では、「ヒアドキュメント」を

使っているので、ますます複雑なよう

に見えるが、要するに、「at 13:00」と

いうコマンドの標準入力に、「echo

"Time to Lunch"｜write user1」とい

う文字列を与えている。つまり、13:00

になったら「echo "Time to Lunch"｜

write user1」というコマンドラインが

実行され、user1に「Time to Lunch」

というメッセージが送られるようにな

るわけだ。

atコマンドで設定した実行予定の一

覧は、atqコマンドを実行すると次

のように表示される。

$ atq

1       2001-10-21 13:00 a

3       2001-10-22 12:48 a

設定を取り消すには、atrmコマンド

を使えばよい。そのとき、取り消す予

定はatqコマンドで表示される一覧の一

番左側の番号を使う。

$ atrm 3

上のコマンドを実行すると、3番の

ジョブ（2001-10-22 12:48のジョブ）

が取り消される。

●

次回は、atコマンドのもう少し詳し

い使い方と、Linuxの内部時計の設定

方法（時刻の合わせ方）などについて

説明したい。
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画面7 sleepコマ
ンドを使って、指定
時間後にwriteコマ
ンドでメッセージを
送る

必要に応じて「ttyコ
マンド」を使い、メ
ッセージを表示する
ウィンドウ（コンソ
ール）を指定する。
writeコマンドの詳し
い使い方については、
前号を参照してほし
い。





最初に白状しておきますが、私は数学がダメです。昔か

ら全然ダメなんです。よくコンピュータは理系的と言われ

ます。私は学校は理系にいましたが（コンピュータがどう

してもやりたかったので）、頭の中身は文系でした。大学

時代は周りのみんなについていけずに悩んだものでした。

なぜわざわざこんなことを言うかというと、今回の記事

中に何度か「証明」という単語が（数学的な意味で）出て

くるからです。もちろん私になにかを証明することができ

るはずもなく、これは誰かが証明したと言っているのをそ

のまま真に受けているという意味です。まあ、まちがって

はいないと思いますが…。

■

■プログラミング基礎の基礎

■

昔々、アラン・チューリングという名前の天才がいまし

た。この人はイギリスで第二次世界大戦中の暗号解読に大

きな成果をあげた人ですが、コンピュータ関係の基礎を打

ちたてた人でもあります。彼の考え出したことが今のコン

ピュータの理論的背景になっているのです。

たとえば、彼の考え出したことのひとつに「チューリン

グテスト」というものがあります。これは「機械が知性を

持つかどうか判定する」というテストです。これは自分の

相手が完全に見えない状態、たとえばスクリーンを経由し

て、対話を行うというものです。相手が人間であるかコン

ピュータであるか教えられずに、ある程度の時間対話した

うえで区別することができるかどうかをテストします。も

し、対話を通して人間とコンピュータを区別することがで

きなければ、それはコンピュータが十分に知性を持つこと

を意味しているとしても良いというのが彼の結論です。な

んだかフォークト・カンプフテスト（映画「ブレードラン

ナー」でレプリカントを区別するためのテスト）みたいで

すね。

彼は「チューリングマシン」という概念も考え出しまし

た。チューリングマシンは、左右に無限の長さを持つテー

プと1つの読み書きヘッドによって構成される機械で、ヘ

ッドがテープからデータを読みとり、それに従って記号操

作を行い、その結果をテープに書き込むことを繰り返すこ

とによって一種の計算を行います（図1）。

これは（まだ当時はコンピュータは存在していませんで

したが）、一種の仮想的なコンピュータで、彼はこの単純

な機械によってあらゆるアルゴリズムが表現可能であるこ

とを証明したのです。いや、その証明は私には理解できま

せんが（笑）。
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文：まつもと ゆきひろ
Text : Yukihito "Matz" Matsumoto

プログラムはコンピュータに対する手順書だと考え
ることができます。今回はその手順書の「読み進め
方」に当たる手順の制御方法について学びます。か
なり基本的な部分ですので、プログラムの知識・経
験のある方は雑学の部分だけを楽しんでください。

初等Ruby講座

S
c

r
ip

ti
n

g

第2回　条件判断とループ

プログラミング基礎の基礎

図1 チューリングマシン

a1 a2 a3 a4 a5 a6 ......

制御部 

テープ 



チューリングマシンは非常に原始的な「コンピュータ」

なので、あらゆるアルゴリズムが表現可能であっても、実

際にこれでプログラムを行うのは現実的ではありません。

しかし、あらゆる「アルゴリズムが表現可能である」ため

にはそれほどたいした機能が必要ではないということがわ

かります。

チューリングマシンの単純さは、プログラミング言語が

その本来の目的を果たすために必要な最低限の機能がとて

も小さいことを示しています。たとえばRubyの場合、そ

のリファレンスであるヤギ本（『Rubyデスクトップリファ

レンス』オライリー ISBN4-87311-023-8）で、言語その

ものを解説した部分が全138ページ中、たったの24ページ

しかないことからもうかがえます。

チューリングマシンについてもっと知りたい人には、

http://www.jaist.ac.jp/~u-ryo/notes/class/ida/

CognitiveScience/turing.html

などからリンクをたどってみてください。

■

■プログラミングの基礎

■

さて、役に立つのか立たないのかよくわからない基礎は

まだ続きます。かなり時代が下がるとエドガー・ダイクス

トラが登場します。

彼は『GO TO statements considered harmful』とい

う論文でプログラミング言語には以下の制御の流れがあれ

ば、あらゆるアルゴリズムが表現できると証明しました。

・逐次実行

・条件判断

・ループ

かつてはプログラミング言語の制御構造には任意の場所

にジャンプするGOTO文が必須であると考えられていまし

た。ダイクストラの論文はそんなものは不要で、この3つ

のわかりやすい制御構造だけですべてが記述できると断言

したことで当時としては画期的でした。

もちろん、私にはその証明は理解できません。が、結論

は信じることにします。

逐次実行とは、命令を順番に実行していくことです。プ

ログラミング言語は普通、並んでいる行を順番に実行しま

す。これが逐次実行です。これを制御と呼ぶのは変な気も

しますが、中には各命令の直後に次はどの命令を実行する

かを指定する変な言語もありますし、さらにひどいことに

逐次実行が進む方向（上下左右）を変えることができる二

次元プログラミング言語というものもあります。どちらも

異様に使いにくいですけどね。後者はジョークとして設計

されたものですが、前者は本気だというところに恐いもの

があります。

条件判断とは、ある条件が成立しているときだけ一連の

命令を実行するものです。if文のことですね。

ループは、ある条件が成立するまで実行を繰り返すもの

です。while文のことですね。

■

■if文

■

Rubyで条件分岐といえばifです。いや、Rubyでなくて

も普通のプログラミング言語ではどれもifですね。

ifのもっとも単純な形式は以下のようなものです。

if 式

文

end

ifは式の結果が「真」であれば文を（複数の文があれば

それを順番に）実行し、「偽」であればなにも実行しませ

ん。

ifを1行に書こうと思えば、式と文の間を明示するため

に、thenかセミコロン（;）を入れる必要があります。

if 式 then 文 end

if 式 ; 文 end

ですから、

if true

puts "hello"

end

は、式（true）の値が真ですから、文である「puts

"hello"」が実行されます。必ず実行されるんじゃ、条件分

岐の意味ないですが。

では、Rubyでは、どのような値が「真」で、どのよう

な値が「偽」なのでしょうか。定義から言えば、
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・falseとnilが「偽」

・「偽」でない値はすべて「真」

です。すなわち、数字の0も文字列の""も含めて、falseと

nil以外のすべての値は「真」になります。

「false」が英語で「偽」ですから、偽なのは当然だと

思われます。ではnilとはなんでしょう？ 英和辞典によれ

ばnilとは、

無、零、無い、存在しない

という意味なのだそうです。ですから、Rubyにおいても

nilは「存在しないことを示す値」です。たとえば、代入

されていない変数の中身はnilですし、配列の範囲を超え

て要素を取り出そうとしたときに得られる値もnilです。

また、Rubyでは一般的に、

・真としてtrueを返す手続きは偽としてfalseを返す

・真としてtrue以外を返す手続きは偽としてnilを返す

という慣習があります。たとえば、「defined？（）」はあ

る式が定義されていれば、その種別を示す文字列を返しま

すが、定義されていなければnilを返します。ですから、

defined?(FOOBAR)

は、（FOOBARが定義されていなければ）nilを返します

が、

defined?(ARGV)

は、文字列"constant"を返します。やや、余談になります

が、Rubyでは「defined？」のような真偽値を返すもの

（述語と呼びます）は名前の末尾に「？」をつける習慣が

あります。

「偽」としてfalseとnilの両方があることは、ときどき、

真 - 偽 - 未定義

という3つの状態を表現するのに使われることがあります。

nilは偽というよりも「そもそも条件が成立しない」という

ことを表現していると考えることができます。

さて、真偽値についてはここまでにして、またif文に戻

りましょう。さきほどは「条件が成立するときにこれを実

行する」というif文の一番簡単な形式について説明しまし

たが、if文にはまだいくつかの形式があります。

「条件が成立するときにはこれを、成立しないときには

こっちを」というタイプの条件判断が欲しい場合がありま

す。その場合にはelseの付いたif文を使います。

if 式

文1

else

文2

end

これは式の値が真であれば文1を、偽であれば文2を実

行します。まあ、Rubyに限らず他の言語でも似たような

形式ですよね。

次に「この条件が成立するときにはこれを、別の条件が

成立するときにはこっちを、すべての条件が成立しない場

合にはこれを」というタイプの条件判断にはelsifの付いた

if文を使います。

if 式1

文1

elsif 式2

文2

else

文3

end

これは式1の値が真であれば文1を、式2の値が真であ

れば文2を、すべての式が偽であれば文3を実行します。

elsifの部分は実際には好きなだけ繰り返すことができます

し、elseの部分は省略できます。

ここで、他の言語の経験がある人は elsif が C のような

else if でも、Python のような elif でもないことに気をつ

けてください。PerlやAdaが得意な人はまちがえないと思

います。もしわからなくなったら、「えるすいふ」と素早

く発音すると「えるしふ」になると思い出してください。

私がelsifを選んだのはまさにそういう理由からですから。

RubyにはPerlから引き継いだif文のもうひとつの形式

があります。それが「if修飾子」です。if修飾子は「後置

if」とも呼ばれていて、文の後にifをつけるものです。形

式は、
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文 if 式

のようなものです。たとえば、

puts "hello" if a == b

は、aとbの値が等しければ"hello"を出力します。ifは文の

後ろについていますが、条件チェックは先に行われます。

考えてみれば当然のことですが。

if 式 then 文 end

と、

文 if 式

は、まったく同じ意味です。好きなように使えばよいので

すが、お勧めの使い分けとしては、条件を強調するときに

は普通のifを、文を強調するときにはif修飾子を使うとい

うものがあります。

たとえば、変数$DEBUGがセットされているときには

デバッグ用のメッセージを出力したい場合には、

if $DEBUG

puts "this is debug message"

end

とするよりも、

puts "this is debug message" if $DEBUG

としたほうが簡潔な印象があります。

■

■unless文

■

条件分岐にはもうひとつunless文もあります。unless

文はif文のちょうど反対で、条件が成立していないときに

文を実行するものです。

unless 式

文

end

unlessはif notと同じ意味ですから、主に意図を明確に

するために用いられます。unless文にもif文同様にelseを

つけることができます。

unless 式

文1

else

文2

end

これは式の値が偽であれば文1を、真であれば文2を実

行します。でもこれは、

if 式

文2

else

文1

end

と同じですからあんまり意味がないですよね。ifにはelsif

がありますが、unlessにはunlesifのようなものはありま

せん。ifを使ってください。

unlessもifの反対ですから、当然ifと同様に修飾子形式

が使えます。

文 unless 式

これは式の結果が偽のときだけ文を実行します。

■

■while文

■

条件分岐の次はループです。ループのもっとも基本的な

ものはwhileです。whileの形式は以下の通りです。

while 式

文

end

whileは式の結果が「真」であるあいだ、文を（複数の

文があればそれを順番に）繰り返し実行し、「偽」になれ

ば繰り返しを終了します。最初に式を評価した結果が「偽」

であれば、文はまったく実行しません。

whileを1行に書こうと思えば、式と文の間を明示する
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ために、doかセミコロン（;）を入れる必要があります。

while 式 do 文 end

while 式 ; 文 end

whileにも修飾子形式があります。形式は、

文 while 式

になり、これは、

while 式

文

end

とまったく同じ意味です。まったく同じ意味ということは、

修飾子形式では、後のほうに登場していても、式のほうが

先に評価されるということです。

ただ、ループの場合本体を毎回実行して、繰り返しの終

了条件のチェックはループの最後に行いたい場合がありま

す。そのためにPascalではrepeat … untilという文があ

りますし、Cにもdo … whileがあります。

Rubyでは、そういう場合には後述のbreakを使う方法

もありますが、beginとwhile修飾子というものもありま

す。

begin

文

end while 式

という形式の場合、まず文を実行し、次に式を評価します。

beginにはrescueやensureを付けてはいけません。でも

ねえ、この形式はあるので紹介しますけど、あんまりわか

りやすい文法じゃなかったですよねえ。失敗か（苦笑）。

■

■until文

■

ifに対してunlessがあるように、whileに対してはuntil

があります。

until 式

文

end

untilは式が偽であるあいだ、文を繰り返します。また、

while同様にuntilにも修飾子形式があり、begin文に付加

されると式の評価の前に文を実行する点も同じです。

■

■ループの中断

■

先にも説明した通り、逐次実行、条件分岐、ループの3

つがあれば任意のアルゴリズムが記述できるのですが、と

はいえ途中でジャンプできると便利なこともあります。

ジャンプといえばgotoですが、残念なことに（または幸

いなことに）Rubyにはgotoはありません。その代わりも

うちょっと「高級な」ジャンプがいくつかあります。今回

はそのうちループに関するものを紹介しましょう。

ループに関するジャンプは以下の3つです。

●break

現在実行中のループを中断します。これを使えば最後に

条件チェックするループも簡単に記述できます。

while true

文

break if 式

end

ここではwhile trueで無限ループを表現しています。

そして、文を実行したあとで条件をチェックして、それが

成立していればbreakで繰り返しを中断するわけです。

あるいは、beginとwhile修飾子の組み合わせよりもこ

っちのほうがわかりやすいかもしれませんね。

●next

ループ本体の実行を中断して末尾までジャンプします。

主に以下のような使い方をします。

while line = gets() # 1行ずつ読み込み

next if line == ""  # 空行なら処理しない

文 # lineに対する処理

end

C言語のcontinueに相当します。continueという名前

でないのはnextのほうが短いからです。Perlでもnextで

すね。
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●redo

ループ本体の実行を最初からやりなおします。つまり条

件チェックの直前にジャンプします。C言語にも相当する

ジャンプがないことからもわかるようにあまり使われませ

ん。

これらのジャンプをまとめると、図2のようになります。

■

■for文

■

配列などの要素それぞれに対して繰り返すためには、

whileのような単純なループよりもforのほうが便利です。

たとえば、配列要素を出力するのであれば、while文を使

うなら、

i=0

while i<ary.size

puts ary[i]

i+=1

end

のように、やや面倒になりますが、forを使えば、

for i in ary

puts i

end

と単純になります。forは実際にはこのあと説明するイテ

レータを使って実現されています。

■

■イテレータ

■

イテレータは奥が深いので、この先連載1回分まるまる

使って説明しようと思いますが、簡単にいうとメソッドの

一種で「ユーザーが定義できる制御構造」です。

さきほどのfor も内部的にイテレータを使って実現され

ています。ここでは仕組みは説明せず、いくつか便利なイ

テレータを紹介するだけにとどめます。

loop do # loopは無限ループするイテレータです

文

end

3.times do # 文を3回繰り返します

文

end

ary.each do｜i｜ # forは内部的にこれと同じことをしています

文

end

■

■知られざるRuby

■（中上級者向け）

■

■サブタイトル：end

■

前回はファイルをオープンするメソッドopenについて

探求しましたが、今回は制御構造ということで、Rubyの

制御構造を構成する重要なキーワードendについて考えて

みます。

文のまとまりを表現する方法はプログラミング言語ごと

にそれぞれあります。たとえば、Cであれば、

{ 文; }

でしょうし、Pascalであれば、

begin 文 end

でしょう。また、Pythonのように「インデントの深さで

決める」という変わり種もあります。Pythonでは、

if a == b:

foo

bar

baz

という風にして文のまとまりの範囲を決めます。上の例を

Ruby的に書けば、

Linux magazine December 2001176

Sc
ri

pt
in

g

知られざるRuby
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end

図2 ループを中断するジャンプ

redoのジャンプ先 （1）

nextのジャンプ先 （2）

breakのジャンプ先 （3）

while 式

文

end

イテレータ

for文



if a == b

foo

bar

end

baz

という感じでしょうか。簡潔ですし（Rubyより1行少な

いですね）、この形式を好む人もいます。

文のまとめ方はそれぞれですが、実は大きく分けると、

・複文派

・ブロック派

に別れるのだということをご存じでしたでしょうか。複文

派とは「複数の文を文括弧でくくったものはひとつの文で

ある」とする言語です。たとえば{}を文括弧とするCや、

begin、endを文括弧にするPascalは複文派です。この派

の言語では、単文が置けるところにはどこにでも複文が置

けるというルールがあります。ですから、たとえばCの条

件式で、

if (a == b)

foo;

と書いたものは、fooの部分を複数の文に置き換えたけれ

ば、{}でくくった複数の文を置けばよいわけです。

if (a == b) {

foo;

bar;

}

このやり方には2つほど問題があります。ひとつは単文

から複文への書き換えが面倒なことです。たとえば上記の

変更では、ただbarという文が追加したいだけなのに、foo

の前に「{」を、barの後に「}」を追加する必要がありま

す。

もうひとつの問題は「ぶらさがりelse」という問題です。

またまたCの例になりますが、

if (a == b)

if (c == 5)

foo;

else

bar

と書いてあった場合、これをどう解釈しますか？

if (a == b) {

if (c == 5) {

foo;

}

}

else {

bar;

}

と解釈したくなるでしょうが、実際にはインデントに関係

なく、

if (a == b) {

if (c == 5) {

foo;

}

else {

bar;

}

}

と解釈されます。

もう一方のブロック派は複文をとる文は、いつもブロッ

ク（文のまとまり）をとることが決まっている言語です。

ブロック派言語には上記の2つの問題は存在しません。た

とえばRubyであれば、

if a == b

foo

end

にbarを追加したければ、ただfooの後の行に追加するだ

けです。他の部分を変更する必要はありません。「ぶらさ

がりelse問題」についても、

if a == b

if c == 5

foo
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end

else

bar

end

と、

if a == b

if c == 5

foo

else

bar

end

end

は明らかに異なりますから、混乱を招く可能性はありませ

ん。このようにユーザーにとっての使いやすさの観点から

みれば、ブロック派言語の圧勝と言えるでしょう。最近開

発された言語ではブロック派が主流になっているように感

じられます。たとえば、Rubyと同じスクリプト言語に分

類されるものに限っても、

・まとまりはいつも { } でくくる必要があるPerl

・まとまりはインデントで表すPython

・まとまりの終わりをendで表すRuby

は、いずれもブロック派言語です。上記の3つの言語では

同じブロック派でも記法がそれぞれまったく異なるのが面

白いですね。

Rubyを初めて見た人はendによる文区切りが結構異様

に感じられるようです。endを使う言語の中でもっとも有

名なPascalの人気は下降する一方ですから、無理もないの

かもしれません。

では、Rubyはなぜ end を文の区切りに選んだのでし

ょうか。それにはいくつかの理由があります。

●endはAlgolから続く伝統的な文区切り

Rubyは比較的「保守的」な部分があります。最近優勢

なC、C++、Javaとは違いますが、endにはここ数十年文

区切りとして使われてきた伝統があります。

●beginやcaseがきれい

たとえば現在のRubyではbegin文は以下のような構文

になります。

begin

文

rescue 例外クラス

文

ensure

文

end

仮にこの構文を { } で表現しようと思うと以下のように

なるでしょう。

begin {

文

}

rescue（例外クラス） {

文

}

ensure {

文

} 

なんだか間が抜けているようですし、あまりきれいでは

ありません。case文でも同じような状況があります。ま、

主観や趣味の問題かもしれませんが。

●オートインデントが可能

Emacsであればruby-modeを使ってオートインデント

ができます。予約語を使った言語のオートインデントは記

号を使ったものよりも難しいのですが、ruby-modeによっ

てオートインデントが可能になる見通しがついたことで

endを採用する決心がついたというのは正直な話です。

とはいえendに欠点がないわけでもないです。

●文区切りに別の行が必要となるので行数が増える

しかし、逆に文の並びの終わりがはっきりわかってよい

という側面もありますから、行が増えることがただちに問

題であるということにはなりません。

●文区切りが識別子と区別がつきにくく埋没しがち

最近のエディタは予約語に色がつけられますから、この

点はさして問題にならないかもしれません。
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9月26日から9月28日まで、東京の明治

記念館においてLinux Conference 2001が

開催されました。例年、Linux Conference

はプログラム委員から講師候補に直接コン

タクトがあったのですが、今年はCall for

Paper（論文応募）方式に変更されました。

正直、論文を用意するのも大変なので、

今年は発表しないつもりでいたのですが、広

島市立大の木山さんが応募した論文が2本

も通ったので、セッションをひとつ作るため

に「埋め草」として話しませんか、と誘わ

れたので引き受けることにしました。頼まれ

るとなかなかイヤとは言えないのです。

ということで、スピーカー特権で、26日

から参加してきました。プログラムは、

http://lc.linux.or.jp/

から参照できます。

26日には、『Rubyを256倍使うための本

― 無道編』の著者である青木峰朗さんによ

るチュートリアル『Ruby活用～オブジェク

トは恐くない』に参加しました。青木さん

のチュートリアルは、オブジェクト指向設計

に注目して、いかに共有を押し進めるか、

いかに「良い」プログラムを書くかというこ

とについて解説がありました。発表資料は、

http://www.loveruby.net/~aamine/ja/lc2001/

から入手できます。とはいえ、青木さんは

この手の発表は初めてだったようで、かな

り緊張していました。『無道編』や『紅玉制

覇編』でのなめらかな語り口は聞かれませ

んでした。ちょっと残念。また、チュート

リアルでは実際に段階的に「良い」プログ

ラムを開発していくという形式だったので

すが、「良い」プログラムになっているはず

なのに、なんとなくだんだん複雑になって

いくという皮肉な現象も観測されました。

27日午後には「プラットフォーム:Ruby」

と名付けられたRuby関連セッションが開催

されました。内容は木山さんによる「オブ

ジェクト指向スクリプト言語Rubyへの世代

別ごみ集め実装手法の改良とその評価」、木

山さんと同じ大学の佐原大輔さんによる

「RubyのVM化に向けて」、それから私によ

る「Rubyの心理学」の3つの発表が行われ

ました。

木山さんの世代別GC（ガベージコレクシ

ョン）の実装は、その基本的実装について

昨年11月のLinux Conferenceでも発表され

ましたし、私は実際に一緒に開発も行いま

したので、私にとっては耳新しいものではあ

りませんでしたが、GCとはなにか、という

ところから始まって、世代別手法がどのよ

うな仕組みで効率を改善するのかという点

と、また実際にどの程度の改善が行われる

かについて、よくまとまった発表でした。実

際に全体の実行時間が39.3％、GC実行時

間が88.7％も削減されたという話でした。

もちろんすべてのケースでここまで高速

化されるわけではないのですが、GCの実行

速度は、ふだんはあまり問題にならず、問

題になるような場合というのは大量のオブ

ジェクトを取り扱うケースで、そのような

局面において世代別GCが有効であること、

また、今年に入ってからの改善でさらに高

速化されたことが示されました。ただ、木

山さんにとって気になる点がいくつか残っ

ているそうで、今のRubyに取り込むよりも、

将来のVMバージョンに組み込んだほうが良

いのではないかと言っていました。

佐原さんのVMの実装の話はなかなか興

味深いものでした。VMというのは仮想機械

（Virtual Machine）の略で、プログラムを仮

想的なCPUの機械語（よくバイトコードと

呼ばれます）に変換して、実行しようとす

るものです。また、この仮想的なCPUのエ

ミュレータのことをVMと呼びます。

私はこの実装についてはなにもタッチし

ていません。まだプロトタイプレベルで、

Rubyプログラムを直接実行するレベルには

達していないとはいえ、独自にここまで開

発を行う人が出てくるというだけも、私に

とっては驚異です。実際、Rubyは処理系開

発者よりも、プログラマーに対してやさし

いように設計されているので、処理系を開

発するのは結構大変なのです。

さて、今回実装されたVMは、まだ構文

解析を行うパーサはなくて、アセンブラし

か解釈できないうえに、クラスライブラリ

も数値しかないとのことですが、それでも

フィボナッチ関数（fib）や竹内関数（tak）

の実行は、現在のRubyと比較して3倍近く

高速化されるのだそうです。

また、目標は現状よりも10倍速い処理系

を実装することだそうです。本人も難しい

だろうとは自覚しているようですが。

Ruby実装者の立場から聞くと、静的言語

向けのVMであるJava VMをベースに設計

したのはどうだろうか、とかいろいろ疑問

があるにはあるのですが、なかなか頼もし

い発表でした。

私のものは前2つと比較すると恥ずかしい

くらい不真面目な内容でした。要するにRuby

ってのはどういうふうに人間向けにデザイ

ンされているかとかいうような内容です。

簡単にまとめると、プログラミング言語

は実はマン・マシン・インターフェイスで

あり、ヒューマンインターフェイスの原則

が適用されるということと、そしてその結

果、言語設計は人間に注目して行われるべ

きということを紹介したつもりです。

私の発表資料は、

http://www.ruby-lang.org/ja/lc2001/

で公開しています。

セッション終了後、明治記念館の一室を

借りて、Ruby BOFが開かれました。BOF

とはBird Of a Featherの略で、ひとつのこ

とに興味がある人が集まってワイワイやる

集会のことです。今回も日本にはRubyユー

ザーグループがない話から、VMの実装の話

まで多岐にわたって話が制限時間一杯まで

行われました。

28日にもライトニングトークをはじめと

して、Rubyの話がいくつかあったようなの

ですが、この日は娘の誕生日なのであきら

めて帰りました。家族からこれ以上不評を

買ってもいけませんから。

Linux Conference 2001
Ruby開発日記
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telnetを知らないLinuxのユーザーはおそらくいないだ

ろう。telnetは、ネットワークを通じてほかのマシンにロ

グインするために使われるプロトコルで、インターネット

のプロトコルの中でも、最も古く、そして基本的なプロト

コルだといえる。イーサネットの仕様ができるよりも早く、

すでに1972年頃には基本的な骨格が固まり、1980年代に

入って4.2BSDに実装されて以来、現在に至るまで広く使

われている歴史の古いプロトコルだ。

今回は、最も基本的なクライアントサーバプロトコルと

して、telnetのインストールと使用方法を解説するが、ま

ず簡単にtelnetの基本を確認しておくことにしよう。「と

りあえず使いたい」という方は、基本知識の部分は飛ばし

ていただいてもかまわない。

■

■telnetの基本知識

■

telnetは、ネットワークを通じてほかのマシンにログイ

ンするためのプロトコルだ。具体的には、リモートマシン

にインストールされたtelnetサーバにローカルマシンの

telnetクライアントを使って接続し、ローカルマシンの端

末をリモートマシンの端末として使えるようにする。

一般のインターネットユーザーの中には、telnetを「要

するに通信ソフトみたいなソフト」と誤解している人もい

るようだが、通信ソフトと呼ばれる種類のターミナルエミ

ュレータとtelnetクライアントはまったくといっていいほ

ど異なるソフトだ。

まず、「端末」、あるいは「ターミナル」という言葉だ

が、これはコンピュータを操作するためのCRTやキーボ

ード、プリンタ、マウスなどを備えたマシンのこと。コン

ソール（操作卓）と呼ぶこともある。

Linuxワークステーションのようなマシンでは、本体と

コンソールが一体になっているが、昔の大型コンピュータ

では本体と端末装置が別々になっていて、1台のCPUに何

台かの端末機をシリアルケーブルなどでつないで使うもの

だった。ターミナルエミュレータの画面制御モードに名前

を残している「VT100」や「VT52」といった型番は、数

十年前に一世を風靡した端末装置の機種名である。

その後、パソコンが高性能化してきたことで、高価な専

用端末装置の代わりにパソコンが使われるようになってき

たのだが、パソコンを端末装置として使えるようにするソ

フトが、いわゆるターミナルエミュレータ、あるいは通信

ソフトと呼ばれるソフトだ。昔の端末装置は、本体の近く

に置かれるのが普通だったが、いわゆる「通信ソフト」と

いう場合は、モデムなどを使って遠隔地からホストを利用

することができる。つまり、通信ソフトは、昔の端末機の

ケーブルを電話回線を使って思い切り長く延して使えるよ

うにするソフトだということができるかもしれない（図1）。

端末装置、あるいはターミナルエミュレータは、キーボ

ードから入力された文字を送信し、ホストコンピュータか

ら送られてきた文字を画面に適切に表示することで、その

文：安田幸弘
Text : Yukihiro Yasuda

最も基本的なクライアントサーバプロトコルである
telnetの基本と使用方法を解説する。

サーバ百科
基礎から学ぶネットワークの仕組み

第4回　telnetサーバを使う M
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telnetの基本知識



ための画面制御機能や、通信制御機能を持つのが特徴だ。

要するに通信ソフトは、端末機能を実現するために必要な

すべての機能をパッケージ化したソフトである。

ちなみに、X Window Systemのコマンドシェルを利

用するために使うXTermやKTermといったソフトもタ

ーミナルエミュレータと呼ばれるが、その理由はワークス

テーションのキャラクタコンソールをXのウィンドウでエ

ミュレートするためのソフトであることを考えれば納得で

きるだろう。XTermは、端末専用機をケーブルでつなぐ

代わりに、Xの中にソフトウェア的な端末装置を実現する。

前置きが長くなってしまったが、端末の機能を実現する

ための通信ソフトに対して、telnetが提供するのは中間的

なネットワーク仮想端末（NVT： Network Virtual

Terminal）と、それに必要な通信制御である（図2）。

telnetが提供する仮想端末は、ごくシンプルなラインプリ

ンタのようなダム端末的な機能だけだが、オプションを使

って実際の端末が必要とする機能に対応できるようになっ

ていて、telnet単独では端末機能を持たない。実際に端末

として使われるのは、XTermのようなターミナルエミュ

レータやコンソールということになる。

また、ローカルマシンの端末側からは、同様にリモート

のサーバがサポートする端末について気にする必要はな

く、あくまでもネットワーク仮想端末として情報をやりと

りすればいい。

telnetでは、さまざまなオプションがサポートされてい

るが、時代とともにさまざまなオプションが追加されてき

た。たとえば当初、telnetは7ビットのASCIIキャラクタ

しか利用することができなかったが、8ビットバイナリモ

ードのオプションが追加されたことで、ヨーロッパの国際

文字セットや日本語をはじめとするマルチバイト文字セッ

トが使えるようになっている。このほかにも各種のオプシ

ョンが追加されており、RFCに公開されている。主なオプ

ションは1980年代に固まっているが、RFCのインデック

スを“telnet”や“option”でgrepすると、RFC化され
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通信ソフト 

電話回線 

電話回線で遠隔地からホストを使う 
 

図1 パソコン通信端末ソフト

ホスト 端末 

この部分が仮想端末 

telnetd telnet

図2 telnetは中間的な仮想端末を提供する



ているオプションの一覧を得ることができるだろう。

■telnetの手順

次にtelnetによる通信のシーケンスを見てみよう。

telnetの通信手順は、まずサーバがTCPポート23への

接続を監視し、接続があれば標準的な手続きでTCPセッ

ションを張る。

TCPセッションが確立すると、telnetのネゴシエーショ

ンを行い、ここでNVTが持たない画面制御などの高度な

端末機能についてのオプションが設定される。

双方に共通するNVTの制御コマンドは、端末側、ある

いはホスト側からIAC（Interpret as Command）コマ

ンドと、それに続く制御コマンドで伝えられ、受け付けら

れると必要な情報が返される。

高度な端末機能を実現するオプションのネゴシエーショ

ンの手続きも、やはり端末側、あるいはホスト側から必要

な機能についての要求が出され、その要求に対してサポー

トできるかどうかの返事が返されるのだが、NVTと違っ

て相手がどのような機能をサポートしているのかは、最初

の段階ではわからない。そこで、それぞれが利用したい機

能をDO、またはDONTのコマンドで伝え、それに対して

WILL、またはWONTで受け入れが可能かどうかの返事

を返す。つまり、ある機能を使いたいという要求なら

「DO 機能名」、使いたくなければ「DONT 機能名」を相
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$ telnet

telnet> set options

Will show option processing.

telnet> open broadway

Trying 192.168.46.38...

Connected to broadway.localdomain.

Escape character is '^]'.

RCVD DO TERMINAL TYPE

SENT WILL TERMINAL TYPE

RCVD DO TSPEED

SENT WILL TSPEED

RCVD DO XDISPLOC

SENT WILL XDISPLOC

RCVD DO NEW-ENVIRON

SENT WILL NEW-ENVIRON

RCVD IAC SB TERMINAL-SPEED SEND

SENT IAC SB TERMINAL-SPEED IS 9600,9600

RCVD IAC SB X-DISPLAY-LOCATION SEND

SENT IAC SB X-DISPLAY-LOCATION IS "com.localdomain:10.0"

RCVD IAC SB NEW-ENVIRON SEND 

SENT IAC SB NEW-ENVIRON IS VAR "DISPLAY" VALUE "com.localdomain:10.0"

RCVD IAC SB TERMINAL-TYPE SEND

SENT IAC SB TERMINAL-TYPE IS "XTERM"

RCVD WILL SUPPRESS GO AHEAD

SENT DO SUPPRESS GO AHEAD

RCVD DO ECHO

SENT WONT ECHO

RCVD DO NAWS

SENT WILL NAWS

SENT IAC SB NAWS 0 80 (80) 0 30 (30)

RCVD WILL STATUS

SENT DO STATUS

RCVD DO LFLOW

SENT WILL LFLOW

RCVD WILL ECHO

SENT DO ECHO

Red Hat Linux release 7.1 (Seawolf)

Kernel 2.4.9-6Y on an i686

login: 

画面1 セッション開始時のオプションのネゴシエーションの例



手側に送る。これに対して、その要求を受け入れる場合は

「WILL 機能名」、受け入れない場合は「WONT 機能名」

を返すことになる。

なお、オプションの設定は主にセッションの開始時に集

中的に行われるが、たとえば端末の画面サイズを変更した

場合など、セッション中に変更することもできる。

画面1はtelnetの「set options」コマンドで表示させ

たオプションのネゴシエーションのようすで、これを見る

と、実際にtelnetプロトコルがどのような情報をやりとり

しているかがわかる。

■

■telnetサーバのインストール

■

telnetは、リモートログインという限られた機能を提供

するため、サーバやクライアントのインストールは非常に

簡単だ。たとえばRed Hat系のディストリビューション

なら、スーパーユーザーになって「rpm -ihv RPMファイ

ル」のコマンドを実行し、telnetのバイナリパッケージを

インストールするだけでよい。

ただし、インストールしただけではサーバは起動しない。

telnetは、通常inetdまたはxinetdから呼び出されるので、

Red Hat 6.xなら inetd、7.x以上はxinetdで telnetが起

動できるようにする。また、/etc/servicesにサービス名

（telnet）に対応するTCPポートの指定が必要なので、

inetdやxinetdの設定を行ってもtelnetサーバが反応しな

い場合は、/etc/servicesにtelnetの設定を加える。

●inetdでの設定

① /etc/inetd.confにtelnetdの行（リスト1）を追加

② kill -SIGHUP `cat /var/run/inetd.pid`を実行して

inetdを再起動

●xinetdでの設定（Red Hat 7.xの場合）

① /etc/xinetd.d/telnetをチェック

「disable = yes」になっていれば、「disable = no」

に変更する

② kill -SIGUSR2 `cat /var/run/xinetd.pid`を実行して

xinetdを再起動

●servicesの設定

/etc/servicesに以下の行があることをチェック

telnet          23/tcp

なおtelnetに限らず、inetdやxinetdから呼び出される

サーバが接続を待ち受けるポートの番号は、/etc/

servicesで変更することができる。たとえば、待ち受ける

ポートの番号を2323に変更するには、/etc/servicesの

telnetの行を次のように変更する。

telnet          2323/tcp

それぞれデフォルトの設定が異なる複数のtelnetサーバ

をインストールした場合は、/etc/servicesに異なるサー

バのための行を追加し、inetdやxinetdに設定項目を追加

すればよい。

■telnetサーバの起動オプション

telnetdは、inetd.confやxinetd.confの中で引数を設定

することで、デフォルトの動作を変更することができる。

もちろん、telnetdのバージョンや種類、コンパイル時の

オプションによって、使えるオプションの種類は異なるが、

Red Hat 7.xのディストリビューションに含まれるnetkit

ベースのtelnetdでは次のようなオプションを指定できる。

-debug ［ポート番号］

inetd、xinetdを使わず、telnetdを直接起動する。デバ

ッグや動作の確認などの必要があるときに、このオプショ

ンを使う。接続を待ち受けるポート番号を指定することも

できる。

-D （options｜report｜netdata｜ptydata）

デバッグ用オプション。このオプションを付けて起動す

ると、それぞれのデバッグモードに応じてtelnetクライア

ントにさまざまな情報が表示される。

デバッグモードの内容は次の通り。

options telnetオプションのネゴシエーションを

表示

report optionsに加え、キー入力の情報などの

付加情報を表示

netdata データストリームの内容を表示
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telnet  stream  tcp     nowait  root    /usr/sbin/tcpd  in.telnetd

▼リスト1 inetd.confに加えるtelnetデーモンの設定

telnetサーバのインストール



ptydata ローカルの疑似ターミナルに表示されデ

ータを表示

-h

接続時にホスト情報の表示を抑制する。

-L login_program

/bin/login以外のログイン用プログラムを指定する。

-n

TCPキープアライブを使わない。異常終了したクライア

ントとの接続が持続する場合などにこのオプションを指定

する。

たとえば、-hオプションで接続時にホスト情報を表示さ

せないようにするためには、次のように設定する。

●inetdでの設定

/etc/inetd.confの「 telnet stream tcp nowait root

/usr/sbin/tcpd in.telnetd」の行の最後に「-h」を加え、

inetdを再起動する。

●xinetdでの設定

/etc/xinetd.d/telnetに次の行を加え、xinetdを再起動

する。

server_args = -h

このほか、netkit-telnetdでは、コンパイル時のオプシ

ョン指定により、認証モードの指定（-a 認証モード）、暗

号化telnet使用時のデバッグオプション（-edebug）、セ

キュアIDカード使用の指定（-s）、IPサービスタイプ

（TOS）の指定（-S TOS）、認証タイプの指定（-X 認証

タイプ）を有効にすることができる。

さらに、BSD系のUNIXに付属するtelnetdでは、この

ほかにもいくつかのオプションを指定することができる。

■ホストのメッセージ表示

/etc/issue.netがあれば、telnetdはログインする前に端

末側に/etc/issues.netの内容を表示する。

このファイルの書式には、表1のような変数で現在のホ

ストの情報を表示することができる。

たとえば、「%s （%m） %r」という行を/etc/issue.

netに書いておくと、telnetで接続したときにloginプロン

プトの前に「Linux （i686） 2.4.9-6s」などの文字列が表

示される。なお、telnetdに-hオプションを付けることで、

このファイルの内容の表示が抑制される。

■サーバへの接続の制御

telnetサーバは、特に接続制御に関するメカニズムを持

っていない。そのため、特定のホストからの接続を拒否し

たり、あるいは許可したい場合は、inetdからtcpdを起動

して接続制御を行ったり、xinetdから呼び出される場合は

xinetdが持つ接続制御メカニズムを利用することになる。

これらの接続制御の方法は、本連載の第3回で解説した

通りである。ここでは簡単にtelnetの接続制御について、

具体的な設定内容をご紹介しておこう。

●inetdを使う場合の接続制御

まず、/etc/inetd.confの設定で、リスト1のように

telnetの行でtcpdが使われていることを確認する。

tcpdが使われていない場合は、前述のリスト1のように

起動するサーバとしてtcpdを指定し、tcpdからin.telnetd

を呼び出すように変更しておく。

次に、/etc/hosts.allow、/etc/hosts.denyを編集する。

/etc/hosts.denyには、「ALL： ALL」の1行だけを記入

し、すべてのサーバに対してすべてのホストからのアクセ

スを禁止して、許可する接続だけを/etc/hosts.allowで指

定するとよい。

すべてのホストからtelnetdへの接続を許可する場合は、

/etc/hosts.allowに、「in.telnetd： ALL」の行を加える。

特定のホストからtelnetdへの接続を許可する場合は、

/etc/hosts.allowに、「in.telnetd： ホスト名」の行を加

える。

また、特定のネットワークからtelnetdへの接続を許可

する場合は、/etc/hosts.allowに、「in.telnetd： ネット

ワークアドレス/ネットマスク」の形式で許可するネット
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%l 現在の端末番号

%h, %n システムのFQDN

%D, %o NISドメイン名

%d, %t 現在の日時

%s OSの名前

%m ハードウェアのタイプ

%r OSのリリース

%v OSのバージョン

%% 「%」の文字

表1 /etc/issue.netで利用できる変数



ワークの行を加える。たとえば、192.168.0.0から192.168.

0.127までのネットワークにアクセスを許可する場合は、

「in.telnetd： 192.168.0.0/255.255.255.128」を書き加えれ

ばよい。

●xinetdを使う場合の接続制御

xinetdは、tcpdと同等の接続制御メカニズムを内蔵し

ているので、この機能を使う。

/etc/xinetd.d/telnetのファイルに、「only_from ホス

ト」の形式で接続を許可するホストまたはネットワークを

指定する。

接続を許可するホストの指定には、IPアドレス、ネット

ワークアドレス/ネットマスク、ホスト名、ネットワーク

名などが使え、たとえば特定のホストだけを許可する場合、

「only_from 192.168.0.1」、ネットワークなら「only_from

192.168.0.0/255.255.255.128」のように書き加える。

なお、設定を変更した場合は、xinetdを再起動する。

■telnetクライアントの使い方

/usr/bin/telnetなどの標準的なtelnetクライアントの

最も基本的な使い方は、接続先のホスト名を引数として

「telnet 接続ホスト名」のコマンドを実行する。ほとんど

の場合、これで十分だが、このほかにも表2のようなオプ

ションを指定することができる。

さらに、telnetクライアントのバージョンやコンパイル

時のオプションにより、これ以外のオプションが利用でき

るものもある。特にKerberosを認証システムに使用して

いる場合、認証関連のオプションが利用できるようになる。

ところで、telnetクライアントは、エスケープ文字を打

つことでコマンドモードに入り、各種のtelnetのコマンド

を使って操作することができる。やはり、認証や暗号化の

オプションを付けてコンパイルされたクライアントと、そ

うでないクライアントでは利用できるコマンドは異なるが、

ここでは特に一般的なRPMで提供されているnetkit-

telnetクライアントで利用できる主なコマンドの使い方を

簡単に説明しよう。

open ホスト名［オプション］

ホストへのtelnetセッションを開く。このとき、「-l ユ

ーザー」のオプションを付けると、そのユーザー名を

loginの引数にする。また、「-ポート番号」でポートを指定

することで、任意のポートに接続する。

close

現在のセッションを終了する。

logout

接続先からログアウトしてセッションを終了する。

quit

セッションを切断し、telnetコマンドを終了する。

display ［設定項目］

指定した設定項目の値を表示する。表示する設定項目が

指定されなければ、現在設定されているすべての項目を表

示する。

set 設定項目設定値

設定項目の設定値をセットする。ここで設定できる設定

項目は表3の通りだが、設定項目の中にはいくつかの条件

の下で有効になるものがあるので、詳細はマニュアルペー

ジを参照していただきたい。

unset 設定項目

設定項目の設定値を消去する。

toggle 設定項目

設定項目の設定値を切り替える。切り替えることができ
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オプション 意味

-8 8ビットデータの入出力を可能にする。EUCコード

などの通信に必要

-L 8ビットデータの出力を可能にする

-E コマンドモードに移行するためのエスケープキャラ

クタを無効にする

-e エスケープ文字 コマンドモードに移行するためのエスケープキャラ

クタの定義を変更する。エスケープ文字のデフォル

トは「^］」（0x1d）

-S TOS IPのサービスタイプを指定する。パケットの優先度

やコストなどを設定することができるが、通常、こ

のオプションは使用しない

-a オートログイン。環境変数USERの値でloginを起

動させ、プロンプトでユーザー名の入力を省略する

-l ユーザー 指定したユーザー名でオートログインを実行する

-c ̃/.telnetrcを無効にする

-d デバッグ情報を表示

-n トレースファイル デバッグ用のトレース情報の記録用ファイルを指定

する

-b ホストの別名 ローカルマシンの別名を設定する

-r 操作をrloginに似たものにする。エスケープ文字は

「̃」になる

ポート番号 接続先のポート番号を指定する

表2 telnetコマンドのオプション



る設定項目は、setの記述を参照。

mode モード

キャラクタモードを設定する。

character LINEMODEオプションを無効にする

line LINEMODEオプションを有効にする

以下のモード設定は、LINEMODEでのみ有効。各モー

ドの前に「-」を付けることで設定内容を逆にすることがで

きる。

edit 文字編集を有効にする

isig シグナルのトラップを有効にする

litecho 入力された文字のエコーを有効にする

softtabs タブ記号をスペースに展開する

send シーケンス

指定されたシーケンスを送出する。送出できるシーケン

スは表4の通り。

status

接続の状態を表示する。

slc 引数

LINEMODE時の特殊文字の設定・変更を行う。slcの

引数は以下の通り。

check 現在の特殊文字の設定を確認する

export 特殊文字の機能をローカルでの設定に変

更する

import 特殊文字の機能をリモートでの設定に変

更する

environ 引数

環境変数の値を閲覧・設定する。ここで指定できる引数

は以下の通り。

define 変数 変数を有効にする

undefine 変数 変数を無効にする
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設定項目 意味

ayt “Are you there?”を送出させる文字列

echo 入力文字のエコーバックを切り替えるための文字

eof ファイル末尾シーケンス（EOF）を送出させる文字

（LINEMODE）

erase 1文字抹消シーケンス（EC）を送出させる文字

（LINEMODE）

escape コマンドモードに入るためのエスケープ文字

flushoutput 出力中断シーケンス（AO）を送出させる文字

（localchars）

forw1 代替行末文字1（LINEMODE）

forw2 代替行末文字2（LINEMODE）

interrupt プロセス割込シーケンス（IP）を送出させる文字

（localchars）

kill 行抹消シーケンス（EL）を送出させる文字（localchars）

lnext 次の文字をリテラルにするシーケンスを送出させる文字

（LINEMODE）

quit プロセス終了シーケンス（BRK）を送出させる文字

（localchars）

reprint 行を再表示させるシーケンスを送出させる文字

（LINEMODE）

rlogin rloginに慣れている人のためのエスケープ文字

start XONを送出させる文字

stop XOFFを送出させる文字

susp プロセスをサスペンドするシーケンスを送出させる文字

（LINEMODE／localchars）

tracefile トレースファイル名

worderase 1語抹消シーケンス（EL）を送出させる文字

（LINEMODE）

以下の項目はtoggleで切り替えることができる

autoflush オートフラッシュを有効にする

autosynch オートシンクを有効にする

binary バイナリ情報の送受信を可能にする

crlf 改行文字を<CR><LF>にする

crmod 受信した改行文字を<CR><LF>にする

inbinary バイナリ情報の受信を可能にする

localchars LINEMODEが設定されていない場合に、flush、interrupt、

quit、erase、killがそれぞれ ao、ip、brk、ec、elのシー

ケンスに変換される

outbinary バイナリ情報の送信を可能にする

skiprc ̃/.telnetrcを無視する

以下の項目はデバッグ用の設定

debug デバッグを有効にする

netdata ネットワークを流れるデータを16進数で表示

prettydump “netdata”の表示を見やすくする

options telnetオプションのやりとりを表示する

termdata 端末データを16進数で表示

表3 setコマンドで利用できる設定項目

シーケンス 意味

ao すべての出力をフラッシュ

ayt “Are You There”シーケンス。アイドル状態などで端

末の利用を確認する場合などに使う

brk ブレーク

ec 1文字抹消

el 1行抹消

escape 現在のエスケープ文字

ga “Go Ahead”シーケンス。半二重回線などで入力の終

了を伝えるときなどに使う

ip プロセス割り込み

nop “No operation”。何もしない

eor レコード終了

abort プロセスの中断

susp プロセスの停止

eof ファイルの末尾

synch コマンドの同期。フローコントロールの問題などで画面

表示を急いで止めたいときなどに使う

getstatus STATUSを要求する

表4 sendコマンドで指定できるシーケンス



export 変数 自動的に変数をリモートに送る

unexport 自動的に変数をリモートに送らない

send 変数をリモートに送る

list 変数の一覧を表示する。「＊」が表示

されている環境変数はexportされて

いる変数を示す

z

telnetの実行を中断し、コマンドプロンプトに戻る。fg

で復帰する。

! コマンド

シェルを起動し、コマンドを実行する。

?

簡単なヘルプメッセージを表示する。

■̃/.telnetrc

最近は、リモートマシンもローカルマシンも、洗練され

たUNIX系OSが使われるようになり、特にクライアント

側で複雑な設定をする必要がないケースがほとんどだ。し

かし、何かの設定が必要な場合や、特定のホストだけで異

なる設定が必要になる場合、telnetの引数をいちいち変え

る必要があり、面倒に感じることもある。

そのような場合は、リモートマシンごとに設定内容をホ

ームディレクトリの̃/.telnetrcに書き込み、接続先に合

わせてtelnetのパラメータを自動的に設定できる。

.telnetrcの書式は、リスト2のように、まずホスト名の

ラベルを書き、次行から行頭にスペースを入れて設定内容

を列挙する。

なお、.telnetrcでは行頭が「＃」で始まる行はコメント

行として読み飛ばされる。

■

■使い捨てパスワードによるログイン

■

現在、広く使われているtelnetは、平文パスワードがネ

ットワークを流れる点がセキュリティ上の問題点とされ、

インターネットではtelnetを利用せず、安全なSSHなどを

使うようになっている。

telnetがインターネットの成立以前に開発されたことを

考えればやむを得ないが、このようなtelnetの欠点を補う

方法がいくつか考えられている。その中のひとつが、ワン

タイムパスワードと呼ばれる使い捨てのパスワードでログ

インする方法だ。ワンタイムパスワードの原理は、あるパ

スワードの「種」から計算できる一連のパスワードを次々

と使い捨てていくというもの。パスワードの「種」さえ盗

まれなければ、いくらパスワードを盗まれても、そのパス

ワードはもう使えないので、平文でパスワードが流れるネ

ットワークでも、安心して計算したパスワードを流すこと

ができる。

ワンタイムパスワードは、パスワードの管理がやや面倒

であることから、あまり使われていないが、システムに大

きな改造を加えずに平文パスワードを使用する危険を減じ

ることができる。ふだんはSSHなどを使うとしても、何か

のときの用意に、telnetをワンタイムパスワードで使える

ようにしておくと安心だ。

■インストールと初期化

残念ながらLinuxで使える標準的なワンタイムパスワー

ドのモジュールは少ない。しかしtarボールから自分でコ

ンパイルしなくても、インターネットの検索やRPM Find

（http://www.rpmfind.net/）などで「opie」をキーにし

て探せば、いくつかのバイナリが見つかるので、適当な

opieパッケージをインストールすればいいだろう。

モジュールをインストールした後、ワンタイムパスワー

ドを「opiepasswd -c」で初期化する。このコマンドを実

行すると、パスフレーズのプロンプトが表示されるので、

適当なパスフレーズを入力する。これで/etc/opieディレ

クトリに、ユーザーのワンタイムパスワード用の「種」と

マスターパスワードの情報が作成される。

■テスト

初期化が終了したら、opieloginコマンドを実行して、

ワンタイムパスワードが使えることを確認しよう。

opieloginを実行すると、loginプロンプトが表示される
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▼リスト2 ̃/.telnetrcの書式

使い捨てパスワードによるログイン



ので、自分のユーザー名を入力する。入力したユーザー名

に対応する「種」があれば、「種」の情報を「otp-md5

498 ab1234 ext」 な ど の 形 式 で 表 示 し 、 続 い て

「Response or Password： 」というプロンプトが表示さ

れる。

ワンタイムパスワードは別のターミナルのウィンドウで

opiekey コマンドで計算できる。上記の例であれば、

「opiekey 498 ab1234 ext」と「種」の情報を引数として

opiekeyコマンドを実行すればよい。すると、パスワード

の入力プロンプトが表示されるので、ここに通常のパスワ

ードを入力する。すると、「HALF SILT BILL MITE

DRUB RUSH」のような文字列が表示される。これがワ

ンタイムパスワードだ。opieloginのパスワードプロンプト

にこの文字列を入力し、ログインできればワンタイムパス

ワードは有効である。

■telnetdでopieloginを使う

最後に、telnetdでのログインに使うプログラムをデフ

ォルトの/bin/loginから/usr/bin/opieloginに変更する。

inetdを使っている場合は、/etc/inetd.confのtelnetの

行をリスト3のように変更する。

xinetdなら、/etc/xinetd.d/telnetに次の設定を書き加

え、再起動する。

server_args = -L /usr/bin/opielogin

これで、telnetで接続すると、パスワード入力時のプロ

ンプトがopieloginのものに変っているはずだ。ここでワ

ンタイムパスワードを入力すればログインできる。安全な

ネットワークからのログインであれば、このプロンプトに

通常のパスワードを入力してログインすることもできる。

なお、ワンタイムパスワードの計算は適当なパソコンを

使うか、あるいは携帯用にopiekeyコマンドを使ってまと

めて計算させたものをプリントアウトしておいてもいい。

まとめて計算させる場合は、opiekeyコマンドに「-n 100」

などのオプションを指定する。-nで指定した数だけ、ワン

タイムパスワードのリストを生成するので、プリンタなど

で印刷しておけばいい。

このほかにも、opieにはいろいろな使い方があるが、詳

しい使い方はopieのマニュアルを参照していただきたい。

■暗号化telnet

telnetではすべての通信が平文で行われるが、重要なデ

ータを扱う場合には平文での通信は避けたい。そのため、

telnetには暗号化機能が含まれているのだが、暗号技術輸

出規制によって米国以外では暗号化機能を含むtelnetが利

用できない。現在では米国の規制が事実上、解除されてい

るのだが、いずれにしても暗号化機能を有効にしたtelnet

パッケージが手軽に入手できるわけではないので、別のソ

フトウェアを用意する必要がある。

telnetを暗号化したソフトウェアには、いくつかの種類

がある。たとえば、SSLを使った暗号化通信が可能な

SSLtelnetと呼ばれるソフトウェアや、汎用の認証システ

ムのKerberosに付属する暗号機能付きのtelnetなどであ

る。また、最近はtelnetというよりrloginの仲間だが、

SSHと呼ばれる暗号化通信のソフトウェアパッケージが広

く使われている。

どの方法でも、専用のtelnetクライアントが必要になる

など、緊急時に手近なクライアントを使ってログインする

という用途には向かないが、暗号化が必要であれば、多く

のディストリビューションに標準添付され、ユーザーも多

く、設定も手軽なOpenSSHが便利だろう。

高度なセキュリティを必要とするのであれば、Open

SSHの通信に公開鍵を使うなどの設定をすることが望まし

いが、単に平文パスワードを流さず、通信経路を暗号化す

るというだけであれば、パッケージをインストールするだ

けでよい。具体的には、OpenSSHのサーバを起動させた

ホストに「ssh ホスト名」のコマンドで接続するだけで暗

号化された通信セッションが張られるので、セキュリティ

の心配なく、パスワードプロンプトにパスワードを入力す

ることができる。OpenSSHの詳しい使い方は、マニュア

ルまたは本誌の特集などを参考にしていただきたい。
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telnet  stream  tcp     nowait  root    /usr/sbin/tcpd in.telnetd -L /usr/bin/opielogin

▼リスト3 ワンタイムパスワードを使うためのinetd.confの設定

画面2 Windows用のワンタイムパスワード計算ソフト



前回、CSVからデータベースに読み込んだ書籍情報を使

って、Web検索ページを作ってみましょう。検索の機能

は、

・検索条件を入力する

・検索結果を一覧表示する

・一覧から選択された書籍の詳細情報を表示する

という流れにします。まずは検索条件の入力を画面1のよ

うに、

・書籍タイトルに含まれる語句で検索

・内容に含まれる語句で検索

・価格の範囲で検索

・判型の種類で検索

ということにします。もちろん希望があればほかの項目を

検索の対象にできますが、ここでは、

・含まれる語句で検索

・値の範囲で検索

・候補をポップアップメニューで選択して検索

という異なった3種類の検索方法を行ってみるために、こ

のような検索条件としました。検索を実行するスクリプト

は、検索条件入力画面のフォームに入力されたデータを受

け取り、データベースに対してSELECT文を実行します。

そのときに受け取ったデータで検索が行われるように、

SELECT文のWHERE句を適切に記述すればよいことに

なります。

こういうスクリプトを作成するときは、そのSELECT

文の書き方がポイントで、なかなか一発で正しいSELECT

文が書けなかったり、検索結果が思うようにならないこと

がよくあります。そのつどスクリプト内のSQL文を書き直

して実行し直すということを繰り返すのも面倒ですから、

まずはSQL＊Plusを使って正しいSQL文を決定しておき
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文：おもてじゅんいち／かざぐるま
Text : Junichi Omote/Kazaguruma

前回まではもっばらSQL＊Plusを使って、SQL文
を手動で使ってきました。なんで今どきコマンドラ
インと思われたかもしれませんが、それがSQL文を
理解する一番早い道であるということが今回実感で
きます。実際にスクリプトを書いてみると、皆さん
がSQLをマスターしていることに驚くはずです。

Oracle8iで作るWebサイト入門
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第6回　書籍検索サイトを作る

Oracle8iで作るWebサイト入門

画面1 検索条件入力画面



ます。SQL＊Plusなら結果がすぐにわかりますし、簡単

に何度でもSQL文をテストすることができます。

■語句の検索

まずは語句の検索です。タイトルと内容の項目について

語句の検索を行うのですが、とりあえずはタイトルについ

て実験してみます。たとえばTITLE列の内容が「はじめ

て」である行をSELECTするなら、

select * from book where title = 'はじめて'

となりますね。実行結果は画面2です。しかしこれでは

「はじめて」というタイトルを検索することになり、「はじ

めて」という語句を含むものの検索にはなりません。「含

む」という検索をさせるには、

… where title like '%はじめて%'

というように、＝のかわりにlikeという演算子を使います。

そして検索語句の前後に「%」が記述されています。この

「%」はワイルドカードと呼ばれ、ここに何かの文字があ

るという意味になります。つまり、'%はじめて%'と書いて

おくと、

はじめてのLinux

生まれてはじめてのOracle

PHPを使うのははじめて

などが検索にヒットします。前後に「%」を書いてあるの

は、「はじめて」という語句が、先頭、文中、末尾どこに

あっても検索ヒットするためのもので、もし'はじめて%'と

いう記述にすると、上記のうちヒットするのは、

はじめてのLinux

だけになります。「はじめて」のうしろになんらかの文字

があるもののみヒットするのです。「PHPを使うのははじ

めて」というデータは「はじめて」の前にも文字があるた

め、これもヒットさせるには'はじめて%'ではなく、'%はじ

めて%'と記述しなければなりません。「はじめて」が先頭

にあるものだけ検索したいとか、末尾にある場合だけとか

いう場合によって「%」の記述を使い分けるのです。

検索結果は画面3のようになりました。ほかにも語句を

変えて実験してみてください。CONTENTS列についても

同様ですね。

■数値の範囲検索

次は価格の検索です。価格は数値ですが、同じように

whereを使った検索ができます。画面4はある特定の値の

ものを検索する場合です。

where price = 2200

数値の場合は、''を付けないことに気をつけてください。

これではまだ範囲の検索にはなっていません。範囲で検

索するには<や>を使って上限と下限を記述します。

where price >= 2000 and price <= 2500

andは「かつ」という意味で、この場合は「2000以上か

つ2500以下」という条件になります。検索結果は画面5で

す。正しい結果になっています。

■候補メニューを作る

次はポップアップメニューから候補を選択する検索で
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SQL> select title from book where title = 'はじめ
て';

レコードが選択されませんでした。

SQL> select title from book where title='はじめて
読む8086';

TITLE

----------------------------------------

はじめて読む8086

画面2 完全一致の検索

SQL> select title from book where title like '%

はじめて%';

TITLE

----------------------------------------

はじめて読む8086

はじめて読むBASIC 改訂新版
はじめて読むC言語
はじめて読むMASM

はじめて読むアセンブラ
はじめて読むマシン語
はじめて読む486

画面3 部分一致の検索



す。判型には「A4」や「A5」といった文字が格納されて

いますから、検索自体は語句の検索でよいのですが、検索

条件入力画面にあらかじめ候補を表示してやる必要があり

ます。候補として「A4」「A5」「B5」などをあらかじめ固

定して書いておくのもひとつですが、それではちょっと芸

がないので、現在データベースに存在する判型のみを候補

としてメニューに表示するようにしてみましょう。

ということは、検索条件入力画面を表示するときに前も

ってデータベースにアクセスして、判型（TYPE列）に今

存在するものを取り出しておいて、メニューを作ればよい

ことになります。TYPE列の内容を取り出すには、

select type from book

というSELECT文になりますが、これだと画面6のように

同じ「A4」でもデータの数だけ表示されてしまいます。

そこで、「A4」とか「A5」とかをまとめて1回ずつ表示す

るために、

select type from book group by type

というように、group by 句を使うとgroup byの後に記

述された列の内容について同じものはひとまとめにするこ

とができます。結果が画面7で、この結果をメニューにし

ておけば、今存在する種類のデータだけを選択することが

できるようになります。

リスト1が検索条件入力画面のソースです。メニューを

作るためにいったんデータベースにアクセスする必要があ

りますから、PHPスクリプトにします。

①がメニューを作っている部分で、TYPE列の内容を読

み出して、<option …>タグに加工しています。①のスク

リプト部分の実行結果は、

<option value='A5'>A5

<option value='A4'>A4

になります。

■

■検索結果一覧画面

■

検索結果一覧画面は、検索条件入力画面のフォームデー

タを受け取って検索を実行し、該当したデータを一覧表示

します（画面8、リスト2）。

検索条件が、タイトル、内容、価格、判型と複数あるの

で、複数の条件が入力されたときには、それらの条件を

AND（かつ）でつなぐことにします。たとえば、タイト

ルに「はじめて」が含まれていて、2000円以上で判型が

A4のものを検索する場合は、

where title like '%はじめて%' and price >= 2000 and

type = 'A4'

というwhere句になればよいのです。
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SQL> select title,price from book where price =

2200;

TITLE                                PRICE

------------------------------- ----------

標準C++の基礎知識 2200

画面4 価格での検索

SQL> select title,price from book where price >=

2000 and price <= 2500;

TITLE                                 PRICE

-------------------------------- ----------

標準C++の基礎知識 2200

はじめて読む486                        2427

画面5 価格での検索（範囲）

SQL> select type from book group by type;

TYPE

----------------------------------------

A4

A5

画面7 判型の候補を読み込む

SQL> select type from book;

TYPE

-----------------------------------------

A5

A5

A5

A5

A5

A5

A5

A4

A4

A5

画面6 TYPE列を表示

検索結果一覧画面



リスト2の①から⑦の部分でSQL文を作っています。

SQL文はいったん$sqlという変数に文字列として作ってお

いて、

OCIparse($conn,$sql);

というようにデータベースに渡します。SQL文が条件によ

って複雑で長くなりそうな場合はこのような方法をとりま

しょう。

①はselect文の固定部分で、②～⑥がそれぞれの列に対

しての条件です。それぞれは条件入力フォームに入力があ

った場合にだけwhere句に記述するものとし、条件が複数

並ぶ場合はandでつないでいます。この部分の処理を要約

すると、

・それぞれの条件項目に入力がある場合は以下を実行

・その時点でのSQL文の末尾がwhereでなかったら

（すでに何かの条件式が書かれていれば）、andを付け

足す

・条件式を付け足す

という処理を項目ごとに行っています。

SQL文の末尾にwhereがあるかどうかの判断は正規表

現を使って行っています。正規表現を使用する場合の関数

はereg()です。正規表現についてはここでは詳しく説明で

きませんので、他の解説書か本誌併載の「Perlスクリプト

入門」を参照してください。

すべての条件の記述が終わったら、⑦で一応できあがっ

たSQL文をチェックします。ここでは、もし何の条件も
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<html>
<head>
<title></title>
</head>
<body>

<br>
<center>
<b>書籍検索</b><br>
<br>

<form action="list.php3" method="post">
<table border="1" cellpadding="2"
cellspacing="0">
<tr>
<td bgcolor="#f5f5f5"> 書　名　</td>
<td><input type=text size=30 name="f_title"></td>
</tr>

<tr>
<td bgcolor="#f5f5f5"> 内　容　</td>
<td><input type=text size=30
name="f_contents"></td>
</tr>

<tr>
<td bgcolor="#f5f5f5"> 価　格　</td>
<td><input type=text size=6 name="f_price1">円
～　<input type=text size=6 name="f_price2">円

</td>
</tr>

<tr>
<td bgcolor="#f5f5f5"> 判　型　</td>
<td>
<select name="f_type">
<option value="">
<?php
$conn = OCIlogon("ascii","linuxmag","orcl");

$stmt = OCIparse($conn,"select type from book
group by type");
OCIdefinebyname($stmt,"TYPE",&$type);
OCIexecute($stmt);
while(OCIFetch($stmt)) {
print("<option value='$type'>$type\n");

}

OCIlogoff($conn);
?>
</select>
</td>
</tr>

</table>

<br>
<br>
<input type="submit" value=" 検　　索　">
</form>
</center>

</body>
</html>

▼リスト1 検索条件入力スクリプト（form.php3）

①

画面8 検索結果一覧画面
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<?php
$conn = OCIlogon("ascii","linuxmag","orcl");

?>
<html>
<head>
<title></title>
</head>
<body>
<br>
<center>
<b>検索結果一覧</b><br>
<br>
<table border="0" cellpadding="2" cellspacing="0">

<?php
$sql = "select id,title,author,price from book where";
if ($f_title) {

$sql .= " title like '%$f_title%'";
}
if ($f_contents) {

if (!ereg("where$",$sql)) $sql .= " and";
$sql .= " contents like '%$f_contents%'";

}
if ($f_price1) {

if (!ereg("where$",$sql)) $sql .= " and";
$sql .= " price >= $f_price1";

}
if ($f_price2) {

if (!ereg("where$",$sql)) $sql .= " and";
$sql .= " price <= $f_price2";

}
if ($f_type) {

if (!ereg("where$",$sql)) $sql .= " and";
$sql .= " type = '$f_type'";

}
if (ereg("where$",$sql)) $sql = ereg_replace("where$","",$sql);
$sql .= " order by id";

$stmt = OCIparse($conn,$sql);
OCIdefinebyname($stmt,"ID",&$id);
OCIdefinebyname($stmt,"TITLE",&$title);
OCIdefinebyname($stmt,"AUTHOR",&$author);
OCIdefinebyname($stmt,"PRICE",&$price);
OCIexecute($stmt);
while(OCIFetch($stmt)) {

print("<tr>\n");
print("<td><a href='disp.php3?f_id=$id'>$title</a></td><td width=20></td>\n");
print("<td>$author</td><td width=20></td>\n");
$p = ereg_replace("([0-9][0-9][0-9])$",",\\1",$price);
print("<td>$p 円</td>\n");
print("</tr>\n");

}
?>

</table>
<form>
<input type="button" value="検索画面へ" onclick="JavaScript:location.href='form.php3'">
</form>
</center>
</body>
</html>
<?php

OCIlogoff($conn);
?>

▼リスト2 検索結果一覧表示スクリプト（list.php3）

①

②

③

④

⑤

⑥

⑧

⑨

⑦



入力されていなければ、SQL文は①の状態のままなので、

末尾がwhereになっており、このままではSQL文がエラ

ーになるので、末尾のwhereを消去します。

あとは、このSQL（SELECT）文を実行して、検索さ

れたデータを表示するだけです。一覧表示にはタイトル、

著者名、価格だけを表示しています。

このとき、データベース内の価格データは数値だけが格

納されているのですが、表示するときには3桁ごとに「,」

（カンマ）で区切られていたほうが見やすいので加工を施

します（⑧）。これも正規表現の置換で行っており、末尾

から数えて3桁分の数字の直前に「,」を入れています。

一覧表示画面としての処理はこれで十分ですが、このあ

と、書籍名をクリックしたときにその詳細情報を表示しな

ければなりません。そのために、一覧のタイトル表示の部

分にリンクを張って、次の詳細情報表示画面に移行するよ

うにします。リンク先は詳細情報表示スクリプトの

disp.php3ですが、クリックされた書籍名によって詳細情報

の内容は変わらなければならないので、リンクするときに、

disp.php3?f_id=11

といったように、URLの後ろにクエリー文字列としてID

番号を送るようにします。このIDを読みとってそれに対

応する書籍の詳細情報を表示すればよいのです。

このリンクを作成している部分がリスト2の⑨です。一

覧表示の各行に対して、それぞれのIDがクエリー文字列

として付加されるようになっています（画面9は、各デー

タに付けられたIDを示しています）。一覧表示のブラウザ

のソースをのぞいてみれば一目瞭然で、リスト3のように

なっています。

■

■詳細情報表示画面

■

詳細情報表示画面は画面10のようになります。ここで

は、一覧画面からクエリー文字列として受け取ったIDに

該当する書籍のデータをデータベースから読み込んで表示

するだけです（リスト4）。

いくつかの表示で工夫している部分があります。①では、

一覧表示のときと同じように、価格を3桁区切りで表示し

ています。②は発売年月日の表示ですが、Oracle8iの日付

データはyy-mm-ddという形になっているために（なぜか

いまどき年が2桁）、このままでは見にくいので形を変えて

います。まずyy-mm-ddという文字列を年、月、日のデー

タに分割します。
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SQL> select id,title from book;

ID TITLE

---------- --------------------------------

12 はじめて読む8086

13 はじめて読むBASIC 改訂新版
14 はじめて読むC言語
15 はじめて読むMASM

16 はじめて読むアセンブラ
17 はじめて読むマシン語
18 Windowsプログラミングの基礎知識
19 標準C++の基礎知識
20 標準C++の基礎知識 実践編
11 はじめて読む486

画面9 IDを表示

<td><a href='disp.php3?f_id=11'>はじめて読む
486</a></td> ……

<td><a href='disp.php3?f_id=12'>はじめて読む
8086</a></td> ……

<td><a href='disp.php3?f_id=19'>標準C++の基礎知識
</a></td> ……
…

…

…

…

▼リスト3 一覧表示の実行結果（ブラウザのソース）

画面10 詳細情報表示画面

詳細情報表示画面
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<?php
$conn = OCIlogon("ascii","linuxmag","orcl");

?>
<html>
<head><title></title></head>
<body>
<br>
<center>
<b>詳細情報</b><br>
<br>
<?php

$stmt = OCIparse($conn,"select * from book where id=$f_id");
OCIdefinebyname($stmt,"TITLE",&$title);
OCIdefinebyname($stmt,"AUTHOR",&$author);
OCIdefinebyname($stmt,"SERIES",&$series);
OCIdefinebyname($stmt,"SELDATE",&$seldate);
OCIdefinebyname($stmt,"TYPE",&$type);
OCIdefinebyname($stmt,"APPENDIX",&$appendix);
OCIdefinebyname($stmt,"PRICE",&$price);
OCIdefinebyname($stmt,"ISBN",&$isbn);
OCIdefinebyname($stmt,"CONTENTS",&$contents);
OCIexecute($stmt);
OCIFetch($stmt);

$p = ereg_replace("([0-9][0-9][0-9])$",",\\1",$price);
$d = explode("-",$seldate);
if ( $d[0] < 70 ) $d[0] += 2000;
else $d[0] += 1900;

?>
<table border="1" cellpadding="2" cellspacing="0">
<tr>
<td bgcolor="#f5f5f5" align="right" valign="top" nowrap>書名</td>
<td><?php print $title?></td>
<td rowspan=9 width=170 align=center valign=center>
<br>
<img src="photo/<?php print $isbn?>.jpg" width=150 height=222>
<br>
</td>
</tr>
<tr><td bgcolor="#f5f5f5" align="right" nowrap>著者等</td>
<td><?php print $author?></td></tr>
<tr><td bgcolor="#f5f5f5" align="right" nowrap>シリーズ</td>
<td><?php print $series?></td></tr>
<tr><td bgcolor="#f5f5f5" align="right" nowrap>発売日</td>
<td><?php print "$d[0]/$d[1]/$d[2]"?></td></tr>
<tr><td bgcolor="#f5f5f5" align="right" nowrap>形態</td>
<td><?php print $type?></td></tr>
<tr><td bgcolor="#f5f5f5" align="right" nowrap>付属品</td>
<td><?php print $appendix?> </td></tr>
<tr><td bgcolor="#f5f5f5" align="right" nowrap>価格(税抜)</td>
<td><?php print $p?>円</td></tr>
<tr><td bgcolor="#f5f5f5" align="right" nowrap>ISBN</td>
<td><?php print $isbn?></td></tr>
<tr><td bgcolor="#f5f5f5" align="right" nowrap>内容</td>
<td><?php print $contents?> </td></tr>
</table>
<?php

OCIlogoff($conn);
?>
<form>
<input type="button" value="一覧へ" onclick="JavaScript:history.back()">
<input type="button" value="検索画面へ" onclick="JavaScript:location.href='form.php3'">
</form>
</center>
</body>
</html>

▼リスト4 詳細表示スクリプト（disp.php3）

①

②

③

④



$d = explode("-",$seldate);

は、「-」を区切りとして$seldateに格納されている文字列

を分割し、それぞれを配列$dに格納するという処理です。

たとえば、$seldateが"99/10/12"の場合、

$d[0] = "99"

$d[1] = "10"

$d[2] = "12"

という結果になります。そして99や00となっている年表

示を4桁に直します。ここでは70未満を2000年代、70以

上を1900 年代と考えて上位 2 桁を付け加えています

（Oracle8iの日付型が2桁なのでとりあえずは仕方ないの

ですが、この処理では2070年に問題が発生します……）。

これを④の部分で、

$d[0]/$d[1]/$d[2]

とprintしています。これで、「1999/10/12」と表示され

るようになります。

③は写真データを表示する部分です。各書籍データでユ

ニークな情報としてISBNコードがありますので、ISBN

コードをファイル名にした画像データを用意することと

し、③の部分で<img …>タグを発生させています。

画面のレイアウトはすべてHTMLのタグで作られてい

ますから、自由に作ることができます。データベースから

のデータの読み出しと加工だけはこのままで、レイアウト

をいろいろと別なものに変えてみてください。

■

■スクリプトのデバッグ

■

スクリプトもSQL文もなかなか一発で動いてくれること

はないものです。ましてSQL文をいろんな変数の合成で作

る場合（がほとんどですが）ならなおさら、できあがった

SQL文が正しいかどうか、想像しながら進めて行くことに

なります。そんな場合は、スクリプトをじっとながめなが

ら悩むよりも、できたSQL文を表示させて確認するほうが

一目瞭然です。一覧表示のスクリプトではSQL文をいった

ん$sqlに格納していますから、OCIparseを実行する前に、

print "[$sql]";

のような行を記述して、SQL文を画面に表示させてしまう

のです。そうすれば思いどおりのSQL文ができているかど

うかが確認できます。エラーが起こった場合だけでなく、

複雑なSQL文を作ったときは必ず表示させて確認するよう

にしてください。

PHPはエラーが発生した場合、実行結果のブラウザ画面

上に、結構詳しいエラーメッセージと箇所を指摘してくれ

ますから助かりますが、それはあくまでも文法上の間違い

など、PHPのパーサ（構文解析部）にわかるエラーしか検

出できません。文法上に間違いはないけれども、思った結

果にならないという場合は自分で調べる必要があります。

たとえば、先ほどの一覧画面から詳細情報表示画面にリ

ンクするときのID番号渡しなど、正しいID番号がクエリ

ー文字列となってURLについているかどうかが問題にな

るのですが、クエリー文字列があろうがなかろうが、また

ID番号が正しいかどうかなどは、PHPのパーサにも、

Webサーバにも、ブラウザにもわかるはずがありません。

そんな場合、つまり明確なエラーにはなっていないけれ

ども、思ったとおりの結果になっていないときは、ブラウ

ザのソースを見るのが一番早道です。もちろん原因はPHP

のスクリプトやSQL文にあるはずなのですが、スクリプト

の状態で見ても実行時に何が起こっているかを考えるのは

難しいものです。

Webアプリケーションでのスクリプト実行の流れは図1

のようになっています。これらすべてが正しく連携しては

じめて思いどおりの結果が得られるのですから、不具合が

あるときはスクリプトだけをながめるのではなく、SQL文

や実行結果のHTMLソースのほうを確認する習慣をつけ

ましょう。たいていはそのほうが早く原因を発見できます。
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図1 スクリプト実行の流れ

PHPスクリプト HTMLソース SQL文 データベース Webブラウザ画面 

スクリプトのデバッグ



前回まではフォーム入力の例と掲示板CGIを作ってみま

したが、今回はこれからCGIを作っていくときに知ってい

れば便利なCGIのワザを紹介します。いずれもよく目にす

る機能ばかりです。機能満載のWebページも、このよう

なちょっとしたCGIの積み重ねになっているのです。

■

■　チャット――自動更新するページ

■

前回作った掲示板と同じくらい有名になったものにチャ

ットがあります。チャットはあたかも会話をしているかの

ように、どんどん発言していけるものですが、基本的には

発言を順次表示するという点で掲示板によく似たスクリプ

トとなっています。

掲示板との違いは、複数の発言者がどんどん発言できる

ために、ボタンをクリックしたりしなくても次々と発言が

表示されていくところにあります。また掲示板とは違って、

新しい発言は前の発言の下に表示されます。

チャットでは、入力するものはハンドル名と発言内容だ

けになります（画面1）。一般的にはハンドル名を決めてロ

グイン（入室）するなどの仕組みを用意して、自動的にハ

ンドル名が付けられるのですが、ここではとりあえず実験

のために1画面で収まるようにしたために、毎回ハンドル

名を入力する必要があります。このあたりは実用化に向け

て皆さんで改良してください。

チャットCGIのポイントは発言の表示が自動的に更新さ

れることにあります。そこで発言の表示画面を自動更新す

る仕掛けを作るのですが（ここでは5秒ごと）、自分の発言

を入力するフォームまで更新されてしまうと、せっかく途

中まで入力した文字が消えてしまいます。このため、発言

を入力するフォーム部分と発言の表示部分とを別のフレー

ムにして、自動更新は発言表示部だけが行われるようにし

ます。

チャットCGIのために必要なファイル構成は表1のよう

になります。

chat.html、chat_form.cgi、chat_disp.cgiの3ファイル
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チャット――自動更新するページ

画面1 チャットCGI



でチャットの1画面を構成することになります。chat.txt

は発言を記憶しているデータファイルです。ですから、

chat_form.cgi、chat_disp.cgiには実行可のパーミッショ

ンを、chat.txtには書き込み可のパーミッションを設定し

ておいてください。また、フォーム処理を使いますので、

cgi-lib.plも同じディレクトリにコピーしておいてください。

リスト1～3がそれぞれのソースです。chat.html（リス

ト1）はフレームを設定するHTMLだけのファイルですか

ら、わからない方は<frameset……>タグの使い方をマス

ターしておいてください。

chat_form.cgi（リスト2）は、前回の掲示板CGIをベ

ースにしています。ここでは表示する機能は必要ありませ

んので、フォームに入力されたデータをファイルchat.txt

に書き込む処理を行っています。データ項目数が減っただ

けで、掲示板と異なる部分は特にありません。

chat_disp.cgi（リスト3）も、基本は前回の掲示板と同

じで、むしろ古い発言から表示すればよいため、掲示板よ

りも簡単になっています。ただしそのままでは自動更新表

示を行ってくれないため、HTMLの<head>内に、①の
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<html>

<head>

<frameset rows="140,*">

<frame src="chat_form.cgi">

<frame src="chat_disp.cgi">

</frameset>

</head>

</html>

▼リスト1 チャットCGIフレーム部（chat.html）

#!/usr/bin/perl

require 'cgi-lib.pl';

&ReadParse;

print <<'EOD1';

Content-type:text/html

<html>

<head>

</head>

<body>

<h2>My Chat</h2>

<b>新規発言</b><br>

<form method="post" action="chat_form.cgi">

ハンドル名
<input type="text" size=10 name="handle"><br>

<input type="text" size=34 name="mes">

<input type="submit" value="発言する">

</form>

EOD1

# 新規発言の登録
$handle = $in{'handle'};

$mes = $in{'mes'};

if($mes) {

open(OUT,">>chat.txt");

print OUT "$handle,$mes¥n";

close(OUT);

}

print <<"EOD2";

</body>

</html>

EOD2

▼リスト2 チャットCGIフォーム部（chat_form.cgi）

#!/usr/bin/perl

require 'cgi-lib.pl';

&ReadParse;

print <<'EOD1';

Content-type:text/html

<html>

<head>

<META HTTP-EQUIV="Refresh" 

CONTENT="5; URL=chat_disp.cgi">

</head>

<body>

EOD1

# 発言の表示
open(IN,"chat.txt");

while(<IN>) {

($handle,$mes) = split(/,/,$_);

print "<b>$handle></b>$mes<br>";

}

close(IN);

print <<"EOD2";

</body>

</html>

EOD2

▼リスト3 チャットCGI表示部（chat_disp.cgi）

ファイル名 内容

chat.html フレーム記述

chat_form.cgi 新規発言フォーム部分

chat_disp.cgi 発言表示部分

chat.txt 発言データファイル

cgi-lib.pl ライブラリ

表1 チャットCGIのファイル構成

①



文を記述します。

<META HTTP-EQUIV="Refresh" 

CONTENT="5; URL=chat_disp.cgi">

これはPerlではなくHTMLの機能なのですが、「5秒後

にchat_disp.cgiというURLにジャンプする」という意味

です。ここでは自分自身にジャンプするということになり

ますから、ジャンプして読み込んだファイル（自分自身）

にも同じ記述があり、5秒後に再びジャンプする……とい

った動作を繰り返します。

つまり、chat_disp.cgiは5秒ごとに再読み込みされ続け

るのですが、その間に別のユーザーによって発言が入力さ

れ、 c h a t . t x t にその発言が追加されていれば、

chat_disp.cgiの表示も更新されるという仕組みです。

<META HTTP-EQUIV…… >タグは、引越しした

Webページで「5秒後に自動的にジャンプします」というよ

うなメッセージとともによく使われます。「CONTENT="」

のあとの数字を変更すればジャンプするまでの時間を設定

できます。ジャンプするまでの時間を短い間隔にすれば更

新がリアルタイムに近くなりますが、あまり短い間隔にす

ると、そのたびにサーバへのアクセスが起こり、サーバや

回線への負荷が大きくなることに気をつけてください。

なお、このチャットCGIでは、自分の発言を登録したと

きでも発言の表示部は5秒ごとに更新されますから、しば

らく待たなければ自分の発言が表示されません。もし、自

分の発言のときだけすぐに更新したければ、JavaScriptを

使って、上のフレームから下のフレームを再読み込みさせ

るといったスクリプトを書かなければなりません。

■

■　メールを送信する

■

以前少し紹介しましたが、CGIからメールを送信するこ

ともできます。CGIからメールを送信する場合は、メール

サーバであるsendmailを使います。ですから、このCGI

を動作させるにはsendmailがインストールされている必

要があります。

sendmailは通常、SMTPデーモンとして動きますが、

コマンドラインから起動して手動でメールを送信すること

もできるので、ここではPerlからパイプを使って送信先や

タイトル、本文などの必要な情報をsendmailに送ります。

それではフォーム入力されたデータをメールで送信する

CGIを考えてみましょう。入力フォームとして、以前使っ

たフォームを流用します（リスト4）。今回はこれにEメー

ルアドレスの入力欄を追加します（リスト4の①）。

このフォームデータを受け取ってメールを送信するCGI

がリスト5になります。前半のフォームからデータを受け

取ってそれぞれ加工する部分は以前と同じです。「#メー

ルの送信」というコメント部分からの記述がメールを送信

するためのものです。コメントのすぐ下の、

$mailpath = '/usr/sbin/sendmail';

はsendmailのパスを記述します。もしパスがわからなけ

れば、whichかwhereisコマンドを使って、

$ whereis sendmail

としてみてください。これでsendmailのフルパスが表示

されます。

その次の行にある、

$toaddr = 'dareka@domain.com';

は送り先のメールアドレスです。ここでの例のようにフォ

ームからメールを送る場合は、たいていそのページの運営

者側にメールが送られてくるものでしょうから、ここには

受け取りたい自分の（自社の）メールアドレスを記述して

おきます。

この$mailpathと$toaddrを使って、

open MAIL,"| $mailpath $toaddr";

というように、あたかもファイルをオープンするような記

述があります。ここでは、本来ファイル名が入るべきとこ

ろに、「｜」というパイプを表す記号があります。これは

あとに続く変数を展開すると、

| /usr/sbin/sendmail dareka@domain.com

となり、コマンドラインでパイプを使う場合の後半部分と

同じような記述になるのです。そして、パイプの前半の代

わりにMAILというファイルハンドルに出力することによ

って、このあとに続くprint文の出力データがsendmailに

流れて行くことになります。

あとはフォームから受け取った各データをMAILハンド
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メールを送信する



ルに出力すればよいので、

print MAIL "Subject: <<mail_form.cgi>>¥n";

print MAIL "From: $in{'email'}¥n";

print MAIL "¥n";

print MAIL "登録情報¥n-----¥n";

print MAIL "$addr¥n";

print MAIL "〒$in{'zipcode'}¥n";

…

close MAIL;

とprint文を記述して、最後にMAILハンドルをクローズ

します。

ここで、print文の3行目までは決まりがあり、「Subject:」

に続けてメールのタイトルを、「From:」に続けて送信元

のメールアドレスを出力します。これにより、受け取った

メールの送信元とタイトルが正しく認識されます。これら

メールヘッダ部分と本文とはかならず空行で区切らなけれ

ばならないので、3行目で改行のみを出力しています。こ

のあと、MAILハンドルをクローズするまでがメールの本

文データになります。

この決まりさえ守っていれば、データを加工したり、条

件判断やループをしたりしてもprint文の出力がすべてメ

ールで送信できるようになります。

リスト5のCGIから送られてくるメールの内容は、リス

ト6のようになります。この結果とスクリプトを見比べて

みてください。

CGIでのメール送信は、この例のようにアンケートや予

約フォームのデータを送ったり、フォームでなくてもCGI

の処理によってその結果を通知メールとして送ったり、逆

にページを見ているユーザーに向けて会員登録の結果を送

ったりと、いろいろな利用方法が考えられます。

■

■　ブラウザ情報を取得する――環境変数

■

CGIスクリプトが動くときには、実はWebサーバから

かなり多くの情報が提供されています。

まずはどんな情報が提供されているのかを表示してみま

しょう。それらの情報は環境変数によって渡され、Perlで

は連想配列「%ENV」に格納されています。リスト7が環

境変数とその内容を一覧表示するCGIスクリプトです。

実行結果は画面2のようになりますが、サーバとブラウ

ザの環境によって内容は変わりますので、皆さんも一度試

してみてください。

CGIで使えそうな環境変数は、表2のようなものがあり

ます。

HTTP_USER_AGENTなどは、ブラウザの種類を判別

するためによく使われます。特に、最近では携帯電話など

からのアクセスも考えられるので、携帯電話用のWebペ

ージとPC用のWebページを自動的に振り分けることがで

きます。

ただしこれらの環境変数はユーザー側の情報流出とも言え

るものなので、ブラウザや端末の環境によってはデータが設

定されていない場合もあります。実際に使う場合は、でき

るだけ多くの環境でテストしておく必要があるでしょう。

■

■　アクセスカウンタ――SSIを使う

■

CGIはフォームのaction先として記述するか、直接CGI

ファイルへのリンクを設定して動作するものです。つまり、

ユーザーから見れば、必ず「～.CGI」というファイルにア
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<html>

<head></head>

<body>

<form action="mail_form.cgi">

<input type=radio name="addr" value="com">会社　
<input type=radio name="addr" value="home">自宅
<br><br>

郵便番号<input type=text name="zipcode">

<br><br>

都道府県
<select name="pref">

<option value="0">茨城
<option value="1">群馬
<option value="2">山梨
<option value="3">埼玉
<option value="4">東京
<option value="5">千葉
<option value="6">神奈川

</select>

<br><br>

コメント<br>

<textarea name="comment">

</textarea>

<br><br>

E-mail <input type=text name="email"><br>

<input type=checkbox name="mailreq">

メール配信を希望する
<br><br>

<input type=submit value="送　　信">

</form>

</body>

</html>

▼リスト4 メール送信フォーム（mail.html）

①

ブラウザ情報を取得する――環境変数

アクセスカウンタ――SSIを使う



クセスしなければ動作させられないものでした。

Web上でよく見かけるアクセスカウンタですが、その

Webページがアクセスされるたびに1ずつカウントを増やし

ていって、そのカウント数をサーバ側で記憶しておくという

仕組みは、CGIを使えば簡単にできそうです。しかし、通常

のアクセスカウンタはトップページのindex.htmlファイルな

どで稼動しています。index.htmlはCGIファイルではあり

ませんから、スクリプトを記述しておくことはできません。

このような場合にSSI（Server Side Include）が使わ

れます。これは、通常のHTMLファイル内にCGIを実行

せよという記述ができるもので、ファイル自体はCGIでは

ありませんが、HTMLファイルの一部分にCGIの実行結

果を反映させることができます。つまり、アクセスカウン

タを例にとれば、カウンタの部分にだけCGIの出力が反映

されれば、そのほかの部分は通常のHTMLでよいのです。

SSIの記述例はリスト8のようになります。CGIを部分

的に起動させるSSIは、

<!--#exec cgi="./counter.cgi"-->

という、HTMLのコメント文の中に記述します。

SSIにはそのほかに「#exec cmd」など、OSのコマンド

を実行させることができるものもありますが、セキュリテ

ィの面から考えるとこれは非常に危険なことなので、でき

る限り「#exec cgi」にとどめておくことをお勧めします。

SSIで実行されるCGIですが、これは通常のCGIと同じ

ような作り方になります。ただ、SSIの記述された部分に

反映されるデータだけを出力すればよいので、余計なタグ

などを出力する必要はありません。

リスト9はアクセスカウンタ用のCGIスクリプトです。

スクリプト自体は簡単で、サーバ側に用意しておいたカウ

ント数記憶ファイル（counter.txt）から数字を読み出し、

1を加算してまた元のファイルに書き込みます。そしてそ

の数字のみをprint文で出力しています。

実行結果は画面3のようになり、あとの装飾はリスト8

のHTMLファイル側で自由に行ってください。

■

■　グラフィカルなアクセスカウンタ

■

最近のアクセスカウンタは、ほとんどが凝ったグラフィ

ックスの数字を使ったものになっています。ということで、

時代に遅れないようにグラフィカルなアクセスカウンタに

挑戦してみましょう（画面4）。

とはいっても、アクセス数をカウントして記憶しておく

という仕組みそのものは同じで、ようは表示するときにグ

ラフィックスを使えばよいだけです。ですから、文字で数

字を表示する代わりに、0から9までの1桁の画像を用意し

ておいて表示することになります。ここでは、それぞれの

ファイル名を0.gif、1.gif……とします（図）。もちろん、

どんな画像にするかは皆さん次第です。自分でデザインす

るのもよいでしょうし、フリーの素材集を提供しているサ
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#!/usr/bin/perl

require 'cgi-lib.pl';

&ReadParse;

if ($in{'addr'} eq 'com') { $addr = "会社"; }

else                      { $addr = "自宅"; }

@plist = ('茨城','群馬','山梨','埼玉'

,'東京','千葉','神奈川');

$pno = $in{'pref'};

$comm = $in{'comment'};

$comm =~ s/¥n/<br>/g;

# メールの送信
$mailpath = '/usr/sbin/sendmail';

$toaddr = 'dareka@domain.com';

open MAIL,"| $mailpath $toaddr";

print MAIL "Subject:

<<mail_form.cgi>>¥n";

print MAIL "From: $in{'email'}¥n";

print MAIL "¥n";

print MAIL "登録情報¥n-----¥n";

print MAIL "$addr¥n";

print MAIL "〒$in{'zipcode'}¥n";

print MAIL "$plist[$pno]¥n";

print MAIL "コメント：$comm¥n";

if ($in{'mailreq'}) {

print MAIL "メール配信：希望する¥n";

}

else {

print MAIL "メール配信：希望しない¥n";

}

close MAIL;

print <<'EOD1';

Content-type:text/html

<html><head></head><body>

情報を送信しました。
</body></html>

EOD1

▼リスト5 メール送信CGI（mail_form.cgi）

グラフィカルなアクセスカウンタ



イトも結構あります。

それではCGIスクリプトを考える前に、画像のカウンタ

は最終的にどんなHTMLになればよいかを考えてみまし

ょう。カウンタを6桁で表示するとすると、2145という表

示は、

<img src="0.gif">

<img src="0.gif">

<img src="2.gif">

<img src="1.gif">

<img src="4.gif">

<img src="5.gif">

というタグが並べばよいだけです。つまり、6桁に満たな

い部分に0を付けて、それを6つの数字に分割して、それ

ぞれを<img……>タグで囲めばよいということです。

そのスクリプトがリスト10の最後の4行になります。

sprintfは前回も出てきましたが、これで0を付け加えなが

ら6桁にします。次に、foreach()内の、

split(//,$s)
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環境変数 意味

リモート（ブラウザ）側の情報 REMOTE_HOST リモート（ブラウザ）側のホスト名

REMOTE_ADDR リモート（ブラウザ）側のIPアドレス

REMOTE_PORT リモート（ブラウザ）側のポート番号

HTTP_USER_AGENT ブラウザの種類／バージョン

HTTP_REFERER このCGIが呼び出される前に参照していたURL

サーバ側の情報 SERVER_NAME サーバのホスト名

SERVER_ADDR サーバのIPアドレス

SERVER_PORT サーバのポート番号

SERVER_SIGNATURE
httpサーバの名前、バージョンなど

SERVER_SOFTWARE

DOCUMENT_ROOT httpサーバのドキュメントルートディレクトリ

CGIスクリプトの情報 SCRIPT_NAME スクリプトの仮想パス名

SCRIPT_FILENAME スクリプトの物理パス名

表2 CGIで利用できる主な環境変数

登録情報
-----

会社
〒234-0001

神奈川
コメント：こんにちは
メール配信：希望する

▼リスト6 chat_form.cgiが送信したメール

#!/usr/bin/perl

print "Content-type:text/html¥n¥n";

print "<html><head></head><body>¥n";

print "<table border=1>¥n";

foreach (sort keys %ENV) {

print

"<tr><td>$_</td><td>$ENV{$_}</td></tr>¥n";

}

print "</table></body></html>¥n";

▼リスト7 環境変数を表示するCGI

画面2 環境変数一覧



で分割しているのですが、ここでは分割するための区切り

文字がありません（//）。実は、splitは区切り文字パター

ンが「//」のときは1文字ずつに分割してくれます。これ

で$_には1桁ずつの数字が格納されていますから、それを

<img……>タグと一緒に出力するだけです。

このように、見た目はグラフィカルで美しい表示も、画

像データをうまく使えば簡単なスクリプトで実現すること

ができます。

■

■　ヒアドキュメントあれこれ

■

今回も、HTMLの固定部分で使っていたヒアドキュメ

ントですが、以前少し触れたように、ヒアドキュメントは

「固定の部分を出力する」ものではなくて、「複数のprint

文を記述しないでまとめる」ためのものです。

つまり、固定部分にしか使ってこなかったのでうっかり

忘れていたかもしれませんが、print文と同じように変数

展開やメタ文字の使用が可能です。print文でできること

はすべてヒアドキュメントでもできるのです。たとえば、

配列@ilistに0～9までのいずれかの数字が格納されてい

れば、

print <<"EOD1";

<img src='$ilist[0].gif'>

<img src='$ilist[1].gif'>

<img src='$ilist[2].gif'>

<img src='$ilist[3].gif'>

<img src='$ilist[4].gif'>

<img src='$ilist[5].gif'>

EOD1

というように、<<"EOD1"; の部分をダブルクォートで囲

めば、ヒアドキュメントの中身もダブルクォートで囲まれ

たものとして、変数展開が行われます。つまり、ここでは

$ilist[ ]はすべてその変数の値に展開されて、先ほどの画

像データのファイル名になるのです。

それだけではありません。ヒアドキュメントがprint文

の代わりだということは、画面への出力だけでなく、ファ

イルやパイプでつないだメールなどへの出力にも使えると

いうことです。ようするに、ファイルハンドルがオープン

できていれば、print文と同様にヒアドキュメントでの出

力が可能なのです。

実用的かどうかは別として、てっとりばやくCSVファ
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<html>

<head></head>

<body>

アクセス数は　<!--#exec cgi="./counter.cgi"-->

です<br>

</body>

</html>

▼リスト8 アクセスカウンタSSI（counter.html）

#!/usr/bin/perl

print "Content-type:text/html¥n¥n";

open IN,"counter.txt";

$n = <IN>;

close IN;

$n++;

open OUT,">counter.txt";

print OUT $n;

close OUT;

print "$n";

▼リスト9 カウンタ用CGI（counter.cgi）
画面3 アクセスカウンタ

画面4 グラフィカルなアクセスカウンタ

ヒアドキュメントあれこれ



イルを作るなら、

open OUT,">test.csv";

print OUT <<"EOF1";

名前,住所,電話番号

$name[0],$addr[0],$tel[0]

$name[1],$addr[1],$tel[1]

$name[2],$addr[2],$tel[2]

……

EOF1

close OUT;

となりますね。

このように、ヒアドキュメント先頭行のprintに続けて

ファイルハンドルを書けばよいのですから、先ほどのメー

ル送信も、

print MAIL <<"EOM1";

Subject: <<mail_form.cgi>>

From: $in{'email'}

登録情報

-----

$addr

〒$in{'zipcode'}

$plist[$pno]

コメント：$comm

EOM1

と書けてしまいます。なによりイメージが掴みやすくなり

ますし、毎行記述していた「¥n」もなくなって、すっき

りしていますね。空行部分はそのまま空行にしておけばよ

いだけです。

ヒアドキュメントをうまく使えばスクリプトを書く手間

が省けるだけでなく、見やすくなることによってスクリプ

ト記述のミスが減ったり、あとで修正したり見なおしたり

する場合にもとてもわかりやすいものになります。ヒアド

キュメントを使うことによるデメリットはありませんから、

どんどん使うことをお勧めします。

●

最後に、スクリプト開発においては、あとで自分、もし

くはほかの人が見たとしても理解しやすい記述にしておく

ことがなによりも大切です。自分で書いたスクリプトでも、

数カ月もたつと何をやっているのかわからなくなることさ

えあります。書いているときは頭の中に設計図があるから

いいようなものですが、そんなものは次のスクリプトにと

りかかるとあっけなく消えてしまうものです。

本当はスクリプトを書くための設計書や仕様書などをき

っちり作っておくのが理想的ですが、そこまでの手間をか

けなくても、次のようなことを実践すれば特別の労力なく、

後々保守のしやすいスクリプト開発ができるでしょう。

・変数名はできるだけ長く、意味のあるものにする

・コメント文をできるだけ多く書く

・特別な理由がない限りは計算式などはトリッキーでない

方法を使う

・サブルーチン化することを考える

・スクリプト完成後でもよいから、そのスクリプトが何を

するものかをスクリプトの冒頭に書いておく（複数行で）

こういったことを、少しずつでも習慣付けるようにして

ください。きっとあとでよかったなあと思うときがくるは

ずです。
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#!/usr/bin/perl

print "Content-type:text/html¥n¥n";

open IN,"counter.txt";

$n = <IN>;

close IN;

$n++;

open OUT,">counter.txt";

print OUT $n;

close OUT;

$s = sprintf("%06d",$n);

foreach(split(//,$s)) {

print "<img src='$_.gif'>";

}

▼リスト10 グラフィカルなカウンタ用CGI（counter.cgi）

図　アクセスカウンタ用文字の画像

0.gif

1.gif

2.gif



前回の冒頭でも述べたが、「正規表現」（Regular

Expression）とは、テキストの検索や置換といったマッ

チ処理に使われる、極めて強力なパターン記述言語だ。正

規表現では、通常の文字の並びの中に、「行の先頭（末尾）」

「任意の文字」「列挙した文字のいずれか」「文字（列）の

繰り返し」「複数の文字列からの選択」といった情報を表

わす特殊な記号（メタ文字）として埋め込むことで、柔軟

な検索や置換処理が可能になる。

特に、Linuxを含むUNIX系OSには、単機能ツールを

はじめ、さまざまなスクリプト言語やエディタ、データベ

ースに至るまで、正規表現の機能を内蔵したプログラムが

数多く存在する。bashなどのBourne系シェルには、正規

表現の機能は内蔵されていないが、シェルスクリプト中で

grepやsed、exprといったツールを利用することで、正

規表現による検索や置換、分岐処理を行うことが可能だ。

こうしたスクリプトが行っている処理を理解するにも、正

規表現の知識が要求される。つまり、Linuxのソフトを使

いこなすうえで、正規表現の知識は避けて通れないのだ。

前回は、grepやPerl、Rubyを利用して、正規表現によ

るテキストの検索方法を説明した。今回は、sedやPerl、

Rubyを利用して、正規表現を利用したテキストの置換処

理について説明する。検索に比べて要求される知識は増え

るものの、マッチした文字列の一部だけを置換したり、単

語の順番を入れ替えるなど、単純な文字列の置換では実現

できない処理が可能になる。

■

■正規表現を使って柔軟な置換を行う

■

使い慣れれば便利な正規表現だが、初心者が習得するの

はなかなか難しい。位置、範囲、繰り返し、選択といった

情報を表す特殊な記号「メタ文字」をパターン中に埋め込

むため、実際のパターンは暗号のような文字と記号の羅列

になってしまうからだ。実際、他人が作った複雑なパター

ンの意味を解釈するのは上級者でも大変だ。

さらに、直前に「￥」を書くかどうかなど、メタ文字の

記述方法がプログラムごとに微妙に異なっていたり、ある

プログラムで使えるメタ文字が別のプログラムには用意さ

れていないこともある。

たいていのツールで共通して使える基本的な正規表現に

ついては、前回の本連載で詳しく説明しているので、そち

らを参照してほしい。

以下では、

・sed、Perl、Rubyを利用した置換処理の方法

・柔軟な置換のためのメタ文字の使い方

・置換文字列で使える便利な表現

などについて説明したのち、前回作成したスクリプト

「checkjyosi」を改良して、日本語の助詞が重複している

部分を一目でわかるように変更する。

Linux magazineDecember 2001 205
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Text:Koichi Oike

今回は前回に引き続いて、文字列の検索や置換の
際に使われる正規表現について取り上げ、メタ文字
を利用した柔軟な置換方法や、スクリプト中で正規
表現を利用して分岐処理を行う方法などについて説
明したのち、日本語の助詞の重複をチェックするス
クリプトを改良する。
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正規表現で検索や置換を行う（後編）

正規表現を使って柔軟な置換を行う



●sed、Perl、Rubyを利用した置換処理

正規表現を利用した置換が可能なツールとして、sed、

Perl、Rubyを取り上げ、それぞれの簡単な使い方と日本

語への対応について解説する。

(1) sedを利用した置換

正規表現による文字列の置換を行うコマンドとして第一

に挙げられるのがsed（ストリームエディタ）だ。エディ

タといっても、viやEmacsのように対話的なソフトでは

なく、処理内容を指示した命令（スクリプト）に基づいて

一括処理を行うスクリプト言語だ。スクリプト次第でさま

ざまな処理が可能だが、今回は置換に限って話を進める。

sedを使って文字列の置換処理を行う際の一般的な書式

は以下のようになる。

sed 's/パターン/置換文字列/g' ファイル名

最初の引数はスクリプトで、置換（substitute）を意味

するコマンド「s」に続けて、正規表現のパターンと置換

文字列を「/」で区切って記述し、同一行で複数回の置換

を行うフラグ「g」を付ける。このフラグを付けない場合

は、最初にパターンにマッチした部分だけが置換される。

なお、パターン中に含まれるメタ文字（「＊」や「｜」な

ど）がシェルによって処理されるのを防ぐため、パターン

全体を「'」で囲む必要がある。

2番目以降の引数には、内容（テキスト）を読み込むフ

ァイル名を指定する。ファイル名は複数指定でき、パイプ

経由で他のコマンドの出力を読み込むことも可能だ。ファ

イルやパイプから入力されたテキストは、1行ずつパター

ンにマッチするかどうか調べられ、マッチしない場合はそ

のままの内容、マッチする場合は置換された内容が標準出

力（通常は端末画面）に出力される。

たとえば、

$ sed 's/LINUX/Linux/g' hoge.txt

とすると、hoge.txtの内容に含まれる「LINUX」がすべ

て「Linux」に置換された状態で、すべての行が端末画面

に表示される。

一方、置換処理を行った行だけを出力したいなら、-nオ

プションとフラグ「p」を付けて、

$ sed -n 's/LINUX/Linux/gp' hoge.txt

とすればいい。入力行を自動出力する機能は-nオプション

の働きで抑制され、置換が行われた行の内容だけがフラグ

「p」によって出力される。

日本語を含むテキストに対して、正規表現によるマッチ

を正しく行うには「マルチバイトパッチ」と呼ばれる修正

が必要だ。たいていの国産ディストリビューションに含ま

れるGNU版のsedは、すでにマルチバイトパッチによる

修正が行われた状態になっているため、パターンや置換文

字列に日本語の文字列を指定できる。

(2) Perlを利用した置換処理

スクリプト言語のPerlは、WebサーバのCGIなどにも

広く用いられている。Perlの特長のひとつは強力な正規表

現にあり、他のプログラムには見られない便利なメタ文字

が数多く用意されている。ただし、今回もこれらについて

は触れない。

Perlを使ってsedと同様の置換処理を実現するには、指

定したファイルの内容を1行ずつ読み込み、スクリプトに

書かれた処理の終了後に自動出力する-pオプションと、ス

クリプトの内容を直接コマンドラインに記述する-eオプシ

ョンを使って、

perl -pe 's/パターン/置換文字列/g' ファイル名

と書く。スクリプト部分がsedと同じ書式なのは、Perlが

sedの表記法を取り入れているからだ。

たとえば、sedで挙げた例と同じ置換処理は、

$ perl -pe 's/LINUX/Linux/g' hoge.txt

とすれば行える。

もし、置換した行だけを出力したいなら、-pオプション

を（sedと同じ）-nオプションに置き換え、スクリプト部

分の先頭に「print if」を追加して、

$ perl -ne 'print if s/LINUX/Linux/g' hoge.txt

とすればいい。sedと違ってフラグ「p」は用意されてい

ないので気をつけよう。

正規表現の日本語対応については、Perlのバージョンに

よって状況が異なる。1つ前の安定版で、現在でも広く使

われているバージョン5.005_03には日本語パッチが用意さ

れており、国産ディストリビューションの多くがこのパッ
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チで修正されたPerlを利用している。

$ perl -v

として、「Japanization patch…」という行が含まれてい

れば、日本語パッチで修正済みのPerlだ。

ただし、正規表現などを日本語対応にするには、Perlを

「jperl」というコマンド名で起動する必要がある。もし、

jperlというコマンドが存在しない場合は、「su -」として

rootになった状態で、

# ln -s /usr/bin/perl /usr/bin/jperl

として、perlからjperlにシンボリックリンクを張ってお

く。日本語テキストを置換する場合は、perlの代わりにこ

のjperlを利用して、

$ jperl -pe 's/ほげ/ふが/g' hoge.txt

などとすればいい。

なお、今回は取り上げられないが、Kondara 2.0などに

含まれる最新のPerl（バージョン5.6.0）では、ユニコード

がサポートされており、UTF-8でコーディングされた日本

語テキストをそのまま扱える。

(3) Rubyを利用した置換処理

国産のオブジェクト指向スクリプト言語として人気の高

いRubyは、Perlと同様の正規表現クラスライブラリを持

っている。また、当然ながら日本語にも最初から対応して

いる。

Rubyを使ってsedと同様の置換処理を行うには、Perl

と同じ-pオプションと-eオプション（意図的にPerlと同じ

機能が割り当てられている）を使って、

ruby -pe 'gsub(/パターン/, "置換文字列")' ファイル名

と書く。「gsub」は、正規表現による置換を行うためのメ

ソッド（関数のようなもの）だ。

たとえば、sedで挙げた例と同じ検索処理は、

$ ruby -pe 'gsub(/LINUX/, "Linux")' hoge.txt

とすればいい。

日本語への対応はもっとも簡単だ。最初から日本語に対

応しているので、パッチによる修正やコマンド名の変更は

必要ない。起動時に-Kオプションを指定し、処理する日本

語テキストのコーディングに応じて、「e」（日本語EUC）、

「s」（シフトJIS）、「u」（UTF-8）を直後に書けばいい。

なお、「n」（日本語処理なし）を付けるとデフォルトと同

じ動作になる。

たとえば、日本語EUCで書かれたテキストを置換する

場合は、「-Ke」を付けて、

$ ruby -Ke -pe 'gsub(/ほげ/, "ふが")' hoge.txt

などとする。複数のコーディングを同時に扱うような場合

は、パターンの直後にコーディングをフラグとして指定す

ることもできる。

●柔軟な置換のためにメタ文字を使う

前回説明した正規表現のメタ文字（表1）をパターンで

使うと、置換対象となる文字列を柔軟に指定できる。もっ
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初心者が犯しがちがちなミスのひとつに、

「入力ファイルと同名のファイルをリダイレ

クト先に指定してしまう」ことが挙げられ

る。たとえば、「sed 's/LINUX/Linux/g'

hoge.txt > hoge.txt」としてしまうのだ。

シェルによるリダイレクトの処理は、コ

マンドの実行に先立って行われ、出力先の

ファイルはこのとき初期化される。つまり、

sedがhoge.txtを読み込む段階では、すでに

元の内容が失われているわけだ。

こうした事態を避けるために、リダイレ

クト先のファイルは元のファイルとは別の

名前にする必要がある。たとえば、「sed

's/LINUX/Linux/g' hoge.txt > hogenew.txt」

のようにすれば問題ない。さらに、「mv

hogenew.txt hoge.txt」とすれば、元のファ

イルを上書きできる。

一方、PerlやRubyには、指定したファイ

ルの内容を直接書き換える-iオプションが用

意されている。たとえば、「perl -pi.bak -e

's/LINUX/Linux/g' hoge.txt」とすると、リダ

イレクトすることなくhoge.txtの内容を直

接置換できるのだ。元のファイルの内容

は、-iの直後に指定した文字列（この例で

は「.bak」）を付加したファイル名で保存さ

れる。

保存の必要がなければ、「-pi -e」のよう

に、-iの直後を空白にすればいい。こちらの

方法は、対象となるファイルが複数ある場

合にも対応できる。

Column

同名ファイルへの上書きに注意



とも簡単に使えるメタ文字は、複数の文字列からの選択を

意味する「｜」だろう。

たとえば、hoge.txt中の「LINUX」と「リナックス」

を、どちらも「Linux」に置換したい場合は、両者を「｜」

で区切って並べたパターンを指定すればいい。Perlや

Rubyでは、それぞれ、

$ jperl -pe 's/LINUX|リナックス/Linux/g' hoge.txt

$ ruby -Ke -pe 'gsub(/LINUX|リナックス/, "Linux")'

hoge.txt

と書ける。

sedでは、いくつかのメタ文字（表1の※印）の前に、

「￥」（バックスラッシュまたは円記号）を付ける必要があ

る。上の例では、「￥｜」を使って、

$ sed 's/LINUX￥|リナックス/Linux/g' hoge.txt

とすればいい。

もちろん、もっと複雑なパターンを指定して置換処理を

行うことも可能だ。たとえば、空白文字（スペースまたは

タブ）のみで構成される行を対象として、空白文字をすべ

て取り除く処理を考えてみよう。

まず、空白文字1文字を表すパターンは、「スペースま

たはタブ」のいずれか1文字ということだから、文字クラ

スを使って「[ ￥t]」と書ける（￥の前はスペース）。大

カッコ内の「￥t」は、正規表現や文字列中のタブコード

を意味する表記法で、PerlやRubyで利用できる。

このパターンのうしろに「＋」を付けて「[ ￥t]+」と

すると、1個以上の空白文字にマッチするようになる。ス

ペースとタブが混在している場合でも大丈夫だ。

このままだと、空白文字以外の文字が行内に含まれてい

る場合でもマッチしてしまうので、行全体が空白文字であ

ることを表わす必要がある。それには、行頭にマッチする

「^」と、行末にマッチする「$」を使って、「^[ ￥t]+$」

と書けばいい。

なお、sedの場合は、タブコードを意味する「￥t」が利

用できないため、タブを直接記述する（コマンドラインで

は、Ctrl-Vキーを押してからTabキーを押す）。また、

「＋」の代わりに「￥+」を使う必要もある。

パターンにマッチした部分を出力から削除するにはどう

すればいいだろうか。「削除」ではなく、「長さ0の文字列

（空文字列）に置換する」と考え、置換文字列に何も指定

しなければいい。

よって、それぞれのコマンドラインは、

$ jperl -pe 's/^[ ￥t]+$//' hoge.txt

$ ruby -Ke -pe 'sub(/^[ ￥t]+$/, "")' hoge.txt

$ sed 's/^[     ]￥+$//'  hoge.txt
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(1)1文字にマッチ

． （改行以外の）任意の1文字にマッチ

￥文字 メタ文字の場合はリテラルとして扱う。通常文字の場合はメタ文字列になるものと、そのままリテラルとして扱われるものがある。

[…] 列挙した文字の1文字にマッチ（文字クラス）

[^…] 列挙した文字を除く1文字にマッチ（否定文字クラス）

(2)繰り返し

＋ 1回以上無制限の繰り返し（※）

＊ 0回以上無制限の繰り返し

？ 0回または1回の繰り返し（※）

{m,n} m回以上n回以下の繰り返し（m,nの一方は省略可）（※）

{m} m回の繰り返し（※）

(…) 文字列を繰り返しの対象とする（※）

(3)選択

｜ 両側のパターンのいずれかにマッチ（※）

(…) 選択範囲を変更する（※）

(4)位置指定

^ 行の先頭にマッチ

$ 行の末尾にマッチ

￥b 単語の境界にマッチ

(5)前方参照（バックリファレンス）

￥1、￥2、… N番目に格納した文字列にマッチ

(…) カッコ内の部分パターンにマッチした文字列を記憶領域に格納する（※）

表1 sed、Perl、Rubyで使える基本的なメタ文字（列）
（※）の付いたメタ文字（列）をsedで使う場合は、直前に「￥」を付ける必要がある。



となる（sedの大カッコの中はスペースとタブ）。

このケースでは、行の先頭から末尾まで達するパターン

を調べるため、マッチする可能性は1行に1回しかないこ

とは明らかだ。このような場合、行内での複数回の置換処

理は無意味なので、Perlやsedではフラグ「g」を外し、

Rubyでは「gsub」の代わりに「sub」というメソッドを

利用するといい。

以上、要点をまとめると、

・複数の文字列をまとめて置換するには、パターン中でメ

タ文字「｜」で区切って並べればいい。

・置換文字列に何も指定しないと、パターンにマッチした

部分が削除された状態で出力される。

・1行に1回しかマッチしないことがパターンから明らか

な場合、Perlやsedではフラグ「g」を外し、Rubyで

は「gsub」の代わりに「sub」を利用する。

ということになる。

●置換文字列で使える便利な表現

続いては、置換文字列で使うと便利な変数や表記法につ

いて説明する。これらは正規表現のメタ文字ではないので、

パターンに記述することはできない。

(1)パターンにマッチした文字列を取り出す

パターンにマッチした文字列全体を置換文字列で指定す

るには、Perlでは「$&」、Rubyでは「￥￥&」、sedでは

「&」という表記法を利用する。

たとえば、

$ jperl -pe 's/Linux/★$&★/g' hoge.txt

$ ruby -Ke -pe 'gsub(/Linux/, "★￥￥&★")' hoge.txt

$ sed 's/Linux/★&★/g' hoge.txt

とすると、いずれもhoge.txtに含まれる「Linux」が「★

Linux★」に置換された状態で出力される。

もっとも、この例では置換文字列にそのまま「★Linux

★」と書いても同じ結果になる。「$&」などの記号が役に

立つのは、マッチする文字列を置換文字列に直接記述でき

ないような場合だ。

たとえば、hoge.txt中に含まれる7桁の郵便番号（たと

えば「272-0825」など）の前に、「〒」を挿入するという

ケースを考えてみよう。なお、郵便番号の前後はスペース

やカンマなどで区切られているものとする。

Perlを使った例を次に示す。

$ jperl -pe 's/￥ b[0-9]{3}-[0-9]{4}￥ b/〒 $&/g'

hoge.txt

パターン中の「[0-9]{3}」は任意の数字3桁、「－」はハ

イフン（マイナス）、「[0-9]{4}」は任意の数字4桁にそれぞ

れマッチする。また、「1234-56789」といった文字列の一

部にマッチしてしまわないように、スペースやカンマなど

の単語境界にマッチするメタ文字「￥b」を先頭と末尾に

記述している。

置換文字列では、「〒」のうしろの「$&」が、マッチし

た文字列全体で置換される。こうしたケースでは、マッチ

する文字列を置換文字列に前もって記述することはできな

いから、「$&」を使う価値があるわけだ。

(2)パターンにマッチした文字列の一部を取り出す

正規表現を使った置換処理の大きな特徴として、パター

ンをいくつかのサブパターンに分割し、それらにマッチし

た文字列の順番を変えたり、一部だけを別の文字列に置換

できる点が挙げられる。

PerlやRubyでは、正規表現のパターン中で「(」と「)」

で囲んでサブパターンを指定し、それぞれのサブパターン

にマッチした文字列を、「$1」「$2」…という変数に保存す

る。「$」に続く数字は、パターンの左端から数えた「(」

の登場順に対応する。

たとえば、hoge.txtに含まれる「ドライブ△」（△はA

～Zの英字1文字）という表現を、すべて「△ドライブ」

に置換したい場合、Perlでは、

$ jperl -pe 's/(ドライブ)([A-Z])/$2$1/g' hoge.txt

とする。最初のサブパターンにマッチする「ドライブ」が

変数$1、2番目のサブパターンにマッチする文字列（任意

の英大文字1個）が変数$2にそれぞれ格納され、置換文字

列の「$2$1」によって逆順に出力される。「ドライブA」

が「Aドライブ」になるわけだ。

Rubyでも同様の変数を使えるが、gsubやsubによる置

換処理では注意が必要だ。というのも、gsubの通常の指

定方法「gsub(/パターン/, "置換文字列")」では、置換文

字列の評価が正規表現パターンのマッチ処理より前の段階

で行われるからだ。
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このため、置換文字列に$1を含める（Rubyの場合は文

字列中に「#$1」と書く）と、1回前のマッチ処理で$1に

格納された文字列（最初のマッチ処理の場合は空文字列）

で$1が先に置換されてしまい、意図した結果が得られない

ことになる。

これを解決する方法は2通りある。ひとつは、サブパタ

ーンにマッチした文字列を表す別の表記法「￥￥1」

「￥￥2」…を置換文字列に指定する方法だ。たとえば、

$ ruby -Ke -pe 'gsub(/(ドライブ)([A-Z])/, "￥￥2

￥￥1")' hoge.txt

とすると、Perlと同じ結果が得られる。

もうひとつの方法は、Rubyの特徴のひとつである「ブ

ロック（イテレータ）」を使って、

gsub(/パターン/) { "置換文字列" }

とすることだ。この方法では、置換文字列の評価より前の

段階でマッチ処理が行われ、$1などの変数に結果が格納さ

れる。あとは、

$ ruby -Ke -pe 'gsub(/(ドライブ)([A-Z])/) { "#$2#$1"

}' hoge.txt

とするか、あるいは、

$ ruby -Ke -pe 'gsub(/(ドライブ)([A-Z])/) { $2+$1 }'

hoge.txt

とすれば、Perlと同じ結果が得られる。

sedの場合、$1などの変数はそもそも存在しない。置換

文字列では「￥1」「￥2」…という表記法でサブパターン

にマッチした文字列を参照できる。また、カッコの直前に

は「￥」を付ける必要がある。たとえば、Perlの例と同じ

結果を得るには、

$ sed 's/￥(ドライブ￥)￥([A-Z]￥)/￥2￥1/g' hoge.txt

とすればいい。

●マッチ文字列の一部だけを置換する

今度は、マッチした文字列の一部だけを置換する処理に

ついて取り上げよう。こうした場合は、残したい部分だけ

をカッコで囲んでサブパターンとし、置換文字列で$1など

を指定する。

たとえぱ、hoge.txtに含まれる「Linuxマガジン」と

「BSDマガジン」の「マガジン」を「 magazine」に置換

し、それ以外の「マガジン」はそのまま残すというケース

を考えてみよう。

この場合、単純に、

$ jperl -pe 's/マガジン/ magazine/g' hoge.txt

とすると、たとえば「少年マガジン」まで「少年 magazine」

に置換されてしまう。

「Linux」や「BSD」に続く「マガジン」だけを置換す

るには、これらをパターンの一部として指定し、

$ jperl -pe 's/(Linux｜ BSD)マガジン/$1 magazine/g'

hoge.txt

とすればいい。最初のサブパターンにマッチする文字列

（「Linux」または「BSD」）が$1に格納され、置換文字列

の先頭でそのまま出力される。それ以外の部分（「マガジ

ン」）は、置換文字列の「 magazine」に置換される。

なお、冒頭でも述べたが、$&や$1、$2…といった記号

は、正規表現のメタ文字ではないので、「/パターン/」の

内部では使えない。サブパターンにマッチした文字列を、

同じパターン内で利用する場合は、前回説明した「前方参

照」（バックリファレンス）を利用する。

この節での要点をまとめると、

・パターンにマッチした文字列全体を置換文字列中で指定

するには、Perlでは「$&」、Rubyでは「￥￥&」、sed

では「&」を置換文字列中に指定する。

・マッチした文字列を複数の部分に分けて処理するには、

後で必要となるパターンの一部を「(」と「)」で囲んで

サブパターンとする。

・サブパターンにマッチした文字列を置換文字列で利用す

る場合、Perlでは「$1」、「$2」…、Rubyでは「￥￥1」

「￥￥2」…、sedでは「￥1」「￥2」…で参照する。

・「$」に続く数字は、パターン左端から数えた「(」の登

場順に対応する。

ということになる。
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■

■今月のスクリプト

■

後半は、与えられたテーマを実現するスクリプトの作成

手順を説明する。今月は、前回作成した、

・日本語テキスト中の1文字の助詞の重複をチェックする

スクリプト「checkjyosi」

を、チェックすべき部分が一目で判別できるように改良す

る。具体的には、重複部分が端末画面で反転表示され、行

頭にファイル名や行番号を付け加えることにしよう。

●前回のスクリプトの復習

日本語の助詞の中でも、「が」や「を」といった1文字

の助詞は、テキスト入力時の打ち間違いや、その後の編集

作業などによって重複することがあり、見逃しやすい誤り

のひとつだ。

1文字だけで構成される助詞は、「が」「を」「に」「と」

「で」「へ」「の」「は」「も」「か」「さ」「ね」の12個ある。

このうち、「と」「で」「の」「も」「さ」「か」については、

実際にチェックを行ったところ、「こととする」や「～で

できる」、「するものの」といったように、連続していても

助詞の重複ではないケースが多いため、今回の検索対象か

らは除外する。

残りの6文字「が」「を」「に」「へ」「は」「ね」のいず

れか1文字にマッチする正規表現のパターンは、前回学ん

だ文字クラスを使って、

[がをにへはね]

と書くことができる。

「がが」や「をを」のように、同じ文字が連続すること

を表現するには、上記のパターンをカッコで囲んでサブパ

ターンとし、それにマッチした部分を「￥1」で前方参照

（バックリファレンス）すればいい。つまり、

([がをにへはね])￥1

となる。念のため、「ががが」のように、同じ文字が3個

以上続くような場合も考慮して、1回以上の繰り返しを表

すメタ文字「＋」を加えて、

([がをにへはね])￥1+

とすればパターンは完成だ。

前回は、このパターンによる検索をRubyを使って行っ

て、マッチした行をそのまま出力するスクリプトを作成し

た。しかし、出力を注意深く見ないと、どの部分が重複し

ているのかわかりにくい（画面1）。それほど助詞の重複は

見逃しやすいのだ。

●マッチする部分を反転表示で目立たせる

マッチした部分の文字色や背景色が変化すれば、もっと

チェックが楽になるはずだ。このような処理は、単なる検

索だけでは無理で、出力されるテキストを置換処理で加工

する必要がある。

端末に出力する文字の色を変化させるには、それぞれの

端末に対応したエスケープシーケンスを利用する。エスケ

ープシーケンスとは、エスケープコード（0x1b）で始まる

一連の文字列のことで、カーソルの移動や画面クリアなど、

さまざまな画面制御を行える。

たとえば、ANSI準拠の端末（ktermやrxvtを含む）で

は、反転表示はエスケープコードに続く「[7m」、通常表

示はエスケープコードに続く「[m」という文字列で行う。

マッチした文字列の前後にこれらを挿入すれば、マッチし

た文字列が反転表示されるはずだ。

前回はRubyを使ったので、今回はPerlで処理すること

にしよう。この処理を行うPerlのスクリプトは、

print if s/([がをにへはね])￥1+/￥e[7m$&￥[m/g

となる。

パターンにマッチした文字列全体が格納される変数$&
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画面1 どの部分が助詞の重複なのか、ちょっと見ただけではなかなか判別できな
い。

今月のスクリプト



を置換文字列で使用し、その前に「￥e[7m」、後ろに

「￥e[m」を挿入している。「￥e」は、文字列でエスケー

プコードを使うためのPerlやRubyの表記法だ。

たとえば、hoge.txtに対して、助詞が重複していないか

チェックするには、

$ jperl -ne 'print if s/([がをにへはね])￥1+/￥e[7m$&

￥e[m/g' hoge.txt

とすればいい。助詞が重複する（と思われる）部分が反転

表示されるので、人間がそれを見れば一目でチェックでき

るようになる。

●改良版のスクリプトを作成する

前節で作成したPerlのコマンドラインを取り入れた改良

版のcheckjyosiをリスト1に示す。内容と使い方について

説明していこう。

2～5行目では、コマンドライン引数を1つも指定しなか

った場合に、使い方（usage）を標準エラー出力に表示し

てスクリプトを終了する処理を記述している。

なお、他のコマンドの出力などをパイプ経由で読み込む

際、引数を付けないと上記の処理が行われてしまう。こう

した場合は、標準入力を意味するファイル名「－」をコマ

ンドライン引数に指定すればいい。

6行目では、前節のPerlのコマンドラインを改良したス

クリプトが使われている。重複している助詞にマッチする

正規表現のパターンや、反転表示のためにエスケープシー

ケンスを埋め込む部分は同じだ。

前節のコマンドラインでは、Perlの関数「print」を引

数なしで使って、置換処理後の入力行を出力していた。こ

れに対し、リスト1では関数「printf」を使って、処理中

のファイル名（$ARGV）、行番号（$.）、置換後の入力行

（$_）を整形して出力する。これで、複数のファイルを

checkjyosiのコマンドライン引数に指定した場合でも、ど

のファイルの何行目が重複しているかわかる。なお、後半

の「close(ARGV) if eof」は、ファイルを1つ読み終える

ごとに、行番号をリセットするための処理だ。

実際に、改良版のcheckjyosiを使って複数のテキストを

チェックすると（画面2）、助詞が重複していると思われる

部分が反転表示されて一目でわかるし、行頭のファイル名

や行番号によって、人手での修正作業も楽になる。

なお、出力をlessを使って閲覧する場合は、

$ checkjyosi hoge.txt ｜ less -R

のように、エスケープシーケンスを解釈する-Rオプション

をlessに付ける必要がある。

なお、checkjyosiでは、特定のひらがなが連続している

部分を検出するだけなので、マッチした部分が本当に助詞

の重複なのかどうか、人間が目で見て確認する必要がある。

このため、助詞の重複を自動的に修正するには、前後の文

脈を判断するなど、さらに複雑なスクリプトを作成する必

要がある。しかし、助詞が重複していると思われる部分を

ユーザーに示し、対話的な操作で修正を行うPerlやRuby

のスクリプトなら、作るのはそれほど難しくない。腕に自

信のある人は挑戦してみてはどうだろうか。
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画面2 重複する助詞が反
転表示で示され、ファイル
名や行番号も表示される。

1: #!/bin/sh

2: if [ $# = 0 ]; then

3:   echo "usage: checkjyosi file..." > /dev/stderr

4:   exit 1

5: fi

6: jperl -ne 'printf("%s%5d:%s", $ARGV, $., $_) if s/([がをにへはね])￥1+/￥e[7m$&￥e[m/g; close(ARGV) if eof' "$@"

リスト1 日本語テキスト中の1文字の助詞の重複をチェックするスクリプトcheckjyosi（改良版）
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今年の関東地方は台風の当たり年だ

ったようだ。8月中旬の台風は、勢力

が弱くなっていたとはいうものの直撃

だったし、9月上旬の台風は、筆者の

住む湘南地方に直接上陸した。

8月の台風は、ちょうど東海地方か

ら関東に向かって車で走っているとき

に、後ろから追われるような形になっ

た。暴風雨圏には入らずに済んだのだ

が、箱根峠の下り（小田原側）で時間雨

量50mmという雨をくらった。さすが

にかなりの雨だったが、まだ風が強く

なかったので、どうということはなく

走ることができた。かつて九州にドラ

イブに行ったときに、台風の直撃で暴

風と大雨をくらったことがある。この

ときは、吹きっさらしのループ橋では

ワイパーも効かず、橋の手すりを見な

がら走るというかなり辛い状態だった。

9月の台風では、初めて台風の目を

経験した。台風が近いはずなのに、風

雨がほとんど収まったのである。その

後、風向きが逆転して、また大雨にな

った。気象情報を見たら、筆者の住む

場所のごく近所に上陸とのことだった

ので、台風の目だったわけだ。目はす

でにだいぶ崩れていたので、残念なが

ら青空は見えなかったが。

今回の台風では、幸い停電も瞬断も

なく済んだ（近所では停電があったよ

うだ）。昨年の同じ頃、雷雨で半日の

停電となり、オリンピックの柔道の決

勝戦を見られなかったという悔しい思

いをし、UPSの導入が必要だと思いつ

つ、結局何もしなかった筆者としては、

ラッキーであった。

この台風の日は東京に行く用事があ

ったので、暴風雨が一段落したところ

で出かけた。夜10時前に家に帰り、台

風はどうなったかなとNHKのニュース

を見たら、「今入ったニュースです」と

いって、貿易センタービルの一方が炎

上している映像になった。キャスター

と現地の記者が話している最中に、飛

行機が飛来し、炎上するビルの影に入

り、「あれ、出てこない」と思ったら反

対側から炎が吹き出した。NHKの記者

とキャスターは何事もなく話を続けて

いる。「えっ、えっ、どうなってんの。

2機めが突っ込んだの」と家族と話し

ているうちに、局側もこの事態を認識

し、さらに大騒ぎになった。その後、

ビルは多くの人々を中に取り残したま

ま倒壊した。犠牲になった人々の冥福

を心よりお祈りする。

■危機管理

テロに対する備えをするのも、停電

に備えるのも、インターネット接続に

際して各種セキュリティ管理を行うの

も、すべては危機管理である。危機管

理には、2つの側面がある。「問題が起

こらないようにする」ことと、「問題が

起きたときにどのように対処するか」

ということである。どちらも重要であ

り、一方だけで済むというものではな

い。我が家のように、停電が過ぎてし

まえばUPSの導入のことを忘れてしま

うというのは、危機管理がなっていな

い例である。危機の際には呆然として

何もできず、過ぎてしまえば忘れてし

まって次の危機に対する備えを何もし

Linux日記
第27回　メールのセキュリティ（1）

文：榊正憲
Text : Masanori Sakaki

illustration ; Aki

MTAの重要な仕事のひとつに、メールを中継する
ということがあります。しかし、すべてのメールを
無条件に転送するわけにはいきません。



ない日本政府によく似ているかもしれ

ない（今回は少し頑張るようだが）。

コンピュータのセキュリティの話に

戻そう。うちのように個人の場合は、

すべては心がけということになるのだ

が、会社などの組織の場合は、一部の

人間がきちんと心がけているだけでは、

各種自然災害、人的災害／犯罪の被害

を防ぐことはできない。一般に、問題

が発生したときには、被害は弱いとこ

ろに集中する。ウィルスメールは、ア

ンチウィルスソフトを導入していなか

ったり、ウィルス予防データベースの

更新を怠っているマシンから広がるだ

ろう。クラッカーは、ろくに管理され

ていないサーバを踏み台に使うだろう。

高価なファイアウォール機器を導入し

ていても、使っている人間が気にして

いなければ、組織は脆弱なままなので

ある。

■迷惑メール

筆者はあまり出歩くわけではないの

だが、一応携帯電話を持っている。

Docomoのi-mode機なので、インター

ネット電子メールも使える。これでし

ばらく前から問題になっているのが、

「出会い系サイト」の宣伝をはじめとす

る迷惑メールだ。今年の夏くらいまで

は、Docomoの携帯で使うメールアド

レ ス の 初 期 状 態 は 、 電 話 番 号

＠docomo.ne.jpという形式だったので、

機械的にアドレスを列挙するだけで、

不特定多数宛のメールを送信できた。

この電話番号形式のメールアドレスは、

好きな文字列に変更することができる

ので、自分の名字や名前、ニックネー

ムなどにすることで、このような機械

的に生成された迷惑メールは届かなく

なる。

迷惑メールが社会問題化してから、

Docomoが番号のままでなく、このよ

うにアドレスを変更することをアナウ

ンスし、また初期状態のメールアドレ

スをランダムな英数字の組み合わせに

変更したことで、電話番号のしらみつ

ぶし形式で送られる迷惑メールの被害

は、一時的にだいぶ減ったのだが、敵

もこの程度では引っ込まない。よく使

われるメールアドレス、たとえば名前

や名字の組み合わせなど、ありがちな

文字列を使ってメールを送るというこ

とを始めたようだ。我が家の携帯電話

は、契約してすぐに電話番号ではない

形式のアドレスに変えていたので、電

話番号指定の迷惑メールは届いたこと

がなかったのだが、Docomoがアドレ

ス変更のアナウンスを始めてから、こ

の種のメールが送られてくるようにな

った。発信者のアドレスはいろいろ違

っているので（だからといって発信者

が違うとは限らないが）、ありがちなメ

ールアドレスを自動生成するプログラ

ムでも出まわっているのだろう。

郵便のダイレクトメールやテレビの

CMなどと異なり、電子メールを使っ

たこの手の広告は、受け取り側に金銭

的負担がかかるという点で悪質である。

一般に、広告情報というのは、それが

存在することによって、受け取り側に

もメリットが発生するというのが普通

だった。テレビCMであれば、それが

存在することによってテレビ番組を無

料で視聴できるわけだし、新聞のチラ

シがなくなれば、新聞代が高くなる可

能性がある。広告を出す側、見る側の

双方にメリットがあり、ビジネスモデ

ルとして成立しているわけだ。ダイレ

クトメールはメリットはないが、特に

損するものでもない（森林資源やゴミ

の問題はあるが）。しかし電子メールに

よるダイレクトメールは、受信するだ

けで費用が発生し、それを受信したこ

とによるメリットが（出会い系サイト

を探している人以外には）まったくな

いというのが問題だ。広告メールを受

信することで、たとえば通話料金の割

引があるといったような、受信側のメ

リットがまるでない。これは不愉快き

わ ま り な い 事 態 で あ る 。 結 局 、

Docomoが一定量のパケットについて

無料にするという対処を行っているわ

けだが、要するに、広告を出す側がシ

ステムの性質を悪用して、費用は

Docomo持ちで（さらに量が増えれば、

受け取り側持ちで）無料で広告を出し

ているという形だ。

携帯電話のメールも含めて、電子メ

ールシステムは非常に便利なものなの

だが、この利便性は、善意のユーザー

にも悪意のユーザーにも等しく提供さ

れている。利便性を悪用することで、

誰かが損をしたり、あるいは便利なも

のが使いにくくなってしまうというの

は残念なことである。

今回は前回から続きで、電子メール

システムのセキュリティの話である。

■sendmailのセキュリティホール

常時稼働し、外部からのネットワー

ク接続を受け付けるサーバプロセスは、

攻 撃 の対 象 になりやすい。 特 に

sendmailなどのメール配信用のサーバ
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スパム（spam）メールというのは、不

特定多数に向けて大量に配信されるメー

ルの総称である。悪質なダイレクトメール

や、各種悪徳商法の勧誘などがこれに相

当する。SPAMというのは、もともとは肉

の缶詰（かなり塩辛い）の商標で、この

製品のコマーシャルが「スパム」という名

称を連呼したことから、この名前が付い

たという説がある。

Column

スパムメール



は、パスワードなどによる認証を行う

ことなく接続でき、しかも対話的な処

理を行うという点で注意が必要だ。

MTAは、受信したメールを単なる

文字列データとして処理するだけなの

で、メールに添付されたウィルスプロ

グラムによって、MTAが影響を受け

ることはない。もっとも、受信したメ

ールを処理するプログラム、たとえば

メールによってデータベースを自動処

理する場合などは、そのレベルで問題

が発生することはあるだろう。

MTAのレベルでの被害は、SMTP

接続セッションのレベルで、侵入を試

みる、あるいは障害を発生させるとい

う形で行われる。かつて騒ぎを起こし

たインターネットワーム事件は、

sendmailのSMTP接続で使われるコマ

ンドに、デバッグ用の機能が残ってい

たことが原因だった。この機能により、

sendmailにSMTPで接続したときに、

sendmai lデーモンのユーザー権限

（rootである）で侵入できてしまったの

である。現在では、サーバとして動作

するプロセスについては、このような

機能を（少なくともリリース版には）

用意しないのが常識となっている。ま

た、可能であれば、プロセスをroot権

限で動作させないことが望ましい。ま

た、このような裏機能の利用とは別に、

意図的にエラーを発生させ、そのとき

のプログラムの動作を利用する侵入な

どもある。

現在に至るまで、sendmailに限らず、

多くのサーバプログラムにセキュリテ

ィホールが発見され、それに対するパ

ッチがリリースされるという状況が繰

り返されている。今日、通常のディス

トリビューションには、既知のセキュ

リティホールをふさいだソフトウェア

が含まれているが、それでもセキュリ

ティホールが存在しないという保証が

あるわけではない。sendmailに限らず、

なるべく新しいバージョンのソフトウ

ェアを運用し、まめにパッチ（特にセ

キュリティ対策のもの）を当てるとか、

最新のリリースにアップグレードする

といった対策が必要である。

■過負荷に対する対処

ユーザーが多く、サイトで扱うメー

ルの絶対量が多いといった理由による

過負荷の場合は、回線やサーバの増強

をはかることになるが、こういった状

態とは別に、一時的に過負荷状態が発

生することがある。これには次のよう

な状況がある。

・大量のメールの受信

短時間に集中してメールを受け取る

と、回線容量やコンピュータの処理能

力が不足し、メール配信エラーなどが

発生することがある。これは、何らか

のエラーなどにより発生する場合もあ

るし（たとえば、大量にメールを送信

するMLサーバで設定を間違えたな

ど）、悪意のあるユーザーによる攻撃に

よって発生することもある。このよう

な状態が続くと、受信メールをスプー

ルするディスクがあふれてしまうこと

もある。こうなると、メールを新規に

受信できなくなってしまう。また、メ

ールの数が少なくても、巨大なメール

がいくつも送られてくると、やはりス

プールはあふれてしまう。

対処としては、スプールの残り容量

を常時モニタし、容量がある限界に近

づいたら、古いメールを抹消するなど

の方法がある（このような方法を採る

プロバイダもある）。また、MTAのレ

ベルで、受信メールのサイズを制限す

ることも可能だ。1本のメールサイズの

上限（たとえば5Mバイトなど）を設

定すると、それ以上のサイズのメール

の受信を拒否するようになる。もっと

もこれは添付ファイルがある場合にも

適用されてしまうので、判断の難しい

ところだ。

外部のさまざまなアドレスから大量

に送られてくるメールを制限するのは

難しいが（極端な場合は、ほとぼりが

冷めるまで、回線を切断したり、サー

バを止めるなどしか方法がない場合も

ある）、特定サイトからのメールであれ

ば、MTAのレベルで特定ドメインか

らの着信を拒否したり、ルータやサー

バのフィルタリング機能で、特定の

MTAからの接続を拒否するという対
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個人レベルへの各種UNIXの普及は、「イン

ターネットの治安」という意味では、危険な

要素の増大という側面もある。特に最近の

高速回線を使った（準）常時接続の広がり

がそれに輪をかけている。

こういったUNIXマシンは、インターネッ

ト用の各種サーバとなりえる。インストール

を行った正規のユーザーが何もしていなくて

も、ちょこっと設定ファイルを書き換えれば

（あるいは何もしなくても）、いろいろなサー

ビスを動かすことができる。悪意のユーザー

は、きちんとパスワードを設定していないこ

のようなマシンをいくらでも見つけることが

できるだろう。

事実上常時接続として運用される各種の

定額接続サービスでは、IPアドレスは固定で

はないし、DNSにも名前が登録されている

わけでもないので、外部からアクセスされて

もたいした問題はないと思うかもしれない

が、そんなことはない。悪意のユーザーがIP

アドレスをスキャンした時点で接続可能であ

れば、各種攻撃を行うための「踏み台」と

して使われることがあるのだ。
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UNIXの普及の善し悪し



応が可能である。

・大量のメールの発信

大規模なメーリングリストの運用や、

メールで増殖するウィルスなどにより、

大量のメール送信が行われることがあ

る。メーリングリストなど、正規の運用

であれば、設備の拡充を検討しなけれ

ばならないだろう。ウィルスの増殖は、

感染したユーザーのマシンが自身のコピ

ーを大量に送信するという形で行われ

る。そのため、複数のコンピュータが感

染したりすると、一時的に大量のメー

ルが送信されることになる。ウィルス

が自身のコピーをメールで配信するの

を防ぐには、まずはウィルスを検出し、

動作する前に排除することである。

・大量のメールの中継

悪意を持つユーザーがMTAの中継

機能を不正使用して、スパムメールや

ウィルスメールの配信を行うというパ

ターンである。この問題は、過負荷の

問題というよりは不正メールの配信の

問題になる。この問題については次に

説明する。

■メール中継機能

メールシステムを実際に運用するう

えで、最低限行わなければならない対

策は、MTAの中継機能を不正に使わ

れないようにすることである。

まずはMTAの中継機能について復

習しよう。sendmailのようなMTAを

運用しているUNIXホストを使ってメ

ールを配信する場合、いくつかのパタ

ーンがある。

・ローカルMUAを使って送信

ucbMailのようなローカルMUAを使

い、内部からsendmailを起動し、宛て

先ユーザーを管轄するMTAホストに

直接送信する場合は、メールは発信側

MTAから受信側MTAに直接送られる

ので、ネットワークを介したメール中

継という処理は行われない。

・ハブサーバの運用

メールの送信にハブサーバを使って

いる場合、部署単位などの末端MTA

からのメールは、ハブサーバに送られ

る。そしてハブサーバは、このメール

を宛て先ユーザーを管轄するMTAに

送信する。受信にハブサーバを使って

いる場合は、外部からのメールをまず

ハブサーバが代表して受信する。そし

てハブサーバはこのメールを末端の

MTAに送信する。送信と受信のどち

らの場合も、ハブサーバは、受信した

メールを別のMTAに送信することに

なる。これはメールの中継処理である。

・POP／IMAPクライアントの使用

ローカルMUAを使用せず、POP／

IMAP対応のメールクライアントプロ

グラムを使っている場合、受信メール

の閲覧、ダウンロードにはPOP／

IMAPを使う。しかし、クライアント

上で作成したメールの送信にはSMTP

が使われる。クライアントMUAは

MTAに対してSMTP接続を行い、作

成したメールをMTAに送信する（ク

ライアントが接続するMTAホストの

情報は、クライアント上で静的に設定

されている）。このメールを受信した

MTAは、宛て先情報に基づいてこの

メールを別のMTAに送信する。これ

は中継処理である。

現在の電子メール環境、つまり、ネ

ットワーク接続されたクライアントの

使用、大規模な組織におけるハブサー

バの運用などでは、MTAのメール中

継機能は不可欠だ。MTAがメールを

中継することによって、自由度の高い

電子メールシステムを構築することが

できるのである。

■中継機能の不正利用

通常の電子メールにはFrom：行が

あり、たとえメール本文にシグネチャ

や自己紹介がなくても、だれから送ら

れてきたメールかわかる。メーリング

リストなど、メールを実際に発信した

実体がFrom：行のユーザーとは異な

る場合もあるが、これは現実世界でも

よくあることだ。大量に発送する手紙

の差出人の住所と、発送代行業者の住

所が違うといったことはよくある。

このような理由による発信実体の食

い違いは特に問題はない。しかし、悪

意を持つ人間が、差出人を詐称した手

紙を送ることも可能である。紙の手紙

の場合は、偽の差出人住所を記すだけ

でできてしまう。同じように電子メー

ルでも、発信アドレスを詐称してメー

ルを送ることができる。発信者のアド

レスを詐称することで、発信者や受信

者に迷惑をかけることもできるし、あ

るいは架空の発信アドレスを使って、

発信者が誰だかわからなくすることも

できる。こういった詐称でどのような

悪さを行えるかにはここでは触れない

が、このようなメールが有害であるこ

とは明らかだ。

アドレス詐称メールは、ucbMailの

ようなローカルMUA環境では作りに

くい。From：行は、ホスト名やユー

ザー名などに基づいて、システムが作

成するからだ。自分でシステム設定を

変更できる環境なら可能だが、きちん

と管理されているUNIXホスト上では

かなり難しくなる（もっとも、telnet

で直接SMTP接続を行えば、何でもで

きてしまうが）。しかし、Windowsな

どのクライアントコンピュータ上で、
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POP／SMTP対応のメールクライアン

トアプリケーションを使っている場合

は、いとも簡単にできてしまう。

このようなメールクライアントは、

作成したメールをSMTPで適当な

MTAに送信する。この段階では、送

信されるメール中にはFrom：行があ

り、発信者のエンベロープ情報もメー

ルクライアントが作成する。つまり、

発信者の情報は、完全にクライアント

側で作成しているのである。これは、

メールクライアントアプリケーション

の設定パラメータで指定するのが普通

だ。すなわち、これらの情報はユーザ

ーが自由に変更できる。発信者の名前

やアドレス情報を変更すれば、好きな

アドレスでメールを送信することがで

きるわけだ。

たとえば、プロバイダと個人契約し

ているユーザーの場合を考えてみよう。

ユーザーは、user＠mail .provider.

ne.jpというメールアドレスを使用し、

mail.provider.ne.jpというメールサーバ

を使うようにプロバイダから指定され

ている。このような形でメールを使う

ために、ユーザーが使うメールアプリ

ケーションでは、SMTPサーバ、POP

サーバとしてmail.provider.ne.jpとい

うホストを指定し、ユーザーのメール

アドレスとしてuser＠mail.provider.

ne.jpという文字列を登録することにな

る。プロバイダから指定されたuser

＠mail.provider.ne.jpというメールア

ドレスは、メールを送信する際の発信

アドレスとして使われるとともに、

POPで受信メールをダウンロードする

際のユーザーアカウントとしても使わ

れる（userがPOP接続のユーザーアカ

ウントとなる）。したがって、普通にメ

ールを使う場合は、メールアドレスを

指定されたもの以外にしてしまうと、

メール受信ができなくなってしまうの

で意味がない。

SMTPサーバmail.provider.ne.jpは、

契約ユーザー宛のメールを受信するた

めに、任意の発信アドレスを持つメー

ルを受信する。また、契約ユーザーが

作成したメールをクライアントMUA

から受信し、宛て先ユーザーに送るた

めに、中継機能を持っている。このよ

うなMTAに対して、クライアント

MUAが作成した偽の発信者アドレス

を持つメールを送るとどうなるか？

MTAはこのメールを受信し、宛て先

を評価し、その宛て先に中継してしま

うのである。いとも簡単に、発信アド

レスを詐称したメールを送れるのだ

（図1）。

たとえば、ウィルスの配布を意図し

ているのであれば、偽りの発信アドレ

スを使うだろう。また、性悪なダイレ

クトメール業者などは、適当な発信ア

ドレスを使って大量のメールを送信す

る。偽りのFrom：であれば、クレー

ムのメールなどは返ってこないし、相

手が発信者を突き止めるのも難しくな

る。また、低速回線で接続された環境

では、数万通といった大量のメールを

送るのは現実的ではないが、多数のア

ドレスをエンベロープ情報で指定する

という形でSMTPサーバに送れば、大

量のメールのコピーは、中継先の

SMTPサーバで作成され、送信される

（図2）。MUAからSMTPサーバまでは、

メールが1本送られるだけである（エン

ベロープ情報は巨大であるが）。

このような、MTAの中継機能の悪

用を総称して、中継機能の不正利用と

か不正中継という。MTAの中継機能

は、必要なものではあるのだが、いろ

いろな危険性も合わせ持っているので
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m-svr.provider.ne.jp

中継機能を使われたMTA

詐称メールを送信したMUA 

mail.takobeya.com

PC

宛て先ユーザーのMUA 

ユーザーのコンピュータ 

宛て先ユーザーを管轄管轄するMTA MTA 中継機能を使われたMTA

詐称メールを送信したMUA 宛て先ユーザーのMUA 

宛て先ユーザーを管轄するMTA 

MUA 中継MTA

中継MTAが大量の 
メールを送信する 

大量大量のメールを送信送信したい 
ユーザーのMUAMUAは、 
メールを1本送信本送信する 

大量のメールを送信したい 
ユーザーのMUAは、 
メールを1本送信する 

Date: Fri, 12 Oct 2001……
From: Rich <rich@somewhere.com>
Subject: うまい金儲け 
 
おいしい金儲けの話があります。… 

エンベロープの宛て先情報で、大量の宛て先を指定したメール 

図1 アドレスを詐称したメールの送信 図2 SMTPサーバを使った大量のメール送信



ある。

このようにして作成された詐称メー

ルは、Received：ヘッダを見ることで、

ある程度判断することができる。

Received：ヘッダは、中継、受信な

どの処理を行ったMTAが順に付加し

ていく。Received：ヘッダは、毎回先

頭に付加されていくので、最後のもの

から順に見れば、メールがどのような

経路で送られてきたのか、配信履歴が

わかる。POP／IMAPメールクライア

ントから送られたメールの場合、一番

最後のReceived：ヘッダが、発信者の

プロバイダや組織のMTAになってい

るはずである。メールのFrom：に記

述されているメールアドレスと、

Received：に示されているMTAのホ

スト名を比較することで、中継機能を

不正に使った詐称メールかどうかを、

ある程度は調べることができる。

リスト1に示したメールの例では、

メールはm-svr.provider.ne.jpという国

内のプロバイダから送られてきている

が、From：は、kiriyama＠tdf.int、

つまりtdfという国際機関（地球防衛軍

だろうか？）のkiriyamaというユーザ

ーになっている。あきらかに怪しい発

信アドレスである。

では、From：行がyamada＠ascii.

co.jpで、最初の中継MTAがm-svr.

provider.ne.jpであった場合は、詐称メ

ールだろうか？ これはReceived：だ

けではわからない。yamada＠ascii.

co.jpという発信アドレスを騙って、誰

かがm-svr.provider.ne.jpを中継MTA

として使ったということも考えられる

が、m-svr.provider.ne.jpが、独自ドメ

イン名を使ったメールサービスを提供

しているかもしれないからだ。この場

合は、From：行のアドレスと、中継

MTAがまったく異なるドメイン名にな

るのが普通だ。このような場合は、

nslookupを使って、DNSにascii.co.jp

のMXレコードを問い合わせてみると

いい。MXレコードがm-svr.provider.

ne.jp、あるいは同じプロバイダの別の

メ ー ル サ ー バ を 示 し て い れ ば 、

ascii.co.jpがメールサーバをこのプロバ

イダに委託していることがわかる。

■中継の問題

sendmailなどのMTAは、デフォル

トでこのような中継処理を行うように

設定されている（何もしなければこの

ように動作する）。したがって、不正中

継に使われる可能性がある。自分の管

理するMTAが不正中継に使われた場

合、次のような被害が考えられる。

・リソースの不正使用

サーバコンピュータや通信回線、ス

プール容量などのリソースの無断使用

といった被害が発生する。大量のメー

ル送信の中継に使われた場合は、本来

の業務に支障をきたす可能性もある。

・エラーメールの発生

発信アドレスに、中継に使われたメ

ールサーバが管理するアドレスが使用

された場合、うまく送信できなかった

メールについて、大量のエラーメール

が管理者やアドレスを使われたユーザ

ーに送られてくることになる。

・クレーム

架空の発信アドレスを使ってメール

が送られた、つまり、発信者にメール

を送れない場合は、中継に使われた

MTAの管理者（postmaster）宛にク

レームのメールが大量に送られてくる

だろう。これはReceived：ヘッダを見

ればすぐにわかるからだ。

自分の管理するMTAが不正中継に

使われた場合、そのサイト自体が迷惑

行為を行ったわけではないにも関らず、

迷惑メールの送信に協力したサイト、

あるいは防止努力をしていないサイト

として、ブラックリストに登録される

ことがある。次回で説明するが、迷惑

メールの被害を防ぐために、受信側で

特定サイトやMTAからのメール受信

を拒否するようにしているサイトが多

い。通常は、不要なダイレクトメール

の送信業者などからのメール受信を拒

否するのであるが、それに加えて、不

正中継の踏み台にされたサイトも含め

ることがあるのだ。

この制限を行うためのブラックリス

トに登録されてしまうと、まともなメ

ールも含めて、受信が拒否されてしま

い、業務に支障をきたす可能性がある。
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Received: from m-svr.provider.ne.jp (m-svr.provider.ne.jp [210.XX.XX.XX]) 
by mail.takobeya.com (8.9.3/3.7W-2.8compat) id QAA00972;
for <masa@takobeya.com>; Fri, 12 Oct 2001 11:48:34 +0900 (JST) 

Received: from PC ([192.168.1.1]) 
by m-svr.provider.ne.jp (8.9.3/3.7W-2.8compat) with ESMTP id LAA08114 
for <masa@takobeya.com>; Fri, 12 Oct 2001 11:48:32 +0900 (JST) 

Date: Fri, 12 Oct 2001 11:48:30 +0900 (JST) 
From: Kiriyama <kiriyama@tdf.int>
Message-Id: <4.2.0.58.J.20011012114830@tdf.int>
To: masa@takobeya.com
Subject: 出撃命令

渋谷区に怪獣が出現した。ただちにホーク1号で出撃せよ。

隊長より

▼リスト1 アドレス詐称の例





オフィス
【おふぃす】
①　編者のような零

細自営業者にはまっ

たく縁がないパラダ

イスのこと。1年中エ

アコンの効いた快適

なスペースで、イス

は一脚 10万円のアー

ロンチェア完備。デ

スクはエルゴノミク

ス対応。指を鳴らす

と一般職の女の子が

イソイソとお茶を運

んできてくれる。ビ

シッとキメた部長・島耕作（福岡HSC左遷前）たちが、ク

ールに明日の業界のゆくえについて議論を戦わすなか、とき

おり深いスリット入りのスカートをはいた藤原紀香が通り過

ぎる。そんな夢のような空間。行ってみたいなオフィス。も

ちろん、われらが Linux magazineも、このようなオフィス

で編集作業が行われているはずである。

②　急激に進行するハードディスクの大容量化。だが、一

部には「そんなものを買っても大きすぎて空っぽのままにな

ってしまうのでは？　不必要だよ」などという疑問の声も。

このような指摘を放置しておくと、新しいハードディスクを

買いたいと申請しても、家計を厳しく管理する奥さまに却

下されるおそれがある。自分はこのあいだ計 10万円のドモ

ホルンリンクルセットを購入したくせに、である。

そこで考え出されたのが「空っぽのディスク空間というも

のは存在せず、ハードディスクは情報伝達のための媒質“オ

フィス”によって常に満たされている」という仮説である。

これを「オフィス理論」、または「オフィス＝エーテル理論」

と呼ぶ。

オフィスについての記述は古くから散見され、あのデカル

トも「ハードディスクにはオフィスという物質が満ちてい

て、それが渦を巻き、その渦に突かれて市場は動いている」

と述べた。また、オランダのホイヘンスは、情報は波動であ

りオフィスはそれを伝える媒質として働くという説を提案。

これが現在のオフィス理論の原型となっている。その後、オ

フィス理論はイルカのカイル、冴子先生の力を借りて市場

全体を占有しようとする「MSオフィス理論」、とりあえず

無料でバラまいてシェアを奪取しようとしつつ、プロジェク

トが乱立して共食いをはじめるという「Linuxオフィス理論」

へと分化・発達してゆく。

オフィスは「オフィススイート」とも呼ばれ、「ワードプ

ロセッサ」「表計算」「プレゼンテーション」の3つの要素か

ら構成されている。いずれも実際に役に立つのは確定申告

締切前夜など、年に一度程度しかないが、なぜこのような役

に立たないように思えるものが物理学上重要な位置を占め

るに至ったのかについては、いまだ学会の論を待つところで

ある。しかし、「閉鎖空間（＝ハードディスク）内にオフィ

スを封入すると全体を満たすまで膨張しつづける」という特

性は、常に大容量のハードディスクを求めるユーザーとメー

カーにとって非常に有用であり、「ねえ、オフィス入れたら
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文：しのはらひろあき
Text：Hiroaki Shinohara

【オフィス】（おふぃす）
【StarOffice】（すたー・おふぃす）
【StarSuite】（すたー・すいーと）
【GNOME Office】（ぐのーむ・おふぃす）
【KOffice】（けー・おふぃす）
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ハードディスク足りなくなっちゃったよ。新しい100Gのや

つ買ってきていいよね」などと言いやすくしてくれる救世主

なのだ。マイケルソン・モーリーとか、アインシュタインと

かの否定的見解は気にしないように。

StarOffice
【すたー・おふぃす】
先ごろ日本語対応版が満を持して登場し話題を呼んでい

る、NEC製Webベースグループウェア。業務スタイルを革

新・スピード経営を支援する企業情報ポータルを標榜する、

まったく新しい情報システムソリューションである。最新の

Star Office21 V2.1では、通常の Internet ExplorerやNetscape

Communicatorに加えて iモード端末からもアクセスできる

手軽さをもついっぽう、ジャーナル機能、ストレージソリ

ューション、クラスタソリューションに対応する高度な信

頼性がウリ。もちろん低価格であることも特徴で、300クラ

イアントで250万円からとリーズナブルになっている。お問

い合わせはNECまで。間違ってSunに電話をかけないでく

ださい。これくらい持ち上げておくと、来月からこのペー

ジにNECが4分の1コマくらい広告を掲載してくれるかもし

れない。

StarSuite
【すたー・すいーと】
詳しくないのでよくわからないが、たぶん星空の見えるス

イートルームのことだと思う。ロマンチックである。しか

し、それだけだと最近こんなに騒がれている理由としては足

りない。実は星空が見えるというか星空の中、つまり宇宙に

浮かんでいるホテルのスイートルームなのではないか。ラグ

ランジュポイントあたりに赤プリ大の宇宙ステーションを設

置しておき、想い出に残る一夜をすごそうという男女をスペ

ースシャトルで送り出すのである。

「うわー、ステキな星空ねー！　よしおさん！」

「二人の初めての夜に、ピッタリの部屋だね。よしこさん」

「やだ、恥ずかしい……あら、このキーボードはなに？」

「このステーションの操作パネルだよ。制御システムがJava

でできているから、各部屋から容易に操作できるんだ。ちょ

っとやってみようか。カチャカチャカチャ…」

ピッ！

Exception in thread "main" java.lang.OutOfMemoryError.

「しまった！暴走だ！」

「キャー！　Ctrl＋Alt＋Delも効かないわ！」

ゴゴゴゴゴ……。

「…ステーション全体が、移動を始めたぞ……」

「怖いわ……。どこへ向かっているのかしら」

「Sun製品だけに、太陽に向かっているようだよ」

（編注：StarSuiteはpure Java製品ではありません）

GNOME Office
【ぐのーむ・おふぃす】

GNOME（ノーム）だけに、徹夜仕事に疲れて寝ているあ

いだに小人さん（ノーム）たちが現れて、代わりに仕事を片

づけてくれるオフィススイート、というネタはどうだろう。

イ、イヤっ…ダメだ、ダメだっ……。そんなありきたりの…

陳腐なネタではっ……！　そもそも…「GNOME」の読みは

「ぐのーむ」っ……！

「カイジ」風に悩む編者。それもそのはず、編者はいまだ

にLinuxデスクトップ環境を触ったことがなかったのだ。も

ちろん、そのうえで動くオフィス環境をや。

……触ったこともないオフィスの話など…笑止っ……！

ヘタにこの話題に触れれば…オレがSlackwareしか使ってい

ないことが露見してしまうこと…まさに必然っ……！　し

かも、そのSlackware環境で…このあいだApache 1.3.22の

インストールに失敗っ……。インストールスクリプトに、ル

ート以下全ファイルをワールドリーダブルへと変更されてし

まったことまで…芋づる式にバレるっ……！　くっ…！

これというのも Apache Foundation… … 。やつらが

config.layoutを変更していたせいっ……！　GNOME Office

など…この際どうでもいいっ……！（編注：ちっともよくあ

りません。まじめにやってください）

KOffice
【けー・おふぃす】
「KWord」「KSpread」「KPresenter」のみつどもえで、今

やすっかり耳にしなくなった「3K」オフィスの実現を狙う

オフィススイート。あろうことか、あまつさえ「Kivio」だ

の「Kontour」「Krayon」、さらに「Kugar」「KChart」とあわ

せて8Kの達成を目論むにいたっては、労働基準監督署的に

それってOKなの？　と言いたくなる。これ以上劣悪な労働

環境で、下々のプロレタリアオフィスワーカーを苦しめるの

はやめてほしい。
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「Linux」ときて「開発」とくると、どうしても話はオープンソースのほうへと進ん

でしまいがちだ。しかも「バイブル」である。何やらオープンソースによるソフトウェ

ア開発のすばらしさを高らかに謳いあげてしまいそうなタイトルだが、実はそうではな

くて、800ページまるごとLinuxにおけるソフトウェア開発技法についての解説書である。

gcc、make、gdbといった伝統的なものから、C、C++、Java、Parlなどのプログラミン

グ言語、ソースコードの管理に使われるCVS、そしてman、linuxdoc用のドキュメント作

成に至るまで、とにかくLinuxの開発にかかわる、ありとあらゆるものを網羅的に取り上

げている。個々のトピックに関してはその分野の専門書に及ばないものの、通常この手の

本では「プログラミングの常識」として省略してしまいそうな事柄についても、ひとつひ

とつ解説されているので、ソフトウェア開発の技法を学ぶためのテキストとして好適だ。

B ooks
芦田幸治著／ターボリナックス株式会社監修

ソフトバンク

B5変形判／800ページ　　　　　　　　　　　　　　　本体価格 4800円

Linuxデベロッパーズバイブル

インターネットへの常時接続環境では、セキュリティを強化して不正侵入などに備えな

ければならない。これはみなさんもよくおわかりのことと思う。しかし、具体的にどのよ

うな対策を講じればよいのかとなると即答できる人は多くない。セキュリティを強化する

ためには広範な知識と経験、そして最新の情報を集める努力が必要となるからである。

本書は、『Software Design』誌に、1997年から2001年にかけて掲載された数々のネ

ットワークセキュリティ関連の記事に、加筆・再編集を加えて単行本化したものである。

近年話題になったアタックの事例を紹介した後、ファイアウォールの構築法や安全にサ

ーバを公開する方法などを具体的に解説している。雑誌記事を元にしているため、全体

の構成がやや散漫ではあるが、実戦的な話題を中心とした個々の解説の価値は高い。

Linuxマシンをインターネットにつないでいるセキュリティ初級者に勧めたい一冊だ。

技術評論社第2編集部編

技術評論社

B5変形判／416ページ　　　　　　　　　　　　　　　本体価格 2800円

ファイアウォール＆ネットワークセキュリティ実戦テクニック

RPMが何の省略形かご存じだろうか？　ずっと「Red hat Package Manager」だと思って

いたのだが、このまえRPMの開発プロジェクのWebサイト（http://www.rpm.org/）を覗いた

ところ「RPM Package Manager」と記載されていたのである。正式名の中に自身の省略形

が含まれるというヘンなことになっている。いずれにしろ「Red Hat」の文字は外れたよう

だ。なんでこんな話をしているのかというと、このとき唐突に「単にRPMを採用している

からといって、いつまでも“Red Hat系”と一括りにするのも考えものだなぁ」と思ったり

したからである。実際、Turbolinuxの新バージョンなどは、インストーラも違えば、設定ツ

ールも標準のデスクトップ環境もフォントも……とにかく違うのだ。というわけで、本書

のような「専門書」が必要になってくる。入門書としての勘所を押さえた構成と、ノート

PCやUSB機器の動作確認など中・上級者にもうれしい情報で幅広い読者に対応する1冊だ。

竹田善太郎、野村直著

アスキー

B5変形判／312ページ／CD-ROM2枚付 本体価格 2600円

TurboLinux 7 Workstationスタートブック
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NFSバイブル

商用OSであるWindowsはもちろんのこと、Linuxや＊BSDなどフリーのOSでもKDEや

GNOMEのおかげで、プログラムがGUIを備えているのは当然という状況になりつつある。

そのため、プログラミングを学ぼうとする初心者にとって、最初の「壁」は昔よりも高く

なっているように感じる。また、たとえその「壁」を乗り越えられたとしても、それはあ

る開発環境（たとえばVisual Studioとか）に精通しただけのことで、プログラミング全般

に関する知識を得る機会（暇と言ってもいい）があまりないのが現状だ。

本書にはそのような基礎知識、たとえば「CPUができることは？」とか「そもそも2進

数って何よ？」といったトピックがちりばめられている。今時の若い人（と言い始めたら

年寄り決定）で職業プログラマーを志している人にとって、知っておいて損はないものと

いえる。読み物としても読みやすく仕上がっており、お勧めである。

矢沢久雄著／日経ソフトウェア監修

日経BP社

A5判／296ページ 本体価格　2400円

プログラムはななぜ動くのか

B o o k s

Brent Callaghan 著
株式会社クイープ 訳

アスキー

B5変形判／504ページ

本体価格5200円

はじめてのPostgreSQL

ブルース・モムジャン著
日 本 ポ ス ト グ レ ス
ユーザー会訳

ピアソン・エデュケーション

B5変形判／520ページ

本体価格4200円

Turbolinuxサーバ管理 Black Book

Dee-Ann LeBlanc 著
観山正道、宮原徹監訳

インプレス

B5変形判／580ページ／
CD-ROM2枚付き

本体価格3800円

Linkers ＆ Loaders

Jhon R. Levine 著
榊原一矢 監訳
ポジティブエッジ 訳

オーム社

B5変形判／256ページ

本体価格3200円



Linux magazine December 2001224

担当のアパートのお隣さんは、つるが家

全体を覆い尽くしている、森のようなお家

です。お隣さん宅に憧れた担当は、お隣か

ら伸びてきたつるを、つるの気が向くまま

にしていました。1年が経ち、つるがいい

感じになってきたなと思ってきた矢先。突

然、大家さんにむしり取られてしまいまし

た。なんでも、お隣のつるが原因で、うち

のアパートが停電したことがあるとか……。

森に住むって大変！

ご好評/etcディレクトリ
またまたファンタジックな特集の登

場ですね(笑)。毎回、このシリーズは

目から鱗なので助かります。ありがと

うございます。このファンタジックな

キャラクターが登場するシリーズは、

全体を通すとファンタジーなストーリ

ーがあったりします(笑)？

（伊藤真和さん）

11月号の/etc特集が楽しかった。あ

そこまで詳しく書かれていると、つい

つい読んでしまって……。勉強になり

ました。

（馬場秀一さん）

/etc特集は役に立ちました。でも、

書式や記述例まで記載してあるファイ

ルは、一部しかありません。雑誌の一

特集としては、十分と思いますが、今

回項目が挙がったファイルについて、

すべての書式解説と記述例が記載され

た本があると良いです（本屋へ行って

も、見つかりません。需要がないのか）。

個人的には、xntpdの使い方がわから

ず（英語マニュアルが、全然読めず）

苦戦しているところです。

（山下幹雄さん）

/etc以下のファイルは、ディストリビ

ューションやバージョンによって異なりま

すので、すべての書式解説と記述例が記載

された本は、おそらくないだろうと思いま

す。それよりも、目的別に資料を探したほ

うが、より詳しく、より新しい情報を得る

ことができるでしょう。

山下さんがお困りのxntpdとは、ネット

ワークを介して時計を合わせるためののデ

ーモンプログラムで、設定ファイルは

ntp.confです。記述方法に関して、好評

発売中のムック「Linuxインターネットサ

ーバ構築ガイド」の「タイムサーバを構築

しよう」で掲載しています。こちらも参考

にしてみてください。

忙しい！
創刊号から読んではいるのですが、

Linuxを自由に操るにはなかなか至りま

せん。何かするにも、付箋をはさんだ、

バックナンバーを引っかき回していま

す。本業が忙しく、月に5～6時間程度

しかLinuxを触れないのが原因なのです

が。つい、イージーなWindowsで事を

済ませてしまいます。今使っている、

マウス・キーボード・モニタ切り替え

機が、まもなくいかれてしまいそうで

す（マウスポインタがたまに吹っ飛ん

でしまう。ボールなどをきれいに掃除

しても）。ちょうど、プリンストンのが

欲しかったので、当たりますように。

（安達正晃さん）

いつも楽しく、真剣に、ぐうたらに

拝読いたしております。いくつかのデ

ィストリビューションを使用しており

ますが、どれも中途半端になってしま

い、使いこなしていないなあ、と思っ

ています。十分使いこなしたなあと思

うまで、長くお付き合いさせてくださ

いませ。

（小林敏彦さん）

担当も、やりたいことがたくさんあって、

バックグラウンドを使えたらなぁ……なんて

思ったりします。でも、いざ暇な時間がで

きても、ぼけぇ～っと過ごしてしまうんで

す。いつまで経っても、進歩のない困り者。

血まみれ
もらったメモリ（64Mバイト）の増

設を図る。メーカー製PCなので分解し

にくいうえに中に手を入れにくく、ケ

ーブルのジャングルに手を突っ込んで

作業していた。気がつくと手が血まみ

れに。どうやらヒートシンクで切った
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模様。こわいこわい（しかもメモリは

壊れていた）。

（藤原勤さん）

パソコンに引っかかれるとは、災難。担

当は、最近飼い猫に引っかかれて血まみれ

です（TT）。

今と昔
電磁界解析や構造解析などの数値計

算を数年来ずっとやっている者です。

一昔前は汎用機やワークステーション

でしか計算できず、計算時間とお金を

にらめっこしてました。

今ではLinuxのおかげでほとんどお金

をかけずに当時をしのぐ仕事ができて

しまいます。皆さん（特に若い人）は

当然のことと思ってらっしゃるかもし

れませんが、本当にすごいことですよ

ね。Linux開発に携わる人々は何で食

べてらっしゃるのでしょう？

（T．Mさん）

以前といっても12年ぐらい前（大阪

にいた頃）、マイクロVAX Ⅰや当時発

売されたばかりのNEWS（SONY）を使

用していましたので「UNIXとPDP-11」

を懐かしく読ませていただきました。

今では考えられないことですが、当

時CADのデータをテープに落とし、車

で阪神高速を通り、1時間半～2時間の

道のりを客先（奈良県）まで運んでい

ました。昔は仕事の締め切りに間に合

わず徹夜したこともあり、その当時が

懐かしく思い出されました。

（西山正起さん）

高速道路を、1時間以上かけて原稿を運

ぶ必要のない今でも、編集部では締め切り

前に徹夜組み続出です。便利なものを発明

すると、新しい仕事も発見されちゃうんで

すね。

Linuxに関わるサービスを提供している

会社は、ディストリビューション販売、IT

アウトソーシング、教育、商用ソフトウェ

アの開発・販売などもしているようですね。

FTP版と製品版
ディストリビューションやアプリケ

ーションなどもなるべく製品版を購入

してLinuxの発展に貢献できるようにし

たいと思っています。まだまだバグが

多いようです。

ところで、パッケージの価格につい

て感じることがあります。多くのディ

ストリビューションは、サポート費用

がパッケージ自体に含まれているよう

です。しかし、私の場合、基本システ

ムそのものは、FTP版が手に入るので、

自分の環境で使用できることを確認し

てから購入するようにしています。こ

うすると、商用ディストリビューショ

ンを購入するのに、不要なサポートま

で購入することになり、不合理です。

FTP版から、サポートなしのアップグ

レード版が手に入れば、安く済むはず

なので、各ベンダーは一考していただ

きたいと思います。

（鈴木茂さん）

今月号のCDの付録のTurbolinuxは、

大変嬉しかったです。パッケージを購

入するか否かで迷っていました。実際

にインストールして評価してから購入

するきっかけができます。ありがとう

ございました。

（遠藤浩二さん）

製品版LinuxとFTP版Linuxの違いは、

サポート、マニュアル、商用フォントやソ

フトの有無です。また、FTP版Linuxでも、

インストール中にアップグレードインスト

ールを選択することでアップグレードが可

能です。これらが不要な方で、かつ、FTP

版をダウンロードして、インストールでき

る方にとっては、製品版でもFTP版でも変

わりはありません。

ただ、最近のディストリビューターによ

るサポートは、以前とは違い、質問回数や

範囲が無制限になったり、サポート通話料

が無料だったりと、ずいぶん利用しやすく

なっているようです。マニュアル本も親切

なだけではなく、より読みやすくなってい

るものが多いです。Linuxの操作に不慣れ

な方、段階的に学習したい方、サポートを

必要とされる方には、製品版Linuxがお勧

めです。

インストールの後は？
Windowsしか触ったことのない私に

とってはLinuxのインストール手順が非

常に難解でした。そんな私ですがLinux

magazineの内容は頑張ればついていけ

そうだったので、頑張ってみようかな

と思っています。ですから初心者を見

捨てたりしないでくださいね。

（藤井順一さん）

先日、はじめて雑誌付録よりLinux

をインストールしましたが、その後、

何をしてよいかわからず、本誌にて勉

強中です。

（たまちゃんさん）

Linuxのインストールが完了したらま

ず、インターネットに接続して、家庭内で

LANを組んでみましょう。好評発売中のム

ック「Linuxインターネットサーバ構築ガ

イド」や、12月号の特集1・2を参考にし

ていただいてはどうでしょうか？
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MIRACLE LINUX Standard Edition
Version2.0 RC3のインストール

付録CD-ROMに収録した

本誌付録のMIRACLE LINUX Standard Edition Version2.0 RC3（以下、MIRACLE LINUX）は正式版リリース前のRC3です。非商用ソフトだけが含まれて
おり、製品版を販売しているミラクル・リナックス株式会社や編集部からのサポートは受けられません。
また、MIRACLE LINUXのバイナリはPentium Pro以上のCPUに最適化されているため、PentiumやAMDのK6-2といった古いCPUを搭載するマシンではイ

ンストーラが起動しません。Intel Pentium Pro、AMD Athlon以上を搭載したマシンでお使いください。
なお、CD-ROMメディアに不良があった場合は、お手数ですが（linux-cd@ml.ascii.co.jp）宛にご連絡くださるようお願いいたします。Linuxのインストー

ルや設定などについてのご質問にはお答えできませんので、あらかじめご了承ください。

1
2

インストールの前準備
これからMIRACLE LINUXのインストールを始めます。多くのネットワークカー

ド、ビデオカード、モニタは自動認識されますが、自動認識されない場合に備えて、
あらかじめハードウェアのマニュアルなどを用意しておくと、インストール中にあわて
なくてすみます。
また、レスキュー用のフロッピーを作成するために、空のフロッピーを1枚用意して
おいてください。CD-ROMブートできないマシンを使う場合は、別にインストーラ起
動用のフロッピーも用意します。
さて、Linuxのインストールには、Linux専用に使えるディスク領域が必要です。ハ
ードディスクでLinux専用に使える領域を作成するか、ディスクを増設するかしてイン
ストールに備えましょう。

ブートディスクの作成
CD-ROMからインストーラを起動できない場合は、以下の手順でインストーラ起動
用のフロッピーディスクを作成します。
まず、空のフロッピーをドライブにセットします。次に、Windowsのエクスプロー
ラでCD-ROMの中の［dosutils］フォルダを開き、［boot.bat］というバッチファイ
ルをダブルクリックします。
DOS窓が立ち上がり、［Enter］を押すとインストーラ起動用フロッピーの作成が

始まります。

3
インストーラの起動
作成したフロッピーディスク、またはCD-ROMをドライブにセットしてマシンを再
起動します。インストーラが起動して［boot:］というプロンプトが表示されたら、
[Enter]を押します。しばらくすると、Xを使ったグラフィカルな画面が表示されます。
グラフィカルなインストール画面がうまく表示されない場合は、［boot:］の箇所で

［text］とタイプして[Enter]を押します。こうすると、テキスト画面のインストーラ
が起動します。

本誌の付録CD-ROMは、通常の650Mバイトメディアではなく、700Mバイトの
メディアを使っています。4倍速以下など一部CD-ROMドライブでは正常に読み込
めない場合があります。あらかじめご了承ください。
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4
5
6
7

使用言語の選択
インストーラを英語表示させる場合は［English］を、日本語表示させる場合は
［Japanese］を選択します。ここでは、［Japanese］を選択します。

キーボードとマウスの設定
デフォルトでは［モデル］に［Japanese 106-key］が、［レイアウト］に

［Japanese］が選択されています。日本語キーボードを使用する場合は、このままの
状態で［次］を押します。
次はマウスの設定です。PS/2タイプの2ボタンマウスを使う場合は［2 Button

Mouse（PS/2）］をチェックします。［3ボタンマウスのエミュレート］は、2ボタ
ンマウスの左右ボタンを同時に押すことで、3ボタンマウスの中ボタンを代用する機能
です。これは便利な機能なので、チェックしたまま［次］を押します。

インストールタイプの選択
［標準的オラクルRDBMS用サーバ］などのインストールタイプを選択できます。

インストールタイプのそれぞれについては画面の左側に表示される［オンラインヘルプ］
の解説を参照していただくとして、ここではもっとも柔軟にインストールできる［カス
タムシステム］を選択したものとしてインストール解説を進めます。

パーティション設定ツールの選択
［fdisk］は柔軟にパーティションを設定できますが、コマンドで操作するので初心
者にはお勧めできません。
［Disk Druid］はやや柔軟性に欠けるものの、マウスを使ってパーティション設定
できるので初心者にお勧めです。
［パーティションの自動設定を実行し、データを削除］を選択すると、ハードディ

スクのデータやパーティション情報がすべて削除され、自動でLinux用のパーティショ
ンが作成されます。
ここでは［Disk Druid］を選択したものとして解説を進めます。
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9
10

パーティションのフォーマットとLILOの設定
Linux用にフォーマットするパーティションを選択します。［フォーマット中に不良

ブロックをチェック］をチェックすると、ハードディスクに不良箇所がないかどうかを
調べながら、パーティションをフォーマットします。この欄は特にチェックする必要は
ないでしょう。選択したら［次］を押します。
次にブートローダLILOのインストール先を設定します。まず、IDEタイプのハード

ディスクを使う場合は、［リニアモードを使用する（一部のSCSIドライブで必要）］の
チェックをはずします。マシンをLinux専用に使う場合と、Windows 9x／Meと
Linuxをデュアルブートする場合は、LILOのインストール先に［/dev/hda マスター
ブートレコード（MBR）］を指定します。Windows NT／2000とLinuxを共存させ
る場合は、LILOをインストールせずにフロッピーディスクからLinuxを起動します。
［ブートディスクを作成］は必ずチェックしておきましょう。

8
パーティションの作成
Linuxのインストールには、最低限Linuxシステム用とSwap用の2つのパーティシ
ョンが必要です。
まずはLinuxシステム用のパーティションを作成します。［追加］を押すと、小さい

ウィンドウが別に開かれるので、［マウントポイント］に［/］を、［パーティションタ
イプ］に［Linux native］を選択してます。MIRACLE LINUXをフルインストール
すると、ディスクを約1.4Gバイト消費します。運用開始後のことも考えて、Linuxシ
ステム領域を3～4Gバイト程度作成して［OK］を押します。
次にSwap用パーティションを作成します。［追加］を押して開かれるウィンドウで、

［マウントポイント］にはなにも指定せずに、［パーティションタイプ］に［Linux
swap］を選択して、マシンが搭載するメモリの1～2倍程度のサイズを指定して
［OK］を押します。
2種類のパーティションを作成したら、［次］を押します。

ネットワークとファイアウォールの設定
MIRACLE LINUXをDHCPサーバからネットワーク情報を取得する環境で使う場

合は、［DHCPを使用して設定］を、DHCPサーバのない環境で使う場合は［DHCP
を使用して設定］のチェックをはずして、IPアドレスなどのネットワーク情報を入力
します。なお、この画面ではダイヤルアップ接続の設定はできません。
次にファイアウォールの設定です。セキュリティの設定に詳しくないユーザーは、

［セキュリティレベルを選択して下さい］で［中］を選択してから、［次］を押してく
ださい。なお、「lokkit」コマンドを使えば、インストールしたあとでもファイアウォ
ールを再設定できます。

11
使用言語とユーザー設定
MIRACLE LINUXで使用する言語を選択します。MIRACLE LINUXを日本語環

境として使う場合は、デフォルトのまま［次］を押します。
次の［タイムゾーンの選択］画面もそのまま［次］を押します。
さて、今度はユーザー設定です。Linuxには大きく分けて、ソフトウェアのインスト
ールなどシステム管理を行う特権ユーザー［root］と、Webブラウズやメールの読み
書きなど一般的な作業を行う一般ユーザーの2種類が存在します。
まず、Linux管理者のパスワードとして、［root パスワード］と［確認］に同じも

のを入力します。この管理者のログイン名は［root］です。
次に一般ユーザーのアカウントを設定します。［アカウント名］（＝ログイン名）、パ
スワードとして［パスワード］と［パスワード（確認）］に同じものを、［フルネーム］
にユーザーのフルネームを入力して、［追加］を押します。ユーザー設定を終えたら
［次］を押します。［認証設定］もそのまま［次］を押します。
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パッケージグループの選択
パッケージがいくつかのグループに分類されています。どのグループを選択してよい
のかわからないユーザーは、最下段の［すべて］を選択して、すべてのパッケージを
インストールしておくとよいでしょう。なお、［すべて］を選択した場合は、ハードデ
ィスクを1.4Gバイト程度消費します。
ここでは［すべて］を選択したものとして解説を進めます。

ビデオカードとモニタの設定
多くのビデオカードは自動で認識されます。インストーラが自動認識に失敗した場

合は、リストの中から使用するビデオカードを選択します。
次はモニタの設定です。モニタの自動認識に失敗した場合は、モニタのマニュアル

を参考にしながら、［Generic］の中からモニタのスペックを超えない［Generic
Monitor］を選択します。なお、液晶モニタを使用する場合は、［Generic Laptop
Display Panel］から無理のない解像度のものを選択します。

Xの設定
X Window Systemを綺麗に表示させるには、［色深度］で［High Color（16

Bit）］以上を選択する必要があります。［画面の解像度］には、モニタに合わせて適当
な解像度を指定します。
［色深度］と［画面の解像度］を選択したら、［設定のテスト］を押してXの表示テスト
を行います。GNOMEのデスクトップ画面が表示されればXの設定は成功です。
GNOMEのデスクトップ画面が表示されない場合は、［色深度］や［画面の解像度］の
数字を低くしてテストしてください。
［ログインの種類を選択して下さい］で、［テキスト］を選択するとテキストベース
のログイン画面が、［グラフィカル］を選択するとグラフィカルなログイン画面が表示
されます。ただし、Xの表示テストに成功してないユーザーは［グラフィカル］を選択
してはいけません。
［次］を押すとパッケージのインストールが始まります。

ブートディスクの作成
ハードディスクからOSを起動できなくなった場合に備えて、緊急時用の起動ディ

スクを作成します。空のフロッピーディスクをセットして［次］を押すと、ディスク
の作成が始まります。
起動ディスクの作成が終わるとインストール作業は終わりです。フロッピーディス

クを抜いて、［終了］を押してください。CD-ROMは自動で排出されます。
お疲れさまでした。


	 19　Biz Express
	 25　News Express
	 32　日刊アスキーLinux Business Report
	 34　LinuxWorld Tokyo 2001
	 36　Products
	 40　新着ディストリビューション
	 52　【特集1】Linuxネットワークサーバ設定レシピ
	 92　【特集2】Linuxで作るWindowsファイルサーバ
	110　Linuxビジュアルプログラミング
	118　カード型Linuxマシンで遊ぼう
	126　携帯電話 de Javaプログラミング
	134　箱の中のペンギンたち
	142　Free Application Showcase
	158　隠喩としてのコンピュータ
	162　オープンソース・アクティビズム
	164　初級Linuxer養成講座
	171　初等Ruby講座
	180　サーバ百科
	189　Oracle8iで作るWebサイト入門
	197　Perlスクリプト入門
	205　[超]入門シェルスクリプト
	213　Linux日記
	220　Linux Garbage Collection
	222　Books
	224　読者の声-俺にも言わせろ！
	228　インストール解説



